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f耐絡一面坪 2，3∞円 - 4，8∞円( 材工共)

規絡

三星の弾性床タ イルは何れも製法の

日本の多湿多雨の気専売特許品で、

舶来品の候でも優れた性能をもっ、

追随を許さな い製品です。

し

徴

施工後故障が少い ・工期が早い

価格が手ごろである ・手入掃除が簡単

色彩が自由に選沢出来る ・永持ちする

田島応用化工株式会結

4砂 特

- 屋外には使用出来ません

- 各製品毎のカタログ見本

技術報告書を御請求下さい



;12?ぎl図歴: t J

1 叫 E夢

| 極細硝子繊維|

ofi .壱材

に 使 用 さ れ た

効果的成榊

大 手 町 ビ ルl

新 朝 日 ビ ルl

丸 の 内 東 宝 劇 場l

第 二 大 手 町 ビ ルl

千 代 田 ビ ルl

)CJ マウ〉ト郁子Z業棋式会祉
本 社 ・工 場

東 京 出 張 所

大 阪 出 張 所

‘ＱＩ［‘ ｊｾ＠
ｉｊｾＮ Ｍｲ ｊｉ 、

ＱＺＺ号ートタ ｾｊｾ

ヌボシヂシ・ト

Ｍｾ‘＠
皆様の設計と施工に東洋の床材

リユーム株式会社

兵 庫 県 伊 汁 市 伊 丹 5 5 8

電話伊丹( 代)3531 ・大阪 (48) 4490

東京都中央区銀座 4 丁目 三和ピノレ

電 話 京 橋 ⑧ 1 7 0 1 ・2 5  6  4  

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 丁目三和ピノレ

電話北浜 @ 0 3 7 5 - 0 3 7 9

東洋リノ

本 社 工 場

。ソフトな感触

く〉優秀な耐久力

。美 し い 色 彩

F  

東 京 支 広

カ

タ

ロ

グ

進

呈

大阪事務所



近代建築を生かす軽快な昇降. /

一 。

大 阪 営 業 所

- ヱレへータ

・タムウヱータ

自 主 主 製 佐 南

大 1;1>i ，J i ;1ヒ| メ仰 111 2 d守地 (:J¥一 生 命 ビ ル ) '， ｬＡＺ，治大 ｉ ｾ 反 Ｈ ＳＶ Ｉ 1  3  () 1  ( (¥:: )  

N  - 0 .1  

⑩ 
特 許

経費節減527万円ρ

利益を$ も

平JI トMPボ イ ラ 女 高 性 能 ・ 語 射 型

炭 ・ オ イ ル ・ 刀 ス 焚

煙管式ボイラの「革命児，現るノ

:..1 ｾ ＭＭ - - .  女 1年間 (7200時間) の燃料節市境目

大 阪 府 立 工 業 奨 励 館

と え 公 式 試 験 戚 績

ゑ色明lこて

可ミ 排刀ス j孟度 lQ7

0

C

株式曾祉平川鉄工所

本社 ・工場 大阪市大淀区大仁西2の1 電話福島@ 1 9 7 5 - 8

東 京 営 業 所 東 京 都 中 央 区 八 重 州6の7 電話 @ 5883 ・7787- 8

九州出張 所 福 岡 県 小 倉 市 宮 野545 電 話 小 倉 ⑤ 13 6 2

f 令

、

、



技 術 ・性 能 ・信 用 を 誇 る

安 全 度 の 高 い

強 力 型

重 荷 用

司ミ '!J ¥ も

5吋 1

諸セ E 込

御用命 ｌ ｾ 全固有 名土木機械 工具

金 物 庖 へ i.l P照 会 願 い 主 す; 苫

ア ム ス ラ ー 油 圧 式 横 型 引 張 試 験機

( 日本海事協会検定No. 3788)

製 品 は 本 機 に よ って試験す
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御用命は全国作l也有名建築金物J，I; へ御mi 会願います



完リZ ンタルクロース

国

株式会社 京橋松屋商庖

東京都 '1'火区八重洲 5 ー 1

‘ ベ

1同 li T I 驚異的近代感覚の吸音壁貼材料

新 製 品

自ヲti' ｾ目 Ｍｸ
原紙に着色せる慢秀製品

ニッポンクロース

製 造 発 52 元

津 装 飾 株 式 会 社

大阪市北区堂島上ーノ二四 T E L大 阪 @ 1351- 3  

河

ノペ

、¥
‘  

ス

一 大阪・ 高麗橋
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ｾ ｉｉ 限 定休

屯 活 @ 1551
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ア サ ヒ 印 耐 火 ボ ー ド の 新 製 品 化 粧 ボ ー ド の 決 定 版 ノ

- 耐 火 ボ ー ド

・ ア サ ヒ ト ー ン

・ ラ ス ボ ー ト

・ボート周プラスター

( カ タ ロ グ 進 呈 )

大 阪 耐 火 ボ ー ド 株 式 会 社

本 祉 大 阪 市 北 区 制 主 町 5 0 空 ヒ ル

;tt ! t 大阪⑧岨お 4034 .  76的⑧ 1141

曹軍官揖所 取 IHII 平 代 田 区 神 印 曹 訟 下町 4 6  

屯 銘 忠 良、⑧ 2 9 3 8 . 5 8 0 1

伝統の/ 安佐ど表喜のおぷヤFヂJ タ

大阪支庖 大 阪 市 西 区 阿 波 凶 '1-
1

通 n 目48番地

電話事F r Ol J @l 4 3 2 ・1 2 4 7 ・6 7 0 ( 港

東京支応 東京都 1:1-
1
火区日本稿浜町 2T 目47f存地

包 話 兜 UIJ @J 7 3 0 9 iJl:



の街生陶器ヒ付属金具

L - 9 2  (ニイt る

L - 2 2 0  

オ パ ー ル

OP A L  

ビル・アバートは もとよりで持住宅・

に も1J p採用頂 けるよう寸法や価絡の点 では 従来品もよく

eコ句5あえる f卸愛用頂 いていた 製品 L - 9 2 を基準 と して考慮いたし ま した 。

東 洋 陶 器 株 式 会 社

本 社

小 倉市篠 崎 町4 5 8

T E L ⑤ 248ト 5

茅ケ崎工場

大阪営業所 大 阪市東区伏見町 5 の3 T  E  L  1I3) 4518 - 9  神 奈川県茅 ケ山富市

各地営業所 東京 ・名古屋 ・小企 ・広島 ・高松 ・札脱 T E L  2105 - 8  

定 価

陶 器 ( 1級 ) し 220 ￥ 2，900

金 具 ( O "oyo"tdJt. t. 印 )

立本l ' i T 2 0 5 Y

@￥ 600 ( 21困) ￥ 1，200

止; J ，f'E， T 4 A Y

@ ￥ 670 ( 2  f困) ￥ 1，340

排水金n T 6P  干 1，210

"  {' : J クJ 、ンガ

ｉｔ ｾ 付木ヰユ ノ ｔ L  220D ￥ 200  

言十 ￥ 6，850  

参 考 定 価

陶 器( 並級 ) L  2包O ￥2，320

金 具 ( グ グ 凡 印)

立 水 位 K 2 0 5  Y  

@￥ 510  ( 2 1回) ￥ 1，020

止 水 位 K 4 A Y

@ ￥ 570 ( 2個) 干 し140

排水金具 K 6 P C ￥ 1，030  

zj ，h E  

ft" ， ｾｉ ・ ｅ

j ・‘ E

'ー・・'. 1ぉ ｾ［，ＺＺｉ ，九九円 1

特殊加ヱがしてありますか ら，どんな糊でも .."・・. 東京地下鉄・東急，新車に使用されています。

}.・.-.-. ‘ それは感触が柔らか く，手入れが簡単でしか

叉素 人 で も 容 易 ｬζ 貼 れます。ｾ ・・・・ も毎日 多数の乗降者I C . 耐え得る等その特性が

インク，泊，手垢等の汚れも石鹸水できれい 他の床材より優れてい る事が認められたから

です。

にとれて水伏が可能です。 (特許出願中) 標準寸法帽B尺 x:m30mx 厚 2.5粍 ( 1巻15坪)

⑬ 川 口 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

東京都葛飾区本 因四ツ木町54 電話葛飾 ( 69) 194 6 - 9  

(全国有名内装工事底I C. 御照会下さい) ( カタログ贈呈)

v  

t 、
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賞

12月8 日，下記のとおり木会々員が建設事業関係功労才; として裂: D : を

授勺されました。乙乙に誌して，その栄誉をお祝い申し上げます。

受の員

A

去
会 員 の 受 賞

( 元到'll )

( 九州支部副支部長)

( 名許i E 会員)

( J ! I ! 耳J )

(建材審l ' t 委只良)

政

茂

郎

吉

君

帯

山

君

君

君

君

君
章

吾

上

村

木 1市、 次

谷 河1 鋭

木 正

i猛

野

記

焔井

河

黒

長

藤

位

村

貰 綬褒賞

同

問

問

問

医綬褒賞

同 ( 元郎事)

11 月 4 日下記のとおり木会々日が大阪府の建築行政に寄与した功労に

より表彰されました。乙乙 lζ 誌して，その栄枝をお祝い申 し上げます。

I長

石 川 克 三 君

今 林 彦 太 郎 君

鍵 仲 尊 雌 君

坂 内 幾 三 郎 君

佐 久 間 逸 治 君

m 辺 信 君

長 谷 部 鋭 育 君

牧 村 利 ! 日I君

7 l < 間常次郎君

波 1事 圭 苔 君

FR rlJ 庄 太 郎 君

相 沢 喜 久 太 郎 君

稲 田 好 w君

池 田 't!.. I; 彦君

伊 丹 久 吉 君

小 河 宵 之 助 君

黒 田 茂 君

坂 木 広 吉 君

嶋 問 良 馨 君

波 江 悌 夫 君

前 野 皮 太 郎 君

松 木 芳 太 郎君

山 田 文 次 君

h 石 登 喜 男 君

大 和 栄 街 君

丹 司 定 治 君

ｾ柳点 ＱＱ ＱＺ君

石 原 季 夫 君

今 西 関 宮 君

久 保 幸 一 君

綱 弘 美 君

作 間 口 11¥生君

永 田 県l 三君

藤 阪 徐 行 守 郎 君

i<?1 井 敬君

森 西 龍 太 郎 君

大 倉 山 平 君

浜 団 理 一 君

越 岡 英 嗣 君

T片山首 i原 三 自11君

行発明証良優E  C  スクレゴ

p 、

ツ

昭和33年 1 月29 日提出された資料につき木会m材探査委員会において

終有の結果，下記特徴lζ より向う 1 ヶ年間有効の優良証明を l昭和331，f 11

)1 10 日付発行した。 社 団 法 人 日 木 建 築 協 会

園 喜 望 ヨE 至- 調圏直ヨs・

?  

言己

C

社

E

会

ス

式

ク

株

ツ

成

レ

、

合

一

国

ゴ

宮

名'" ロロ

製造会社名

徽特

防ノk性能は優秀である。

防水肢に柔軟性が保たれるから下地コンクリート κ 0 . 1粍程度の

1 1 . 1 裂を生じても防水朕は破狽 しない。

防水の補修が簡単にできる。



建 築 基 準 法 改 正 に 関 す る 要 望 書 提 出

本会法規委員会では，かね て建築基準法の改正 ( C関し て検討をつづけ

ておりましたが，中央における同法改正機運の進展にかんがみまして下

記のとおり要望書をｴＧｴ ｬｬ 札、たしました 。 ｾ告申し 上 げます 。

要 望
重主

'" 

建築基準法の改正に関し要望の件

ｲｵｾ ｩＡま準法の改正 ｬζ 関して下“日のとおり要望いたします。

ｲｵｾ 基準法第 Ｕ Ｕ 条第 Ｑ 写ￎＨ ｃ 対する緩和 ｉｾｑ 定として下記趣旨の条項を

新設する ζ と。

地方公共団体[ ま，土地の状況によりやむを得ないと認める湯合

は Ｎ 建設大臣の承認を得て，条例で ｬ ヌ城を限り筑 ｾ ＵＵ 条ｾｾ I  ｊｪｾの規定

による ;1日| 限を緩和す るζ とができる。

理 L1-1

建築行政当局の多年のど努 )JIζ もtf'j わらず i♀反建築が跡を絶た

ない乙とは誠に慨嘆lこたえない処であります。i主反建築のうちでも

特に恋質のものは無周のものでありまして，その原因はf i I ! 々あると

思いますが，空地I1日l限! こ抵触するために下続のできないものが非常

!こ多く ，しかも地択的 lこ集中して起る状態であります。

依っ て，乙のlliI II援を地方の条令で例えば次のような緩和を行うと

きは，相当数の無届建築をノレートに来せる乙とができ，桃造，防火

などofx 'iS!なru築指導を行うととができます。

1  商業地域内では過小敷地 ( 1 oOilι 方米未満) の約集している

所では「十分の七」を 「十分の八J ! 乙緩和する。

2 .  住m地域または準工業地峻内で，業務と住居が併用されてい

る建物が干特集している所では 「卜分の六」を 「卜分の じJ !ζ 緩

和す る。

以 上

上，， 1己，要望rlJ し上げます。

II ( l 和 33 1，下 11 月 29 11 

社団法人 口 木 建 築 協 会

会 長 工 学 博 士 尾 崎 久 助

建 設 大 臣 遠 藤 三 郎 殿

会 告 2

建築基準法改正に

関する要望書提出

建 築 士 年 次 届

大阪府では，一級往ー築士および二

級建築士の方は，来る 1 月15 口まで

に「建築士" f . 次周」をしていただく

ようｾ望されています。まだ周 ［ＱＧＱ さ

れてない方は，至急「年次郎」をさ

れるようお願いします。

届11¥用紙は大阪的. 建政諜』ζ 準備し

であります。なお詳細については，

同建政課へお問合せ下さし、。

，ベ

'  

謹賀 年昭 和 34. 年 元 旦 ( 迫加分 ・順不同)
新

)  11 崎 内 忠盛
:.1.‘ 

'ロ

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 中 1 丁 目 19

株 式 会 社 小 坂 井 組

藤 資

京 都 市 左 京 灰 田 中 大 根 町 1 3  

内 藤 建 築 事 務 所 電⑦0716



. 6.  

Z コE 告 3.

昭 和 3 4 年 1 月

新 年 午 餐 会

新 年 午 餐 会 開 催 通 知

..  

恒例 K. より新年午餐会を下記により開催いたします。

会員相互倍 11. . 1 の懇親を. i l l : ねて参りますよう ，新年第 1 回の午祭会に多

数会員の ど;H席を お願い 1j 1 し上げ ます。

，、
記

日 時 1J:j 12EI  ( 月) 正午

1  . 場 所 今橋 クラブ ( 東区今橋 ・日本経済新聞社)

1  . 映 画 朝黒 U部ニュ峡ー谷ス ((第新春2封編切))  

1. 会
'費

￥ 5 0  0  

1  . 申 込 1 月10 白午前中までに会1'( を添え事務局までお申込

み下 さい。

若い会員の集い
新 春 の 若

4

2

 

員 の 集

( 海 外 か ら 帰 られ た青 年 建 築 家を 囲 ん で〉

1 と き 1  )J 8  [1  ( 木) 午後 6 11寺- 8 時

1  と こ ろ ミュンへン 北庖 2 階 ( 大阪市北区神明川IJ 22 ・但 し梅

国新道交叉点を* へ約 1了南側1) . 電話@ 5593番)

噌

1  . 申 込 折返し電話でお申込み下 さい。会1'( は2 0 0円 (}) I)I ζ

補助があり ます)

11 

1  .  海外のK112誌のあれこれを， 六土11m< 君( 京都大学) ・池 田 武 彦 君

( 東知l建築事務所) にスライドをまじえてお話しいただくことに

しております。

11" 

謹 賀 新 年昭 和 34.年 元 旦 ( 追加 分 ・順 不 同 )

中 松 通 日月 j章 村 芳

大 阪 市 東 | メ 伏 見 II IJ 5  - 3  

東洋陶器株式会社大阪( 営業所所長

ｊｾ＠ Ib! ，j 市 長 l:!ii字 ffii 川 新6 . 1 4f t  

オリエンタ J レメタノレ製造株式会社



謹 賀 新 年 昭和: 1 34 年 元 旦 ( 50音順)

青 木 友

一
伊 丹 久 吉

大 阪 市 天 王 寺 区 大 道 3 丁 目 大 阪 市 策 区 両 儲 111]" 1- 17 

東 洋 洋 瓦 株 式 会 社 社 長 株 式 会 社 藤 木 工 務 庖

浅 井 貞 ご'ムロ 井 田 泰 玄

大 阪 市 北 区 堂 品 中 2 - 3 7 大 阪 市 浪 述 区 西 円 手 町 1017

双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所 井 田 商 事 株 式 会 社 代 表 者

、，

ノ司

浅 沼 猪 之 =Et  Z  伊 東 正 也

'  

大 阪 市 天 王 寺 区 石 ケ 辻 111]" 13  大 阪 市 北 区 綿 屋 町 5

株 式 会 社 浅 i召 組 伊 藤 建 築 設 計 事 務 所

浅 聖子 重 太 虫E 伊 藤 貞 亮

大 阪 市 北 区
市出門

旺l IUJ 大阪市東区内淡路町1- 11 ( 中大江ヒソレ〉

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 所 創研社設JI ・事務所 電 ⑪ 9345

j斐 海 正 雄 糸 井 直 太 lls 

大 阪 市 東 区 北 浜 2- 69 自宅 茨 木市 大 字 総 持 寺 170- 21

淡 海 電 気 株 式 会 社 株 式 会 社 内 外 土 木 建 材 社

安 藤
-方b・・

雄 井 上 福 蔵

大 n 本 土 木 株 式 会 社 大 阪 支 出 枚 岡 市 石 切 山 ｾｉ＠

池 田 宮 彦 井 場 績

大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 2- 37 大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1- 40

株式会社大阪建築事務所取締役社長 日新工業株式会社大阪支庖
v  

石 )  11 寛 一

. o.  

林 彦 太 lls 

一
i  

大 阪 市 天 王 寺 区 茶 臼 山町 111

石 川 建 築 事 務 所

神 戸 市 東 灘 区 本 庄 H汀 深 江

石 原 達 偉 〔季 夫〕
. o.  

村 騰
i  

大阪市北区宗是町 1 大ピ J レ916号室 大 阪 市 北 区 曽 根 崎 上 1- 41

石 原 建 築 設 計 事 務 所 中 央 QZ 気 工 業 株 式 会 社

石 丸 正 名
入 i工 雄 太 lls 

大 阪 市 J t. 灰 真 砂 111]" 3 2  岐 阜 市 上 材 木 町 3 7 3

株式会社戸田組大阪支! 苫 ・常務取締役支防長 入 江 設 音| 事 務 所

4  



謹 賀 新 年 昭 和 34 年 元 旦 ( 50音順)

岩 崎 甚 太 8B 岡 本 行 警

兵庫県 川 西 市 栄 綴 字 豆 阪 1ー11

大阪市西区阿波座下jffi2- - 30 ｾ＠ｾ＠ 0795 

株式会社昭和ｾ築設計事務所

上 西 圭 i'・ロh  河 τEt  ヨ
之 助

大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 4 番 丁 8

株式会社 ｾ＠ 材 ネ上

設計盟主珪! 小河建築設計事務所

宇 賀
一 8B 奥 村 太 平

大 阪 市 阿 倍 野 区 松 崎 町 1- 51

大阪市北区若松町羽田i I 荷ヒソレ12号室

株 式 会 社 奥 村 制l

内 回 成 之 栗 賛 吾

須 賀 工 業 株 式 会 社 清 水 建 設 株 式 会 社 鴻 委 理 主

浦 辺 鎮 太 8B 尾 崎 久 助

大 阪 市 東 区 北 浜 5- 13

合 ! 放 レ イ ヨ ン 株 式 会 社

日建設計工務株式会社取締役会長

株式会社 エ ー ビ ー シ ー 商 会 大阪出張所 尾 崎 博
一

大 阪 市 西 区 京 町 期 通 1- 18 大 阪 市 北 区 茶 屋 IRJ 38 

昨国干、

⑪ o  5 0 0 ・3 9 1 5  旭 化 工 板 製 造 株 式 会 社

大 林 芳 8B 
置 塩 章

大 阪 市 東 区 京 橋 3- 75 自宅神戸市東灘区御影町上 ノ山 1661- 1

株式会社 大 林 組 電 ③ 4 6 8 1  

岡
一 8B 笠 原 梯 、'Aロ‘  8B 

社 員

一
同

大 阪 市 北 区 堂 山 町 89

大 阪 市 西 区 京 町 郷 上 辺 1- 14

株 式 会 社 岡 組 取 締 役 社 長
回日応用化工抹式会社大阪11'，張所

岡 田 平 蔵 辛 木 貞 夫

名古屋市西区西菊井町2 - 12 電@ O121・2057

東 海 興 業 株 式 会 社 大 阪 支 応

合資会社岡田 主 ｾ材庖代表者

尾 亀 清 四 8B 河 井 覚 弘

大阪市北灰兎我野町 l8 ';l!: @3 3 3 0・3339

一
晃 前' 会 常 務 取 締 役

河 井 建 築 事 務 所

5  



謹 賀 新 年 昭 和 34 年 元 旦 ( 50音順)

)  11  口 哲 雄 鴻 池 藤
一

IE 111布 市 南 竹 谷 IUJ 2 - 89  

田中工業株式会社大阪 11¥張 所

大 阪 市 住 吉 区 浜 口 11I J 4.<l 2- 21  

河 j章 喜 之 助 岩 増 太 f! s  

大阪市北区堂島上1- 2'.1， 屯@ 1351- 3 尼 崎 市 尾 浜 字 国 広 1 ー 1

河津装飾株式会社取締役社長 布11 束 塗 料 株 式 会 社 社 長

河 東 義 方 西 岬

自宅大阪 市 天王寺区餌差 町 ＴＹ Ｍ Ｑ 屯 ｾ Ｐ ＸＵ Ｐ 大阪市凶lヌ阿波陀下辺2- 28- 1 電@7830・1212080

大阪郵政局建築部屯@ ) 6300 
株式会社 回中小西建築事務所

神 田 正 平 林 清

大 阪 市 東 淀 川 区 間 川 迎 6- 38
大 阪 市 北 区 堂 応 上 2 - 11

株式会社 日本シャッター製作所
総 式 会 社 新 住 宅 社

北 キサ 平 作 林 得 志

大 阪 市 東 区 北 浜 1- 25
大 阪 市 北 区 堂 島 中 町 29

佐藤工業株式会社取締役大阪支l苫長
小 林 得 志 建 築 事 務 所

木 戸 口 信 義 佐 藤 音 松

大 阪 市 天 王 寺 区 北 河 掘 町 54
大 阪 市 天 王 寺 区 上 ぷ | 町 7- ; H

大作建設工業株式会社取締役社長
株 式 会 社 今 凶 キ且

木 下 光 雄 佐 藤 四 郎

大 阪 市 凶 区 江 戸 堀 南 通 5- 35

株 式 会 社 木 下 被 三 間 庖

1' ，古屋 市 東区東芳野I l IJ 1ー 75

久 保 幸 一
佐 藤 太

株式会社 久 l尽 商 !苫
近 滋 屯 気 工 事 抹 式 会 社

栗 回 政 次 f! s  斎 藤 光 夫

大 阪 市 1出 区 南 掘 u. 1 番 11町 14

大 阪 朝 日 澄 脊 株 式 会 社

l"C: I日 市 百 楽 荘 3 - 2 '12

栗 原 信 虎 坂 内 幾 一 f! s  

大 阪 市 北 lズ永 楽 町 8 a;: @  1231 
大|坂 市 凶 淀 川 氏 御 幣 jiEl い1 - 2  

栗 原 工 業 株 式 会 社
坂 内 建 築 設 計 事 務 所

6  



謹 ( 50背順)賀 新 年
昭 和 34 年 元 日

座 建 造築 務 所事

大阪市北| 玄中之/;7j 1.ト 33 ｾＺ［［ＺＨｩｊＩ ＴθＴＰ ・ ＵＴ Ｂ Ｑ Ｘ

東京高日中央区築地 3- 8 屯 @  3745- 6  

田 男

P  

神 戸 市 生 悶 灰 楠 町 5 丁 目 2- 4

三国建築設; 1 - 1 " Tj i : 務所 所 長

志 1亘 正 次 信

株式会社 明

清 7.1< 

正 H  

和 弥

内 宅 iL1 中 市 桜 塚 束 通 5- 8

山下芳郎設計事務所大阪支ネl

白 キ多

竹 腰 健

太 達 f! s  

地 頭 政

大 阪 市 北 |文 堂 [...I j [い 2- 37

双 ｊ ヰト ｴ 竹 ＩＡＧ要ｾ祭事務所

)!I 刀

大阪市西淀川灰御幣 ｩ［ｾ rlJ  3 - 4  

株式会社不二製作所大阪支応取締役支町長

田 遁

太

Ml 

観

嘉 日月 人

神戸市東灘阪本山町野待字山間 19- 1

ｾ＠
日 谷 f! s  

大 阪 市 西 灰 紅 戸 周 南 通 1- - 37

株式会社大阪電気商会 ・大阪| 殴日商会

鈴 木 市清

大 阪 市 東 淀 川 I又 新 商 南 iilll - 14

株 式 会 社 ケ ン ト ク

銭 高 輝 之

大 阪 市 西 区 京 町 郷 土 通 1- 33

株 式 会 社 銭 高 級

株 式 会 社 大
ト

小

4

必

n

1

f! s  

夫

塚 本 猛 :づて

日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

東 畑 謙

大 阪 市 東 |ズ 伏 見 UIJ ::; 

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

田 村

大 阪 市 東 ! X . 南 久 宝 伊 H可 4

fむ jl 二 株 式 会 社

大阪市北灰若松町30 電@9∞4 ・9016

株式会社小俣製作所大阪11' 張所

干 原 大 五

株式会社大阪建築事務所取締役東京支所長

知 義見

大阪市西灰土佐堀通 大同ヒリレ 7 隣

株式会社 主斉藤ｪｬＧ ￬ 三商肥大阪支 ｊ［ｉｾ 長

高 橋 伸 光

大 阪 市 南 灰 大 宝 寺 IIIJ 束 之 丁 41 1  

大阪セメダイン問事株式会社取締役支配人

第一建築郎長 高

第二ru築部長 益

山

邑 義

馨

大 阪 市 北 区 茶 尾 町 3 8

大 鉄 工 業 株 式 会 社

宮 家 宏

京自 ｦ｜ 市中京ｼ 夫烏丸 ｩ 凶 Ｑｾ 小路 上 ｊ レ屯① ＳＹＱＷ ・ ＶＰＲＴ

宮 家 建 築 設 計 事 務 所

大 阪 市 東 区 道 修 町 1 加 藤 ピ ル 也 訴@3390

東京邸中央灰八重洲4- 5 侮悶ピル fEi 柄 @旬以

泰



謹 賀 新

長 尾 正 大

大 阪 ・ 天 六 ・阪 急 ビ J レ

日本エレベ・ータ工業株式会社代表取締役

中 沢 誠
一 E! s  

守 口 市 滝 井 元 町 3- 27

電 大 阪 ⑧ 1 8 4 8  

中 之 島 製 鋼 株 式
コ4エ』 ネ土

大 阪 市 東 区 弁 天 町 4

西 向島 徳 太 良H

大 阪 市 西 区 京 町 姻 通 2 丁目 3 7 - 2

株式会社 大阪建築事務所常務取締役

伴 秀 雄

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 2- 51

株式会社西原術生工業所大阪自

平 田 伊
一

fls 

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 1

株式会社平田タイル取締役社長

平 田 作 太 自日

大 阪 市 西 1 5 <. 阿 波 座 中 1

株式会社 平 田タイル専務取締役

福 井 ビ ニ ー ル 工 業 株 式 会 社

木 社 福 井 市 木 問 冊J 22 

東京 Ｇ￬ｾｴ ｬＱ所 東京都港区芝浜松町 2- 11

大阪 Ｇ￬ｾｴ ｬＱ所 大阪市南区駅陵町通 2- 46

福 岡 庄 一 E! s  

滋賀県甲賀71s石削 l町大字石部 2476

白木 スタ ッ コ 株 式 会 社 社 長

福 田 朝 生

大阪市北区: ¥: i ; [.:'0 中 2- 3 7

双 星 社 竹 l民 建 築 事 務 所

年 昭 和 34 年 元 旦 ( 50音順〉

福 永 薫

大阪市南関駅鹿町iill 4- - 61  電③5189

福 永 ill 築 設 計 事 務 所 所 長

福 山 忠 ご，ιロ‘  E! s  

大 阪 市 北 区 抑 止l 町 2 6

栄 i住 鋼 業 株 式 会 社 社長

藤 井 徳 義

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 16 大江ビ) レ

新晃工業株式会社取締役社長

藤 木 正 一

大 阪 市 東 区 両 替 町 1- 17

株式会社 藤 木 工 務 応 社 長

藤 本 憲 、'&ロ‘  

大 阪 市 北 区 梅 田町 第一生命ビル

小野間セメ ン ト株式会社大阪支庖取締役支倍長

藤 本 庄 之 助

大 阪 市 城 東 l叉 西 明 野 6- 43

株式会社 工 E筆 社

宝 来 佐 市 自H

大 阪 市 東 !文 京 橋 2ー 7"

株式会社 大 林 品目

牧 村 利 勝

大阪市東区桃姻 2- 70 電@代表5035

株式会社間組大阪支応取締役支応長

町 田 信 iι口‘  

兵 !宅 県 伊 丹 市 伊 丹 5 5 8

東洋リノ リュ ーム 株 式 会 社

松 井 邦 彦

大阪市北区高垣町80 i{i:代⑧0178 ・4161

耐酸化学工業株式会社 取 締 役 社長

，、

‘  

司闘...



謹 賀 新 年 昭 和 3-1 年 元 旦 ( 50音順)

， 

松 キサ 雄
=ロt  株式会社 矢橋大理石商脂 大阪出張所

大 阪 市 東 l叉 京 橋 2- 28

株式会社 松 村 MI 

大阪市東区南麗続 2 野村ヒツレ 51浩

松 本 芳 太 .es  山 口
豆口三

tls 

大阪市南I叉今柿2 - 16 屯@6 951(代) -zh "apt  • rp 
市 ョ: jiTI 2 - : )  

.  
株 式 会 社 松 重 電 機 間 町 不 二 建 設 株 式 会 社

• 
一 国 手リ 道 止l 回 支 次

自 宅 京 都 府 下 西 向 口 町 稲 葉 25 大 阪 市 西 区 京 町 堀 上 jiTI 1- 7  

大阪 市 東区安土 町 ｾ Ｍ ＲＲ (株) 安: 11弛築設計事務所 山 田 工 業 株 式 会 社

、

南 長
t ct  z  山 中 義 一

大 阪 市 東 IX. 高 麗 橋 詰 町 43

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 I苫長

栄興ｾ築株式会社

キサ 井 幸 'EAロ‘  山 邑 励 一
一

布 施 市 横 j百 II IJ 1- 46  神 戸 市 東 灘 区 魚 陥 町 大 川 原 77 L

敷島金物株式会社専務取締役 鹿 島 建 設 株 式 会 社

キサ 尾 宮 山 本 1専 一

一

自 宅 高 槻 市 大 字 国 五 行 住 300 大 阪 市 北 IX. rl' 之 町 3 - 3

松下電器産業@t f 球事業郎照 I!sJ技術課長 朝 陽 電 気 株 式 会 社

向 井 保 晴 山 本 義 樹

兵 庫 県 伊 丹 市 伊 丹 558

東洋 リノリュー ム 株 式 会 社

株 式 会 社 銭
守(.苛司-

非n

村 石 秋
τ口と

山 本 龍 太 tls 

大 阪 市 浪 速 区 幸 町 通 3 自 宅 大 阪 市 住 吉 区 帝 塚 山 西 今 一21

浪 速 合 板 株 式 会 社 大阪市北区西堀川町15 (株)ヤ 7 卜屯気商会

室 谷 山 7}( 
τロt  田 信 武

株 式 会 社 室 谷 R:li 応 大 阪 府 大 京 市 三 和Wl l '1 0

柳 回 奨 巴 夫 鷲 尾 健

大 阪 生 コ ンク リート 株 式 会 社 大 阪 大 学 工 学 部 構 築 工 学 教 室

9  



最 新 刊

編 集 幹 事 (50音順}

石黒 次郎 (K .K .竹中工務陪設備部長)

川口与四郎( 近畿地建設備課長)

高橋 誠義 ( K.K .大林組建築部次長)

中原 茂( 近曲陸地建計画課長)

前田 敏男 (京大教授 ・工侍)

J' J ;砂野 間( 近畿電気工事K. K. 営業部次長)

三村 貯ー( 須賀工業K. K 設計線長)

お申込は・ ……. . . . .
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建 築 技 術 者 の た め の 空 気 調 和 と 電 気 設 備

戦前i以後を比較して建築の変りょうは実に目をみはるものがある。構

造，Z5匠，設備，材 料等のどの点についても戦前の知識， 考え方は通用

しな くなっている。そのうちでも蛍光灯やl凌冷房の方式の進歩等は正 [ζ

画期的といえる。 ( 中略) 建物主体が耐震耐火であるべきは勿論だが，

今 nではその工事政は主体工事政の半分にもおよんでいて，さらに多額

になる傾向にある。 日本建築協会はかかる情勢! こ鑑みて始めて 「建築設

備諮1司会」を開催する。そのテキス卜が本告である。建築の設計および

現場 lこ働 く中盤技術者を主なる対匁としてい る。従って木テキストの内

界も桁l潔なが ら実際的を旨とし，例をあげたり，建築との工程の関係 や

経済性からみた設備の考え方などまで合めている。またw者も学者ーのほ

か多くの実務家を煩わした。 ( 発刊のことば より抜率)

本書は大別し て空 気調和設備編と電気設 ｦ ｩｬＱ ｩｾＺ 菊より な る。空気調和設備

編においては，乙れを八章 (ζ 分ち，最近のビノレ建築で建築計 画上短めて 屯

密接な関連をもち，かつウエ イトを大きく占める空気調和装置，I殴冷房

設備に関する内界を主眼lこして沼述した。

電気設備編においては， 乙れを六章に分ち，最近のピ) レ建築における

電力の沼要増加にかんがみ，受EE，変電設備に関するものを第 2 主主にま

とめて， 内容の充実をはかり… … ・・強電設備，照明設備・・・・・・ 各種弱電

設備・…・・昇降機設備に関する記述を追加して，一応電気設備に関する諸

資料はほ之んど包含されるものとなった。 ( はしがき より抜事〕
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静発刊の ζ とば・・… - …. ，. .・H ・目 ・H ・H ・.. 口木建築協会会長 尼崎 久助

ーはしがき. . .. ・H ・目・H ・H ・...... .. ....・ H ・- …同 空調と電気設備編集幹事会
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tlvtj 古且Ii>! 5  R  C  Jt v' R  C  ｾ品 川

崎 r: 11 II{{ ｔｾｲ＠ 3  3  l f  1  1  }! 2  7  r  I  

問 和 3 3 年 中 に ま を 工 し た 祈 姐 寝

-z  



“  
、

e‘  

所 有 地 大 阪 市 北 区 j立 山 町

般的 itITfll 約 6 0 0  ft' 

姐築iliH占 2 0  3.  8  伴

延 而ifl1 5 1 1. 9 6 坪

構造規ｾ 鉄1't . 鉄筋コンクリーし 3 1桝I.ll .

1 部地階

崎 工 [ 1 s{{ Tll 3  3 年 6 n  1 0  1: 

昭 和 3 3 年 中 に 竣 工 し た 新 主II 築

ク ラ ブ ア 口

経 営 株 式 会 社 大 和 会 館

段 計 彦 谷 建 築 事 務 所

施 工 大 日 本 土 木 株 式 会 社 大 阪 支 后

電 気 工 事 ・近畿電気工事株式会社南主底

空 気 筒 和 : 不
化

給排水衛生工事 清 水 工 業

17 
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西 長 堀 -閏i5:J 層 ±a，t  、 同 住 宅

E量 計 株 式 会 社 大 阪 建 築 事 務 所

. ， 

日 本 住 宅 公 団 大 阪 支 所

19i (f. ｊ 也 大阪 ､ ｪ ｾｾ ｕ 附長崎 ＱＱＱ 甘 ￬ｩｬｩ り Ｔ 丁目 ＱＰ Ｓ プロ γ ク ｉ の ｬ

市 ｈＱＱ Ｚ Ｑｾ 繍駅下車

駅地I町W 1， 0  9  9. 1  9  I干

4主苓而w 3  7  4. 9  5 伴

延 而 w 4， 9  0  7  fI' 

ｴ ，ｾ冶規ｼ提鉄筋コ γ 夕日ート治 地下 ｬ ｬｬｩＧｩ ｊ 也 Ｑ Ｚ ＱＱ 隙 ｊ［｜ｊｩｬ 2 防

校コ 11 sf{ tll 3  3 年 l l JJ 1 5 1l 

施 エ
鹿 島 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 后

sf ! 和 3 Ｓ 年 ＧＱＧ に竣工したＮｲｲｲｾ築

18 
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-・圃.

附 和 3 3 年 中 に 竣 工 し た 新 組 穿:

武 田 薬 品 工 業 (株) 研 究 所

設 計 双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所

竹 腰 健 造

施 工 株 式 会 社 大 林 組

所 在 地 大 阪 市 t巨淀川区 1'= 山之lur 4  - 54 

武fl11恥171工程 除式会主l 大阪工時内

始寝面f占 2， 1  4  4  m 2  (  6  4  8.  5 坪}

延 而 町'1 1  2， 0  9 5 m
2  

(3， 6  5  8. 7 坪)

ｾ Ｇｉｉ造規 模 地下 I 階地上 6 階併用 2 陪 R ・c

竣 工 R 3 3.  8. 2  5  

19 



新 朝 日 ビ ノ レ デ ィ ン グ

所 在 地 大 阪 市 It 区 中 之 山 2 丁 円

j j ' ( l也而tI1 ( 2，466作884) 8，153. 052m"  

i.l!耳，rrlIfl'l ( 2，0ω Jl 564)  6，810.  164m"  

延 ifo Hl (22，930斤842) 75，786.  328m"  

構造別院鉄 ｈ 鉄筋コソク日一ｾ :i出，J也T 2階

地 上13隣. !ri 限f ' t ，軒，:545m ， ｬ ｦｾ＠ ｉｾＧ［ｪ＠

103m 

竣 T. 円 11日 TlI 3  3  if. 4 刀 3 1I 

設 計 。 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖 設 計 部 監 理 ・新朝日ビルディング建設委員会 施 工 ・株式会社 竹 中 工 務 庖

昭 和 3 3 年 '1' に 竣 工 し た 荷 主t 祭

20 
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‘  

l対凶 テ レヒ放送株式会t l: ・本 社 ・スグデオ
所 在 地 } : 11" di 北区梅 ｾｲｴ Ｎ止 ｉｕｉ Ｒ Ｐ

1倣j由IfiiM 3. 0  2  2. 6  4  m"  

他棋 iflifJ立 2.  5  7  2. 6  9  m"  

延而i fJ'l 9. 8  7  6.  3 7 m"  

m; 也鋭校鉄筋コソクリート浩一団; 鉄1'1

地下 l 隣地上 5 防送幻鉄l Ht

軒高19.ωm. 忠商54. 50m

竣 3・ 日 開 有I 3  3 年 1 0  JI 

設 計 : 徐式会社 竹 中 工 務 庖 設 計 部 監 理 : K  T  V 妓 術 局 施 工 ・株式会社 竹 中 工 務 庖

開 和 3 3 年 1-1' に 竣 工 し た 新 i J ! 祭

21 
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イ当 ｾ＠ ビ ノ レ デ ィ ン グ

設 計 三 菱 地 所 株 式 会 社

所 内 ｪ 也 大ｼ旺 ､ｩ 見 ｩｾ 市ＭＱＮＺ 111) 4丁目 20lf'iJ也

政Jt!! f町!J j 3  9  4. 5  1  0 昨

処領而if，'1 3  1  8. 1  1  5  Ji 

延 ffn ft'i 3， 4  5  7.  1  2  3  Ji' 

情 i i j Um 鉄 ＧＮＧＱＧ 鉄筋コンｾ 9 ート泊地下 2 防 i虫

上 B 階〔他に中 2 階) 1¥思 2 防〉

軒 高31 m)1Ho;lJililli l i1部37. 75m

竣 工 日 昭 和 3 3 年 6 月 3 0 日

施 工 大 成 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖

昭 和 3 3 年 中 に 竣 工 し た tfr i.I! ｾ匹

22 



大 阪 府 立 大 学 経 済 学 部 校 舎

段 針 . 大 阪 府 立 大 学 施 設 課

大 J再 .; ;t

、

昭 和 3 3 年 中 に 峻 エ し た 新 i J ! 築

全 策

学 部 長 率

所 私 地 大 阪 J(.f 1回目 市 上 制 御f

:lJ'U也i fuW 2  2.  3  8  0  m"  

iJ!築I回m 2. 1  7  3  m"  

延 I師 W 5.  5 5 3  m"  

tl Ytj 告m桜 鉄 筋 コ' / ｾ＠ ｾート Ｓ 附 ｩ ｩｊＡ ｉＮ ｬＮ ｪ 拠 Ｒ 防止 ｉｉ

t芦屋 IJ l l!l i  

竣 J: 11  II{{ 3  3. 2.  28.  

施 工 株 式 会 社 浅 i百 組

23 



か 111 ( ( 船 株 式 会 社 本 社

段 計 清水建設株式会社大阪支庖絞計部

19， (E ) 也ム: 1'， ，j i  1'. L'王 111 " 側I 1 5  11トJII!

Il!'荘 Iflihl 1  4  8  )1'- 0  5  5  

延 Ifli 111 8  6  0 門 4 2  4  

附 Ｇ￻ｴｬｬｾ ，Ａ 如、 iVj "_1 ン: ; 1) ー |ム 4 件叫 l N!

浸 _1: IJ II Il fll 3  3  ;，- G )I 2  3  11 

施 工 清 水 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖

24  

玄 関 J 朝日

HH kl  3  3 年 中 に 峻 工 し た 新 I l ! 築



1(1) .  施 Tli ¥'L  ;ffj 施市民 1丙 ｲ ｾ ｇ＠J じ

所 在 地 布 施 i I i 御 厨 5 5 5 ・5 5 6 .lf' i 地

敷地而的 1  5， 7  3 5 m"  ( 4， 7  6  1 坪)

i . l ! 策面的 2， 2  6  8. 6  8  m"  (686.  2  7坪)

延 il lI .f ll 6， 6  8  6.  9 2 m
2  

(2，022. 79時)

Ｑ 勾 沢 ＧＱｾ iJIi 延 山 iflI .fJ' 1 2， 8  1  1. 9  Om 2  

診療 fl J1J! bt! 川、 ，f @1 3，875.  02m
2  

悦 治 脱 波 地 上 4 階Ji! 1i IつJ 鉄 筋 コンクリー ト

"  

'" 

峻二iよ日 1111 ;!1， 3  3 年 1 0  ) J  3  0  A  

主 管 布 飽 市 建 設 部 建 築 課

段計監理 強 財 設 計 工 務 株 式 会 社

-、

施 工 株 式 会 社 主 主 高 組

町i 羽， 3 3 年 11-
1

に 唆 工 し た i'fr i.l! ｾ 匹

25 



，Ｎｾﾭ

A匙 生 ( なま )

!  心 新年号ですから生新な話題を持ち出してみました 。生

i  i 邑。: ぺなま) という ζ と。皆さんの日常語としての生はいろ

， .・ .  ，・主‘

; :  いろに用いられます。正) J のあざやかな色の生魚の鮒，

s  みずみずしい生 ｾｉｦ 菜 ， また ｛ｮ｛ ｾしの生俳から生兵法の税会 ｩ

26 

人など，など 。 レデーミダストコンクリートは企業日ますで

に40イ1¥ Xi 々しいとはいえませんが，!，，'，TJ の生新が表右折

ＧＮ です ｯ 乙の主 ｴ Ｎｦｾが紋もさらうのはＡ凶化」主化風化とい っ た

およそ生とは正反対のものです。 レデーミクス l コンシ

リートといい ，まだ[ ; '，1まらないコンクリートといい，な

んと回りくどい表現でしょう 。これを生( なま) コンと

ズパリい ってのけた日本人がど乙かにいるはずですが，

] えに敬愛f C. { I i ' i します。生は 中 ( くさ) がー ( っち) の上

Iζ 分を山して発育する朱です。鉄'j rj'鉄筋の生ゴ γi i j j ピノレ

が新' 1もまた戦災地の uζ すくすくと )llj えLUずるさまは

荘、とも建築'ぶの架しいタ1です。 ビノレが皆生生生の宇にみ

えて米ました 。 ( VK)

すぐれた作品を吟味して よろびこを得る ζ とが，

選sI I ; j 之を得るまえ lζ まず必渡である 。

乙のよろ乙びの乙乙ろを持たない人は，

決して組l沫をもねられないであろう 。

よろ乙んで乙そ，

遂にはそのよろ乙びの原因を見出しうるのである 。

払“ 1: ; /JI!!; 昧 とは u 偽 . ， 崎両躍 を 判 ｾＧｊ l  ¥ 

Ｑ うる能 Ｉ ｊ を ト う。 ｔ ｡ｳ ｴ ･ の ｾＱｾ J  

C ・R ・Cockerell の 1845 il' ロイヤルアカデミー講演よ り

(T  1)  

建 築 物 の 再 生 産 性

建築物はもともと消粍品でなく耐久財であ って，設言|

者r' l 身も永古不変を願 ってその空間構成K 傑作をものす

るから ，，W再生産的であることはいうまでもない 。

と乙ろで， ｾｴＩ ｊ＠ J U! ljで将来の拡張を考えた融通ある設

υ|がなされる場代がある 。I;:i には後lζ 玉こ って建物の川途

変J - J . I : すらなさ れる乙とがある 。工場建築などにその好例

がある 。 乙の ｬ 場 行 ， ｴｩｬ 物の，｛ 正 月 ｬ は ｬｩｾ ， 内空間の再生産 ｦｾ｛

をぷl比しているといえよう 。建築物も急速な時勢の mLれ

に応じ，機能的 ｬζ も峰、 Ｚ見 Ｚｬ ｩＧ ｾＱζ も大鋭校な改造，あるいは

JTJ の変更などが要求されるとすれば，その建築的空間が

設計者の iII1. f i された忠処! への懐似としてではなく明日の

ｼ時代にも生きるために，今 ＱＱ の設計 ｾ｛ luii において 10{1'.20

ir1O : の比通しのもとに，引に¥Jの転JIJ 一内生a . t*を検討考

慮しておく必うたははいだろうか・ とエ与えたらデヂイナ

ーに 11ヒられるだろうか。 ( Gy )  

本号より 6 月号まで上，!eの新執鍛者によ って統けることになり草した。

電 子

世』

，ーロ 房

[Il:の，[ ，は屯気時代から' t i ! : プ 11寺代へと進んでいる 。乙の

水いのに冷房の訴で恐縮だが，一度聞いてもらいたいの

で在、の第 ー話として取仁げた 。

i Peltier 叙J.!1U というのを思い出して下さ P o i昂皮

測定に使うサーモカ ップノレ( 乙れは Zeebeck 効果) の J

反可逆説象です。つまり災金属を二つく っつけてそれに

沼気を流すと 一端で l以熱し他端では放熱する 。正に冷凍

機の evapovat or と condenser IC . 相当し，冷媒を電子

ガス K U' I きかえたに過ぎない 。とにかく騒々しいモータ

ーもコン プ レッサーもいらぬ，全く音のし ない勿論冷却

水もいらぬ冷房ｼ時代がい ｉｾｾ や っ てくる 。 Ｑ ＹＵＷ 年ボス ト γ

で Whi r lpool Corp. が，j':¥A' I' i，，' ，を 発表 したのでいささか

ＱＱＱ｛ ｬ｜ ｈ ｃｫ ｲｾ するが ， 私の紛介したけ的は ， 己 主は ， 科学者と技

術者の協 )J による: k 験室から工業化への並々なら ぬ努力

の賜物と ，発展のめまぐるしいテ γ ポを建築家にもう -

l J t 認識してもらいたいためである 。 (TR)



l 竹 腰 健 造 特 集 I

巻頭 の

ー:=r-

E コ 会 長 尾 崎 久 助

人のねうちは棺を覆うて定まるといわれる。また人の行動の是非については後世の史家 K 待た

ねばならぬともいわれる。人が死去すると門人，関係者によって追憶録が編まれて ，故人の学徳

業績が讃仰せられ，逸話が語られる。

また他方近年しきりに褒賞授与が行われて ，発明家，社会への奉仕業績の顕著な人，長年自己

の職業を誠実に勤めあげた人等が存命中に顕彰される。戦前からの文化勲章は稀少価値の高いも

のである。戦前は位階勲等があって存命中 lζ 授けられた。ただし乙れは主 lζ 文武の役人に対して

であった。戦後位階はなくなったようだが，勲章は物故者! r . 追授されている。

いづれも誠に結構な乙とだが，追憶録i乙代る文集のようなものを存命中に作るならば ζ れはま

た大変有意義有益な ζ とと思う。還歴， 古稀等 Iζ 記念文集などが編集されてその人の学徳を仰ぎ

業績を讃える ζ とちある。

私は生きた師表を持っととは非常な倖だと思っている。人あに欠点なからんやであるから ，ど

とにも否の打ちど ζ ろのない人というのは殆んどあるまい。他人のよいと乙ろに気づき，それを

手本とする ζ とが幸福なのである。私は昔，中学校で正規の修身科の枠外で伝記を校長先生から

教わった。私どものクラスは熊沢蕃山を聞いた。「筑披山葉山繁山しげけれど思い入るにはさわら

ざりけり」とか 「憂きととのなおとの上に積れかし限ある身の力試さん」 などと蕃山が詠んだと

いうようなととを記憶している。修身手斗の講義より蕃山伝の方をずっと面白く聞き ，従ってため

になっている。かかる次第で， ととに日常接する機会のある人のうちに敬慕する人があるという

ζ とは非常な倖といってよかろう。現在老いてますます盛1<:: ，その卒業は驚異の躍進を続けてい

るある実業家を知っている。その人は自分の歩んで来た幾十年の足蹟を語った書物を作られたが，

そのなかに 「自分は，父，先生，主人， 恩人それぞれから教訓を得，それを糧として今日あるを

得ている 」という意味の乙とを書いておられる。その実業家の盛運の因って来ると乙ろの一端が

語られているのだと ，その実業家i乙私は敬服している。私は幾人かの手本とすべき人を持ってい

る。その一人が竹腰先生だ。本誌は前本会々長竹腰健造先生についての特集号とした 。本会々長

としての先生の功績については私は本誌昨年 5 月号に述べた。本誌には ，建築界ばかりでなくひ

ろく先生に関して先生の友人知己等の各位が執筆されたものを集めた。それとともに先生自ら筆

をとられた「回顧五十年」をいただいて載せる乙とが出来た。

27 



竹腰先生が恵まれた才能をもって財閥住友に入り ，約20年にして工作部が解散されるや，その

一統を率いて長谷部竹腰建築事務所を設立し ，住友ばかりでなく一般の建築設計監理の業務を引

受け て盛大を来し ，戦争末期に事務所が新設立の住友土地工務株式会社に吸収せられるやその専

務取締役 lζ 任じ，さらに同社が日本建設産業株式会社となった後その社長の職につかれたが，財

閥解体による追肢で昭和23年に退職せられ，その後は双星社竹腰建築事務所を経営されて今日に

及んでいる。学校卒業以来30余年を住友 K 終始された ζ とは羨ましいというべく ，またそうあり

たいと希うべき境涯である 。それは先生が建築家としてばかりでなく ，何をやっても衆 lζ 抜きん

でる才能を持ち ， しかも ζ とに当 って極めて熱心であられるととを思えば故あるかなである 。

竹腰先生は現実を重んぜられる人であると思う。むかし尾崎行雄が「変節改論は進歩なり」と

見得を切り ， 犬養毅が「修練による心境の変化だ」 とうそぶいて必ずしも前言に ζ だわらなかっ

たととは議政壇上有名な話とな っている 。また来年のととをいうと鬼が笑うといわれる 。先生は

徒らに過去に執せずまた未来に頼るととをせぬ方であると私は考える。私 lζ 茶道を語る資格はな

いが，茶道の方で有名だという「南坊録J IC関して私の尊敬している先輩学者の書かれたある書

物に，茶道での過去現在未来観についての説が出ている。それによると「茶道で使用される道具

は所詮過去の遺残物である。黙茶 IC到る作法は幾万先輩努力精進の結実である。しかしながら道

具を活かして使うのは亭主であり ，それは『今』である。利休居士が，それまで一向に顧みられなか

った井戸茶錘に茶器たる生命を賦与した時の『今』が大切だ。若い人達が明 日への自己完成の一

方使としてお茶をやっているが，彼等は自己の心一『今j - - を磨いており ，r今』の完成に努力し

ているのだ」 というのだ。茶道の説 というものは甚だむつかしいが，要するに現在というものの

大切な所以を語っているのだと受取られる。そしてまた 「古代人は過去に心を向け ，中世人は未

来 iζ 心をつなぎ，今日を意識するのは近代人のみの有する誇である。故 lζ 古代人は歴史を語り ，

神話を作り上げ，神の世界への復帰を人閣の希望とする。中世人は人閣の死後に往くべき世界を

探し求め ，神仏の来り迎えてくれる浄土を未来に描いた。しかるに近世になると，神仏の威力が

減退して人聞の存在が; 意義ありとされ，人聞が肯定せられ現在が是認された。乙の人の世の森羅

万象を仮相と見ずして ，それを実相の姿として受け容れた」 というのである 。

竹腰先生のパックボーンとして貫いているものの一つに現実一即ち「今」一尊重の大精神があ

り，それは誠 κ 尊いものであると私には思われる。偶々上記の説を興味深く読んだので私なりの

竹腰観のーっとともにその裏付けとして掲げたわけである。

本号によって竹腰先生の人間像は立体的の浮彫( デッサシであるかも知れぬが) を見せたとと

と思う 。読者は本号 lζ よって建築家としてばかりでなく ，広く大いに得ると乙ろがあるはずであ

る。

私は ，貴重な寄稿を賜った各位と「回顧五十年」を自ら執筆された竹腰先生に深く感謝し，な

お適切な企画 lζ よって特色に満ちた本号を作りあげられた編集委員各位の労を高く評価して敬意

を 表 す る 次 第 で あ る 。 ( 筆 者 本 会 会 長 ・日建設計工務株式会社会長〉
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画面

大 阪 証 券 取 引 所 昭 和 1 0 年

全 事 務 所 ( 右) 昭和 1 1年

E置霊置置墨軍国1=1' 1 . 璽E 置冨E 置





Y  

東 京 手 形 交 換 所 昭 和 1 2 年



神 戸 銀 行 本 底 ( 元 神 戸 岡 崎 ビ ル )

昭 和 8 年



1E l a  

• 

E  
.  

神 戸 住友 ビ ノ レ デ ィ ン グ 昭 和 9 年

福 岡 住 友 ビ ル デ イ ン グ

昭 和 9 年

ー



大 同 貿 易 株 式 会 社 神 戸 ・昭 和 1 2 年

住 友 銀 行 新 宿 支 庖 昭 和 1 1 年

-
S句



4. 5. 6階

宇 治 電 ビ ノ レ デ ィ ン グ

大阪 ・昭 和12年

東 京 住 友 ピ ノ レ デ ィ ン グ H自和 8 年
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ム、v

川 丸 紅 商 居 京 都 支 庖

H{{ 不1]13壬下

1 階 平 而 図

日 本 生 命 保 険 株 式 会 社

大阪 ・11行不1114i r:
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被 昇 天 学 園 大 阪 ・昭 和 2 9 年

E園EヨDIl ヨE 冨盟国圃E 璽置E函-

聖 心 女 子 学 院 東 京 ・昭 和 3 1 年



聖 心 女 子 大 学 昭 和 2 .4 - 3  3 年

全 景 烏 断t 図



聖 心 女 子 大 学 東 京

礼 持 笠 昭 和 3 3 年



マ リ ヤ 幼 稚 園 西 宮 ・昭 和 3 0 年

海 星 女 子 学 院 礼 拝 堂

神 戸 ・昭 和 2 7 年



仁 川 学 院

西 宮 ・昭和13 0 年

愛 徳 童 貞 会 舞 子 礼 拝 堂

神 戸 ・昭 和 3 2 年

愛 徳 童 貞 会 聖 母 病 院 厨 房

大 阪 ・昭 和 3 3 年



西 宮 カ ン ツ リ ー ク ラ ブ ハ ウ ス
西 宮 ・昭 和 3 0 年

武 田 薬 品 工 業 株 式 会 社 夙 川 寮 西 宮 ・昭 和 3 1 :年



朝 日 ビ ー ル 株 式 会 社 吹 田 工 場 ビ ヤ ホ ー ル 吹 田 ・昭 和 2 8 年

中 尾 ｧｾ＠ 西 宮 ・昭 和 3 1 年



石 川 交 通 株 式 会 社

金 沢 ・昭 和 3 2 年

松 下 電 器 産 業 株 式 会 社 営 業 所

福 岡 営 業 所 ・昭 和 3 2 年

"  

広 島 営 業所・昭和 3 2 年

.  



'  

"  

、
， 

江 口 証 券 株 式 会 社

大阪 ・|附手1128年

岡 三 t . JE 券 本 社

大|仮 ・1111平112811て
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松 下 電 器 産 業 株 式 会 社 各 工 場

50 

上 テ レ ビ 工 場

茨 木 ・ ｼ昭和 ＳＲ Ｑ Ｑ ｾ

五二 。配 屯 器 工 場

豊中 ・II g和32年



11
1

川 唱 機 株 式 会 社 冷 蔵 賄 工 場

4  

布施 ・昭和32年

， 

松 下 電 器 産 業 株 式 会 社 ラ ジ オ 工 場 門1' r ・II n和30- 33年

51 



‘ ，/ 

武 田 薬 品 工 業 株 式 会 社 研 究 所 大阪 . IIn和33101ご
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大 阪 市 長 公 館 昭 和 3 4 年 銭 工 予 定

能 楽 会 館 案 昭 和 3 3 年



竹 腰 健 造 邸 茶 室



昭和 3 2 年 ・自 宅 lζ て

回 顧 五 十 年

可Z

竹 腰 健 造

55 



古 稀 の 祝

司砂
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序

人間の叡智だけではどうにも予知でさない「偶然」という厄介者が時々刻々われわれを襲っ

てくる c i 偶然」は無軌道無秩序で計画性のない我依者である。 i 偶然」の正体を突き 止めよ

うとすると狂わしくなり 、故後は神に押付ける外に道がなくなる 。

われわれの運命はこの日々に起る「偶然」をどう処置していくかの判断で定ってくる 。 r速

が思い」と諦める前に判断の良否を考えてみる必要がある。

この「偶然」という障碍物の間を縫ってわれわれの職業が選ばれる。そうして私は建築士と

いう職業に私の一生を方向付けられてきた。

明治四十二年東京帝国大学工学部建築科に席を置き 、 ｾ築の専門学科を修め始めてから五十

年になる。 その間世の中の推移の波に揺られながらもt らに老境に達した。

過去を回顧すると 、技術一筋の路を側目もふらずに進んでいくことのできる多くの建築士の

ような卒‘ 福な一生ではなかった。財閥という大正、昭和時代の経済界の一つの形式の船団に入

って、財界の波時に揺られながら夢中で働き 、六十才を迎え還暦という老境に入った年にこの

船団は、敗戦による財閥解体という大嵐によって支離滅裂の状態となってしまった。

財閥船団のー船長をしていた科で私は公職追放という罰を受け、船から海中に投げ出された

が辛じて溺死を免れた。幸か不幸か、生きんがためには再び老躯に縦って働かねばならなし、。

元々辿築の技術で半生を過した身には生恥をかきながら 、 また元の手慣れた技術に糊口の路を

聞くより外に方法はない。こうして七十才を迎え 、十年の必戦苫斗の| 時代ぷ過ぎた。中には出

れかけている船長の足を引張るものもあれば、ー塊の木片を投げ てくれる 者ーもある。 こんな 11寺

に周囲の人の性情がよくわかる。時に思わぬ人のなさけに泣くこともあった。

私の生涯は外見目 には華々しいものとみえたかも知れないが 、 しかし 、平聴な生涯と見る人

はないだろう 。 どんな苦協も過去となってみれば懐しい思い山と化する。私も波乱万丈の七十

年をそう飲じ、私と閉じく建築の技術をもってこの世の中に生きょうとする人の ために私のー

生の記述が若干の参考となれば幸いと思って、敢えて名・齢と禿筆とを顧りみずこのー編を卒し

たのである。
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私 は い か に し て 建 築 家 に な っ た か

荘、述の"1ニ9' : 1の者が、小学生時代に、大きく なったら 何

になると聞かれ ると 、大将に なるとか大臣になるとか答

えたものだ。荘、もご多 聞に 洩れず、同じ織な答えをして

いた乙とを党えている。

私の学んだ中学は、小倉市から 7 里程紛れた 田舎だっ

た。しか しまだ小倉 lζ は中学は無く 、旧小倉吉Eの22前の

国lζ 唯一つの中学で、県立にな って私が十八回の卒業生

だから 、相当古いj歴史を持 っていた。その中学というの

は、明治維新の際、徳川譜代の小倉離が長1iH糠lζ 攻め ら

れ、小企城は兵焚』ζ 縫って藩主が、一時避難していた土

地lζ 残った藩校が基礎となったものだ。

百 ｅ 政を一時移した上地だけあって 、 Ａ五 ｩ ＱＡ［Ｎｾ 主凶な地勢で

IUJ は* 凶l乙必った丘陵の上にあり 、南北は断l主となり 、知:

川 と抜 ｩ 郎 川 とが絶ｾの下を流れている 。乙ういう地形だ

から述く英彦山を川 |上K 望んで風光明眉の地であった。

ナ ［ＮＮＧｾｴｴ クパル

昔は難行原といい、昼でも狐が出ると いわれる程さびれ

た土地だ ったが、それでも 、往古はーn寺火化の栄えた処

らしく、問分寺の遺跡があって、民れてはいたが、三重

58 

の港が絞っており 、(III とは なし に文化の香りのする処で

あった。そして、今は小企に帰った旧士族の屋放湖、が朽

ちた上J J fIに凶まれて各所に放っており 、IEI 務上の隠居し

てなおこの地に住みおいている者も相当数あった。

こういう土地柄だから 、 乙の中学の卒業生は、軍人か

文士が多かった。

軍人のブJ では大先古川立奥大将である 。そ れから杉山大

将は私より 7 、 8 "-ドlii Jの卒業生、又満洲事変を占11策し

た、参謀本部の准i皮も私より 2 、 3 11:.1去の卒業生だった

という話を後lこfmいた。

文学方面の先訟で l之、先づ村上仏山先生を挙げねばな

るまい。仏山は維の術省で中学の前身育英校の師範だっ

た。荘、の ｬ 時代は仏山の初子の緒方 ｭｾ 先生というのが決

文の先生で、教室て生徒が学業に倦むとよ く: 史認z を朗詠

して. / c 気を付けてくれたものだ。先生は山羊の織な犠髭

を生やした l'll 身の詩人で金生徒の人気を* めていた。

乙の両先生の教を受けた先輩に白川島lli 洋、ノド! 野菜舟、

ｊＱｪｾ 伯川 などがいる。小 Ｑ 主 Ｎ Ｒ 主隆氏は 、 私より Ｓ '1二先' I，' i . であ

明 治 3 8 if 

主主津中学雑必郎J ; : 口

前列友から

erill 露惣ー，六五主校長. l / ' ; 万WO: ! 先生

後rU左から

II 者 . ｾｦ 木ｴｅニ ， 大口ｊｪ，ｊ当ｽ品目 ｬｊｨ Ｈ

鎖雄の各氏

_. ，当時代- Lf . 生 炉

後初! 左土り 2人目 I，'li 者

ー



。，

毒

る。

私が中学を卒業した互のす五で4らったυ 当時注; 広人物と

いわれてやかましかった社会主議ず; の堺枯川が、故郷lζ

川町 、緒方約渓先生を訪問した時のことを枯川が万朝報

に ｔＱＱ いていた。前 Ｇ［ｂｾ 先生の屋敷は学校から数 ｬ 町出 ＱＱ れた浅

FJl の大きな枇の木のある雑木林の 1:j J にあるー粁屋だった

が、稲川が訪ねると挨拶がすむかすまぬlこ. 久し振りに

といって孝経の議義をされたそうである。枯川は乙れを

「きあ、コレラ患者が来た石炭酸をまけ」といった感じ

だと書いていた。当時社会主義者の行く処必らず、私服

の警官が後をつけていたもので、それを先生納屋の影に

認めての孝経の諮義だったのであろう。

活渓先生はそうした極めて小心な人であったが、詩吟

は実lζ 巧みで、澄んだ良い声をしており 、生徒全体から

好かれており 、大きな影響力を持っていた。

私は先生の長男健三郎君と同級であり 、背の高さも似

ていたので、在校 5 年をiill じて殆んど席も隣り合ってい

た関係から家族とも親しくなっていた。従って先生の宅

を訪れ、親しくその風多にも接する機会も多かった。世n

三郎君は最近迄、鹿児島大学の学長をしていた文学士で

ある。

乙ういう環境だから学生の将来に対する志望の傾向は

少し腕節の強いものは軍人志望となり 、美しい自然と清

ｭ 先生のｾ轡を受けた者は文学者たらむと定、ざすのも無

J l l ¥もない 乙とだ。

少年時代出弱であった払は、勿論後者ーであった。当 11与

の所却l作文ではよく先生にほめられ、修学旅行の時など

は記録係として列外!Cおらさ れたりした乙ともあ る。 l 十l

学 3 年頃から同支; や作文は神宮皇学館山身の上回先生と

いう 、キリスト教嫌いの先生lζ 教えられた。ある時「机

」という題の作文の課題で試験があった。私は乙 れを擬

人文で書いて、大いに讃められ面白を施 した乙とがあ っ

た。 ζ んなととから私は、いつとはなしに文学l ζ 天分で

もあるかのどとく誤信するように なった。中学 4 年頃か

らは上級の斎藤惣ーさん、青木正二さんなどと校友会雑

誌の編さんに携わるように なった。斎藤さんは、後IC Y  

MC Aの総主IJ j:と なられたが、その時分から熱心なクリ

スチャンだった。背木さ んl立淡学者となり 、東北大学の

教授になり 、いずれも文学思想方面で名をなしたのであ

る。乙うした環境から私は、将来文学で世に立とうと決

心したものだ。今にして思えば文学に天分など持ち合わ

せない自分を見出して、実lζ 危険千万なととであったと

当時を思い出して今日でも ヒヤ ヒヤする乙とがあ る。

明治39年乙の中学を卒業した。元来私は学認の中で何

が得意だったというものはなかった。また何がとくに好

きというものもなかった。学業の成績も平均していて、
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大学| 時代 3 年

自分でいうのも変だが未曽有の成績といわれてとの田舎

の中学を出 た。

私の一家は当時小倉lこ住んでおり 、養父( 立、前年日露

戦役に 50才近くで，後備中尉として応召し 、満i州に転戦

していた。養父は炭tJ t を経常していたが、i習守中主主父の

伯父が向分の経営している炭坑と一緒にして経' 討してお

り、一切は乙の伯父に相談せねばならなかっ たが、子供

を持った乙とのない伯父は、夜、の教育のことなどは一切

無干渉であった。夜、は家族から離れて14才の中学 1 年生

の時から 、中学のある地に下宿していたが、自分のこと

はきわめて自由に何んでも自分自身で定めて行 った。

いよいよ 、高等学校の入学試験を受けるために上京す

る乙とになり 、伯父に文学志望の話をすると 、伯父t UIτ

?f J. 'ζ 不機嫌で、文学などをやるのはも ってのほかで、父

は生き て帰るか、死んで帰るか分 らないのに 、三大; 文士

などになっては飯が喰えなし、から絶対に相成らんとのこ

とだった。この伯父は後に代議士( r . II¥たが評判のワン 7

ンだった 。 相当強情だと親兄 Ｔ わからｾされていた夜、も 、

あまりの椛幕lこ一言の抗弁も出来ず、その立に従うこと

60 

をt: fRをなくされてしまった。

今にして思え( -( 、あのl時良 くも反抗心をtEえて，tlを損壊

したものだと思う 。

当時は中学を 3 月(ζ 卒業し、高等学校の入学試験は 7

)  ｊ だった 。 高等学校も企同一芥 ｬ こ行われ 、 き 当ｬｉ ｾｦ 7 つあ っ

た高等学校を第 l 志望から第 7 志望まで会: 郎書くことが

出来、その上更に目的の科のほかに他の科も志望順で書

く乙 とが出来たので、田舎の中学ではあるが、今までの

学歴からして 、 どこ か の高等学校 ｬζ は入れるだろうと ｾｾ ｊ

に楽な気持で受験する乙とが11' ，来た。

ゃに第一志望の一高 Ir . 入ることがWI 来たので、伯父も

段! l 1Itが良 く、代議土に当選して東京Lt . いが多くなったの

でいろいろと而倒も見て くれた。!日]治40年前後は一高の

全 ｬｬ ｜Ｇｴ ｬｬ 寺代で一高位ｾ児としてｼ自 ｬ 岐に楽しい Ｓ Ｑ， Ｑ は瞬 く 間に

過ぎて行った。

I!J J治411，下、了科の 3 年生になった。愈々来年は大学( こ

進む年である 。そして工科の中の何科を選ぶかを定めね

ばならなくなった。

IU征していた養父は私の一高在学中lζ 帰って来たが、

戦後の不況で経営も思うように行かず、その上11"，征中事

業の経営も伯父などの一族と混交し てし まっ ていて面白

からぬ経緯のみが学生の私の耳 (ζ も入っ て来た。木来な

ら採砿冶金利でもやるべきかも知れないが、自分は乙の

仕事に気が向 かなし、。養父に謀っても何んでも好き な も

のをやれ、一切干渉しないという 。私は10才の時からこ

の父によ主われ ー て来たが 、 私のする乙とには一切口を ｮｾ さ

なかっ た。中学の入学試験も 、ー高の入学試験も 、殆んと、

無関心のようだった。ただ学校の成績表を見る乙とだけ

は台、らな かっ たが、小言は一切いわなかった。中学卒業

当時私が文学に進むといったら 、恐らく父は反対しなか

っただろう 。またこの父lζ 対し ては、荘、も強情を張った

だろう 。それで、私は今度も私自身で荘、の一生の運命を

定めねばならぬ破目となった。

3 年の l 学Mから、化学lこ実験という課目が加わって

来る 。初めは硝子管を使い、瓦耳rr ノミーナーで熱して細工

するのだ。これは気に入った。次は酸素を採り 、水素を

採るのだがこれも無事にすんだ。次は塩素を採る番だ。

ところが、血素の茶色の重い瓦斯が出て来ると 、その

悪臭が、何としても私l乙は堪えられなかった。頭が痛み

11¥し、次には恒I止を催して来た。そして、寮の疲床! r . 入

、
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ギ

つでも} 筑紫がよ平のどこかに沈滞しているためか、悪臭が

2 、 3 1 = 1 もとり切れぬ気がした。それから 、何となしに

化学の実験κ 出る乙とを怠ってしまった。

当時 2lifl 甲、即ち工科 3 年の課程では化学の実験だけ

はILめても良いことになっていた。その代り大学のある

利の学科に入 ることがWI 来ない規定になっている。そう

いう乙とがあったため、何時とはなしに化学の実験は止

める乙とにしていたのであろう。

その内 l ζ 3 学年も終りに近付き大学の入学試験も近付

いて来て、もう工科大学の何科を志望するかを定めねば

ならなくなって来た。化学の実験をやめた私は土木、機

械、探砿、建築のうち、いずれかを選ばねばならなくな

り迷いに迷 ったものだ。そして、今は一五IJ も防総する乙

との11¥来ないl時j切に追い込まれた。荘、n考えた。

土木をやっても 、機械をやっても . 保砿をやればなお

さら 、結局は、伯父とその一族と父との処で働ら かねば

ならぬ迩命に なるだろう 。あの被雑な関係の中 lこ入るの

は嫌だ。その上鉱山! こ入つての閉会住いも而白くない一

生だ。そうすると 、建築以外lζ 道はないことになる。

私は社会l ζl Uてからの建築家の仕事というものを当時

良く知らない。 しかも私の周囲 lζ は建築l乙関係のある者

lま一人もいなし、。先輩にも知人がいない。そういう境界

にいて建築界に出て果して将来がどうであろうという不

安が強く心lζ 浮んで来るのである。

私は前l乙もいったように、特lζ 得意というものはな

い。その代り化学の実験以外、 しかも塩素を除いては、

とくに嫌だというものもない。建築科に入って特lこ必要

だといわれる製図も嫌ではない。絵を Ji't' i くことも 、普か

らひまひまに楽 しんでいて、乙れもTl ではない。

乙ういう風lζ いろいろと思いを廻らしている内に、い

よいよ明 nは定めて学校の方に知らせねばならぬという

土湿場になって、志望を建築科と書き込んでしまった。

私が建築家になったのはこうした経緯からだ。

大 学 卒 業 大 正 元 年

ロンドン留学時代大正 4 J，下
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伊 東 忠 太 先 生

山 下 美 子 郎 君

問〉

石 田 信 失 君

す
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問 中 秀 夫 君

官

吉 岡 享 二 君

し

明治 ＴＴ 年の互である。京 ｬ￭￟ 三条小慌の安約に集合したわれわれ帝大ｾ築学科

の三年生以 ，恒例によって伊東忠太先生に引l : f . 屯されて唱京 ・大羽 lの古社寺見学

の旅に出かけた。

今日のように道路も整備せられておらず， もちろん大型ノゼスや向動車A はな

い。汽車のほかはすべて徒歩である。

室生寺，多武本の大和路を暑い天口のもとに汗を流して歩くのである。われ

われ若い者でさえ梁でな l 、から，先生には辛かったであろう。

11

1

当時の学生は今日ほど服装など統一されていなかった。下駄ばきもあれば，

Ｑｾ 履ばきもある。草 ｻｲ よりは山路は歩き良い。脚Ｊ， ｰ をはいておるものもあれば Ｎ
皮のゲート J レをおけておるものもある。焼き つけるような日射をふせぐために

雨傘をさして歩くものもあった。渡辺仁などは英麓をおて歩いた。

同級生で最もハイカラなのは坂木主主( 俳優のような名にふさわし L ウ 。 最 も

パンカラなのは西村好時。キッチリした見なりをしたのは吉田享二( 当時宮脇

姓) と石岡信夫。山下が郎は伯父さんの伊東先生に気兼ねしてか，上若; を r1る

と暑いし，脱いでは失礼といった恰好。

先生は流石に大学教慢の風絡を保って先頭に立たれた。いまから思えばご千I!j:

労な旅であった。

乙の行に ，文学上某が一人 JJ 日っている。名古ij は思い出せないが篤学な人であ

った。恐らくのちに名をなしたであろう。

乙のー隊の風ｾを私が夏休みに占いたのが，この図である。九月木曜会で発

友したら喝采を問し，伊東先生1( ，ほめられた。判こ 50年後の今 11まで怪l氏に絞

っていた。当時の学生風俗の一面がうかがわれよう。
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日 本 ホ ロ ー タ イ ル 株 式 会 社

先代住友占左衛門友純級の御長 !J:. の)f: 下級に JJ3冊子爵

家から忠陣織という f白li 皇子を迎えられ、手記々 住友; に1"<}J め

ている，f 5' t:t街l分家と ql 上げていた。立派な i'i' Wわ1
1 ｉｾ でｼ守

来は住友の事業の IF'.j;主となるべき素質を只えておられた

と思われたが、大正12年に病没せられた。

大正 Ｖ Ｂ ド Ｓ 月に御分家は欧米の Ｇｊ｝Ｚｾ を視察のため外 ｩ 佐

の途につかれ 、 米同においては ｩｾ［ｲｲ く党以の絡についた ｩｴ

友銀行の紐育出張所の開設にも携われたのである。そし

て知明後取り湯げられた引業に日本ホローヲイル株式会

社というのがある。

日本ホロータイル株式会社[ 立、材料lよiS うが、今 LI の

ブロック建築を作る会社である。 乙のブロック建築が採

りあげられるまでの経緯を述べる前に 、御分家を補導し

ておられた支配人、ILi 下芳太郎という人の人物を少し述

ベて見ょう。

山下万太郎さんは外交官山身で、西国 7f 公の;{'g;苫をし

ておられた。進取の気! こ官み 、住友情ーの俊秀だといわ

れ、我々仲間の者には住友社長の令兄である西国寺会か

らの付け人だと噂しているず; もあった。外交官出身だけ

あって英語が巧で、ー而からいうと社会改造論C('; 、理想

主義者的なところがあり 、 余りに速さ将来に口 ｴｾ｜ を泣か

れるため、目前の利能に添わない点もあったかと忠われ

るが 、 財界の各方面かみも尊敬され 、 荘、ｾｾも ＩＱＧＮＧ ，品に山下

さんの人柄に私淑していたものだ。この山下さんが、街]

分家のアメリカで1'].tこアイディアであるホロータイル会

社を推焚され、御分家を111助しておられると同時に 、板

前子を述続して作る u米仮硝子会社、ノト 11 の 11 ｾｾ仮 ｬ ｩｬＧ ￭ ヲ

会社の及立を主H日せられていたのである。

当時の住友は/t l l の大住友とは異なり 、』LJ 存の1' 1由に

話せるのは 山下芳太郎さん位のもので庇ったが、n米板

l i l ' i 子の関係から米同のリピーアンドオーエンを代友して

スタレットという建築家が来たl I !j や、その他に 、外人の

本などがあった上号令、山下さんが社用で忙しいH与[士、当

11寺! s . 国から刈りたてで、まだ茶話を忘れていなかった私
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をよ4 く{¥:J l111こ伎 って応' f Jj させられた。 そんな関係からね、

は公平l、ともに親しく可愛がってi立っていたのである 。

ある 11 、中; 役会議主から荘、にすぐ来いという1E訴がか

かつて来た。私のような下級の一社員が電役会議のl市に

呼ばれるなどということは先づみり何ないこと。何 Ｇ ｊ ｾ が

起ったのかと恐る恐る会議宗に入って行くと 、k l 百iのk

尚子に総J ' ll ' j ¥の鈴木馬左也さんが例の顎努をしといて、

一人悠然と1比えておられる。総J ' . R' j ¥を中心にして円形に

司1[11事tiltif 、湯川究 Jf その他の' l i i交述巾は小さな精子に{奇

っておられる。

私は、こんな所に IHるのは始めてで、いささか気遅れ

がしたが、総理事はL、きなり私に

「竹腰君、君は英語が話せますか」

と聞かれた。

私は何の必、 ｉｾ 長か分らずト・ギマギしていると 、 以から Ｑ Ｑ Ｑ

下さんが、 「竹股君は達者に話しますよ」と代って返事

をして下さった。総理事は丸まり機嫌が良くない。そし

て、私は何の乙とだかさっぽり分らないのと 、余りに偉

い上役ばかりの集りでめるその席の屯苦しい気分に圧倒

されて困っていると 、

¥1<;[1;1土L 、ないのですか、竹股君をこういうことにもと

うのは此くないですね .ノ 」

といわれる。 I仁志は最近住友で寝入れたiili 沢守門の米同

仕入のハイカラである。

1<君l主今日はいないことを 、理事の3ft れかが答えられ

. J . _ 

1- 。

それから総理事( ; 、

茶F Ｑ 山のｾ，邸に 、 フランスの学名で住友家の剣［慌を見

せて1'1いたいという人が来て、家長さんが銅nJ.II で会っ

ておられるが、言葉が通じないので困っておられる。 フ

ランス人だが英語は話すそうだから 、乙れから会社の1 ' 1

［ｲ，Ｉｊ￮ｉ￯Ｎでむいで本Ａ日 ｬ にゆき 、 家長様の ￬ｩｬｬ ｊ ｾ をせよ 、 君をこ

ういうことに使うのは思いが 、 今 ＱＱ のところはむ問ｾ -

とであるかみ宏、く思わないでくれ。

々



との乙とだった。私はホッとした。鈴木総剤事という人

は、何という行き届いた人の使い方をする人だろう。乙

れは私も将来心得ておかねばならぬ乙とと 、感心した。

荘、は始めて乙ういう席に出たのだが、鈴木総理事が自

分一人で長崎子を占領し、前 lこt J l た々る主役述中を控え

させて、- at を制圧しておる空気は何んと JI. 派なものだ

と私の心( [ 強い印象を植えつけた。

当時自動車といえば高級料理庖の送りで見る今日のハ

イヤ一位のもので、タクシーなどない時代だ。私の如き

若輩がそれに乗れるのだから悦び勇んで茶臼山本邸lこ赴

いたものだ。

しかし、その後も英同のコンノート殿下が来車nせら

れ、関西では住友が須僚の別邸に招待 q.1上げた l時も、tt

待委員にされ、米間続l援の歓迎といっても 、また後待委

員にされる始末だった。

ある時111下さんは私に、乙ういう注意をされた。

「竹腰君、僕も H寺K 君を通訳( [ 使っているが便利だか

らといって、会社で通訳ばかりやらされ; m沢が本業とい

う乙とになると一生を誤まるから注芯しないといけな

い。字が上手だからといって祐筆 lζ 使われ、! I 掛か上手

だからといって会計ばかりやらされては損をする。乙ん

な能力は一生涯の事業 lこ対し一つの武器として使うもの

であってそれ臼体が職業になってはいけない。」

山下さんの折に触れての人生観や処世論は、荘、にとっ

て良い教訓となるものが多かった。

山下さんはまた、熱心な国字改良論者であった。そし

て淡字の如さ無数の活字を印刷! こ使っていては、わが国

は、商業の上でも、工業の上でも外国と競争してゆけな

い。 タイプライターを佼って、容易に、かつ、便利に事

業を進歩させねばならぬ。それにはわが国には仮名とい

うものがある。i英字を全廃して、全部仮名で用を足すよ

うにすべきである。仮名の中でも 、平仮名は縦書に適す

るが、横舎きには適しない。これに反し、片仮名は簡明

でありかつ工夫すれば秘主! ? きに適したものとなるという

意見を持っておられた。そして、建築課員で京都の高等

工芸学校を出た平尾善次君という図案家を使って、盛ん

に秘書きになる片仮名の形を研究しておられた。伊藤忠

兵衛、星野則行などという大阪財界での進歩的理想主義

者連を談らって、仮名文字協会を作り鐙んにその主張を

宣伝しておられた。

乙ういう性物の111下支配人が御分家から聞かされたの

は、住友銀行紐育文 I，t ; の開設の際、同支I; !i (ζ 当るべき ゾ

ンガービ J レの主t物 lこ伏ってあったホロータイルの進歩的

であり便利な乙とである。銀行支j苫lこは当時紐育ダウン

タンの最繁華街 、 その中でも 、 紐育第一の南 ｪｾ ビ ｊ レとして

有名であったシンガービ J レの 2 階が選ばれ、応舗の設1111i

改装のために専門の建築関係者との接衝が開始された。

シンガーピルの 2 附表道路 lζ 面する相当広い面私が

庖舗に充てられるのであるが、非常に細かい間仕切がし

である。 しかも 、木造間仕切のような簡単なものではな

い。御分家その他の関係者は乙んなむj ( 瓦かコンクリート

と見える間仕切を取払う乙とは大変な大工事で、/1寺間 も

相当かかるだろうと懸念された。 しかも開庖は急を2 f す

るのである。ところが専門家の建築関係者は、この間仕

切りは一夜で取除く乙とが出来るといい、事実その通り

一夜明けて行って見ると全部の間仕切が取除かれ、fIIJ 口

の面影を想像すべくもない広々とした、知何にも立派な

銀行の営業室になりそうな大きな部尾に変っていた。

御分家始め一同乙れには驚嘆した。

一体、あの頑丈そうで立派に見えていた間仕切段、しか

も、それは取除乙うと思えば一夜で始末出来る。それは

一体いかなるもので; . 1 ' ，来ているのだろうということにな

り、専門家lこ聞いて見ると 、それはホロ ータ イJ レという

中空の口の字を集めたような焼物の積み重ねであるから

取段ちも容易だと教えられた。

乙の早業に感心し切った御分家は、なおもホロータイ

ルについて調査を重ねると 、乙のホロ ータイノレは単に間

仕切りに使われるはかりでなく 、建物の主体( [ 使うのが

主たる使命であって中 lζ 鉄筋を入れてコンク Pートを充

填しつつ秘み重ねて行くと 、高層建築も出来、高価な堰板

を使う乙とを要せず、迅速に工事が出来上 り、その上保

混、防湿の効大なりという良いことづくめの結論を得た。

若くして血の気の多い御分家l立、これは日本の建築界

のみならず産業の進歩発達のためにも 、どうしても早く

取り入れなければならない建築構造法であると考えられ

たのである。御分家がj吊朝後乙の仕事を取上げ、住友の

事業として軌道に乗せようと努力され始めたのが、私が

住友に入って間のない大正 7 年頃からである。

ホロータイルの事業化の可否は、当時私の上司で技r ，'!I

長であった日高j作さんなどにも相談があった乙とと思う
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が遂に資本金50万円の n本ホロ - / j イル株式会社という

ものが出来上った。

当11寺、;!!:1: 1耐火煉瓦株式会社というのが広島にあり 、

峠という 山 下さんの義ｾｾに当る人が経科していた 。その

7: Y}ゐ耐火煉瓦の工場が似11後の三iit にあったのを買収し

て、こ乙でホロ ータイノレを造る乙ととなった。

ある目 、私は建築課長の村上liW吉さんから呼ばれた。

村上さんは、大阪市の助役から住友! こ略せられて、建

築課長をしておられた当時の私の上司である。村上さん

は私に御分家様が今度日本ホロ ータイノレという会社を作

られるので、君に手伝って1'1いたいとの乙とだから伺っ

て良く御用命を承って来いとの乙とである。

術l分家からは、次のようにいいつけられた。今度 口木

ホロータイルという会社を作った乙とは君も聞いている

だろう。円分は国家の進速のために摂生の事業として育

成しようと決心しているのだが、折1
J
J / L ¥来上っても他か

ら真似られては経営が困難になるから 、何とかして形の

上で特許を取っておきたいと思うのだが、何か考案して

] えいたい。特許に関する専門的な相談は住友総本庖の向

いOl ll にi長村樋口という住友の /1' ，入の特許弁理士があるか

らこれに相談せよ。との極めて怒切な言葉での要請があ

っTこ。

荘、は建築家ではあるが、まだかけ出しで 、ホロ ータイル

の乙となどは良く分らない。しかも 、街l分家のブJ がいろい

ろの文献など読んで良く知っておられる。しかも特許で

も取ろうという大野心を持つにはどうしても 、もっと勉

強してホロータイルというものの知識を得ねばならない

ので、外国のカタログなどを街l分家から: 1 1 して頂いたり

、御分家lζ 教えて1 ' 1 ったりしていろいろと工夫して見たが

いくら考えて見ても特許になりそうな名案が浮ばない。

日高先生に教えを乞 うたが、いかに建築界のベテラン

でも 、容易に名実はi 1 l ない。

当時建築課 ｬζ 小 守 Ｕ ｾ ｊ Ｇ ーという ｲ ｬ Ｚｊ 年の人がいた。この人

はいろいろ工夫をするととの上手な人で、@J のサッシ ュ

やシャッタ ー! こ新案を /L¥していた。乙の注文を受けたサ

ッシ ュメーカーで、これで特許を取ったものもいた。乙

の人に相談して見たが乙れも名実が11¥なし、。

] 彰とか寸法とか表面のモルタノレの附さのよいような工

夫が頭に浮ぶ度毎! こ、浅村樋口の樋，-，氏に相談に行くが
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どれも一つの工夫ではあるが特許・にはなりそうにもない

といわれる。乙れには殆んど困り果てす。

御分家 lζ 、その者11度報告すると 、乙ういうものは急い

でも包にｌｉＧＮ来るものではないから 、 仕事の余 ｬ 肢にｾえて

くれ、工場の製: 日は米国のものに倣って作って行く 。そ

の中に遇然にでも名案が浮ぶこともあろう。と いう従容

なお言葉であった。

その内 lζ いよいよ工場の方も製品が出る迩びとなり 、

効能を書き立 て た 立 派なカ タログも出来上った。そし

て、御分家の別壁を工場の近くに造る乙とになり 、私に

も一度来いと のことで、三津lζ 行った。

その時代にはまだ山陽線の呉線が /1¥来ていないH寺代で

あっ て、三津( ( 行くのには字品港から内海回 りの小蒸気

で音戸の瀬戸を辺り 、瀬戸内海の沿j;t の小仏の点在する

間をiffi って行くのが最も使利な方法であった。宇品で峠

さんと落ち合い乙の航路で三津に行ったが、折柄l晩春の

海は泌を流したように前功、で、烏と島の迫った閲を縫う

て行く心持は長閑であった。

三津は美しい小港で島影の海に終ちる水路を前にした

景勝のi也(ζ 、御分家の別竪の地が選ばれていた。そして

工湯からは盛んに黒煙が立ち登り 、製品も相当i l l : t ' 1み上

11られていた。

私は御分家の乙の事業が実を結ぶことを祈願しつつ、

夕方の船で広島に帰った。私の特許の使命はまだその緒

にもついていないのを苦慮しつつ。

その後ホロ ータイノレの製造も漸く本格的となったが、

先ず、自ら 、乙れを使った建築をすることが必要である

との議が起ったらしく 、街l分家の家を住吉にホロータイ

ル建築で造宮することとなり 、 日高技師長の設J I'である

程度工事が進んだ。

乙の頃になると 、ホロ ータイル建築と同業のホロープ

ロック建築というのが、世間にも提唱されるようにな

り、中村鋲氏のチンブロックなどが宣伝され、東京でも

ボツボツ 、ブロック建築が建つようになり 、ホロータイ

J レの事業の将来も明るくなると同H寺に、競 'jt 者ーをも考慮

に入れねばならぬ気巡l乙向って来た。

一方数年前から住友の事業の本拠である住友ビ J レディ

ングの建築の議が起っていたがいよいよ機が熟し、その

設計に15・手した。大正11年 7 ｽｾｋ は 時設計が完了したの

で、荘、は念に米国{ こ派i立を命ぜられた。使命 (i 、第ーが



'  

鉄骨を米国で入札して請負人を定め、 ファプリケートし

て発送する乙と。第二が金庫、エレベーターの口付。第

三が彼地で住友ビルの機械設備の設計をさせる乙とであ

っTこ。

私はホロータイノレの特許の乙とが気にかかっていたの

でいろいろ苦慮していたが、遂に乙れなら特許になるか

も匁lれぬと 、特許弁理士の樋口氏も同意してくれた案を

ねた。御分家織にも同意を得て、その後の手紙一切を浅

付樋口特許事務所le依頼して、大正11年 9 月今の大阪建

築事務所の社長である池田宮彦君を伴って波米した。

組育では、御分家やその他の人々がその改装の早やさ

でi湾映された 、シンガービノレの2階にある住友銀行紐育支

]，1; の一室を事務室として貸して此い、乙乙で l &f 三聞に豆

り'JJ 務を処理して、当初の使命を時完了し 、残務の取片付

けに従事し 11) j には帰国する予定をたてていた。ところ

が、 9 月 1 日故国日本の地震による大惨事が報ぜられた

午後 1時頃、銀行の人から大震災の悲報の電報が伝え

られた。 EE文は只 3 字

Eart hquake Terri bl e Cat ast rophe 

その後になんの電報も入らない。在留邦人は皆帰る故

国を失ったかと心配していた。

{支l乙入って大民災のため広品以* は全滅という報が入

った。

私も池田君も帰国を目前le控えて途方l乙くれた。

しかし 、 口を経るに従って災害の実相が知れ、関西に

ある私達家族の総てpーが報ぜられて、安婚の胸をなでおろ

した。

11)J 3 I ミ私達は使命を全うして神戸に上陸した。しかし 、

私は船が神戸に入る 2 目前から船中で突然盲腸炎にかか

った。船は外国始で私達二人の外に日本人はL、ない。船

のドクターは、船客 lζ シカゴの有名な外科医で、怪我の

ために成業し、世界没遊の途 lζ 出ている人がいるからと

い って船室{ こ述れて来た。診断は盲腸炎 lζ 間. i t eいないと

い うことであった。万一のH

つて船中で手術しても良いという。

さなきだに、当時医術の遅れていた米国の医者、しか

も船医などに開阪の手術をして此ったら百年目だ。命は

先ずないもの と覚悟せねばならぬ。今日でこそ、医術の

進歩した LL，j ，では 、盲腸の手討すなどは手術の III( ζ 入らぬ

位だが、35年前は、盲腸の手術は大手術の内であった。

臨痛を辛抱し 、池間君の親切な介抱lζ 援けられて、無

事相 Ｑｉ 戸におき 、 担梨で ｪ 県立病院に入院しＱＡ ｮＧ ｊ｟ｾな家族の顔

を見て安地ーした。

帰国して聞く大震災の惨害は忽像以上に酷かった。

一番気になるのはやはり建築物の被害である。中でも

漸く宣伝! こ乗って出来ていたプロック建築が一つ残ら

ず潰滅し、地盤の良い東京の山手にあったものまで出さ

れたと 11.[1かされたのには悲痛な思いがした。ブロック建

築を推奨していた某大学教授まで口をぬぐって、プロッ

ク建築の地良国 U.4s: 1ζ 適せぬ乙とを論じていると伝え聞

し、fこ。

入院後も病気の経過が良くないので、会社の方からは

私にはなるべく仕事のことは話さないようにと気を配っ

ておられたが 、民災の結果長も気になるのは 、u ＮＴｾホロ

ータイル会社の消息であった。乙れもフ' ロック建築の不

評で会社は休止状態だとの乙とであった。乙の有線では

存続は不可能だろうとの乙とであった。浅村樋口特許弁

理士! こ依願した特許の乙とも自然消滅した形となり 、ホ

ロータイ J レの効用を信じ 、御分家を俊けて事業として成

立させようと努力された 山下さんも 、製鋼所事件という

ある出来事のために住友を去られ、ついで地震の前 lζ 病

気で亡くなった。車生の事業として努力された御分家様

もあたら有為の材を抱いて不慮の病絢のおかすと乙ろと

なり 、若くして世を去られた。

それは震災の年の1 ( 1 で、私は病院で‘ 盲腸炎の高熱で死

! こ瀕している時である。夜、は御分家の悲報を、九死lζ 一

生を得て快方に向ってから| 渇かされたのである。

御分家の発病も i1l 炎の結果ホロータイ J レの::F;$; のi.i'i:滅

のための心痛に益因していないと誰れがいい得ょう。

御分家、山下さんともに震災と前後して世を去られ、

そして乙れに関係した私は同時に瀕死の重病にかかった

のである。

御分家、111下さん、私から見ると% に立派な人述であ

った。将来は大阪の実業界に Ｙ ｊｦ ｉｾ すべかりし人 で あった

と信じている。私以外にも大阪の: J . ! : ; $; W( 乙今 U でも IJ .j先

輩を i放浪する人は少くない。

しかし、その計図された事業の うち日本ホロ ー タイル

は大震災 とと もに倒れ、山下さんの計画された板ガラス

の事業は、住友のもつ事業の中でも成絞の悪いものの一

つに数えられた。そして事業の成績はその人の段誉袈疑
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lι 及ぶのである。

しかし、戦後は日本板硝子は| 円住友関係事業の最優秀

のものとなった。そして、11=1114ホロータイル公社が、

U 本板硝子 (C買収せられたのも奇縁ではないか。

事業の巡命も人の運命と同じく栄枯盛災は容易に予断
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191i{ 下( 大J l 6 "1・) J )J 

私が30才のとき 、足かけ 5

年 lζ 至る14?摺の後、 ロント

ンを去って帰国することに

なり 、通いなれたロンドン

市立の美術学校のエッチン

ク ・クラスに帰国の挨拶lこ

いった。乙のクラスの指導

にはプランギンの後をうけ

て、 フランク ・エマニュエ

ノレが当 っていた。そして月u ， 

.¥ 

れにのぞんで、私にモデル

になって盛れといわれ、モ

テソレ台に座 らさ れた。 そし

て、エマニュエ ルはじめ一

同 が 私 の ス ケ ッ チ を 始 め

た。 エマニュエ J レは銅似に

直接ドライポイント ( dr y 

poi nt ) の 針 を定 らせてい

た。帰国の後に送り届けて

くれたのが、 “ ｊ ｡ｰ｡ ｮ ･ ｾ ･＠

arti st" とj泌する乙の荘、の

肖像画である。こ の画は、

その後エ 7 ニュエ J レの作品

として、 ローヤノレアカデミ

一反! とも山品 されたと伝え

凶1(，、た。

を ij -l jーさないものである ヮ

しかし 、私は今 11 でも 副本ホロータイノレの消滅、御分

家や山下 さんの病死、荘、1' 1身の憶病を思い、 n本の如き

震災国ではい かに 技術が進歩したとはいえ 、 ブロックｾ

築の設計をする気にはなれないのである。



紐

大l Ell 年 7 J- J かねて JI ー凶されていた住友総本山の本建

築の設計が完成し 、いよいよ工引に取りかかる乙とにな

っTこ。

R

O

L

F

E

市
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4D年前のわが国の工業は今日のごとく進歩していなか

った。したがって建築の計画の技術も材料も 、欧米に比

して挫しく遅れていた。

鋼材は主として輸入に待っていた。われわれは、当時

わが国唯一の鋼材メーカーであった八幡製鉄所の鋼材を

信用していなかった。一有試験片をとって厳重な試験を

した上でなければ佼わなかった。今日八憾製鉄所の製品

を試験をせねば買わないなどといったらどういう乙とに

なるだろう。鋼材の工作 lこしても 、当時はまだエンドミ

リングマシンを持っている工作場はなかったのである。

セメン トも鉄材同級貧弱な状態であった。強度も弱く

かっ不均一で、試験をせずに使用する乙とは危険であっ

た。乙れがため 、住友の工作部では セメント試験室とい

うものを持っていて、膨張、fql 絡の試験、強度試験をす

る機械設備を持ち 、数人の係員が常時試験 lζ 従事してい

たものだ。

官級です らも舶来品が主として伎われていた。住友の

屯線は今日で乙そ世界に製品の買を誇っているが、当時

はわれわれは全然信用していなかった。その頃京制定ヶ

谷に住友の月i J l I l r の建築が進んでいたが、その電線は自(1来

品を使用する乙とにしていた。前社長がこれを1mかれ、

何般住友電線を使用せぬかという御谷めがあった。絶縁

が怨く 、粗悪で火災の恐れがあるとお答えすると 、最善

を尽してなお火災が起る 11与は仕) 1がない。その切合は焼

けても良いから住友電線を使えといわれた。そして当時

われわれはわれわれのよも解の伏さを JC[ ，じた。 i主ム;の今 11

あるのも聡りj な社長がこういう精神でい られたためであ

ろうと思い感慨深いものがある。

その外lζ 最も遅れていたのは建築の機械設備である。

屋内屯気工事の業者のどときもわずか一二 '1巾こ過ぎず、

暖房術生設備の方も同様な状態であった。したがって建

設築制の綜合的な設計をする技術将なとはいなかったも

のである。また乙の建築には住友銀行、ならびに住友信

三ｾ
同 で

託の金Ｉ， ＱＮＨ が必ｾーである。

当時金庫もわが国ではわずか- の貧弱な金山メーカ

ーがあるに過 ぎず、少し大きな金庫を要する場合、金庫

. wは外国 l乙注文したものだ。その頃の外国製金庫といえ

ば、英のチヤップ、仏のフィシエ一 、独のア ーンハイム

等であったが、ほかに米国のモスラ ーなどもI折々わが国

l乙版協を拡張しかけていた。

エレベーターももちろんまだ日本エレベーターが国産

エレベーターを始めた頃で、まだ完成の域に達していな

い。米のオーチス 、災のウエグウッド、中lζ もオーチス

が主として輸入されていた時代であった。それも臼j ] ) }J着

床のマイクロドライブさえまだ出来ていない時代で、紐

育などの高周建築のエレベ ーターには水圧のエレベータ

ーが多く伎われていたので、ある。

住友が乙ういう計画を進めている H寺、一方東京では三

菱 が丸 ビノレの大必築の計画を進め、 乙れは設計胞工とも

に米国のフラーという建築会社lζ 依嘱して大正11年 lこは

完成していた。乙れも大三菱として進歩した建築の設計

施工の技術を米国人の手で行い、わが国の建築界に貢献

しようという大きな国家的な見地からの企図であった。

しかし 、大半11年・ 5 月すなわち大正12年 9 月 1 日の関

東大尿災の liiJ 年 l乙、足度の相当大きな地震が|児点地方を

襲った。 丸 ビル完成後間もない l時JDJ であった。

乙の地震で υ本人の設計になった海上 ピノレや日本郵船

ヒソレは被害は無かったが、丸 ビJ レは床版の1政援等相当大

きな被害を被った。乙れはもちろん口本の特殊事的であ

る地良に対する引むが不足していたためである。

住友ビノレディングのｾ設Ａこ当 っては以 上のことをむ ， Ｇｩ Ｒｊｬ

lこ) 5- ) ，位して、設JI はわれわれの必2高潔でする乙とにな

り、花、が平面その他の計画をして数案を作り 、その中で

当時の工作部長で理事であった本荘熊太郎氏や、先輩の

日高伎町長、その他業務関係の人々で選ばれ、長谷部先

輩が住友家長の怒向を考慮して、これ又外観を数案を作

り、その内のーおが選ばれたりそして構造は守ーら光公舵

之助氏がそのeDiに当っていた。
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ド住築は完成のl岐には延坪 1 刀 ; ; 1-坪、 7 階建で、Jt

は土佐掘川 、 四 ｬ 立西 ｦｊｾ 躯川に｛訂する四方道路に固まれる

l二地に9 J ! ; てられる。当時としてはわが同最大の建築計画

の寸つであった。

そして当時の住友の目 ｊｽＩ 長のｾｊ￬Ｎｾからいって 、 乙の広函

［ｗ のｾ 物を住友総本 ｪ 占住友銀行勾ｬＱＡ繋諸 会社のみで占め

のことも ;1¥来ないので、一般貸 'J} 務所建築として計画す

ることになり 、 レンタブノレエリアの比率をなるべく大き

くして、t't Ｇｊｾ 務所 ｩｬｬ 築としての採 ｭｍｴｬ に立って，ＺＱ前 ｩ し

たのである。

この敷地の南側半分北浜 5Thl に而して住友総本l占の

仮本庖がｾっている。乙れを他に移して一気に全館を完

成する議があったが、iIJz . . 4 、居を移す適当な上地がなかっ

たのと 、また経済的なY-j).怠も払わねばならず、乙の JI' 闘

を二j切に分担lして9 J ! ; 築する乙とに議が定まり 、現存のi以

建築による設，[ 1 の不使を克服して設討をしたものであ

る。しかし、後に工 'J} 途中における関点火a災による経

験等により幾多の変更が加えられた。当初の Ｗ 階ｾを製

在のように 5 階佳とし 、当初の JI' 函 lこなかったが、窓 ・

山入 口lζ はシャ ッターが付けられ、一般的な貸引務所比一

策という岐本方針を変Jだして住友だけで使うということ

になったのである。

かくして大正11年 7 月には設計全部完了し、総本) . 1: ; 幹

郎の| 出で材料の買い入れや、Rl l 築設! l 11i の E没，i J を米国でさ

せるために米国に人を派して、乙れに当らせた方が良か

ろうということになったらし L、

ある日荘、は木荘工作郎長と U ｲｾｾ 技ｮｊ ｬｩ 長から呼ばれた。

そして私としては荷の重過ぎる上記の{ 上下を{ J il ぜられ、

構造設計ＡＨ従事していた池田Ｇ自彦君を ｩＧｬｾ って行くように

とのことであった。そして私の米国でのｾ旨は前に述べ

たように 、tfsーに鋼材およびその加工の入札、J，'j f. 1. 決定

および日本への発送その代金のぷ弘、第一に金郎、エレ

ベータＭｾｾｾの調査 、 見積徴収 、 第三はコンサルティング

エンジニアー( 建築設備設計省) の選定および設. 11ーの完

成であった。

第二、知三のf:l : ?J HH. Mお家としての知 1; 11' &で処理出来る

しかし第一の仕事は明かに輸出入fl }jの i上'Hである。 +1、!1

何45:の知識をも持ち{ i - ぜていないのであ心 c

「私l乙山来るでしょうか」と本荘さんに <';l ねると「勉

強してやって見るんだね」
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といわｾＱ，る。

当時はまだ住友には商事関係の事業会社はなかった。

大正 6 、 7 年以、住友内部でも 、三)1 物産や三菱商 'J1

の如き陶 'J (郎門を作る乙とが論議されていた。乙れに対

しては賛否両論があって相当激しい論争があったが、鈴

木総理 'J( は住友は商 'J( 会社をやるべきでないという断乎

たる決: むを持っておられ、遂に1向学会社の企図は却けら

れた。

鈴木総理 'Tの決断は当時として実に賢明であった。間

もなく世界第一次' 政争は終末を告げ、戦争という大消貨

が一時に止り 、経済界は大恐慌を来した 、輸出入の商社

は大混乱であった。そして新進の大資本を1T; ' ; ( とした大

l前社も一時は破産するかとも l噂される程であった。そし

て住友はやはり商引活動はするべきでなかった 、という

ことが舵泌され、乙のち一えは永く続いていた。

しかし 、鋼材その他の口付 、巡送そして外. i 1 l ! . での代価

の支払といえは ｉｙ ｊ らかに商社とくに輸出入商社の ｊｾ な Ｈ上

引である。私はこの命を受けた時には、品物の先送支払

の条件等全くどうして良いか分らず五虫寝中でつあた。

そして教えを乞うべき部門は住友にはないのである。

当時住友銀行の外国認に大島堅造さんがおられ、同氏

は一つ橋高 11可の出身であり 、外国: i i l l である。同氏の，i'j に

行って今度の私の使命を告げて教えを乞 l " 輸出入業務

に関係する I'rf : " i i などを教えて立った。

このl I !j 始めて C. 1.  F が C ost Insurance Frei ght の陥

語であること 、 F . O. Bが F ee On  Boar d であること 、

B . L が Bi ll of  L adi ng であることなど、一応貿払上の

知識をiぜた。

そして今度の民人では、U. S. St eel のエィヂェントで

ある高田尚会と Bethl ehem St eel のエィヂェントである

二 )1ー物 必 か ら 凡 引 を 取 り 、 C. 1.  F 制1) ' で B. L と

l nvoi ce と引佐に代金は紐fl で日I l で支払うこと 、ゴti t の

l怒は'屯報で本社のi J ' : . 1伐を仰ぐこと 、 'J 玉m上の. 4>: 社とのJT

介せで Ｚｾｴ をＲＡＺーするものは ｂｅｎｔｌｅｙ のコードを使って

1日報すること等の3誌を上司lこ提出し本社の了解を似た。

今 ＱＱ と ｊｬｾＮ り 、 飛行機はなく 、 外同との聞にテレタイプも

なく 、下紙の往復には. ヶ月を要した時代である。しか

もイ ｾｭ な立 ｷ ・ ｊ￯ Ｎｦｴ そやるのであるから此任の重大さを感

じた。

出発 lこ際しては ωo万 円 の L . Cを持って行く乙とと



なった。米が ｩ 升 ＲＵ ， ＶＱＱｊ とうい ｫￆ ｬｬ ｾｊＺＮ ｧＺｾ 100万円は今

日では 5 依位に相当するだろう。 3 5 %の青二才の技師に

乙んな巴t J iな金を持たせて外問に山すことは会社として

は大胆な ζ とと思った。来して本社の会計深長の重岡老

人から抗議が出たそうだが、主役から活があって止むを

得ず承認されたといいう話を聞かされた。荘、はますます

私の責任の重大なるを感じた。

日常の会話や手紙lζ は不自山をft長じないf I 信はあった

が、商用の手紙となっては設いたことがない。そ乙で

business correspondence の本を 2 ， 3 買い込み船中で

読むことにして出発の準備に取りかかった。

定った以上、早く紐育に到着するようにとの命令で、

米国西海岸迄 3 週間近くかかるハワイ得航の 11本船に釆

る乙とを止めて、11 日でおく北辺りの Canadian Paci f i c  

l ine のエンプレス ・オプ ・ラシアで、9 月中旬{ ( 横浜を

出発 し、途中心地よい海路の呑気な 11 を送りつつ 9 月末

にカナダのパンクーパーに若いた。

純度の高い北米の 9 月はもう秋風が肌に寒く道行く人

のｾにも秋の深さを恩わせるような季節となっていた。

船中11 日間、体の地につかぬ気持をパンクーパーで癒

すよりは、カネディアンロッキーの減泉地で一休みしよ

うというので、すぐにとの港をた って加奈陀太平洋鉄道

に乗って東行の途についた。

カネディアンロッキーの高地にパンフという温泉町が

ある。ここは避暑地であり 、鱒釣りの名所でもある。近

郊にはパフアロという北米特有の羊の大きさの動物がい

るので有名である。宿の: 容から! 挑めるとロッキーの述山

が延々と述り 、前には諮流が岩をかんで・いる。般路の労

も- J j の休養で癒すことが出来た。翌 IJ は111を駆って、

ロッキ一山中の黄色に紅葉した山路をレーキ ・ルイース

lζ 遊んだ。 山奥の湖の色は紫と見るまでに濃く 、対岸 lこ

は数千尺の山を兵二つ{ ( 切ったような壁面が鈴えて、地

1mの縞を飯出している。その有機は往昔のi也殺の変動を

想像させ、雄大な景観はスイスのアルプス lζ もl跨る乙と

数倍であると感じた。

パンフを発して紐育に向ったのであるが、その列車が

途 '1' ;¥三I， J ・以後のグレート ・レーキ ・サービスにちょうど

郎合よく述絡する乙とを知って、ドHft を行 く代りに途中

から大海iを行く船にのり 、ヒューリ ン湖、スベーリオ1m

を巡ってナイヤガラ ｬ こ ｉｲｊｊ った。 ￬ｬｪｊ 上北米の ｬ 晩秋の ｪ 旦 ＱＩ［ｾ の

美しさを満喫しながら湖端に若き 、ナイヤガラを経て紙

育l ζ-( i ' いた。紐育の住友銀行の支庖では、自i] もってわれ

われの乙とが通知 l してあったので、応内の一室を空けて

われわれのために用怠 してあった。

乙の5 ( ) ，5 のあるシン ガービルデ ィングは、エンバイヤ

ーステートビ J レがまだ建っていなかったので、当時は紐

育第一の高層建築であった。そのブロードウエ ーに面す

る2 階正面が住友銀行の支庖である。かつて御分家やそ

の他の人が間仕切壁の除去の素早さに驚嘆し、 日本ホロ

ータイル株式会社を設立するに至った由緒のある室であ

る。御分家のホロータイ J レ会社のお手伝を していた私は

興味をもって乙の室を眺め、与えられた一室 lζ 事務に必

ｾな ｺＺ ｮ 道具を整えて Ｑ 年間の勤務の準備をした。

私は 5 年前の 2 月、欧州からの帰途一ヶ月程乙の地l乙

滞在した乙とがあるので満更知らぬ土地という感じはし

なかった。その時は別{ ( 仕事を持っ ているのではな く、

見物に IJ を暮していて、紐育の仕事をしている人の様相

などには考え及ばなかったが、今度事務室というものを

持って、 日々巡って見ると 、自動車の排気や人の体臭か

ら来る悪共が妙κ 息詰るよう な感を覚えさせ、はじめは

乙の環境で l 年も辛絡が出来るだろうか、精神的にも 、

肉体的 lζ も打ちひしがれるような結果になりはしないか

と、f立棋の念を抱くようになった。しかし、慣れるに従

ってあじさなく気のせわしい大都市の生活もさほど苦痛

でなくなって来た。

まず第一は鉄' f 1"の入札であるが、乙れも順調に進んで

ベスレへムに作らせる ζ とになった。主材は切揃え寸法

でミ J レオーグーとなるが、 ミJ レスケヂ ィューノレの関係上

工程{ L 1 : - Uに合わぬ材料があるので、材料の断面の大きさ

の変更もせねばならなかった。

当時の状態ではこういう大製鉄会社でも、すべてのセ

クションがストックであるわけでない。また型剣のロ ー

リングのミルスケヂ ィュー ノレは 1 年分が定められてあっ

て、乙れを変更する乙とはほとんど不可能な乙とである

から 、切揃え寸法で注文すると 、今後ミ J レス ケチ. イュー

ノレにある裂に変更せねばならないのである。

凡な ｩ のが ｩ ｅｦｾをＮＴ，ＪょにＧ 屯 報で許 可 を旬 、 鉄什は 、 ｃ Ｎ 1  .  

F .)!¥l 戸で、価絡を定め、B . L とl nvoice を揃えて持って

米ると 、代金はそのれMUBで文払うことにし 、契約 11r-に

署名した 11寺は、まずー仕事済んだとほっとした。
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これから先はシ ョップドローイングを検査し、製作品

の船積まで相当の期間があるので少しは暇もでき 、次の

仕事lζ 取りかかる乙とが出来る乙ととなった。

ショップドローインクは 、われわれの事務所の近くに

あるランゲという人の事務所にベスレへムから依託して

くれた。その方が連絡に使であろうというべスレへムの

心造いである。池田君は当分その方に詰めて1 ' 1 う乙とに

した。

乙のショップドロ ーインクの作り方、図凶作製の形式

順序等はわれわれに物珍らしく 、池田君などは非常にこ

の点で新しい知識を得たようだ。そして帰国後も鉄骨設

，i ! ・図の作製 l乙定った指針をね 、池田君の乙の経験は欽' 自

の製作の函でわが国建築界 l乙口献すると乙ろが多かった

鉄骨)J 日工の検査は、月IJ にこれを専門的 lζ 引受ける事必

所があるので仕様書を渡して乙れを依頼したが、後にな

って料金の高い制 lこ信頼できない乙とが分った。

コンサルティングエンジニアー

(Consul ti ng  Engineer )  

n: I 1 : 育において鉄骨の見wをさせている聞に 、私の郊 2

の使命である住友ビノレの屯気、l暖房、衛生その他の機械

設備の設計をさせる仕事lこ取りかかった。

米国ではこういう機械の設計に悦るものをその凶コン

サノレテ ィングエンジニアー (Consul t i ng E ngineer)  と

いった。直Ｚｾｾすると顧問波 ｦｩｬｬ￮ とでもいうべきであるが 、

それがR ] ! ; 没物の機械設備の技師という特殊なな味に使わ

れていた。

さて広い紐向でコンサノレティングエンジニアーを定め

るということになると 、はじめは五呈揚 rt である。その

筋の人 lこ聞いてみても各人いろいの人を他的する 、そし

てその数は始ど知数といって良いくらいで選以にも: しん

ど。荘、としては米国の以 Ｚｉｾｪ 水準の地位にあって 、 ｩ 誌も ｉ ｩｬＮ ｊ

出: の技術と経験を持ち 、信頼山来る人物! こ依頼したいの

であるが。在、の惟艇を受ける人は私が満足し得る人とま

では行き兼ねる。

乙の人選は、私にとっては 、鋼材の購入や先送のよう

な事務的な仕τr r . よりも遥かに立任がe f ! い。円本( ( 帰って

からもっとt ! . い人があるといわれたくない。たとえまた

紐育で認められ技術においてlめれていても 、人絡的 lζ 批
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判のある人は避けたいのである。

人選について、最後的 lζ は工作部長や口高先生の決裁

を仰ぐとしても 、選択の責任は荘、にあるから慎重の上に

も慎重を要するのである。

荘、は思案にあまって住友銀行の支出lえに相談して凡た

ら銀行の取引先lζ アメリカン ・トレーデイング ・コンパ

ニーという貿易商がある。その支配人に紹介してやるか

ら、その人からだれかその方面の人( ( 紹介 して1' 1ったら

といわれる。

アメリカン ・トレーテ' ィングはシンカJ ービノレテ' イング

から返くないので、支配人に会い私の使命を話して、だ

れか、乙の方面の消息 lζ 通じ てるい人はないかというと

「臼分の知人にトラスコン会社の支配人をしている 、

P という男がある。この男は最近までトラスコンの東京

支社長をしていたのだし 、仕事が建築に関係 が あ る か

ら、コンサノレテ インクエンジ ニ フーの消息も知っている

だろうから紹介しよう。」という。

トラスコンというのは、カーンという人が工夫した築

型鉄筋でその両側についている犯の平鉄の形になってい

るのを一部切り離して折り 上げるとスタラップになるも

ので、カーン川ーと称していた。これと普通の異型鉄筋

を組合せて鉄筋コンクリート構造の設計・をし、施工も請

負う会社なのである。

今日でも大正初 ｊ�ｊ にｾてられた主主物には 、 乙のトラス

コンの構造法によったものが残っているが、今 LI ではわ

が国の往築界でも 、そういうものがあった乙とすら知る

人も少ないくらいである。

私は早速池田君と 2 人で設冴図を携えて P 氏! こ会いに

行った。

P 氏は、当時、必i下にまで派遣 δ れようという男だけ

あって、miの禿げ上 った赫顔の凡るからに事1' i T与な風貌の

持主であった。その以 ｉ ｉ ａｾＱ こ来る外国人は ＱＱ 本人をｩＧｉ分

等よりJ . i った人種の. ! I l ] くよL、アメリプJ ではとくにジ¥. "/ 

プといって経法ーしていたH寺代であった。 しかも相当 kJUJ

間L l 本 l( いて日本ずれがしているのである。

私も口本人としては Ｑｾ も低くない方であるが 、 ｐ 氏は

私よりも遥かにn も高い。額にはその頃流行った総色の

セノレロイド艇のサン シェードをつけす乙ぶる騎倣な態度

で私と池111君をムL ドして、組介状を凡ながらやって来る

私は一応の ｪ 失診の後来Ｎｾ，を告げ 、 紙百における一流の



コンサルティングエンジニァーで 、 ｩｾ 下の推奨できる者ー

があったら教えて貰いたいと丁寧な言葉で頼んでみた。

彼はその住友ヒワレデP イングというのはどんな建物かと

いうから図面を拡げて見せると 、コンサノレテインクボエン

ジニァーの ζ とはいわずに 、桃造をどうするかと聞くか

ら鉄骨でわれわれの手で設計ーし、米国で買い入れる乙と

にし見積を徴収している旨を告げた。

彼は乙れは欽骨よりもわれわれのトラスコンの鉄筋で

やるべきである。自分は日本 fCも長くおり 、カーンシス

テムで高層建築も設計して来たから早: i i l i 設計してやる

から。といって図を持って自分の羽Lの上に[ 泣くのであ

る。

荘、はi驚いた。

花、は彼l乙コンサ J レテ ィングエンジニアーの乙とを教え

て1' 1 うために来たので、構造の乙とはもう定っているの

だから今さら変える乙とは出来ないといっても 、私のい

うことに全く耳を借さない。 カーンシステムで作るのが

君等 lζ も経済であり有利であるから 、カーンシステムで

早急に設計してやるといい張るのである。

この建物は全部鉄筋で作ると 、6. 7 千111 mのカンパ ーを

使う乙とになり 、当時と しては相当の商売になると考え

て一生懸命になったのであろう。

当時、政治の上でも商売の上でも 、彼等は乙と l乙処し

て極めて高圧的である。彼もまたその風貌から見ても言

柴使いからいっても 、それら思い上 った外人の一人であ

る。

乙乙で私が弱身を見せて彼のいうままになったのでは

私の立協はなくなる。まだ欽' 白・は見積 Iやで、鉄骨の購入

が確定していないとはいえ 、 私のＮＴｾ荘部長や同高先生か

ら与えられた使命は決定的で、今さら鉄筋で建てる乙と

はできないし、また、鉄筋で建つべき種類の建物でもな

いのである。

荘、はどうしても短絶して図面を取り灰さねばならな

い。 乙乙で挫けては、彼lζ 乙の仕事を断らなければなら

ない破自になった l時、多額の設計料を払わされて使命に

伴る粘! . j ミとなるのが洛である ζ とは明，，: ，である。

私は1 = 1 * には地震という特殊事悩があ って、われわれ

はそれを学術的に研究し、その基礎の上lζ 立って鉄骨で

;没'; 1. して既に見積中である乙とを告げたが。見区(1いであ

れば取消す乙とも出来るではないか。われわれはもちろ

ん地震の計算も入れ充分な経験と 、カーン氏を主宰者と

する卓越した技術で設計するのであるから、耐渓建築と

して立派なものを設計する。そして地震に対して大丈夫

である乙とをギャランティーする。という。

それからギャランティーという言葉の議論が始まっ

た。遂 lζ ギャランテ ィーするというととは後にその地震

で破書置するようなことが起った時K 無償で建て直す気か

と聞くとそんな乙とがないようにギャランティーするの

だ。という

とうなると議論にならない。 乙の辺から 、彼も私も言

葉が荒くなり 、 彼も激し 、 私も多少平静を低ｾくよう ｋ な

って声も荒くなって来た。そして何といっても高圧的に

山て来て図面を帰そうといわないのである。

私はギャランテ ィーするというが、米国の F 会社が東

京丸の内 lζ M ビJ レディングという 、日本一の大きなビル

ディングをある大会社の依頼によって作ったが、昨年 5

月の地震で、ζ のピ J レディングは非常に破損した。しか

し同時に日本人の建築士の設計して建てたものは破損し

なかった 。 地震国である日本の建物は 、 地ｾの研究を積

んでいる 日本の設計によらねば危険であると 力説 した。

私のこの説は彼には非常に手答があったようで、その反

駁』ζ 迭巡している隙間に、私は彼の机の上! とあった図面

を取り反した。

これで乙の論争は一応私の勝ち lζ なった。 しかし当時

のこの私の& 後の言葉が禍して後に私が住友において苦

しい立場lζ 陥るようになろうと誰が怨像し得ただろう。

乙のことは後に記す乙とにする。

P氏l士、すっかり機嫌を惑くし、コンサノレティング エ

ンジニァーの乙となどはもう話にならない。永い論議K

H寺の過ぎるのも党えず昼食の時間となったので、乙の話

は打切 って食事を一絡にして機嫌を直して此おうとした

が 「 ノー」という 。 けんもホロロの返・ ｊｾ で気まづい思い

で別れた。

しかも彼のオフィスを出てからも後l沫の惑さがつづい

7こ。

もう 乙うな っては人に頼る乙ともできない。 自分で何

とか して適当な人を採さなければならぬ。

そこ で、まづ近年ニュー ヨークに 立った最も有名で主

ｾ な 止 ｾ物を品べて見た 。 それ ら の ＱＱ Ｑ で ｍ も火切なｾ物は

紐育の. i j ! )il 準備銀行であって、 μ 本銀行に相当するもの
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であることが分った。そ乙でその建築の機械設備を設計

したコンサノレテ ィングエ ンジニァ ーはだれかと調べて見

ると 、当11寺品，Ir育では超一流のテニー ・アンド ・オームス

という コンサノレテ ィングエンジニァ ーの事務所である乙

とが4っかっ fこ。

住友銀行から述邦準備銀行にこの事務所の乙とを聞き

合せて貰 ったら頗る評判が良い。

私達の建築は日本で乙そ相当大建築であるが、紐育の

建築から見ると小さなものである。テニー ・アンド ・オ

ームスが、さまで大きくもなく 、 しかも事情の分らぬ極

点での雄物の機械設備の設計を引受けるか否かも不明で

あるが、ともかく一度飛び込んで日本から来たア ーキテ

ク卜として会って見ょうと思い、れl ! 1 T I 君と二人でその事

務所を訪ねて見た。

始めはテニ一氏が会ってくれ、後 lζ オームス氏が出 て

来た。 テニ一氏は主として ヒー ティング・エンジニァ 一、

オームス氏はその名のごとく屯気を専門にしている。 と

もにi品厚誠克な技術者らし い技術者である。

P 氏のあR腕 lζ 接 して来た後であったので、乙の二人の

好紳士に会う乙とは気持がよかった。 同じア メリカ にも

いろいろの人がいるものだと感じた。そ してわれわれの

使命のととを話 したら 、もう一度明日会おうという 。

彼等も若いわれわれ (i 也田君も年よりは若く見られ

る) が相当の! 上 'JI: を持って来たというので少し不審に思

い、われわれの身分を調べたらしい。それは無理のない

ことである。また彼等の竪' _ k 性もそれによってmうこと

が出来る。

翌 U は再び会ったが、今度はf上τJ';: のことに話が進み、

設計の正式な依頼をし設計料を定め、契約をiill めること

にしTこ。

こ乙で私は紐育に来て初めてホットした。彼等を選ん

だことに対してはどこからも批判されることはないに述

、ないという臼信ができたからである。こ れで払の使命

のA 2 ! ! な郎分がみなその絡についたのである。

金 庫 と エ レ ベ ー タ ー

私』こ残された使命といえば、あとは金l i 1 I とエレベ ータ

Ｍｾ ， ｊ ，Ｇ，ｪ ｦｴ し 、 その兄ｨＧ￭告とって弘 ｉｽ ｾ主乙とである。決定 ＱＱ

ｍＧＺｾ ｝ 後に本法部民や ｕ 尚先生がされるであろう。ｾＮＧｩｊ ｦｴ の
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結果私のi正しいと思う判断をすれば良いので気は楽で立

任も軽い。

この切になるとわれわれの車1I育K 来ている乙とが 11本

からの述絡その他で知育の建築材料関係ぷーのある者の問

にも ｾｦ ｬ られて米たのであろう 、 いろいろの辿築 材 料 、 ｩｴ

や築用の機械 Ｒｾ 只の製造者が訪ねて来て丘伝し て 行くよ

うになった。金庫、エレベータ ーの製作者はもちろんで

ある。

金庫民のメーカーで一番大規模なのは何といっても M

であった。日反22網も米国内はもちろん U ; 4 王を始めとして

東洋! こも及んでいる。使用されている訟も恐らく紐脊で

も一番多いであろう。

M につぐものは Y であるが、内容を調査して凡ると 、

各々特徴を具にしている。M が三越なら 、Y はえり円と

いったと ζ ろかも知れない。

乙の二つの金J o I i メーカーにその納入先の銀行に案内し

て貰って見て姐った。

こうして見て処ると 、いろいろの乙と lζ 出 会 す も の

だ。金庫とくに保護金l市lζ は銀行の金Ji l I の係の者がいて

説明してくれるが、 自分の金! ふ室やJ J i Hc非常に満足して

いるものもあれば、製造社の代人がう1をたのを本にいろい

ろ故障や不足をいう省ーもある。こ れらの訴からおよそそ

の金時の評価を想像することが出来る。

銀行主1 l 築としては金庫が生命である。銀行の中でも辿

邦準 ￺ Ｏｬｩ銀行は 、 その特殊性から金庫が ｩｬｬｾ 悦される 。 し

たがって紋 I弱点準のものが使われているに巡いなし、。し

かも総有の述Ｉｱ ｬ 準 ￺ ｩＱｩ｀｛ｾ行の主Ｑｬ物は最近完成したものであ

るから 、金山の選択にも最もt . l 1重な注; 忠が払われている

だろうし 、またkkr'白のものを使っているに巡いないと思

ったので調べて見ると 、これは Y であった。

組育市内で Y 金庫を使っている銀行を案内して貰って

凋査したが、主1] るところその管更J ! . dーが泌) E しているよう

によ よ 受けられた。荘、はそこで ｙ を採川する決心 ｾｩＩ と め

た。

今 LI 必ー境に入ってそのH与のことをちえてよよると 、払は

やはりその乙ろは| 仕I /.tl を知らぬ若11' 1であった。 |止の111の

複雑な関係や、Isi 人の間の心理状態がどんなものである

かを念頭におかず、ただ一筋に技術上の比侭から良否を

選定し 、乙u を口う ことに泌進 f るのは辻の ;':I' dllll よ純て

あっても 、Iltの Ij lをa宣る巧な体J ではなかった。商人と尚
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人との問の競争というもの代an:1j なもの、われわれのよ

ウな技術者が単純に汚えるような ｾｴ 易しいもの で はな

い。とくにその競争会社が規紋t からいいっても最大のも

であり 、かつ納入j也において既に相当の地盤を持ってい

る場合は、乙のT要素をも相当 lζ 考慮lζ 入れ、最終的には

r I 分の信ずると ζ ろに定めるにしても、順序を追うべき

ものであると後に悟った。

荘、はよく世間で「技術者は折但 ｩｪ をｾする仕事や事務や

商売は駄目だ」という言葉を後年嫌になる程聞かされた

が、私も若い時向分の信念のみで猪突猛進した時代の乙

とを考えて、心中tH: 促たるものがある。果して金庫のこ

とも後にいろいろと私に間接に不利になるような乙とを

招いたのである。

しかし、今まであまり日本 lζ 知られていない Y の金庫

を私がまず使った乙とは、私としては疋しかったと今日

でも思っている。後に日本銀行が増築をして大金庫を建

設された時、私の調査とは別に独nの立弱から米国の金

陀を鴻査し、Y 金庫が採用された。 11本銀行の当時の立

任者は後の三和銀行の頭取、当H与の文:11深長の| 司賢治奈

氏であった。千百の銀行が住友の例に倣って Y を採用す

るよりも 、日本の銀行の元締である日本銀行が Y 金庫を

使ったことの方が、荘、の調査の正しか ったことを哀汗き

する何よりの証拠で熔しかった。

金庫についでエレベーターも洋し く凋任して碕々の知

識を得た。

当時の知育の高層建築は、殆ど1' 1家発TEの; 没11i1iを持っ

ており直流を使っていた。したがってモーターの回転の

制禦も fl 由であって、昇降機を高速度としても始動停止

が容易であって若床も正確であった。しかし交流となる

と、とれがなかなかむつかしい。私のいた頃、ょうやく

今日の交流の 7 イクロドライフ・が出来たが、まだ試験中

で発売になっていなかった頃である。

それでもマイクロ ・モータ ーを別につけるというとと

を非常に賀沢なものと思ったほど、われわれのエレベー

ターに対する観念は幼稚な時代であった

今日のように交流を直流iζ 変えて使うような賀沢な考

えは、当時は経済的に到底考えられないことであった。

思えば今 nの建築界は一面進歩ともいえようが、一面

非常に資沢な乙とになったものである。 エレベーターは

他にもーー、 ｾｻｔ＠ ) J な製造家があるが、何とい 「ても 0 が

さ'111与では II 他共に 1;'1

入については問題はなか った。

。

池問君の や っているランゲ事務所の欽什の S hop

drawi ng も済み、いよいよ欽' 円の工作がピッツパーグの

ベスレヘムの製作所で始まり 、加工i J T の分から順次和tTT

に送り 11¥され、船引の上神戸に向って送り 11' ，される述び

となった。

B. L と Invoi ce を照合して代金を! 1Bで支払い、こ

れらのお矧を木応に送ると 、木庄は ζ れらの料類(C よっ

て相jl J i で品物を受取るのである。純然たる貿易商社の仕

事である。私は 、この経験から生じた荘、の潜花的なi ' l 信

がi以後私が社長をしていた、住友土地工務株式会社を n

木正t 設産業株式会社と改名して、商事部門を作った動機

とな ったものと今日では考えている。

若殺でしかも下級の- i i ] 築技師に過ぎない荘、に、その

H寺代としては、非常な大金である 100 万円という金を持

たせ、しかも商社の貿易部門がやるような仕事を命じた

当時の住友の幹部は、その折、一体どんな芯図を持 って

いたのか、今でも私1 ' 1身にも一寸想像がつかない。 まさ

かこの男が将来住友商事を作るなどと予想していた沢で

もあるまい。

その ｉｉｾｦ 代のｻ主友はその事業の規模においては今 ｮ 程大

きくはなかった。住友は関西での住友であって、三井三

菱の大きさは持っていなかった。東京の口木桁[ こ当H寺と

しては大建築であり 、後に大震災の猛災に包まれながら

なお災告に耐えた住友銀行の東京支応を建てたのも来初

進出の肱印であった。 この時代は住友が| 子nffi の事業家か

ら日本の 'JJ 業家lこ進歩する初期であって、鈴木総理事が

事業は人によると いう信念の許に 、しきりに人材を求め

ていられる時代であり 、比較的若い人迷に重要な仕事を

やらせている H年代でもある。歌人の川問販さんや逓信行

から入った30代の工学士の大屋敦さんが本社の経理の枢

要な地位にあって住友の事業の狼併を握っていた、一風

変った組識の許に動いていた時代であるから 、荘、のよう

な王寺市のi i ] 築技師lここんな仕事をさ せたのも 、その風変

りなやり方の一つであったかも知れない。
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ク レ ム

鉄骨の発送もいよいよ終りに近付いた頃、木社から T

紙が来て、一郎変更のためベスレヘムで組ir. てた鉄骨を

解体 したら 、鉄と鉄との接触する部分に、tili 止めの塗料

を塗る乙とになっているのにそれが塗ってないとの乙と

であっ た。

鉄骨加工のi上級舎には Part s of cont act を鈎止めする

ようになっている。今 nであればコンクリートで被夜す

る鉄骨にはこういう乙とはしないが、当時としてはこん

な丁寧な乙とをする仕械もあったものである。これは不

都合な乙とであるから加工検査を請負わせた会社を呼ん

で詰問したが、仕様書通りであるといい、刻々の報告書

にも完全に施工されてあるとかいである。ベスレヘムの

紐育支后に質しでも仕様書通りに施工しであるといい張

るのである。

見積書ICはその塗装設が -1，000 !J n余り言| 上しである。

欽と鉄との接触商に塗装することは絶対に必要とは考え

られない。また当時の米国での鉄' 白加工では乙のような

場合は塗装しないのが慣習ではある。しかし施工してな

いものに対しcl ，0009n 支払う ζ とは不合班であるので、

直接ピッツパーグまで出かけて実状を見て普: 処すること

にした。

一日池田君と -*11にピッツノミーグに行った 、夜遅くお

いてホテノレにおき 、池田君と二人一つの宝に泊った。

建築家には惑い婦がある。室に入るとあっち乙っちの

施設を点検して見る。室の入口に近く扉があるので物入

れかと思って把 ｔｾ を廻して見ると隣室から「キヤッ」と

いう女の叫ぶ声が問える。あわただしく電話でホテルの

事務所lζ 急を告げる女の声が問える。これはしまったと

思ったがどうすることも出来ない。仕方がないからこの

方も電話で理dl を話し、隣室に行く liil にな、の部尿に; おっ

てくれるように頼んだ。

やがて黒人のボーイが来たから 、絞らかつかませてし

かるべく陳謝して呉れと頼みキにことなきをlGた。| 株安

が男であったらこんな駁ぎも起らなかったことと思うが

女であったのが災難だった。思わぬ旅の失敗であった

翌日は朝早々交渉ーの困郊を1工作i しつつベスレヘムの工

場に着いた。
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まだ幹部が来ていなし、からというので、技師長という

人が工場を案内してくれた。ローノレミノレに型鋼が赤い蛇

の如く ｻｉｾ ぴて走る仲間と 、 大きな工場 ｴζ 、 人間は 只 一人

ホッ ト・ソーのと乙ろにいるだけで、所定の寸法rc切ら

れて臼動的に送り出されて行く有様[ 乙口を見張った。今

日ではわが国でも珍らしい乙とではないが。最後 lζ 鉄骨

の加工組立工場にいった。

当時の日本のが、' 白加工工場が貧弱なものであったのに

引かえ、乙れはまた大規模で' あるのに篤いた。あらゆる

工作機械がズラリとならんでおり 、不器用だと思ってい

た米人の職工が、素早く器用K 手を1! VJかしてドリ J レを動

かしているのに驚いた。厚く鉄板を重ねて十数本のドリ

ノレを廻転させながら 、型板の孔 lζ 手早く当て依める採用

さに、器用なのは日本人だけではないと覚っ た。

やがて乙れが住友ピ J レの鉄骨だという加工場l乙来た。

乙れはまた他のものに比 して何と貧弱な部材であろう。

その組立が進行しているのを見ると 、!児かに鉄材と鉄材

との接触面 lζ 針j止めが塗つてない。技術長 IC 乙の部分に

はペンキを塗らぬのかと何気なく聞くと 、米国の習慣で

はこんな所には塗らない、また必要もないという。私は

池田君と顔を見合せただけで黙って次の工場に進んでい

った。技師長は何も詳しい乙とは知らぬらしい。われわ

れの仕様書も読んでいないのでーはなかろうか。

一応工場の見学が済んで、エキスポート ・マネ ーヂャ

ー( 輸出担当の支配人) が会うというので 、その室にい

く。エキスポ ー ト・マネ ーヂャ ーというのは、40才位の

ll]j の禿げた堂々たる風来の温厚そうに見える人であっ

て、机を離れて来て! 誌! l i ! Hζ 挨拶して肢につく 、技師長と

いう人がそのホに ｧｾ し 、 関係者と恩われる者が二 、 三人

向。1
1
1に座る。これに対し私と池田君とが座ると 、大男の

JiI ij ったベスレヘム側に対して、 自分等の体格の貧弱e ' と

計さとが感ぜられ、何となく圧迫感を党えるのである。

しかし向うは流石に大会社の幹部だけあって、内心「何

のジャップが」と思ってるいのだろうが、顔には出さな

L、。

一通りの挨拶が済んで、いよいよ問題の鈎止の件 lζ 移

ると 、 技師長はｾり τｊ ｉ］↑ ｩｩｬ を知らぬらしく￯Ａｚな相貌をし て

いる。支配人はi ' I 分の会社では、{ 士係官と巡った乙とは

一切せぬ。{ 上級Tqに塗料を施すとあらば必ず施しである

に巡いないといいはる。私は口木から通知 lで、塗っ てない

、
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といってきているから 、その報告lζ 間違いないと主張す

る。先ブ ｪ では頭か ら自分のブ ｕｉｃ は間ｾいないと主張 し

て、調査するともいわず、一歩も譲らないのである。

乙ういうビジネスの話ーになると 、i毘厚と見えた支配人

の顔も相が変ってきて、底辺t丁重だった言葉も荒くなっ

てきて、容易にけりがつきそうにない。

と乙ろが技師長が見兼ねてか、横から支配人に耳打ち

をしている。私[ 乙は聞えぬと思ってだろうが、li([ かICあ

れは塗ってない、塗らないのが常識だといっているのが

言葉の端から察せられた。

私はすかさず、技師長が今塗ってないといわれたので

はないか、現l乙少し前、工場で住友ビ J レディングのもの

だという品物を見たが、塗ってなかった。そ して技師長

は塗らぬのが慣習だといっておられた。と突込んだ。

乙れには支配人も参ったらしいが、しかし 、なおいろ

いろと 、仕様書 [ζ あれば塗ってあるべきだと主張したが

遂に塗つ てない という乙とは認めざるを得なくなった。

しかし請負金から 4，000 弗差引くことについては、なお

もいろいろと反対していたが最後には乙れも諮らぬわけ

にはいかなくなった。

何処の国でも技術者は単純であり比較的正直である。

温厚と見えた支配人も自分の欺けとなると 、念に強面

となり言焚も荒く機嫌も悪くなったのである。

商人となるといかに米国人でも 、自分lζ 不利となると

悶面lこ応対振りが変り 、相手に対する感情も悪怒を持つ

ように見えてくる。

私は乙の取引に勝った。しかし、後に記す窮境IC. 陥っ

た原因の一部にこの勝が影響を持つ乙とを思うと 、私の

一生としては勝ちではなかったのである。

乙うして私は彼等と分れたが、席Iζ 述 なっていた一人

が、せっかくピッ ツパーグ! ときたのだか らといっ て、 自

動車で町の一部と郊外のゴノレフ場を見せてくれた。人の

よさそうな男だったが。

きょうは愉快でない話できてくれたが、他I l ron 

di ff erent errandJ  にゆっくりきてくれ、その時はもっ

と愉快に過そうといってくれた。

苛 烈 な 商 売 道

私の創t育における仕事もほぼ終りに近づいた。仕事の

問係を通じていろいろの人にも会い、n本からm己資材

のfJ1，j にきているというので、関係ある事業上の人々の

Ｑ ｉ｜ｊ ｬ｣ も噂に上っていたに述いない。ある ｦｬ 住友支 ｽｾｩ の副

支配人が私! こ

「君の乙とを米人が、Shrewd ] apanese だといっ てい

るぜ」

と話してきかせてくれた。恐らく rShrewd J apJ と

いったのであろう。 Shrewd という言葉はぬけ自のない

とか、機敏という窓味であるが、 日本語もそうであるよ

うに、その言禁のニュアンスとしてはあまり呑しくない

ものがある。

紅、は乙れをどういう風! こ取っ て良いか分らず、苦笑い

をしたのであった。

ある日 、木社からの手紙が届いた。その中 lこ夜、宛の親

展舎が入っている。本荘部長からの手紙であるが、程、』

読んで陣然とした。

手紙の内容は、 「別紙写のような手紙が横浜の米人弁

設士K 氏から 、小倉理事宛に来たから 、今後言動l乙注芯

せよ」。とい うのである。手紙の字句は穏かで谷める言

葉は佼つてないが、薄気味の悪いものであった。

K 氏から小倉理事宛の手紙というのは英文で、その大

意は、 r:J.'H土の使用人である建築技師の竹膝促進が、住

友ビ J レディング建設に関し紐育において仕事をしている

が、 F 建設会社の乙とを悪しざまに吹聴している。これ

は誠に怪しからぬ ζ とで、かくの如き者を使用せられる

乙とは宜しくないから 、ただちに解服せられるべきであ

ると考える J とかいである。

F のことを口にしたのは、 トラ スコンの P 氏に、 コン

サノレティングエンジ二アーのことを間くために会いにい

った時だけである。強引に設討をトラスコンの構造法で

設計するといって図面を取り 上げられた時、議論しても

分ってくれないので、止むをえず引合いに出した以外に

口にした乙ともない。これは明らかに 、 P 氏の暗躍が主

となったためであろう。しかし、金庫の件、また、 自分

では勝ったと得意になっていた欽何の塗料の件、乙れら

の件が集積した 、私というものに対する関係、米人の気持

が反映して、このような手紙が小合理事 lこ出される幾ら

かの原因になっいることであろうと想像された。

私自身は私の採った方法は正しくもあり 、自分の会批

に最も忠実なものと確信しているが、それが乙んな結果
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を生んだこはとw慨に t- えない その 11 から数 11 11¥]( ttri 

惑やる ) j なく不愉快な思いにj i ! ! J し、本i lmSJ 之には、 P 氏

との会見模様を詳しく述べた弁解の千紙を出した。

しか し線 って考えて見ると 、荘、の行動は正しくはあっ

たとし ても 、世の 中を絞る巧な道ではなかったように思

われる。大いに反行さるべきだ。同じ同而を取り民すに

し ても 、 もっと ｦ ｴｦＮやかなブ ｬｪ￬ｌ があったかも Ｑｾ Ｑ れない。私

白身も憤激したが、また彼 P 氏も 、極点未開国の，，; 1; : 人

が生芯気な態度だと憤 っていたかも匁 lれない。

その頃 日本はまだ今日のように| 世界的に地位が上って

はいなL、。とくに日本にいたことのある外同人l士、 " 本

人に対して横暴で押付けがましく威圧 (1') な態度であっ

た。神戸の埠頭などではまだ人力車が E として{ 史われて

いた時代で あるが、. I j : i : 夫が親切心からかける言集に対し

ても、言語の通じ ない誤解ーから 、J 1I 夫を桜; で打f渇する局

面がしばしば見られる時代だったでのある

一体外人などは自分に利益のある話をするお1まH い児

と日める。しかし不利なこととなると威丈高になって、

悪態にいうものである。そして商22となると卑劣な; 制作

や、相手方の人の中傷などは平気で' ある。後年に至って

も、そういう事実を自ら経験もし、他のゴミ例を見 Il Hき

し、上に立つものはよほとi J : ，立をせねばならぬと思った

こどがある。

ilii 先送の1 ' 1倉IJ;:; 、苛干! ! さ 、そしてそのためには不道徳

も平気で行われるということが、lItの '1'の経験に之しL、

当時の私に身に泌みて感せるれた。そしてこれは、荘、に

はこれから世の 中そ渡る上に良いみせしめだと行えたこ

こである。

そ れ にし て も私はこのＧ｝Ｑ実に ｴｲｴ 滋やるブ ｩ なく 、 ｾｊ 百の

dirt y  tri ck というのは正しくこんなことだなどと 、池m

君に話して、わずかにやるせない思いを慰めていたもの

である。

私が ｓ ｨｲ ･ ｷ､ だと ｈ 与されていたことがこんな結ＧＡｾをも

たらしたのであろう。

7;1、はア メリカ滞在中仕事が一段務っき 、次のft' ji にか

かるまでの限を見、/j 三社の J--If可をのて欧i州旅行に，' 1 11 かけ

fこ。
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大，ＱＧ ＮＶＢＱγ ｪ［ｾ 同を去ってから ，［ "1・仮りである。その問

( ' : 第一次Il 1: iN大li!.k.を経t ーが、欧州1λ 肢は氏↑11 乙そ変った

が、郷市の政相l立音と同じで、ある。建築の方もとくに H

fょった変りはなく 、In友と |円交をiRめ、スケ ッチブック

を持つての 、仕事を向性れての旅は楽しかった。

私のニューヨークにおける仕事も終りに近づいた頃、

大1[ 12イr 9 )  J  1  I1の大浪災があった乙とはすでに lIiW:述

べたが、恐いH寺には悪いことがつづくもので、荘、は帰国

の途中外同船'1' で古防炎に椛った。そのことはこれまた

がj に述べた通りである。

病気も全快し、久し絞りに会社に出動したが、本紅部

長L t Tt の米同におけるう7ぐりを抗って下さった。

平l、がgrsUのがlに; 1 ¥て気を宝くしていた乙とは、例の K

氏の下紙の一件であったが、荘、が悲痛な思いをした程に

は疋ｾと考えていられないらしい言禁に私もやや安堵し

た ただim，' パ壬行もN い。また君のやった乙とはあれで

良い、 しかしもっとむかにゃれなかったかね。君もまだ

才? いからね 3 と冷やかされた。本荘さんはいつもわれわ

れには、組父のような物のL、L、方をする人だった。

私は fl 分の心のn : tみからかも知らないが、K 氏の手紙

のことが ifl 役の頭にあって、私に対する態度が前と違っ

てているのではな L、かと思い、帰朝f創立何となしにすが

すがしい心持になれなかったが、 2 年程経ったある口 、

j，jlHff l 1 てが一寸こいといわれるので、郎長室に入っ て見

ると「君も i時々知っているだろうが、住友! 肥料製造所の

H::Eが、空'1' 室ぷから硫安を作る工場の建設に外国の会

社と契約するため、外同にいったが、渡欧の際、本社と

j'J 合せていったことと迩うことを仰つけられて、契約を

して帰った。そのままで実行すると 、住友も破滅{ζ 陥る

かも知lれぬというので大騒動しているが。 何でも相手方

に押しつけられることを聞いた結果がこ れだ。乙 うな っ

て見ると 、米人から rjl{討されたけれど君の方がましだっ

たかも知れんという請が主役の間でもあったよ」 、とい

勺て笑って話して聞かせてくれた。

荘、も 3 年以りで心中何となくモヤモヤした雲のような

ものがL って、晴々した気持になった。

.  
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住 友 の

帰朝して病中ながら聞かされる関東大震災の話はーー

その惨状実に驚映すべきものがあった。そして漸く病の

危機を脱し、ヨドte. t L死に一生を1D: て久し振り lζ 会社に出

勤して説明を聞 くと、住友ビノレディングも、当初の計画

が変更せられ、 7 階が 5 階建となり 、一般的の貸事務所

建築という当初中計画が変更せられて、住友だけの専用

の建築という乙とになり 、木質的に述物の性質が変った

との乙とであった。

さらに一度東京! 日、って、災害の跡を見てこいとの ζ

とで上京してみて、さらにさらに建物の被害の甚大なの

に驚かされた。幸か不幸かそれまでに、私の設計した建

物は東京にはなかった。相当大丈夫と恩われていた建物

までも 、 被害は免れ て いない 。 ｊｾ ［ 筋コンクリート造で建

築中の内外ヒリレはu'l れて、数百人の圧死者を出したとい

うことだ し 、 頑丈にまた ｾｊＱｾＨ ζ 見えた東京会合 Ｑ｜ さえ 、 ｾｊ

骨の柱が中途でツイストされて押l J lj されていた。そして

地震に相当耐えた建物も 、附近に木造建築の多いものは

内外ともに火災で見る影もない姿となり 、使い物になら

なくなっていた。

乙んな状況の3午に、 日木精に数年前建てられたわれわ

れの技師長日高J rr先生の設計にかかる住友銀行東京支庖

だけが焼野ケ原の其中に、外国が火災につつまれたため

損傷 し ている他 、 構造には何 ｾｓ 被害なく 、 ｉＩｾ l'ij lに至つて

は何等震災前のｾと変るところなく厳然と残っており 、

震災の翌日 からでも 、営業が出来る状態にあったのであ

る。

とれは住友としても大きな誇りであり 、設計をされた

日高先生、ひいてはその後に述るわれわれ部下としても

名誉であり 、住友の信用はこれによって一躍高まり 、住

友建築課の設計の堅実性と 、住友・F業の堅実性が新聞や

雑誌にも宣伝せられた。

乙の建築の出来た大正 6 1F i:l'1から 、住友も漸く財界』ζ

頭角をあらわし、主脳部は社口に秀才を需める lこ急であ

ったし、この当時としては雄大と目せられる建築が、 日

本橋にでき上るとともに、住友の東京進出の基盤がで

80 

建 築 課

きた。住友建築課としても、当時全国の注目をひいた明

治大帝の偉業を永遠に顕彰するための、青山の聖像記念

絵画飴の設計競技{ こ、長谷部さんと私とが入賞した。二

人揃って入賞する乙とは、一人が入: D : する乙とよりも 、

住友E主主主謀の名声を拐げるのに逃かに効果があった。

乙の切から野口孫市先生に初まり 、 日高先生によって

主宰される住友の建築課というものが、その存在を広〈

述築界からも 、一般社会からも認められはじめたのであ

る。

野口先生は人も知る名デ' - + 1 ' ‘ ィナーであった。日高先生

も極めて行届いた設討をする優秀な設計者であった。先

生の防火に対する周到なる諸技術が今回の成果を粛した

ことはもちろんであるが、その跡についていったわれわ

れも防火の点では完墜に近い設計をするように訓練され

たものである。その結来初二次世界戦争の空機に際しで

も、住友関係の銀行会社の泌物およびわれわれが委託を

受けて設計した建物は、大震災後の住友銀行東京支庖と

同じように火災を免がれたものが多 く、これらの人々 か

ら戦後大いに感謝されたものである。

住友銀行東京支庖の建物が、大震災の結果、何等の損

傷を受けなか ったと いうことが、財界における住友の地

位を高める! と非??J に役立ったという ζ とは、また住友内

部での建築課の地位をも若干高めた。今まで直接営利に

関係のない 、 いわば 、 消 Ｑｾ 的な存在として軽視されてい

たものがこれもまた住友発展に一役買ったという観念が

生れたのかも知れない。そして住友の事業の幹訴も 、建

築認を臼ら高 く評イ旧lするようになり 、われわれも 、今ま

でよりは比較的建築設計者として、尊敬してくれるよう

に感 じてきた。とかく 包:f.書や建築に従事するものは、11

社の者ーから経視されやすいものであるが、住友に関する

限りではそうでない気迩! こ向ってきた。そうすると不思

議なもので、社外からも臼然住友の建築課というもの

を、高 く評価するようになるのである。そして、またZ来

日も皆住友の建築派員であるということを; ちとするよう

になってきて、自然名人が技術の向上に工早念するように

.  
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なる。 ζ れがまたー居世間の建築課lζ 対 す る 評価を高

め、原因が結果を生み結果がまた原因を生む乙ととな

り、五九声は次第に向上 していく乙ととなる。われわれは

ζ の時代を絞も幸福な時代と思っていた。

住 友 ビ ル デ ィングの設計変更

住友の幹部は東京の戦災に鑑みて、大阪の新築中の住

友ビルデ イングをあのままでよいか再検討した。戦災後

の私の米国滞在中から私の病中にかけて、次の変更が加

えられるととになっていた。

1. 7 階建を 5 階建lこ変更する。

2 .  原設計には、大衆向建築として窓の防火扉は付け

てなかったが、全部の窓出入口に防火扉を設ける。

内郎の造作も出来るだけ、不燃質のものとする。

3 .  外部に賃貸することをやめ住友の関係会社だけで

使用する。

第 2 、第 3 の変更はわれわれにも納得 山来る。東京の

建物が残ったのは、正 しく完全 lζ 外部からの火災を防止

できる設計であったために違いない。またいかに設備が

完全であっ ても、これを正 しく佼わなかったら内部の延

焼は免れない。東京の場合も住友銀行の庶務課長が一身

を挺して乙の設備を完全に整え、建物が四方から火災に

包まれ、内部は焦熱地獄の若ーさであったのに、一歩も退

住 友 ピ ル 本 社 住友営縛: w 時代

かずに守 ったために、乙の成果を挙げ得たのであ って、

多数の賃貸人が入っ ていたのでは統制が取れず、恐らく

他の建物と同様に内部に延焼 しただろう。

こういう 見地から第 2 、第 3 の変更は、われわれにも

納得できるが、 7 階建を 5 階建 lζ 変更することに対して

はどうも納得ができなし、。耐E霊的には充分の強さがあ

る。平面計画は変 らぬまでも 、外観は不釣合となるのを

免れないのである。

今日でもあの建物が建築規則による高さの限度まで怒

っていたら 、さらに偉観を添えただろうと残念に思うの

である。

7 階建を 5 階建 lζ 変更 した理由は、われわれの周凶の

人はだれも知ら ない。ただ住友の家長械が総理事 lζ 命じ

て、顧問の伊庭貞剛さんに相談された結果から定まった

のだ、と聞かさ れているのみである。

しかし、当時われわれの想像していた乙とは、東京震

災の結果第 2 、安i 3 の項はと‘ うしても変更したい。それ

には工7!( も儲むから 2 階削 って、そのまt用を ζ れに当 て

よう。また住友だけで使うのであれば、面積も 5 断あれ

ば足るではないかという理由ではないかというのであ っ

fこ。

住友ビノレディングの第一期工事は乙うして耐反ととも

に耐火 l乙重点を置いて進められていった。
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財 界

科学が逃ｾーし 、 ｬ￬ 白 ｪ 蛮力の強い武 Ｖｾ が使用され 、 物自で

i波う時代の戦争では、その後には勝った閃にも 、負けた

同にも、不況が二度くるようだ。

近代の戦"ft とうものは、 急激な大消費であると同時

に、大倣' 域を伴うのである。戦争の終結とともに大規模

の戦争資材の生産が止まる。工業界には生産の転後が必

要となり 、戦11寺資材の価値低下をきたす。そして不況が

きて経済界にも人員の整理が始主る。

これら戦時 '1
'
動日された生p( 業界は、li次守i によっ て破

壊されたり 、供給不足となっていた物資の生産に転換す

る。その需要は白然平和のつづいた時に必要とする置の

数倍になる 。乙の ｈＵ の数 ｻｦｦ の市Ｒｦｾ撃は 、 磁波されたり 、

供給不足であった穴埋めが済んでも永く続くものと誤認

され、無限にw:ilt の設備をする。やがて数年を経って穴

ｊｾ｝Ａ が済み 、 あとは平常の ￬ ｬＧ￭Ｑｾだけの Ｇｊｲｾ よりなくなると

今度は設備過 ｭ ｬ｝ｾｩＺｴ過多となる 。こん な ｈ 引にに輸 ｉｕ しよ

うとしても 、 他侭ｼもまた同じ状Ａｾにあるので 、 輸［ｊ Ｇ ，もや Ｑ Ｑ

びない。そして再び不況に政われる。そして第二回呂の

不況の来るのは大概戦後10{下のようだ。 L、かに供給不足

や大破肢があっても 、10"1 すると正常の状態に仰るもの

と忠オコれる。

第一次大戦の後 10'. ドを経た、1111和 5 年凶に、この不況

が起って 33た。

経済界は大恐慌である。銀行までも破産する状態であ

る。労働問題のさほどやかましくなかった昭和の初めの

ことであるから 、各所に人口整理大餓首が始まるのであ

る。堅実な経包' をし ていた住友といえども 、この必須の

天理から免れ、m然としていることは出来ない。

まづ、事業! 占部から獄首が始まって、今日は) L州で40

人、明日は大阪で50人と 、述 11 のごとく潟If 職者がtL¥る。

住友にも明治45年と 、第一次l l J : 界大戦の終結した大正

8 、 9
1ドに社口整理があったが、 今度ほど大規模では

tJ. tr、 勺 fこ。

社員は皆いつ自分に印渡しがあるかも知れぬと 、安き

心もない。椀背になった人の '11 には、随分優秀な人と見

ｻ 放される人もあるが 、 比較的日 Ｑ Ｑｬｾで高級であるがためで

あろ う。
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不 j兄

乙んな時、何lI !j も本社のブJ は後同しになるという附が

あったが、非生産的な{ 土，] } を している工作郎も本社の rl1

にあるので、整理が遅れていた。

当時は住友ビノレディングの第 2 期工事も済み、東京の

住友ビ J レディングも工事が完成に近く 、大不況のことと

て建築工事はほとんどなく 、 しかも工作部には放感時に

は 14D人位の人がいた。

本荘理事も工作部長をやめて、iEt 厚な n高先生が工作

郎長であったが、遂に工作郎もrI ! J Xi ' i の悲迎を免れる乙と

はできなかった。

あの人の良い円高先生が、持しそうに退職の rjJ 渡しを

されている有線は、外の見る目にも気の毒であった。部

日は皆優秀な人であったが、l ドでも小川安一郎、平尾許

ifi などという抜r . 宇の技鮒を持った人も、年長の故をもっ

て整理されていったのである。

これらの人が ＢＱ 渡しを受けて 、 工作郎 ｊｾ 宅から［ｊＧ， て く

る ＱＱ 与の而貌は悲 ｾｉ ーである。 ＧＢ には姶鉢なｾ＿［ｾチ残し て い

く者もあれば、直ぐ外に; L ¥て沼をあおって来て私達の席

にきて毒つく者もある。だが、この人迷の将来を考える

と実に目引が熟くなるのを党えるのである。

さて、私 rl Hはどうであるか。K のT 紙r:ul E何となく

主役の荘、を見る白が迷うように感じていた。荘、もいつ同

じ運命に陥る 11が来るかも知れぬと宏き心はない。

財界の不況はなおも続く 。設 !1/lijJ&剰、生産過剰lは何か

新しい急激な消 ｹｾ がな ｌ 、かぎり救われない 。 過去におい

ては幸か不十一か約 10>下旬に戦争があったが、今度は '11々

そういう気速にも向わない。しかし、財界も民衆も次引

に焦燥観を呈してきていることは亨主である。

整理が進 み 、 Ｙｾ る工作部員が Ｗ 、 ＸＰ 人になった時 、 口

高先生はf ' ，';1ドの放をもって退職せられた。顧れば先生が

住友の建築認の1 ' ，声をq ! ; ij ' ることに貢献せられたととは

大きい。そして先生は関西の地を去って、東京に老後を

ま皇う乙とになったのであるが、時々西下せられる度にわ

れわれで迎え、往時を偲んでータの歓談を尽したもので

あった。

長谷部さんがてi ' H;j ) J ミになってもいっこうに財界はn

l伝しない。

• 

‘  



'  
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工作部 lζ は、建築、工作、工務という三課があって、

私はその頃建築課長と工作課長を兼務していた。

工務課長には最首一治という一つ橋 11' ，の私と同年の非

常iζJ'.( 面白な人がいたが、i J ，i 首君の請によると工作部は

他j苫部の建築の設計料を立っても 、まだ大きな赤字で、

一応、繊首の大嵐は済んでも 、ζ のままでは済むまいとい

って私達同様戦々鋭々たる気持でいるらしく見えた。

工作認というのは、元は他の底部に勤めていた、電気

機械の技術者を集めた課であって、大阪港の住友場頭の

噴き船岸壁の仕ポや、述系会社の荷役迩搬胞設や、ijl 築の

手伝等をしていたのである。

工作諜の課貝というのは、住友が数年前計画してい

た、宮崎県耳川の水力電気の計画のために官片からきた

電気土木の技術者が多 く、耳川の発電事業が途中頓挫し

たために本社に工作部を作り 、その下{ C. i i J ! 築課と工作諜

の技術者の課を設けたもので、その他に別子の鉱業やそ

の他の事業底部で席のなくなった人も 、技師となって工

作課，c . 席をおいていた。

技師長もいれば技師も多数いて、大学卒業年度からい

っても、年令からいっても私よりはずっと古い先輩が多

く、私には坐り辛い課長の術子であった。

しかし、土木、電気、機械の技術者は、建築の技術者

よりも人物が縦湯で乙せついていない。それが工学の乙

れらの科を出た技術者が、 位の中に出て大きく用いられ

る所以かも知れない。私のような者がi深長になってもな

んとかや っていけたのは、 この人達がみな良い人であっ

たのも一つの理由であったかも知れないが、一つは職業

が生むこの人々の性↑ 占のためであっただろう。

住 友 金 庫

住友の1. 5部の中、不況の影響がー悉強かったのは、鉱

業、石炭、倉庫等であるが、金属とくに住友製鋼所など

は経営が苦しいらしかった。

そのは ｩ 住友 の製鋼所の ，没，ＱｉＢ ［ｭｾｻ 己 、 玉ｮＭという人がい

た。宗教家らしいところがあり 、 その，Ｍ ［ Ｑｩ｝ ｊ も相 Ｑ Ｑ が かりＨｩＧ ｾ

なところがある変った人だったが、{上 ' Jqこも担1 i わめて熱

心であった。

乙の玉［Ｑ Ｑ ニさんが荘、のと乙ろにきて 、 ｾｾ誌はまだほかの

産業に比してJit 気が良さそうだが、われわれの方でで、き

るもので建築方面の仕'Jj : はないか。鍛え5と鋳鋼の仕事が

なくて 、 工場ーは閑子烏が ｩｾｲｊ きそうで困っている 、 といわ

れる。なるほど建築界は呆気不畏気が、 1年乃至 1 年半

遅れて きて、今のところm築界も閑散とはいえ、まだ他

の産業より見れば談しい位良いブ ｩ である 。 しかし 、 ｩｪｬｾ 誌

の方で鋳鋼や鍛造の製品を使う乙とは稀である。何かな

いか考えてお乙うと答えると 、それ以後再々私の机の績

に坐り込みに ζ られるが、私』ζ も製鋼所救済の役l乙立つ

ような名案はない。

玉 ＩＱ さんはｾ築欽恒のベースの部分が 、 非常に欽什

が複雑になっているが、あれを鋳鋼で作るから使って1'1

いTこいといわれる。

考えて凡れば同型のね: が沢山あれば使えないとともな

いが、数百ならともかく 、 20 や 30 同じ型で作ったので

は、 コスト高にな る。それでも何とかして作らせてくれ

ぬかと強硬に出て乙られる。

当時は製鋼の事業というものは、経営が困難らしく 、

製鋼所にいって見ると 、他の住友の工場と巡って、合理

化と節約が徹底していて、気の毒なくらいである。

ある口 、内藤多{rfi 君に会ったl待、何か建築の方面で鋳

銅製品の量産の出来るものはないだろうかと相談 したら

鉄骨の柱と梁の接続点に、ステーの付いたアングノレ様の

ものができたら 、相当需要があるだろうと教えてくれ

た。今日から考えると誠にチャチなもので、アング J レの

入|科のrIJ*{ こ三角形の鋼板を熔接した形のものであっ

た。熔接がまだ使われていない! 日げにだったから 、乙れを

鋳鋼で作っても引き合ったのだろう。

玉j ドさんに教えてあげたら悦んで、上司とも相談して

「住友のトップ ・アングノレJ として特許をとり 、立派な

「カタログ」まで作って売り出された。

住友の製鋼所の不況は、 「トップ ・アングノレ」位のも

ので救われない。玉井さんはまた毎日のように私の机の

ももで頑張って、 「何かないか」 、 「乙 ういうものは佼え

ないか」とね( { られる。

熱心が過ぎて私の! 上 'J j :の)f [I W; になり少々迷惑だが、変

った人だから他人の迷惑などはお椛いなしである。しか

しM必; の持てる人であり 、i上回Hに対する熱ぶには以が

下る。

私はある 11考えた。建築 lζ 使う鋳鋼で- 1 I l ' 大きいもの

は金庫瓜である。そのIJj 鋳鋼技術も進歩してきて、金山

J J i 1 もラミネーテッド ・タイプ( 合板形式) から 、キャス

ト・タイ f (鋳物形式) ，ζ 変りつつあった時代だから 、

仕事が複縦だが、製鋼所にできぬこともあるまいと。
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先年米国I C . 滞在しで金庫mを買う時、金庫の構造、種

類 、各製造者特徴等は充分調べてきた ζ とだし 、まだ日本

にその製造者のないことを残念 lζ 思っ ていた時である。

玉井さんに金庫扉製造のi請を し、その構造を説明 した

ら、金庫民の桓および扉の外厚li の鋳物はできる。 しかし

ドリルlζ も、ヵ・スの炎にもたえる扉の充填物ができ ない

のと 、精密な機械仕事が困難だとい って、二の足を踏ん

でいた。

しかし 、私としては、あの高帝国な金庫wが日本ででき

たら 、輸入| 狗圧にも なるし、また住友の仕事と しては相

ｊｾ 、しいのではないかと思ったのである。

住友電線製造所』ζ 、志田という電気の工学士で; 常務を

していた人がいた。大学は私と伺年であるが、器用な人

で臼分で家具など も作る し、またいろいろ と物の工夫を

することの好き な人である。

何かの会合の席で志田君lこ金庫の話をして、 ド!J )レ・

プルーフでバーナー ・プルーフの材料はなし、かと聞いて

みた。

「住友金庫か〆それは面白いな。それには幸 [ζ 住友電

線が特許を只 って持 っている Wi edi a というのがある。

乙れは屯総を 引延す時lζ 、引出口のダイス l乙使 うのであ

るが、乙れな らどんなドリ ルを持ってきても大丈夫だ。

それに製鋼所には耐熱鋳物の特許があるはずだから 、乙

のーを組合わせれば良い。Wi edi a は独乙語の Wi e di a-

mand の略語で、ダイヤモンドの如く堅いというもので

大体は Tangsten Carbi de だ。 よし/ : おれが見本を作っ

てやろ うJ という。

fli 総製造所の常務が、乙んなものの見本を作るという

のも変だが、数日後 1 尺角ばか りの Wi edi a の破片を何

かで紋り合わせたものを作ってきてくれた。志田君とい

う人は、そういう風な気経な良い男だったが、惜し いこ

に大戦争の初期 lζ 急病で死んだ。

玉川さんは、志田君の作った見本を持って帰って、幹

郎と相談の結果、住友製鋼所は住友金庫として金庫扉の

事業をやろうという乙とに決ったようだ。そ して機械的

な部分は 、イ1: 友; 職工去を成所に工作機械があるのでそ乙で

寸，る乙ととなっ Tこ。

ｩｬ 二ｊＮｩ｟で ｩｾｊＮｉｉ が ［Ｑ｜ 来るとすれば 、 、 当ｬｉ ＡｪＮ ［ 1-函11I
であった {l:

J . i _ 銀行の広品支出、その他 [ζ も佼うことができる。乙の

ことを銀行 当局 にも 了解を Ｑｾｽ て試作しても ら うことにし
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fこ。

住友職工後成所の所長は尾形作古という老人であっ

た。ある 日住友ヒソレの食堂での尾形さんの話では、外国

製の金庫wを見たが、精密度が慈くあんな工作では機械

の中 に入らぬと自慢してお られたので、さぞ立派なもの

が出来るに違いないと期待していたのである。

住友職工養成所で作 っていた住友金庫が、いよいよで

き上 ったので見にき てくれという ので出かけ ていった。

なるほ ど立派にでき 上り、外国製になんら損色がない。

大成功だと思った。

ところが係りの人が、E手を閉めて見せようとしたが、

最後の と乙ろで閉 らない。養成所では11午U まではうまく

いったのだが、といって首を傾げる。結局M- 街過ぎて閉

らなくな った という結論だ った。

私はl毛] 彰老人に

「尾] 惨 さん、過ぎたるはなお及ばざるが如しですね」

といって皆で大笑いした。

しかし 、精密度は修正されて、立派な金庫ができ 上 っ

た11寺は、私も熔しかっ た。

住友金庫はこうして生れ、まづ新築せられる住友銀行

の各支応[ 乙{ 史われ、その後日本銀行の大阪支l苫にも使っ

てJ: ' lい 、務:WH中央銀行! こも使って11ったようだ。

製鋼所では、その後金庫室の壁のライニングも 、金五u

J. J i 1 の充足立物と同じ材料で作るようになった。

そのI t l 、河 } I:昇三郎君が、製鋼所の常務をしていたが

ある日私 lζ

「日本銀行が金庫室l乙ライニングを築造す る乙とにな

り、文書課長の岡野消豪氏が、北区の宿屋{ζ 来ているの

で、一緒 l乙会いにい ってくれJ といって来た。私は初め

て同氏 lζ 会った。そして住友のライニングの乙とを説明

した。同時に日本銀行本応に、Y 金庫を採mするに至る

までの同氏の苦心淡を聞き 、私が Y 金庫J f I i を住友ビ J レデ

ィングに採用したことの可否の裏舎をして立った結 E長に

な ったことを謝したことだった。その後、種々 折j 1ij の結

果、住友製鋼所のライニングが採用されたことを知らさ

ｾ ｌｴニ。

こうして、住友金庫lよ次第κ 販路そ拡げていったが、

そのうちに弟: 次 111 界大戦が拡大し 、住友製鋼所む金J. j7

など作っていられないl時代となり 、その製造を泌止して

今口 le至 っている。



長 谷 部 ・ 竹 腰 建 築 事 務 所 の 創 設

述系会社の応部の職且解雇はあい変らず続いている。

ー 11寺のように多数同時に解雇せられたのではな く、間隔

をおいて小数宛行われていった。そして遂に工作部にも

縮少の命がきた。

日高先生時代l乙は、解雇の助合は自身で決行されたが

長谷部さんにはその性格からいって乙ういう仕事は無理

な仕事であるから 、本社幹部の圧力は、いつからともな

く私にかかっ て くるように なった。

長谷部さんは、温厚で無口な好紳士である。私は永年

隣IC坐って共同で仕事をしていたが、私の方からロを利

かねば殆んど 1 日中話をされず、孜々として図版に向っ

て考案 lζ 熱中する芸術一筋の人である。人も知るように

怠匠設計の技能は抜群で、当時並ぶものはないくらい卓

越したデザイ ナーであった。

解雇は多くの場合、人数が指定されて来るが、臼高さ

ん時代から解雇される人の心境、その後の生活等を見て

いると 、誠K 気の毒で人の世の果敢なさを感じさせられ

る。それにどの人を見ても 、永年机を並べて仕事をした

人ばかりで、だれに白羽の矢を立てようもない。それ唱

も世の中全体が不呆気でもなかには有能な人を詰めてい

ると乙ろもあるから 、私は全力を尽して ζ ういうところ

を採し、就職口のできた人からやめて貰うことにした。

最も困難を感じたのは、工作課の人である。土木、機

械、包気の技術者の行く先を探す乙とは、私にはほとん

ど不可能である。もっとも 2 、 3 の人は建築の電気関係

の会社や私の同級生が主役をしている訪負会社の上木部

に採用して立ったが、こんな乙とでは要望の数K 充たな

い 。こ れはやはり住友のＮ￬Ｑｩ系会社の ｉ ｉ ｊＨ こ ｾｾｻんで転勤して

H うよりほかに路はない。なかには当H与の顕官の総省も

ある。 この人にも退職して ｴ口 Ｑ うの かと人 Ｇ ｊドトｾ，泌 ｬに こ ｳι も引引 Ｑ［ めｾ奇 ｦ る

となんとか始末をしてくれといわれる。それでも述系会

社の幹郎をおどしたり 、平身低頭して頼んだりして、大

部分lζ 転勤を承諾して貰った。なかには同級生が幹部を

していると乙ろに、無理をして採って貰ったと乙ろもあ

るが‘ 不況で人事縮少のl闘でも 、乙うした ζ とのできる

だけ住友も大きくなったものだと思った。

ζ うして、 1 、 2 年の聞に相当数の人が‘ 伝統ある住

友の工作部を去って往った。そして30数人の人が残るの

みとなった。永い閣の伝統と誇とを持っていた住友の建

築課を去っていく人の心境を恩うと、涙なくして乙れら

去りゆく人 lζ 援する乙とはできなかった。ただ私が工作

部総少の衡に当って以来、住友退任後の職業のない人を

作らなかった乙とを、せめてもの慰としていた。

工務課の方は事務系統の人が主であったが、謀長の最

首一治君が乙れも苦しみながら整理に当っていたが、乙

のi時代でもまだ技術者ーの始末の方が楽であ ったため、そ

の苦慮の状態を見ると真に気の25ーであった。l I i J 和 8 年に

なっても 、世界的な経済界の不況はなお続いた。人心は

焦燥を覚え始める。不況は財界のみでない。寧備は縮少

され、軍人の失業者が非常な数に登ってきた。国民の貧

困は深みに入るばかりである。大陸 lζ 突破口を見つけよ

うとして乙とを起すまでになったが、まだ不況を打開す

るには至らない。

われわれの住友の工作部にも、いよいよ最後の日がせ

まりつつあった。

今日までに建築の技術者、約40人だけ残るまで迄K 減

員したのであるが、財界の不況のため住友内部κ はほと

んど建築の仕事はなくなってきて、工作部は 1 年の赤字

約10万円、乙のままでいったらこの赤字はさらに多くな

る、という話を聞かされた。

私は乙の上はさらに多人数の械首か、または住友以外

の仕事をも引受けて、乙の苦境を脱するよりほかに道は

ないと考えていた矢先に、大阪株式取引所が新築する乙

とになり 、理市長のi民的定吉さ んが、元住友にいた関係

で私が懇，むにしていたので、在、のところに相談に来られ

た。従来とても 11 : 1 大阪倶楽部など住友以外の姶築でも 、

委嘱を受けて設計したものもあるので、幸lζ |羽散な折で

もあるから 、主役 [ζ も相談してその設計を引受けること

にした。

と乙ろが設計も漸く進捗した頃、jAわ ぬ 故 障 が 起 つ

fこ。

ある LI 渡辺節さんほか 2 、 3 の人が住友!こ こられ、住
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友のili 築課が住友以外の仕事をする乙とは、市J¥の姶築

事務所の業務を圧迫する乙ととなり 、住友の社会におけ

る位置から考えて、そういう乙とは止めて白いたいとい

うのである。

J戊程- J ! J l ある抗議である。

乙れに対し住友の幹部は、どう答えられたか知らない

が、一応われわれにもその事態が知らされた。住友とし

てはその財界における地位、信望からも、他の怨を買う

ような乙とは避けねばならず、一応そういう乙とも考慮

せねばならぬものと考えられたようだ。

しかし 、一旦引受けた仕事であるから 、今さら断った

のでは却って取引所lζ 対し住友の不信を招く ζ とになる

ので、この仕事は続けられた。そして住友の建築課とし

ても 、外部の仕事をする以外lζ 不況突破の道はないので

ある。

渡辺さんの抗議が動機となったかと・うか知らないが、

住友の幹部の話として、工作部廃止論が叫に上るように

なっ てきた。

もし、当時住友の建築課というものが、技術の点にお

いてなんら取るに足らぬものであったら 、何の民話路もな

く廃止 せられていた乙とだろう。

しかし 、野口 、 日高両先生によって培われ、技術にお

ける湾りと伝統とは今は外部の人か らも認められ、また

住友の内部においても技術に対する信似を克ち得てい

た。また 、かつ ては住友の業務の信用とその発展向上!こ

も、一役買った乙とのあるのを認め られている。 乙うい

う工作部を簡単に取治す乙とはでき鋭いという雰凶気も

一部にはあった。

財界の不況はいつまでつづくか見当もつかす¥ 述系会

社の経営も苦しししたがって本祉の経済も苦しい。 ζ

んな際、幹部の一部の人の間とはいえ、工作部解散の説

がはi されると、われわれ工作部員は居ヨ炉くなる。

住友ビルディングも 、東京の住友ヒソレテ' イングも全部

完成した今日 、住友としても 、その本拠である住友ビル

デ ィングを作るために設けた建築課であるから 、その任

務をＡＮｦｾした以 上 、 その存続の忠義がないと与える乙とは

1!!U
'
ll ではない。 また似る合理的な与え) ' j である。

ノト 11 とは穴・り 、そのばlは労働問題も 己ほとやかま しく

なく 冗u整理は割合に簡単l乙行われていたのであるが、

工作部廃止、全員解雇となると問題は大きい。
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主役の中lζ は、解散に対しては慎重論を IIt J えていた人

もあったと聞いている。私自身のととをいえば、大正 9

年京郎帝大の建築科1 c 転ずる乙とになっ ていたのを、当

時住友から悠 々断っ て、住友l ζfi l めたという経綿 もある

ので今さら不用であるからといって、簡単に WOUl する ζ

とも 、倍、義上考えねばならぬという考慮もあって、解散

論の実行が尚踏せられた一因であるとも噂されていた。

乙うし て詮議口を過している中に、また工作郎総少論

が起ってきた。

今日まで度重なる縮少で、最盛時の 3 分の l となった

ものを、さらに解雇縮少する乙とは、私[ζ は到底できな

い。荘、n身が臼ら退く外はない。否私だけ退いたので

も、現在の工事i i Hc . あ うような規模にするには、相当多

数の人も退職せねばならぬだろう 。私自身乙のような時

代に退職しでも、新しい就職口もないだろうが、今日と

なっては同時に退職する人はどうなるだろう 。一方lζ は

又工作部解消論が、相当強力に前面 [ζ 押 し 出 さ れ て い

る。

こういう周囲の状況のもとに、坐り心地の惑い| 符子lζ

いつまでも頑張っ て、会社の命をまっていることは苦し

いものである。何とか解決の道を、われわれ自身で考え

ねばならないと思うようになってきた。

住友本社としては、工作部を解散するのが、Mもjミい

方法と考えていただろう。元本庖社屋建築のために作っ

た時臨建築諜が発展して、今日の工作部となったのであ

るから 、その本来の目的が達せられた今日 、住友事業の

み; 体とは関係のない、彪大な非生産( 1 ' 1な部認を抱えてお

く乙とは、主主沢だと考えることはM理もない乙とであ

る。

工作部解散という総に沿い、本社の経済的の負担を除

く案としては 、 長谷部さんや私を始めとして 、 ｾ築技術

者全員が退験して、一団となって設計の事務所を開設し

て、 自立することである。

私の同 JtJ の者や、先輩にも自分で設計事務所を経岱し

ているものもある。しかし、永年俸給生活をしてきた私

達が、iこ1I (. ，没J I"Jト務所を聞いて来してやっていけるだろ

うか 。 まにな、法 ｬ ζ その経釘の ￭￬ｾＩ｝ があるだろうか ｵ 以谷

部さんは、 l没，. 1ーの技1雨は比おiのない程勝れておら れる。

しかし 、T . f i の如き性絡では、Ilt の民彼を- * り切 ってい

く乙とができるだろうか。練って私自身、 自分を観察し



てみても 、長谷部さんに比べれば俗人であるが、設計事

務所を経営していくような能力があるとは信じられない

。その上住友という温床にあっ て、仕事は (J 然』ζ 流れて

くるし、広くl 1 t 出] と交る乙ともなかったため、 i ' I ら性格

がJド社交的になっている。同級生との会合の節も皆の評

は 、 払のように頑固で 、 無愛想で 、 Ｉｉ ｾ 社交的な者は設計

事務所など山来ないという。

ζ れらを勘案していくと、 乙の案は最も会社の希望に

沿う案であろうが、われわれlζ は自信のない不安な仕事

で、遂には失敗に終って世の物笑いとなり 、野口先生以

来の伝統もをきれも失われる結果となりはすまいかと案ぜ

られるのである。

しかし、今は現在のまま無為に過し会社の処置を待っ

か、 自発的に会社の希望lζ 沿うように政j く杭極案をとる

か、何れかに決せねばならぬI彼自になった。

荘、の性格からいうと会社の欲しない現状ＱｃｩｩＱｾ々として

須奥の安逸を食る乙とは出来ない。長谷部さんに相談し

たら 、やはり皆んで退職する乙とを中 11 ¥た方が良かろう

という説である。

私は窓を決して会社の幹部に乙の話を持出し 、縁あっ

て永年住友に勤務したのであるから 、われわれのいる限

り独立後はできるだけ住友として、援助して1 ' f いたいと

申し出た。

乙の申し III は会社としては、願ったり 11十ったりで思う

ft; である。

しかし、乙の不況11寺代IC工作部解散全員解胞となる

と、住友としても軽々しくは放われない。われわれの乙

の悲壮な決怠は非常な同仙ーを良い 、その態度を潔しとし

て、できるだけの乙とをしてやろうという ζ とに な っ

た。大正 8 年の春 3 月の乙とである。

住友本社の乙の問題を処理する事務当局は、経理課課

長の小林Uj' 叶・郎君( 後の住友化学社長) である。小林君

は科は途うが、一高以来の私の後放である。大116 、 7

ｾｲｴｴ ｪ は 、 他の Ｒ 、 Ｓ 人とともに 、 私のと ζ ろに 認を 潤い

lζ きていたので、組めて親しい|首j州であるから 、私等の

ために好意をもって取扱ってくれる乙とはもちろんであ

る。

最後にノド社案として示されたのは、次のような極めて

恩情のあるものであった。

本社は永年住友で働いた長谷郎、竹肢の二人が、建築

課員を率いて独立するならば、その事業をできるだけ応

援しよう。 しかし 、せっかく覚った退職慰労金を1' 1い果

すような乙とがあっては惑いから 、事業を始める資本金

は、一人の退職金以外に ))IJ に出してやる。そのMlは 5 万

円である。万一、 5 万円使い果してなお経官ができ ぬl時

は、さらに 5 万円出してやる。乙れが限度である。

それには資本金10万円払込 5 万円の会社組識にした方

が二人の無限立任とするよりは、退職金も保持されてよ

かろう。君等二人には 300 株づっ貸し渡す。イ也は住友本

社で持つ、重役は本社銀行の君等二人の親しい人になっ

て貰ってやる。名前は長谷部竹腰建築事務所とするがよ

かろう。そし て本社には 2 、 3 の技術者を残して営絡課

を作るから 、二人は当分本社の l属託にしてやる。

ζ れはまた、何んという恩情の官官った思いやりのある

取扱いであろう。私は涙なくして乙の有難い申し波しを

受ける乙とはでき なかった。恐らく住友とし て、前後lζ

例のない破格の取扱であったと思われる。

先輩の相当重要な地位の人々の退職の例を見ると 、多

くは織に恋々として居坐り 、遂に気まづい思いをして互

に惑い後味を残して去るのが普通である。われわれのよ

うに非常・な同悩を受け、思いやりのある取扱いを受けて

去るもののあった ζ とを知らない。小林君は 「と れは君

等が潔い 11' ，方をしたためだ」といってくれた。

一切の法的な手続きは、経理課長の小林君のと乙ろで

巡漏なく進めてくれた。

乙乙で一審 問題 に なるのは 、 正 ｾ築事務所の経 営を株式

会社の組織でやる乙とである。 ru築設計の業務は、外国

では医者、弁護士とともにプロフェッションであってビ

ジネスでは な く、個人的な技能の信般による職務とされ

ている。その業務を株式組織でするととは、古今東西lζ

例がない。荘、には今後の巡営上、その可否の判断はでき

ないが、われわれの返職慰労金IC下そっけさせまいとい

う 、 木社の思いやりは有難い 。 それに先輩のｄ｜ｾ事務所

の経営をみてもみな苦しく 、不況の| 時は、先生よりも所

且の所得の方が多い11寺があると聞かされた。

視床IC育ったわれわれ二人に、先輩の経営者 より良い

経営ができるとも思えないし 、いずれは資本金も食い加

すくらいが落と考えるのが当時の常識であるから 、疑問

を持ちながら本社のいわれるまま 、11t界』ζ も少IJ のない日

本IIffi ーの株式会社の建築事務所で 11¥発する乙とにした。
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当時工作部の建築の技術者は約4{) 人いた。 しかし、住

友化学工業の方が、空中塗索から硫酸ア ンモニウムの人

造肥料を作る事業を完成しつつあったので、吉田知之君

ほか 3人総策課か ら出向いていた。また四国JK力ilL気の

方にも山 向いていたので、 ζ れ等の人 々は各山向先の会

社に引取 って貰 うように努力 した。これらの述系会社で

も、建築の幹部級となると将来のととも考えるか ら、定

ったように将来建築の工事が済んだときに 、他の一般的

の業務もできるかと聞かれる。吉田君のどときは何でも

で来る人だということを保証して採用して貰ったが、果

して後lζ 安東経金属会社の常務として、戦争中満洲に活

躍していた。

そのほか包絡課に残す人を除けばわれわれと一絡にな

る者はちょうど30人と なった。事態が乙う決定 して くる

と、一面今までの不安定な地位のための焦燥感は去った

が、他方将来に対する不安感が生れて くる。大会社に俸

給をTl って安定した生活をする乙とは、人生にとっては

あまりに: [ ( まれ過ぎた併巡である。乙のや福な生活から

去り 、ffi 険をtえして臼分のμ {壬で経'p，・すると なると、果

して将来にどんな巡命が待っているだろうかと不安にた

えない。

乙んなi時lζ l立、ムド索何気な く見過していた世の中を、

別な観点から見る よう K なる。lぷ屈でも、 うどん屋でも

どんな小さな職業でも、 i ' I身の.! ' l 1rで経' : :¥'しているもの

が偉いものに見えだした。

宅(( ; 1' . 入の悉皆屋の番頭がいる。 1皮には妻もあれば子

もある。それが 1 年程前から独立して、ヲW¥l というi ' ，で

営業を初めた。永年月給収りをしていた私は、乙の頃に

なっ て妻lζ 「効ー屋は偉いね」といったが、委はあまり感

じないようであった。砲、は女は幸だと思った。

当時の設計による収入を予想して支出を考えてみると

30人が住友l時代の俸給を取 っていたのでは、資本金など

たちまち食い出してしまう 。何 とかせねばなら ない。そ

乙で私達二人の )-J収は住友| 時代の 3 訓カットと定め、池

田1与彦君以下の人にもそれぞれ若干の格下げをして貰う

乙とに しTこ。

工務課のブJ は謀長の最首君が、乙れも何 日を悲痛な而

持ちで l士末( ( 奔走していた。大部分が事務員であ るし、

常繕諜』己主主る者もあるので数人の始末が氏の仕事であ

る。氏の努力で転ojljJ 等で片がついたが、問題は氏自身の
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処置で、本社といろいろ直接交渉していたが、本社が転

勤させようという辿系会社が氏の窓に満たないのと 、工

作部が解散し、建築認が30人袖を述ねて解震せられると

いう何とな く騒が しい努凶気の中にあ っての士山奇から 、

氏の希望してい る地位を与えて くれねば、退職するとい

うのである。乙の11与節にせっかく本社が転勤さ せて くれ

るというのに 、振り切って去るというのはもったいな

い。命のとおりにしてはとすすめてみたが、氏も中々の

一徹者で聞かない。遂にわれわれと同時に辞職してしま

った。氏には木荘工作部長のよう な事務; 1' ，身の人で、人

の面倒を凡て くれるような人が上司にいなかったことが

不運であったのだ。

当時の建築界の状況か らみると 、残築事務所などは技

術者だけでやる乙とが出来、事務関係、はほんの一人か二

人補助にいれば良いという考え方であったので、最首君

がわれわれの事務所lζ 来る乙となどは思いもかけぬ乙と

であった。また乙んな先の11l ' i い仕事に技術者φ なら止むを

ねないが、君程の人が入 るなどという乙とは犯行象もでき

ないH寺代であった。

それにしても 、折戸j 転勤さ せてやろうというのを振切

って、やめるとは惜しい乙とをしたものだ。しかし、氏

は故郷( c _ 帰り 、後年戦時と なって企てたある事業lζ 成功

した。

乙うして、I1H和 8 "1'- 5) J 18日愈々 住友銀行船場支! 苫の

41絡の空室を仇りて本拠とし、長谷部竹腰建築事務所が

山発した。所員は住友建築設iの伝統と栄誉とを持った、

立に気心を知り合った者 30人である。 皆悲壮な覚悟で 乙

の不況 Ｑ 時の史ｉｦｾ局に処する乙とを哲った。また私は所員一

同と次のようにかたらった。

今小況の ドン低に、われわれは新しく建築事務所を発

足したのである。住友関係の事業会社には、今のと乙ろ

殆んど ｭ 誌のｻ上 Ｇｊｾ はない 。 自 然外部の Ｑ 上司 王の委託Ｈ｣｟よら

ねば、事務所の経?:t は成立しない。結果は他の同業者と

の競争という乙とに なる。しかし、欧米の例からい って

も、アーキテクトの仕事はプロフエッションであってオ

ーナラフりレな仕事であり 、社会的な地位も普通のビジネ

スマンより ，' ，} j く比られている。請負人や一般の商人は ビ

ジネス 7 ンであって、英国などは手紙でも 、271負人 lζ は

Mr 何々 と苫 くが、アーキテクト l己は何々エスクァイヤ

ーと省いて尊敬のぷを表されている。したがってア ーキ



， 
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テクトは訪u 人やビジネス 7 ンのような、見判しい競争

はできない乙とになっている。

われわれは建築の技術においては 、 住友正ｾ築課の伝統

と栄誉を受けついでいるから 、充分の自信がある。また

世間も認めている。 ζ の栄牲と技術を持っておれば、不

法! な技巧を5干して仕事をおめずとも1 "1ら委託者があるに

違いない。また醜悪な仕事の狼fUは、その品位を害する

ばかりでなく 、ひいては l} 育成された住友というものの

世間の信用をも損ずるとととなる υ いかに繁栄しても、

残築界から指仰され、嫌悪されるような乙とになりたく

ない。われわれは建築界全体か らもまた、社会一般から

も尊敬される建築事務所をfドりたい。と。

乙れが事務所発足の当初における希際lであった。

果して、1It':l和 8 年中は収入は少し年末に所員 IC Il¥す

貸与K も乙と欠く程であった。苦しかった昭和 8 年も暮

れた。来ん年 lζ 事あれか しと祈りつつ事務所最初のがf春

を迎えた。

株 式 会 社 解 散

| 立界にただ一つよ りない株式組織による建築事務所

は、事務所が繁栄していくにしたがって、その経首κ 矛

盾があらわれはじめた。

われわれの此E な退臓! ぷ Jj' 金を失わせまいという住友

本社の思いやりで、 5 万円の株式会社を作って立ったの

であるが、当初の半年のように僅かの収入で利益もない

ような場合は、金 5 万円という極少資本で処理して、決

算面が者I1合よく l 、く。しかし利益金が資本より非常に大

きくなると 、会社のため非; 干¥( C不利になるのである。

もちろん、不況のドン底に、はてしもない1 I f 1 黒境を前

途 lζ 望みつつ、 1' 1信もなく不安に馳られながら やむをえ

ず釆りだした仕事であるから、干し湿ならば乙の組織で一i

分であるべきである。

しかし、苦しかった1 I11和 8
1
f . が過ぎ 9"1' の下半JYj 頃か

ら傍倖といおうか、幸込li といおうか、財界も iit 気もやや

上向きとなり 、仕事も増してきた。そして10年には仕事

の盆も非常K 増し、利益が資本金の十数倍になってき

て 、 昔日の ｦ 白ｴＮｮと不安とは長夜のｾ［と化した。コ ｦ Ｍ ， Ｕｩｬ 郊

を切り抜けた創立当初からの30人は、j夜食を忘れて働い

たEP斐があった乙とを、互に下を握って悦び感激の涙を

流したものである。

乙うなってくると資本金が小さい乙とと 、その上株式

がわれわれ二人の 600株を除く全部が住友の所有である

ためK 、住友の同族会社ということになり 、楽大な同J!ii.

ｽｊ｛ｊｴＧ￬ｾ税を諜せられ 、 利経企の大部分は税 ｋ 取上げられる

のである。

税務署の調べの11寺も署員が、気の毒だと思うが、組織

が乙うなっている以上やむをえない。乙の業務を株式組

織でする乙とは閤巡いである。大資ぷとするか、または

例人の匿名組合とすべきである。と署員があまりにも気

の毒に思ったのか教えてくれた。

私は私から闘って、住友本社には迷惑と知 l りつつ、イ也

の述系会社と同じように、住友4 : 社の定期の会計・検査を

して1' 1 っていたが、検査の報告も税務署のいうと乙ろと

同じであった。

3 年前の悲惨な状態を思うと、今昔の! 必K たえなし、O

ｾｾｪ しい悲 ｉＡｉｊ である。

住友木社の経理課長の小林11，' 汁」郎君に相談したら 、も

う将来の目算もつき 、経営の1 ' 1信もできただろうから 、

改組して長谷部君と二人の匿名組合とした方が、働く人

lζ も働き甲裂があるだろう。株式会社解散の下続きは、

住友本社でしてやろうという乙とになり 、昭和11"刊ζ 株

式会社を解散し、長谷部竹腰二人の個人経営に改組した。

そして小休君の慾恕で IU資金 5 ) j l' Jを住友本社lζ 返済し

た。小林君の説では当時の事務所としては乙の位の額は

僅かであり 、返却した方が住友ノド社会計の処理が容易で

あり 、 かつ欠慣して失ったのなら良いが 、 利ｾｾが多いの

に退i険金のほかにさらに贈与する乙とは、惑いi I IJ例を1' 1'

るという乙とである。誠にもっともな話である。

旅立ちに親の慈悲で作ってくれた麻衣では間に合わな

くなり 、針。とまではいかなくとも、せめて有iの衣をおた

い迄に児が ￯ｾＧ ったのである。しかし 、 いつまでも麻ぷの

H寺代の一生態、命lζ 心を合わせて働いた l時代が懐しい。

乙うして世界で1 I ! t - の株式会社の建築設計事務所も 、

遂に消滅したのである。

昭和12年 3 刀、合資会社住友木社が解散して、株式会

社住友本社が生れた。乙れはまたわれわれの場合とは逆

である。

乙の予続きも小林lIi' i十・郎君の下泊二でやったのである。

小林君、ひそかに臼く 、 「乙の改組をやる手 1¥>，' のため
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lζ 、n方の と乙ろをして あげたんですよ。」

私 「道理であま り親切が過ぎるよう lζ 思った。」

東 京 に 事 務 所 を

II tJ和11年春、住友銀行の硲当ーから 屯話があ って、主役

が会いたいとの乙とである から 、きて くれと いっ てき

た。い ってみる と、岡橋さんから私に次の話があった。

今度東京の手形交換所が、 日本銀行の哀下 fC. 新築する

乙とになり 、建築委員が出来た。三菱銀行の取田万蔵、

三井銀行の万代善四郎、安田銀行の森広! 銭、第一銀行の

明石照男、第百の関根各頭取と住友銀行は東京の支応長

の野田祈iti が建築委員となり 、安田の森広l飯氏が銀行協

会の会長である関係から 、委口長をしている。そ して各

銀行が推選する建築士の悶で、設計の競技をし て、当選

者 l乙設計監督を担当させるととになり 、森委員長から住

友にも良い建築家がいるそうだが、推選 して くれと の乙

とだったから応じてはいかがというのである。

乙れは有難い話である。当然は7JIJ として、乙の競技lζ

大阪者が入れて11える乙とだけでも 、光栄である。 私は

その厚;むを深 く謝し 、ぜひ推選して頂 きたいと頼んでお

し、 fこ。

寺住査員はと It日くと 、各銀行ともそれぞれの技術の機関

もある乙とだし 、 ｪｊ ｦｉ盟銀行の Ｑｾ なものの役ポで 、 多数決

で定めるという乙とである。

もちろん推選されたのは 、 ｾ ｫ 京て・もグ Ｑ の Ｇｭ れた一流の

l l ¥築事務所ばかり 。大阪からはまだかけ; J ｾしの私だけで

ある。もちろん東京に司王必所な ど持 っているはず が な

し、。

手形交換所から 、交換所の' ! f ; j えする 室数 、その大きさ

と必1 t 条件を記した密匁iを波 され、また競技参加1の建築

士の提 WI 凶1mの打令わせを行なうから ;Uてこいと の通知

を受取 った。

交換所で! たってみると 、11
1には行は Il B いていても会 っ

たことのない人も交っているが、多くは良く知っている

先地や、i' iJ 1' 6' である。 打代わせの結果は、; 奈は i 案だけ

山す こと。岡田は ｾｉｌ｝ 而 ｬ 叉 Ｑ 、 立而ｼ刻 、 断面図ほかに透悦図 、

概ｾｾＺだけとする 。透悦ｉＺ｟ＺＨ ｜は 一つで良いが 、 仙の Ｑ ｾ Ｑ￯百お

よび概' ! f / Hi 、各銀行が持ちi ! 三って似也 lこ，羽.1i するため

に、肯'!i 以にしてー| 数組 o院かな数字は今 11: 1' . 1: えていな
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し、) 捉 ;1¥す るという協定をした 、もちろん記号は H仕号K

よるとの取定めであった。

手形交換所といえば、銀行手形の交換をする経済界の

主要な機椛で、下j彰の交換高 fi 経済のバロメーターであ

る。しかも各銀行のl l J il 収が、建築委員とな っ て い る の

で、建築の設計者としては、乙の仕事は小さくとも 、最

も望ましい仕事である。みな全力を尽して阪れた設計を

するよう K 努力するだろう。

提出の期限』ζ 設計を; J ' ，したが、間もなく交換所から電

話があっ て、あなたには 1案出したか、 2 盟主以上出した

かと聞いてきた。私は協定に基いて 1 案出した。その他

の図l師な ども協定通り約束を厳守したと答えた。

そのH寺の電話の模様では、 2 案以上 ;1¥したり 、模型ま

で持ち込んだ人があるが、協定に反したことは一切認め

ぬ ζ ととしたから 、 2 Ｊｾ以上出した人』 ζ は ｭ 権する祭を

撤回して貰うため ILHいているのだとの乙とだ った。

流石は銀行家の集りで、物堅い乙とである。それにし

ても協定に巡反して、 22終日i したり 、模型まで持ち込む

とは篤きい った乙とである。 後lζ 当選が決定して Il Hいて

見ると 、協定通りに出したのは、私と三菱の地所部だけ

であったという。偶然かも知れぬが. 三菱と住友では人

間の訓練が. 似ているのかも知れない。設計の! 比界でも

現実の厳しさに対する考えが、われわれのような孤床育

ちとは進う ζ とを初めて知 った。

投裂の結果l主宰! 乙も 、れわわれの案K 対する投烈が多

かっ Tこ。

乙う して1111和 8 ， ｱ ｾ 我々の事務所開設以来初めて 、 東京

lζ 仕事ができた。今まで事務所と て もなかった乙とと て

東京住友ビルテ' イングの 5 階が空いていたので、 1 室を

借りて新らし く事務所を作った。

東京市務所はこうしてできた。

交換所の設計に i収りかかったが、われわれは関凶で細

々と不況11寺lζ 出発したので、建築関係の人はともかくと

して一般には関東では知られていなし、。しかも東京の手

形交換所の設計を大阪の建築士がす るということに 、奇

異の! 必があったのも 無理はない。 交換所の事務当局も 、

無: Y ，の関西の建築事務所が大事な工事の設:HK 当る とい

うので、初めの聞は不安があったようだ。中にはわれわ

れの予 ｊ ｾ 務所を中傷するものもあったし 、 また荘、の透視図

の観点が、述くと ってあ った乙とを取り上げ、現実には
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あの角度で見るととはない。乙れは狭猪だいってくる人

もあったとの乙とであった。深酷な乙の業務の- i I n を乙

乙でも味った。

設計の決定、111・負手Tの選定等はすべて委員会で定めら

れる。委員がすべて大銀行の頭取で財界の大物だけあっ

て、皆揃って立派な人々である。乙れらの人々と親しく

接する機会を得ただけでも人生の勉強となり 、教訓とも

なり私は幸板だと思った。始めは大阪から山てきた11襲名

の建築士、何をするか分らぬから i注怠せねばいかぬと、

下僚に注意したと伝え|羽し、た事務長からも次第に信用し

て貰えるようになり 、後K . は委員長の安田銀行の頭取

は、御自分の貌戚になる人の事業問舗の設言| までも依ffi

されるように なった乙とを悦んだ。

工事は清水組』ζ 定まり 、今のm水正11; 没の常務の吉川君

が現場主任であった。そして、H村和 l lf f. 2 月28 1J が、地

銀祭と定められたが、26 口K. は 2 . 2 6 事件が起り 、上

京してみると帝都は上を下への大騒動だ。自然地鎮祭も

3 月初めに延期と なったが、反徒の鋲定までをステーシ

ヨン ・ホテルで不安な気持で送った。

乙うしで東京事務所の業務もその絡についたのであ

る。手形交換所の工事が進捗していくと 、工事上かれ乙

れと日本銀行とも交渉を要する乙とが起り 、その文書課

の人 とも相知るように なった。

昭和12年交換所の工事が完了し、翌日年初の乙とであ

った。日木銀行の文書課長が、夜、lζ 会いたいという。用

件というのは乙うだ。 i御承知のように口木銀行の増築

工事は長野博士の設計で、構造は内藤博上lζ 依頼し進捗

させていたが、いま全く完成 した。

ついては乙の工事のため多数の係員を雇入れていた

が、小数の営繕r係員を残し、乙れを解散する乙とになっ

たが、技術者ーの処置K ついて苦慮している υ その内の主

j悩者ーである設計関係を担当している阪東義三君と 、構造

関係を担当し てい る尾崎久助君と二人の内、いずれでも

良いから白方の方に引取っ て頂けないか」

というのである。

交換所の工事中関係工事の乙とで、阪東君には 2 、 3

度会ったととがあるが、立派な人である。尾崎君にはま

だ会った乙とはないが、友人の吉田享二君に聞くと 、阪

東君と相並ぶほどの立派な人であるとのことであった。

口木銀行の増築工事といえば当時の大工事である。設計

長谷部竹腰辿築事務所時代昭和 13年

ゴ三脳才; は他』ζ 、乙れだけの工τn : を日本銀行にあってや評

する乙とは非常に大きな経験である。

しかし、一方にいずれか 1人採用するとすれば、現在

の所日との釣合なども考えねばならぬ。また女; 告烈長か

らの{ 刻現ともあれば、あるいは将来; 没，汁の委 l肢を受ける

乙ともあろうかという慾も T 伝って、いずれかを採灯iせ

ねばなるまいと考えた。

文書謀長には考慮の上返事する旨答えて辞去した。

それにしても、いずれか一人を選ぶという乙とは困郷

な乙とである。

東京事務所の方は手形交換所以来、委員長の森広殺さ

んの推選などで、仕事の方も相当量持っていたので、乙

れを主宰する人をおいても良いと考えられるので、幸lζ

地位はある。木来五 ｉｉ 築事務所の主 ｪｬ￬ｾ 者ｦ｛は 、 ［立匠関係、の

人が適当と思うが、一方また業務であるから 、他とも交

渉の上手な人が望ましいのである。阪東君は会った乙と

があるが、一応尾附君にもあって見ることにした。

一口上京のついでに尾附君Iζ 会って見ると 、応待も上

下だし 、 態度も ｪＧ｛ 派である。桃Ｚ￬ｩｽのブ ｊ が ｬｓ ｴＮｾ らしく 、 早

稲田大学でその方面の議議をしているというととだが、

意匠の方面も出来ぬ乙とはあるまい。少くとも良い; な匠
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設; 11・手fをリ ー ドしていく乙とはできるだろう. と思った。

選択は困型uな乙とである。

それにしても、われわれには了解しがたい一点があっ

た。

今度の口本銀行の工事関係者の解散は、われわれが住

友の工作郎の解散と 殆んど規を一つにしている。巡っ て

いる点といえば、芯匠や構造の設計者が他にあるという

乙とだけである。しかも相当多数の人員を擁し ていて、

主脳析が芯匠の阪東、構造の尾的という立派な人がliI ij っ

ているのである。一方日本銀行slI] でも人の処置には持心

しておられるのである。乙の際、われわれが住友を去る

H寺と 同 じ方法がどうして探られなかっただろうかという

点である。

われわれが建築事務所を初めた時は不況のドン j夜で、

もちろん将来lζ 対する自信などは毛頭なく 、不安と危恨

の念lζ 駆られながら困難を克服して、今日漸く経? 討も楽

になってきたのである。

今 LI はわれわれが初めた金解禁の小況時とは巡い、財

界も約々好転し てきている。しかも 、われわれのときの

ように資金の応援がな くとも 、 I j ) j ¥: 銀行という大きな力

の援D) J があればわれわれの羽合よりも巡かIC有利である

なぜそれができなかったのだろう。またなぜしなかった

のだろう。そして二人が別れて、われわれのと乙ろのよ

うな同じ立場から生れた新米の建築事務所lζ 、その内の

一人が入る乙とに な ったのであろうと 、不思議に恩われ

てきた。友人K 乙の話をしてよU こらそれは二人の性格か

らtPI来ぬことだという答えであ った。そうするとまた、

将来の乙とをう5えて不安が生じてくる。

いろいろと聞き合わせもし 、将来の所内の平和と協力
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とを考えると 、なかなかなを決するととが府政ーされてn与

が経つ。また私の決心がついたら 、所内の人も納得させ

ねばならない。乙ういう有力な人を迎えるとなれば、相

当な地位を与えねばな らない。そうすると今日まで許難

の中を一緒lι 切り依けてきた所員の上席の者ーに対し、心

よく受け入れて くれ るように内部を工作する必要もあ

る。乙の点で荘、は一番心を痛めた。

乙の間尾山な君は、私が上京する度に熱心に訪ねてきて

くれるが、阪東君はその後一度会っただけでさらに消息

がない。他から聞いたと乙ろでは事態を知っている乙

とは確なのである。そういう態度が床しくはＡｾぜられる

が、一方見方によってはくる乙とを好まないとも思われ

る。

こうしたある U、住友本社から伎いがきて、荘、lこ¥J *

銀行総法の結城さんから 、小企総理事宛の手紙を応けに

きた。内容は「尾崎君が、長谷郎竹腰建築事務所l乙就職

の: { j j ' 望があるからよろしく隙う J というのである。

乙ζ で荘、の; 訟はtたした。

内部を縦めるにもこの下紙は都合がよい。かつあの熱

心さと総裁を使う下段とで、将来建築事務所の引i前名と

して、成功するだろうと思ったのである。

ヘドlζ 、長谷部君をまf?め、内部の主だったものも示請し

てくれたので、ヌ; 担謀長lこもその行を答え、東京事務所

lζ 勤めて白う乙とにした。

|奴耳I君はその後病絢のため逝去されたと聞いた。ある

いは縁あらば私などと事業をともにしていたかも知れぬ

有為な人物、惜しい乙とである。

その後尼出荷君のI ! 日入りで " * 銀行の仕事も し 2 させ

て1' 1った。
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住 友

忘れもしない。昭和16"f .12)J 8  [ 1私は、住友金属が名

古屋lζ 新工場を作っているので、翌日乙れを訪うために

長良川ホテノレκ 泊った。夕方わが国が英米に対しli 設を宣

しすでにハワイを攻幣したという言葉が、 ロービーのラ

ジオから流れてきた。花、は荘、 1' 1身の耳を凝 った。いろい

ろの流説はあったが、まさか英米を相手lζ 戦争をするな

どという ζ とはなかろうと同・ く信じていた。わが閃の為

政者もそれほど怨でないと考ーえていたからである。

私は ζ れは駄目だ と思った。 1 J 1 i ' f 口笛の場合と巡って

世界の同情がない。また 11本を庇って不利になった 11与

に、仲裁に入って くれるずiーも ない。鈴3極まで追いつめら

れて破滅になるだろう。何か天耐I ともいうべき人151の及

ばぬ出来事のないかぎり。

その夜はまん じりともしなかった。

戦争は絡ii 設の華々しさに比べて、18年始めともな ると

敗色が! 議ぜられるようにな ってきた。

北支事変の進展ととも lζ われわれの建築の方も忙しく

なり 、朝鮮、満洲、北支の各地から上海までもわれわれ

の仕事はや1

'

びてゆき 、昭和18{下K は 300 人に近い所員を

j議する大建築事務所とな ってきた。 数年前m築協会の弘

会の席で滋中一良というなんでもいいたい乙とをいう男

が酔って私を折I i え

「竹l援さん、荘、はあんたがあれだけの所日をしまいに

どう処置するか興味を持って見ている。」

といった乙とがある。彼は酒鮮が惑い。しかしそのい

う所には一理ある。

戦争は酎; になってきた。大本常発表の't ，'1報は、国民の

多少の疑惑中lζ も、威勢の良い乙とばかり報道してい

る。昭和18年暮のことであった。

住友木社の古田総理事が、会いたいといって乙られ

た。何の乙とかと思って伺って見ると 、

「突然だがもう一度住友K 復帰して、働いてみる気は

ないかね」

と聞かれる。 乙れは予期しない言葉である。IIH和 8 年

一旦退職 し、その後引続き今 日まで l以託という 、恩恵的

な取扱いを受けて来ているが、荘、ももう今年は、57才で

ハ、
復 リ帯

ある。木社の高等職員という 、官庁でいえば親任官に相

当するものでも60才が停作で、述系会社の社長といえど

も多くは55才で停年になるのである。今夏建築技師のな、

が住友復帰でもあるまい。

「それはどういう ζ とですか j

と聞く。

「二ｾは大阪 北港土地株式会社と株式 会 社住友ビ ｊ レディ

ングの 2 会社を合併し、それに住友本社所有の不動産を

加えて、住友の不動産を線めた土地会社を作ろうと思

う。君K それを主宰して貰いたいのだ。もっともー 11. や

めて貰ったので、初めから社長というわけにはし、かぬか

ら、北沢君なら君も親しいし、住友木社の筆頭常務理事

だから 1 年位北沢君K 社長になって) . ' I う乙とにしたい。

どうかね ? 0  J  

乙の戦争の忙しいのに戦力とあまり関係もない、不動

産会社いちりでもあるまい。その上今の私の事務所は戦

争中で住友関係以外にも軍関係の仕事で忙しいのである

「乙 の国迩を絡しての戦争の最Ij l 、 しかも住友の関述

事業は戦力 (C 影響するものが多く 、本社も多忙を極めて

いる際 lζ 、不動産の総合会社を作るというのは、変で(;J:

ないですか。」 と聞くと古田さんは、

「それもそうだが、僕はもう一度君と一絡に働いてみ

たいんだよ。」

古田さんらしいいいまわしである。

古田さんの乙ういう殺し文句に、大概の人はころりと

参ってしまう。感激して大の古田党になるものも沢山あ

る。

流石 (C住友f'l' 銅所のー技術から、住友の総理事になる

までの人気を集めるだけの素質' を持っている。

そ乙で私は古田総理事』ζ 間いた。

「その場合、長谷部さんと一絡にやっている建築明務

所の方はどうなるのですか。J

と聞いたら 、

「細かいと乙ろは問 中君、河合君と相談してくれ給

え。」

という答えであった。忙しそうであったので返去した。

93 



古田さんに私が初めて会ったのは大正14年の冬の乙と

であった。

当H寺、住友ビ J レディングの第 1 JUJ 工事が次第K 進捗し

II 物の外郭ぬすでに /1' ，来上り 、109装や機械設備を進めね

ばならぬH割引に述していた。そして、現在の住友金属工

業の前進である住友仲銅所lζ 注文してあった給湯用のJT

総代が、現場に納入されたのを見ると 、肉が部過ぎて振

子切りが出来ないという問題が起っていた。

今から僅か301，f . l j I ] の乙とだが. 当H寺わが同の建築は今

円程進歩していなか った。とくに建物の機械設備の技術

κ 至っては極めて幼稚なものであったから 、将来は大い

に乙の而の発達を計らねばならぬというので、住友ピノレ

のE113誌に当っては、Hi Ji & のとおり私がニューヨークに行

きテニー ・アンド ・オームスという彼地の一流のコンサ

ルティング ・エンヂニアーに設計させたものだった。

給iIi i特にテニー ・アンド ・オームスの設計どおりの肉

j事の只鎗竹を佼うと 、工'l'l も非常 K 嵩むし、また、耐久

力の点から考えても 、それほどの厚みの必裂もあるまい

という乙とになり 、 ｦｾｬ 銅所 ｬ ζ は「銀子 が切れる程度の薄

いもの」といって注文した。

ととろが、/1¥来上 って納入 されたものは、肉が薄過ぎ

て振子が切れないというので、工作部と flll 銅所との聞に

紛争が起り 、双方 ICいい分があっていずれも譲らず、そ

の聞に工事は進んで今は一五IJ も猟予が11' ，来ないという 11寺

ｊｾｈ 乙ＩＱＮち王 ｉｊ った。

ある 11工作部長の，. j Q1 f 熊次郎さんが荘、を呼び、{rll 銅所

lζ 注文した給湯川の京総竹が薄す ぎて誠子が切れない。

工務課から掛合っているが時があかなし、から 、君一つ仲

銅所に行って、荘、の佼だといって古田という男に会って

1' 1り替えるヒうに交渉してきてくれ。乙の問題は大分紛

糾したあとだし、また古田という男はしっかりした男だ

から 、君も敗けぬようにやってきてくれ」という乙とで

あった。

木J庄さんは、もう停年近い年配で、当時設計を担当し

ていた若年の私か ら見ると 、上司というよりはむしろ親

父という感じの好々爺であった。工作部lζ 乙られるまで

は、fljl 銅所の支配人をしておられたので、i' iEHさんは、

いわば111郎下なのだから 、木i庄さんの伎として交渉すれ

ば符易に解決がつくだろうと 、高をくくってfll' 銅所に出

かけた。
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当時 、 住友 ｦｬｾ 銅所は現在中央市湯となっていると乙ろ

にあったが 、 ｾと怠を告げると 、 応接間 ｉ ｃｪｦｦｩ された。 そ乙

K/I' ，てきたのは7片岡さんでなくて、頭の禿けγこ小男の、

名は忘れたが庶務謀長と伝来る人であった。

乙の庶務課長殿、花、を若僧と見総ったものか、非常に

高飛車に 11' ，てきて、古田さんに何の用事で会いにきたの

かと 間 くから 、用件の大: むを説明した。

と乙ろが庶務課長田く

r fl 分もその訴な ら聞いているが、非は工作部にあ

る。木i佐さんはもうほiがi'j い。そんな乙とで，' ，閏さんを

煩わす乙とは ＱＱＧ ，来ない。 ｾｮ ー古田さんは君などに会われ

るようなお方とは jff うJ

と倉1) もホロロな挨妙であった。

私の上司であり 、また最近までは乙の人の上司でもあ

ったわがノド妊郎長を i iiJ iがす; い」などとは; 波IC怪しから

ぬ男哉と少々ムカムカしたが、乙んな男と争っても仕方

がないと思い返し、私は古田さんに直接会って話せとの

命を受けてきたのだから 、ぜひ古田さんに会わせて くれ

と、いろいろ押問答をした。終には会うまでは灼らぬと

頑張るものだから庶務課長因って室を山て行った。

轡くすると 、 ｾの外 ｋ 靴音がする。そして 、 庶務課長

と一絡に入って来られたのがr ' i 閉さんで、乙れが初対而

である。

私は、* 荘さんからの使命を伝えて、何と か早乞lt C解

決して1' 1 いたいと交i!t を始めたのだが、もちろんfl11鋼所

の方K もいい分がある乙ととてなかなか応じられる綴子

も見えなかったが

最後に、

「工作部のように乙の件で付1銅所のみが悪し、から作り

替えろというのでは、 frll 銅所の面白にかけてもこれに応

じる乙とは出来ない。

しかしだ、同じ住友部内の乙とであるから 、非はいず

れにあるか知らないが、実際問題として、使用不能で困

っているから 、作り替えて: t ' 1 いたい、というのならば、

応じない乙とはないのだ。木駐さんのような云い分は今

日通用しない。木JH: さんはもう取が古いJ

オヤオヤ 、古田さんまでが、わが本;(J さんをi i J jが古い

という。 fljl 銅所ではよほど政が古いで通っていると見え

る。それとも、庶務課長、古田さんを以似て同じ ζ とを

いっていたのかな、と思っておかしくなった。
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乙の頃から話も漸くなどやかになり 、結局作り替えて

立うという陣約を得て仰って来fこ。

木lEさんに復命すると 、ニコニ コして「それでよいよ

い」と悦んでいられた。もちろん、夜、は、政の1片い訴は

しなかった。私が初めてr ' i 閉さんに会ったのは、乙うい

う経緯であった。

後年、古田さんに折衝が多くなってからも 、事態の処

理lζ 当っ て、古田さんの乙ういう風ないい廻し方を聞く

ことがしばしばあった。何となく古田さんの人柄のー而

を表わしていると思いその折々に初対面の11寺の乙とを恕

起していた。

その後、ti 閉さんは胸郎疾患で相当長い閉会社を休ん

でをら れたが、ある U 阪神電車で病後の痩せた古問さん

に偶然会った。古田さんは「お互に身体を大切にしよう

ではないかJ と泌々とした気持でいわれた。幼時から病

弱であった私は、その頃も盲腹炎の予後で、とかく 、健

康が勝れなかったのを知っ ていられたのであろう。その

|時は前の時とは巡って、何となく 、人柄に殺しみを感じ

たものだ。

その後本荘さんのいわれた「しっかりした男」の六回

さんは、次第に ;!¥I J J : せられて、木社の専務理事とまで抜

拠せられた。

その頃の乙とである。ある宴席で古 田さんに会った

ら、 「乙の閥0 氏に} 1 会で会ったら 、君が0 のやってい

る冷民ーの方式を間違っているといってどうしても使って

くれぬといっていたよ、それで、酒の勢もあったかも知

れぬがあんな男は首にしてしまえといっていた。それに

対して僕は『あの男は、今ではおれの下にはi : l . えんのじ

ゃ』と答えて置いたよ。ハッハッ」といわれた。

0 氏は古田さんに、当時、住友の建築の設計をさせて

貰 っていた私K 、0 氏のものを使うように依頼されたの

に違いない。乙 れが他の人であったら 、 「君、O から頼

まれたから ぜひ使っ て くれ給え」 というと ζ ろだろう。

古田住友本社総理事の申 出で、荘、は深く考えた。

長谷部さんも私もともに学校を出て以来、住友で永い

閉その先議逮に議育され、建築の技術もそれによっ て学

んだのである。 i昭和 8 年退職をしたとはいえ、今日ある

のは全く住友の恩沢lζ 浴したがためにほかならない。住

友:の中I1¥fζ は従 うべきであろう。 しかし一方今は多数の

所員を機 している ので、その将来も考えねばならない。

長谷部さんとも相談の上、問中、河合両君と話し合っ

たがその結果、事務所は買収して11い、社名も従って住

友土地工務妹式会社 として、建築の設計の業務をも行 な

う乙ととした。そして口収の価格や人事一切は、本社の

指示』ζ 従うこととした。相手は親正の住友本社である。

悪いようにはしない。生なか懸引のある取引は禁物であ

り不利だと知っている。

私は何と な くほっとした。私等両人は乙 れで住友の恩

沢1C対する義理も済み、所口の将来も国家非常・の際、わ

れわれ両人の痩せ腕に総るよりも安泰であろう。

決定までには相当手間取った。しかし均年 8 ) J f cは大

体の決定を見、 9 )j 1Cは新会社発足の下筈であったが、

また北港会社の手紙上の不{ l i I i のため11月にいよいよ発足

するとととなり 、m築事務所側からは、長谷部、竹J! 張、

池田、尾的の取締が出る乙とと なった。長谷部さんは住

友の停年規定で、王手取締でないとどう して もいけないと

いう乙とで残念 な がら譲り 、 私が専務で 、 池田 Ｇｾ・彦君 を

常務取締役にして貰ったc しかし池田君が常務にな った

乙とは、後l乙追放問題が起った時、常務であったため追

放になるという気の毒な結果と なり、平取締役であった

長谷部さん、尾崎君が追放を免れて、会社lζ 残関できる

幸巡1C: ' . l . ¥まれたのである。 i 人間万事&' { 翁が馬」の容の

i湿りであった。

住友の ［Ｑ｜ 反りである私には別の 忙 しさ が加 った。 ｭｾ

の方は長谷部さんや池間君任せで、安心 してい ける。

私はもう建築士としての一生は、乙の時をもっ て終り

を告げたと考えた。もう再び定規と鉛筆を持つ乙ともあ

るま L、。それにしても、長谷部さんほど意匠の上で天分

lζ: i J . " i : れていないにして も、建築士としては私は私なり に

仕事を楽しんでいくことも/ l ' ，来た。また各方市』ζ 勝れた

技能を持つ人々を集めて、設計をまとめていく道も知っ

た。今は乙の30年の建築士としての歩みを捨てねばなる

まし、。それにしても懐 しく思い ;1¥深い過去である。乙の

とき十ヶ月後に敗戦の変自に会い 、住友財閥が瓦解 しよ

うとは犯行象もしなかった。

新しい職務についたが、新会社の婆備という口々の仕

事のほかに、戦時中の乙ととていろいろ思わぬ仕事や応

接がある。

住友には戦争が苛烈になってから 、住友戦時lli 力会と

いうのができ 、総理事が会長で各述系会社の社長あるい
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は主脳者が参与と なっていた。荘、も住友土地工務の主脳

者という乙とで参与を命ぜられた。その初仕事は当時不

足していた 、 資材器械の各 社 の間の ｴ 新車を ｾ ｉ る会議を主

宰する乙とであ ったが、戦争末期の物資不足の際、どん

な些細なものでも各社が必裂でな いものはなし、。詰める
よ連

社のみ多くて、供出することのできる社などは一社も な

Ｎ，ＮＮ，Ｍｾ，、，

治、

喰

，聖ヤ

い。困難な仕事で、私のカ lζ は及ばなかった。

荘、はまた住友の所有する満洲の高間組の株式を代表し

哩F

て満州i住友金属株式会社の社長である河村君と 二人で高

指 酔 如

岡純の取締役になっていた。iiMli 州住友金属l立時にその製

4  

品のために欽 Ｇ ｬＧｬ Ｉｊ ｦＱ工を必ｾとする 乙 とがあ っ た 。 そのた

め、高問中11の鉄工却を使う 乙とになり 、その株式を持つ
Ｍｾ＠

ｙ 号 、 γ Ｂ， ＮＮＮ Ｇｦ Ｇ ｾ Ｇ ・ いＺＮ ， .". "  

.、 ‘ "か付.

ミ;，，_. 事伊

たのであ る。

当時は何市もなかったが、敗戦後満洲か ら五iiる住友人
"  

がほとんど全郎高岡から金を俗りていたので、高間一族

が引防げて きた11与に 、その借金の返済を迫られた。河村

取締役は満洲l乙抑宇野されているし、住友本社は解散し て

おり 、金を借りて仰った住友人はほとんど元の勤務会社

か らかえり みら れなし、。結局内地での唯一の住友関係の

み_ .  li 

九 泌宅5. 1

き襲 、

重雲影，i込

ｾ Ｎ＠ ｾ＠ .. 
1 、

考

、w

.  

取締役として、矢而 lこ立たされて処理せねばな らぬ立場

とな った。しかし ζ れは後 lζ 記す ζ とlこする。
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IIR和20年 8 月15 日正午に、政府の重大発友があるとい

うことを、ラジオは放送している。例によって今 LI は大

鎚報の大木' 出発表でもあるのかと国民の大部分は期待を

かけている。

戦時中の住友本社の，tJ ' l 報はかなり詳細で正確であっ

た。 -;!i ER総理事は内閣の参与であり 、北沢市i i J j常務理事

は近衛公と親しい。t i ' J 報をもらさないまでも 、r;; 相の)' ，-

鱗でもお互の聞の談話に察知するとともで きるだろう。

私は iIIi rJ から 15口の放送が全面降伏の天主陛下の声明で

ある乙とを知っていた。

疎開地三回からの不便な汽111の通勤lζ 、 乙の 2 年間何

気なくみていた山も川も草も木もあらゆるものが14 日の

苅・途には、H行路たる桜気を帯; びてみえた。私はt j n 次世

界戦争lζ 敗北したドイツを、敗戦後まもなくみた。そし

て戦敗国民がいかに悲惨なものである かを、現実lζ 乙の

自でみたのである。述合 ｾｲｲＨ 乙内領された後のわれわれの

生命、同民の約状を予想すると 、戦時 '1'以上l乙惨治たる

ものがある乙とを察知する乙とができる。戦時協力会議

などを作っ て、乙の戦争 lζ 協力した住友財閥の首脳者連

の末端 ＨＨＱｭ っていた私 ｬζ 対し 、 ｾｉ 領軍が 、 生前なり悪く

すれば生命をも脅かすような処置にでるかも知れないこ

とが、当然の帰結としてZ- えられる。

1I1rll 、かれを思い乙れを思い、住友の行方を考え、 ま

た同家の巡命K 思いを巡らしつつ、 日の長いi l . の夜なが

られれはてた三田駅についた。 IIIJ は防空処置のためよ'];111寺

になっている。いつものととながら今日は足がofi い。そ

の ＱＱＱｾＭ さがいつもと巡って陰惨に感ぜられる街路を ￬ｩｬｬ って

家lζ 帰った。

門を入 ってい くと 、玄関が何となく騒がしし、。いつも

は老妻と二人限りの生活で物的ゅ、でーあるのに、今 11 はな

にどとかと迎えにでた安f C . 1l¥] くと 、三 問符記号: 呂の特r¥:{j ii 果

の人が二人きて、符の内からお帰りを待っているとい

つ。

疎開先の閉会家の乙ととて、広くもない玄関 lζ 顔見知

りの特高二人が坐っている。なにどとですかと聞 くと 、

「乙の 1 週間余り 、以の '.'!:i 華美に述絡しでもなにどとも

要領を得ない。ほとんど見放されたかっ乙うになってい

戦

るが、地方も lijl ( f tが長ひF く結果物資も少くなり 、人心も

なんとなく安らかでなし、。竹内の思先日上K 注志、すべき ζ

とでもないかと 、 日ユの ｾＧｩｈ 突に述絡しでもＲｦ傾を得ない ｯ

j. 'l ブJ は住友lζ 関係しているので、なにか問き乙まれた乙

とはないか。荘、土手は4寺lζ 注意をうけることは ないかIlAき

にきたのだ。」

というのである。彼':!J も戦局については、多少の不安

感を抱き始めていたのではないかと終せられる節もあ

る。

しかし、明 11 の! l l 大発表がなにであるかは知っていて

も、私は彼等にまだいうべきでない。

「私は明日の' 1 i : 大発表がなにであるかはま11 らない。た

だで当察は 、よかれ悪かれ、いかなる場合にも毅然たる態度

で、人心の安定、治安の維持l己最善の努力をすべきであ

る」と説いた。彼等はさらに「明日のためになにかして

おく乙とはないか」と間し、たから「特に何もする必袈は

ないと思う 、ただ沈，j ' i - が必要である」と説き、後は |世間

話をして分れた。戦時中特高の訪問をうけたら 、そ乙に

はなにか1I J ' ¥; 1t i たる空気が漂い、特高は恐い鬼のようなも

のという観念を持っていたが、あってみれば彼等も人間

である。車生務を ｾｉｴ れればつきあいやすい人達である。

;"f 察の特高が帰った後、夜更けになってまた空襲得報

が1!lJ った。 uの夜の! 日liれた空に庄がキラキラ光ってい

る。防空頭巾を被 って、恐らく乙れが最後の空襲習報だ

ろうと思って外にでてみた。

夜、の家は三間の余地を図む昆9J I ( 1 I 汀と称する小高い丘陵

の上 ｬζ あｾ，た。 ｬｬ の士 ｪ 長尾敷である。邸外の台地にある

IT く実った水回の南lζ は六甲の哀山が腕挺とのびている

のがみえる。六甲山の [nj うは御影、住需の阪神の都市で

ある。

山 の ｛￭ｊｪ うにサーチライ トがｾＡ｜ 数 ｉＨｾ を Ａ 照射している。

防空砲が一斉に打t I - ¥されたかと思うと 、一、ニのアメ リ

カの B 29飛行機がサーチライト l乙照しだされ、私の正而

御影辺にきたと思う頃から 、 焼夷到 ｩ や燥 ｾ￬ｴ が無数に投下

されだした。キラキラと銀鱗のような光りが、高空から

雨のように降って、六巾述峯の シノレエ y 卜の彩 (ζ 消えて

いく民観は大体制である υ
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しかし、その下に焦熱地獄の苦しみにたえねばならぬ

多くの知友同胞の乙とを考えると心は痛む。

I!J' I日は降伏と 知っているだろうに、なぜその| 前夜まで

も、敵国ではあっても無事の市民を苦しめねばならぬの

だろう。

しばらくすると B 29は、われわれの上空を飛んで北lζ

去った。いつものコースである。

六叩山の按線が背後の市街の火災の光で' ! i lf 然と E尽く l決

しだされてきた。そしてみるみる内 lι 数里を隔てた、三

田町の上に滋々たる黒艇が磁いかぶさって くる。 作えよ

うも ない恋臭がi ' 1' う。

泉純iVi - らぎ山|布l うの火災も納まると 、またえの r' {i q誌が

返ってくる。

山村の気味の惑いほとーの僚かさというものを今夜ほど

! 感じた乙とはない。夜が的かであればあるほど目は冴え

てくる。荘、は夜通しまんじりともしなかった。史上始め

ての外敵のための占領を党悟して、かれ乙れ思い巡らし

ている内に、いよいよ 8 月 l5 Uの眺光がさし始め、いっ

とはなしに物音が間乙えてきた。

大阪への通勤列車のなかの人々のMは、長い窮屈な住

所で ｾｆＮ 気もなくなっているが 、 今 ＱＱ の Ｑ Ｑ Ｎ，ｦＮＺの巡命の転機

を知 l らず、l作1-1と少しも変っていない。

会社ではￃ， ｌｉ の午 後 、 私の主に怜 ｬｾＱ にｾって此うよう

に命じた。荘、の宅lこはラジオがあるので、一絡に 1mくた

めである。

J 1 二午から予報のiili り、天日陛下のお声が疏れてきた。

予知l していたとはし、え、途切れJI 持ちな陛 Fの悲痛なお声

での企i J i i 降伏の詔勅lζ 荘、は泣いた。みなも泣いていた。

外にはなお爆撃のi f / . fl 音が1m乙えている。砲兵工廠がこ

の最後の土壇場までも 、爆峡されているのである。#1・北

の方大阪城の背後から、黒煙が滋々と立登っているが。

乙の悲しい知らせをうけて、虚脱状態になっている私達

には、昨日までの爆撃の恐怖は! 必ぜ られない。思いなし

か爆音も空虚に問えてきた。

乙の悲報lζ 接しても 、 さてわれわれはいかκ 今後に所

する方途を講ずべきか 、 ｉｾｈＡ 墜 に考えも浮ぱなし、。しばら

く静観して、今迄iill り事務を執る乙とを命じた。

私はさっそく今後に対する態度処置を間乙うと思っ

て、住友木社へいったが、本社とても別 lζ 特別のとるべ

き手段があるはずもなし、。ただ陛下のラジオ放送に至る
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までの軍部その他の行動や、今なお帝郎で続いている軍

部のWJ 符，の模様をIt日かされた。それにしても乙の際、わ

れわれのと乙ろでは社内の静還を保つ乙とが& も必要と

感じ、その処置をとった。

帰途の乱州i した汽-'11のなかは籾と巡って、空気が陰ti ¥1

であった。三聞について宅に帰っ てみると、また三間笥

察の特高が私の帰りを待っている。

その話によると 、!日zのち察でも何も紘子が分らない。

今日の無条件降伏の車! 認をラジオでrmいた後、fI 方は今

日の乙とをすでに伺l っておられたように感じたので、今

11はなにかうけたまわることはなし、かと思ってきたので

あるという。

ノト LI となってはもうなにも問、す乙とはない。私の知っ

ている限りの* 京の到u;ti!. の乙となどを知らせた。そして

事態の終1，1くまで従来週り治安の維持に努め、1r'¥下 lζ 軽

率な行動の起らないようにすべきであると告げた。

会社の活動は殆ど停止の状態であって、もっぱら食料

などの配給品の獲得 lζ 心を使 ったのである。 社口の生活

はー庖芹しくなってきた。

いづれは米il 了が進入してくるに進いない。官辺もわれ

われもくるべきものがいかなる形をとるであろうかと思

い巡らして 11 々を過した。

野療のノJ も弱まってきた。大阪駅の柿内の大コンコ ー

スの地下街への附段の蹴の壁 l乙、家を失った幾制l もの家

族が、床にーl必づつより添っているのがみえだした。多

くは栄E うた凋で死相が3iii われる。 lリ111 の命がどうかと 、

案じなが らみすごして通らなければならない円分を腕甲

斐ないと思うが、いかんともいたし方がない。

翌仁11司じととろを通っ てみると死相がWIているとみえ

た一人がはたして死体となっている。しかし、一緒にお

る家族の者も死体の処置もできないでいるのが悲惨であ

る。停車場構内のコンコ ースが乙の状態であるから、格

外の楠木のMっている芝生の上などは、こういう就が幾

組もみられる。そ して口に [ IIL衰え、 IJ IL 11 に死んでゆ

く。

道行く人はほとんど幾らかの栄養失調にかかっていな

いものはない。それが 8 月の焼けつくような U光にさら

されて、75黒い顔々と化してい る。 8 刀1511 までは、そ

れでも幾分住気を保っていたが、今はだれもかれも亡朽

の相貌をしている。

ｾ＠
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流言強語のなかに明け暮れている内 K 8 月も過ぎ、い

よいよ 9 月1 口ミズ リー艦上の降伏という 、わが国の歴

史lζ 一時期]を制する劇的 な戦争の終末がきた。

9 月 2 U からは米軍がいよいよ進駐してきた。餓えた

狼のどとき婦女子への暴行が伝えられた。いつの場合で

も、被侵入国の乙うむるいまいましい宿命である。

気の早い人は、安や娘を 田舎に移し始めた。大和撫子

を黒ん坊や憩眼紅毛の外人の本能の餌K する乙とはたえ

られない。芸者さえも日木が敗 けて外人が入 ってきた

ら、自殺するといっていたものであるc

乙うしたある日の乙と、J ( . f のち察から人がきて、われ

われの会社のある祭原ビルを検べにきた。それは大阪κ

米軍が進駐して きで、良家の子女ICfi白書を与える乙とを

防ぐため、市内各所K 娼kii} の家を予め設けねばならぬ。

その下見にきたのだという乙とであった。まだ決定して

はおらぬとはいえ、乙の家をそういう目的に使う乙とを

極力拒絶 させた。

その内に株式取引所の設計が当社の一部となった元長

谷部竹股ru築事務所の設計 ICより 、図面iも揃っていると

いう乙とを聞き伝え、また府の野望長から乙れを娼畿にす

る設計を頼んできたとかで、笠察の乙とでもあ り、設計

をしているという乙とを聞いて、荘、は「も ってのほかと

思う」と断るように命じた。

その内に臨海軍人が、|援を j伴かれて帰 ってくるよう K

なった。三聞にも内地K 駐留していた軍人が、ボツボツ

帰 って くる。大概開放の際、軍にあった相当の物資を持

って帰 る。 なかに要領のよい男は、大八車l乙杭みきれぬ

ほどの物資を持 って帰る者も ある。

ある日大阪駅のプリッヂを、自分の体の数倍もある大

荷物を背負い、その: i l l : さにたえかねてブ リッヂを這うよ

うにして、叙lを杖にして登っていく軍人をみた。通 り過

ぎて見下してみると 、なんと人並勝れて立派な八字髭を

生や した陸軍大尉である。比較的年をとっていたから、

恐らく後備の矧 ｾｭ 人だろう。故郷には変Ｚ子が待ってい

るのだろうが、なんと浅附しい子告国軍人だろうと恩っ

て、なさけ なく思った乙とだった。

第 1軍司令部住友 ビ ル デ ィングに

東京からは米軍の東京進駐が伝えられ、接収された大

ビ・ J レデ 4 ンクが、 1 口、 2 U の聞に全部 ill 去を命ぜ ら

れ、家具、什器も無秩序に無理矢理』ζ 搬出させられ、大

混乱をきたしているという報が頻りに入 ってくる。

大阪も何れは同じ巡命に陥る乙とと予J t J していたが、

来して第 1 lfi が和歌山lζ 上降、先発| 援がきて、司令部の

建物の接収のため、各所を調査し始めた。住友ビルデ イ

ングにもきた。大佐級の米軍人が府庁の役人の案内で、

ドヤドヤ入ってきて 、 建物の大きさ設備ｾｾ［質問をして 帰

った。

今度の接収では銀行の建物は避けられるという噂が伝

えられた。住友ビノレディングlこは 1 J桁と 2 階 κ 住 友 銀

行、住友信託が入っているので、あるいは接収されない

のではなし、かと思っていた。しかし当時では、大阪で最

高級のｾ物であるから 、 米Ｇ￮ｦ ｩ が乙れを逃す乙とはあるま

いという説もでて、数 LI は不安の内に過ぎた。

はたして、第 l W の司令部は住友ビルに、当特下第25師

団の司令部は、日本生命と定った。ともに私達の設計に

よるものである。

住友本社では常務理事の北沢敬二郎君と 、庶務課長の

値村実君とが直接担当していた。ピノレテ' ィングの所有者

としての私の社からは、係の者をだして、本社の下助け

をしていたが、乙の建物から急に退去を命ぜら れた場合

の処置等考えて、不安の念が全住友』ζ 自民っ ていた。と乙

ろがいよいよ接収の交渉が始まるというので、北沢常務

ｽｾ Ｔ ｽＱ が 、 米 軍との接衝は荘、が自身でし て く れ 、 との命で

ある。あまり呑ばしい仕事ではないが、引受けざるを得

ない。住友ビノレ全館が接収されるよう な乙とに なると 、

乙れは大混乱を起す。 なんとかして、接収を最小限 ICII食

い止めねばならない。私の立任は! ] : い。

新大阪ホテルを占拠している、第 l l f I の先発の接収の

係官トー 7 ス少佐から呼 lUしがあったので、私は単身で

出向いた。それは 9 月23日の夕方の ζ とであった。私の

社には茶話を話す者が他にいなし、。先方が緊張している

矢先、言葉の分らぬ人を述れて歩く乙とは、足手緩いで

もあり 、間巡いを起しやすいと思ったからだ。 新大阪 ホ

テノレにいってみると 、 乙れはまた な んと物々しいｾ戚ぷ

りだろう。入口やラウンチ・K は軽機関銃を持った兵が立

って、誰何するのである。吉川英治の太閤記にある戦乱

| 時代の場面が、私の頭lζ 浮んだ。敗北して城l児波しの交

渉のために、勝ち誇った敵陣に、単身采り込んでいく英

雄のよう な心持がした。
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トーマス少佐から 11千びだしがあった旨告げてしばらく

待つと 、私がカーナ ノレ トー7 スだといって、品のよい琢i

付 きをした111人がでてきた。先ず坐れといって煙車をす

すめてくれた。久しぶりに l汲う米国製のキャメルであ

る。 花、の想像していた} ] 二迫的に敗戦国民と見下す人物と

は泌い、柔かい態度で交沙が始った。彼は住友ヒ) レを、

第一軍司令部として接収するから案内せよ 、接収するま

で乙の ホテルlこ宿泊せよ 、食事は米軍で支給するとの乙

とであった。

タ間の迫 った土佐廊川の水は、玉県く削 っている。近く

米:tIHζ 占領せられる不安からか、人通りもまったく途絶

えて淋しい。煽掘が建物の聞を ｊ ｉｾ ぴ うどっている のは 、 廃

舗を恩わせるようで法惨な! 必じが昔る。

トーマス少佐は約機関銃を肩にした兵一人を. i r s れてジ

ープlζ 乗った。ジープというものに初めて采ったのだ。

私は兵二人の聞に挟まれて、後の席 lこ坐らされた。物々

し い ｾｾｦｊ ｉ 主 である。

彼等にしてみれば、小数のJ= t ; を辿れた先発隊で、降伏

はしたものの野蛮な IJ 本人はなにをするか分からぬ、と

いう不安があるのであろう。私としても 、言葉の行迎い

なとから 、どん な自に合わさ れるか分ら ないという広供

の念が{'I' う。始めて采せられたジー プの 上 で無言の内

lこ、住友ビルデ ィング l乙連れてL、かれた。

住友ビ J レデ ィングの 31粧の東北| 判の室は 、住友本社の

庶務課の室である。 乙乙 lζ は電灯が必! 々とついている 。

全館接収か、 3 1階以上伎収か、全然 F 怨できない不安に

馳られながら 、私の交i!t の結果を符っているのだろう 。

住友ビノレデ ィングの所有権は私の会社にあるが、戦時下

の ｼ 妨 術 と符混とは 、 本 社が 所 ｾｮ し て いたのである 。

荘、は力 一ナノレト ーマスを 3 階の一室rc. 招いて、官1' ，;r"1の

状況を説明した。

r  1 1給2 1析は住友銀行 、住友信託の 2 金融機関が使っ

ており 、 319，皆は住友本社が使っている。金融機関の接収

は 、 証券 、 現金の Ｈｾｮ 等があり 、 Ｍｉｊ も業務を停止する

乙とはでき なし、。 もし 、 しいて ζ れを接収されると 、わ

が同の経済界は大ilt 孔をきたす。住友;本社は傘下数一1-社

の統制lをしているのであっ て、その抜ーl収もまた経済の社4

ＱＰ ＱＮをきたす 。本 ビノレディングは Ｕ Ｑ 続ｾで 、 ｪ 妄上である Ｖ

| 特にも若干の室があるが、後収は最大 』階 5 ｉｾ 皆及ひｾ hi 上

向1f t乙止められたし、。 もし、ゆるされるな らば最上19，!iであ

100 

る51桝だけにし てl' It ，、たい。」

と 紘 Ｑ 噌 ｾｧ 願 し た。

トー 7 ス氏は黙って聞いていたが、 ともかく案内せよ

という 。

私は各| 松をくま な く案内した。社員の去ったビノレデ ィ

ングの I-IJ は、気味の惑いものだ。機関銃を作 った兵二人

は、 ト- " 7 ス氏の側を離れない。その内の 4 人狩猛な顔

をした兵は 、私が話しかけても 、l見みつけて返事もし な

い。彼自身も恐かったのだろう。

その夜は全世r:を一通りみるだけで、ホテノレ lζ 帰 った。

米軍人ばかりの なかに一人淋しく 、 乙れも荘、の下にかけ

たホテノレの察室 lζ 、一夜を lリlかした。室の袋ftfli 、家具調

度品の一つ一つに、設，i ¥当時の思い /.1:' 1が浮び、 Ji! .g，胸』ζ

迫 る。

翌朝食堂にいくと 、 と乙も ｉｊ ｾ 人は私一人 、 米軍人は

私を見| 自] きもしてくれなし、。敗戦国民とはいえ、他 しい

思いがした。 しかし久しぶりに l床う盗官な食料のl床は、

長い食料郊の敗戦国民である私の乙乙二、三年1沫った乙

とがないものだ。香り高いコ ーヒー の味も美味しいが、

乙ういう! 必3、tはなんだか CJ 分臼身を浅間しいと; と! ぷじさ

せる。

乙の 11ー 11 は例の収機銃を持 った兵二人にまもられた

トー 7 ス氏と 、接収される室の交渉で暮した。

Ｑ 、 Ｒ Ｑｾ Ａ￭の銀行の部は接収し な いということは 午前中

に定った。 午後lζ は住友本社のある 3 階も 、11l t事である

乙とが決定的と な った。 4 附は最後まで怪しかったが、

私も大分彼等のｾ求する室の配置も分ってきたので 、 図

示して卜ー 7 スの化事を助け、夜遅 く5 階全部i と屋上階

を接収するという乙とに決定した。

ト- " 7 スは二 日聞に接収された階を空けよと命じた。

使う言葉は穏かだが内科は酷しい。そしてE 役室等の

器具イ卜黙は一物も搬出すべからず、 という命令である。

6 1科は共同胞設の主! 日食堂、台所、n資応接と食'堂土庁

であるから問題はないとしても 、 5 階は、住友生命が大

部分をしめてしもる。その業務は- IJ も休止できない。乙

れだけの大会社を二 11 間に行き先きを見付けて、移転さ

せる乙とは不可能に近いwomな乙とだ。 しかし 、無理を

押し通すのが戦争だから ( l ブj がない。

東京でも同級の乙とで大M乱があったことを伝え 聞い

たが、丸/ 内のある海上火災保険の建物が、全館二 日で

P  

‘-



F、

F  

3  

立退きを命ぜられた。それはできないというと 、 LI 本軍

は7 ニラやシンカーポ ーJ レで、一日で退去を命じた。と

撃され 、 期限までに搬出されたｾ具が道路 ｬζ 雨にうたれ

て放置されたと聞いていた。

私はトーマスの命を聞いて山路主主巡したが怠を決して

承諾してしまった。

ト- 7ス1(. 分れて 3 階のぶ社l乙いくと 、銀行と本社が

jjjJ かったので一安心していたと乙ろに 4.1秘も助かったと

いうので、大成功とみなで喜んでくれた。

それにしても気の毒なのは住友生命である。二 日間で

は、大切な笥ー類や器具付器を搬出するだけでも容払でな

い。会社の秩序は破嬢されてしまうだろう 。 しかも 、ま

だ行先も定っ ていない。

社長の小必君に交渉の顛末を話して、 乙うするより他

に仕方がなかった乙とを話して、背哀を了解して くれと

頼んだ。社長も機嫌がよかろうはずはない。しかし、そ

ζ は永年住友の禄を l喰んだ見だけあっ て、大局的には最

善の方法だっただろうといって理解してくれた。

二日間で城明渡しをせねばならない。その方の行先き

は本社の総務でと乙ろどころ探し求めたが、結局近くの

愛 EI小学校が、学謡疎開で伎われていないので、市当局

に頼んで 、とりあえずそ乙に引移る乙とに なった。

翌日から 5 階 6 1法は上を下への大騒動である。その間

トー Ｗ スから間仕切ｾ ，等について、いろいろの注文がで

る。私は本社tZ，絡諜の数人の技術者を従えていて、それ

ぞれ命を下していた。

不!眠不休の二 日が過ぎ、進駐移転の 日と定 った 9 月27

日朝には、一切の搬出と準備を終り 、各室すみずみまで

縞麗に清掃した。その上北沢常務理事の指図で元生命の

社長室等、進駐車の幹部の室1( ，は花まで生けておいた。

住友式の行届いた準備に 、 トーマス初め一同驚いたよ

うだ。

米軍が一応入ってきて務付いた後で、荘、は古田総理事

のお供をして、司令官l乙挨拶にいき正式に引渡しを了し

たのである。私はホッとして久しぶりに三田に帰って、

静かな安眠を貧った。

翌日 、住友生命の引越先である愛日小学校を覗いてみ

ると 、まだ片付いていない机、附子、書類が、校庭』ι 散

乱している。敗戦の結果とはいえ悲惨な姿である。荘、は

党えず目i i J iが熱くなった。再び校舎の一室』ζ 見苦しい粗

末な尚子卓子』ζ 向っている小松社長に、他びる気持で挨

拶した。

トーマスも至れり尽せ りの準1JI1iで上官 lζ も誉めら れた

のであろう。いたって機嫌がよくよろ乙んでいる。

「お前がよくコオベレート( 協) J ) してくれたので、

司令官ももうこれ以上お前の建物の接収はしないといっ

ていた。」といってくれた。

乙れ以上接収され、乙の二日間のような苦しみと迷惑

を. i i l i 系会祉にかけてはたまったものでない。

その後も数 H閥卜 - 7 スの用事を助けていたが、和歌山

からは次々にいろいろの部隊が進駐してくる。そして司

令部であるためかいろいろの用事を持ってくる。 なかに

は英語の話せる日本人はないかとトーマス lζ 聞く。

Wi で聞いていると 、 トーマ スが荘、の方K 顎をし ゃくっ

て i t hi s one  speaksJ といっ ているのがIL¥1える。

いやしくも、辿系会社ではあるが住友の一会社の重役

である私を「ジスワン」とは酷いと思った。しかし乙れ

に対しでも、敗戦国 lζ 護身用の機関銃と一緒K 上陸して

間のない兵士であれば、仕方のない言葉と患って恥を

忍んだ。

和歌山から進駐してくる新子の部隊は殆ど全部と いっ

てよいくらい、まだ Ilj 領されていない住友ビノレディング

の他の階K 目をつける。そしてそのたびに私は呼びださ

れるが、私は

「ウッドラフ将軍は私が第一軍司令部の進駐によく協

力したから、もうこれ以上乙の建物は接収 しないと約束

された。」といって接収に応じ なかった。 トーマスは航

で笑っ ている。

あまり執拡bl ζ 接収しようというものは、屋上』ζ 連れて

いって、

「河向う lζ は沢山のよい建物があるではないか。」

といって打J Dした。 卜- 7 ス も 峨 か ら応援して くれ

Tこ。

後になって判ってきたのだが、司令部自身も他の雑多

な部隊の入ってくるのを好まなかったらしい。

乙うして住友ビノレは日本の西半を支配する米第 1 軍の

司令部として Ili 領され、屋上高く米国l点が練った。
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財 閥

7 γ カー サーの東京進駐以来、Mi i 'f il I . によって戦敗者

lζ 対する極々の処置がとられた。財閥は戦争を活発した

原動力でだ 。戦争 犯［ｊＺ者として主Ｑｉ ｾ｜ＩｾＱ は死ｊｦｩ ｊｉｃ 処せ ら れ

るかも知れないなどというとんでもない明まで伝えられ

Tこ。

乙うしたなかで住友土地では、住友本社常務理事の北

沢敬二郎氏が社長を兼任していたのを送き 、私が社長と

なった。住友l乙帰ってきて11 ヵ) J 目である。

職名は専務取締役が社長tζ 代っても 、仕事の上ではな

んら変化は ない。ただアレヨアレヨとく))iliiC. 抗li 移してい

く状勢の目まぐるしい変化に飽きつつ、新しい政治経済

の推移に) 1 瓜応して日常の仕事ぜ進めるより他はないので

ある。

住友財閥にもついに最後の けが きた。

10月18 口7 ッカーサー総司 令部の経済科学局長である

クレー 7 ーが、住友本社の古田総理事』ζ 会われた。当時

は占領軍の総司令部の乙とを General Head  Quart ers の

頭文字をとって G H Qと111んでいた。そ して始めの頃は

仕事の上で G H Qの名を聞くと思わず緊張したものであ

る。

古田 クレーマー会談はもちろん住友本社の経済支配力

の停止、財閥の解体である。戦犯と みなされる財閥に対

するクレー 7 ーの態度はもちろん峻厳であって、iliXJJ 持者

のi伏見文者 lこ対する命令である 。妥協や抗議の余地は残さ

れない。

翌191:1，ζ は住友伝社の理事会が聞かれたらしい。そ し

て10月24口はいよいよ illi 命のi J となった。

24 1"1 午前101如 ζ 住友ビルデ イング 2 附の銀行の会議室

! C . くるようにとの通知1を前i J l L 住友本社から受取り 、つ

いにくるものがきたと感じた。
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解 体

その 11は雨' 工' の低くたれた|信静な U であった。街は爆

触の跡のn付けも山来ていない鹿島担のような盗である。

その! 日j をなにをしようとてか薄汚れた! 服装の市民がうつ

ろな夜lをしてれ往左往している。そしてだれもが後か リ

ュックサック かを持っ ている 。今 日の紛が入っているの

であろう。

大阪駅の内外に避難し ている恨災者の家族は、今 U も

Wf. Uより一人二人減っ ている 。昨日死相がでていると思

った者のｾがないのである。天王寺の地下街の両 側 にあ

るショーウ インドーのなかに死体がある。どこから入 っ

て倒れて死んだのだろうと怪しんだ。乙れが戦敗因の占1¥

7打の今の安である。

銀行の会議室 lζ は住友財閥傘下各社の社長以下重役が

% っている。だれをみても沈痛な而持で、今 U の乙とを

予怨して雌えている。いづれも乙の戦争のi l i X 力の板放と

なる極々の事業lこ身を挺して戦 ってきた一騎当千の人物

である。

荘、のような ｕｌｾ りは 、 今は自身がその家族のなかにい

るにもかかわらず、親や兄である乙れらの人々や、家庭

臼体さ え も客観的にまたは批判的に観察するものだ。日IJ

に僻んでいるというわけではないが。

"  "  私はこのＪりを みて 、 ｉＡｾｏ 手立派だなと Ａ ぶ った。

ｬｪｦ［ＯＡ の Ｑｊｾ 併は人であ る。今集った人々の努 ノ Ｑ と結 集に

よって、住友は大 きくなったのである。 私は乙れが住友

MIω の袋だと感じた。そして今 U以来乙のや巨大な盗はノ〈

ラパラになって消滅するのである。その一人一人をとっ

てみてももちろん立派である。しか し乙れ らの人々 が結

集してだす ) J は単なる数の総和だけでなく 、数 |イ台、数

百仰のノJ ともなる。乙れを恩うと私は非常にi ' t ill な品が

泌されてい くように ! 必じた。

局
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メ ノ71 1の集合の芯、義をほぼ予知している l 竹将遠の而貌

'‘ 

は深刻であって、いつものようななごやかさがない。主

の空気は緊張している。

￭ｴ 刻 ｬ こ ， ｉ￬ｭ 総ｊＱ ｈＮｊｾ が 乙れも悲 ｦｬ ｬ￭ な Ｑｭ 作 亡 人 ってこら れ

た。そして次のような訴をされた。

|同辿をJ 1hしてのli 民も 、同を号f、げての勿ノJ も空し くつ

いに述千 ｾ￭ｦＨ に無条件降伏をする止むなきに至った。敗戦

同であるわが国 lこ対する 1削除名ーの処世は峻厳なるものが

ある。国体の将来についてさえも3匂むにたえないものが

ある 。:r. t を々lf!l. く者ーはII ，HWをli 決犯とみなす とも 伝え られ

ているが、fこだ; 棋を住友家に及ぼさざるようにひたすら

; d 、附し努力している。

住友述系会社の各社は住友ＮＭＱ，社の統 ｾｉ［ｉ ｉ 下に あり 、 一体

として事業IL従事してきたが、財閥に対する緊迫した状

鈴の推移のもとに積々汚肢を巡らした結 ＧＱｾ 、 本日以後住

友本ト! と述系名i - Iーとは一 切の辿系の併を断つことにな

っTこ。

今後は各社は独 ｮ の」工場において 、 手キヒ竹ＱＧ￭の統 ＾ｴｾ の

もとに事業を遊行されたい。

'  ただ、願わくは従来オ，t lがとっていた ト1: L l の十; パド;I;IJ

!土、名社にお いて各々乙れを勝決して1 ' 1いたい。

永年にわたり諸君と事業をともにしてきたが、今円を

もって住友本社と述系会社との関係を断つの止むなきに

至り感慨無量である 。各社の将来の繁栄 と抗日各{ 立の蝕

成を祈る。」

乙れが合問総理事の訣別のiit の豆ー旨であった。満堂戸

な くただ繍然とした屯苦しい空気のみが綴っていた。

かくして住友財閥解体の序k : rが切って決された。

103 



志

向 路 を

無条件降伏のWl 語を聞いた直後か ら、住友関係係、の事業

の |什l 々の1仕t

分は、軍艦、飛行機、砲際、砲身等その他直按戦争を遂

行するために必' ! f なあ らゆ る資材の製造にあったので、

乙ういう TfH，準! こ陥るのは当然のことである 。急行列車が

ｾｾｴｐ 子市したようなものである 。 各社とも主航行は 、 これ

に対していかに処置するかを当然考えねばな らぬ。終戦

後しばらくの間はただ? と然と成行きをみるほかなかった

が 、 ｉＱ を経るにしたがって製造問 ｩｾｓ のごとき会ｼ司各地に

散乱している τJi; 住所が、製造すべき何物もないのにいた

ずらに人を抱えておく乙とはできな くなるのも当然で‘ あ

る。

こうして名応掃とも事業の転換と人日放} ] l とが考えら

ｾＱＮ ｴ Ｎこ 。

ある町部のごときは職工、職日とも 9 '，liIJ もri&YI' す ると

伝えられた。 乙んなのは特殊な会社であるが、その他の

述系の会社も 2 Ｇ， ｉｾｉ イ立の人口務理はお乙なったようであっ

fこ。

その当時の状態としては平時と巡って似切が作品であっ

た。 同家が出減しようとしている際、会社の運命や将来

など想像する乙ともできないという給鉢な気持が、全ネl :

nの心のど ζ かK 羽生えていたのだろう 。

食料は極端 ｬ こ約加になっている 。Ｎｾ ｪＧＡＮＮの ｮ や ｩ［ Ｑｬ公夫のＮｲ ｒ

まで煽って食わねばならぬ時代で、同民が全gjSある程度

のつｾＱ［ｴ ＪＺｕｩ ， ｪ に陥っている 。 なかには終戦と聞いて会社 κ

は1!!t 断で逸平く回舎にいってしまった者も多数ある。 し

かも n 々殆どなすべき仕事もない。 乙んな状態であるか

ら2' ，1; 11や 3 Ｇｾ＼ｉ の人員経理はＺｂＺ ｍ におこなわれたのであ

る。

住友土地工務株式会社も現状をいかにすべきか、 また

将来はどういう方I;-'J に進むべきか、 乙れは会下 1:にとって

も、村長であるな、にとっても今 11 泌せられた屯大な問脳

である。

経'j:?面からいえば住友ビノレディングその他かるの家賃

の収入がある 。 また設日| のブJ も
/;-

11 まで未収になってい

る設計料があるから 、当分の悶はなんとかなる 。 しかし

戦争がすめば新たに復興という乙とも起るが、それまで
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求 め て

は新らしい建築工事もお乙るまし、。土地の将来
lζ

対し

ては先々の見通しもなかなか困難である。現状のまま

では、 乙の会社も人員の整理は止むを得ない帰趨であろ

つ。

しかし 、H肝初 日午経財界不況の余波をうけて、荘、i主数

十: 7 ，の才; は住友を去った。 そのときのわれわれの心境の

湖、しさや、生活の不安を思うと 、現在公社肉体の将来の

巡命、さらに同家の運命が混沌として予知できないとき

であっても 、簡単 lζ 人員整理ということは私にはJ 5 えら

れない。乏しきを忍びながらでもおI i .1こ助けあっていき

たい。そしてなにか新らしい仕事の分貯を| 沼町して、将

来の生きる道を兄 11' ，さねばなるまい。

荘、の過去に味った辛くにがい退職という経験から推し

て、荘、は乙の際一切人員を主経理するという
ζ とをやるま

い。満州 ・朝鮮 ・北支全力 IC派ifi している社口も焔i立した

ら乙とごとく受入れよう 。 そして之しきを頒ちあってな

にか新らしい仕事の分野をみつけ、 乙れによって公社が

心理( ( ' HC も経理的 lζ も?剤、lを取灰すまで忍耐を続けよ弓

とｲＮｲｾＺく決心した 。

その内 l乙満州 . 1: 列島T ・支那から iG々に仰ってくるもの

がある。すばし乙くて速のよいず; は早く帰る。のろまで

巡の恵、い朽は仰i立がおくれる 。帰-iS才7はJrii のみれのまま

で1m- 物である。

彼亡すも数年j J 日は住友の各社から 、大仰において新事業

の経討をするという大きな計画の一役を口って、虫んで

でかけた有為な住友マンである。

しかし 、 乙れ亡すの人々のめんどが、外地にいくまで勤

務していた述系のえの会社にいってもうけ入れて目えな

• 

‘  し、。

元の会社1 ' 1身が人民整理で大わらわである。外
j
也にあ

った他社 lζ 転出した析が帰ってきたからといって、 ど苦

労であった、よく帰ってきてくれた 、正のiill りに働いて

くれとはいえない状態である 。

そして住友木村; はもうなくなっている。

私は外地の各所で新事業のR 1 l 築l乙関係し 、 乙れ' . ; ! j ' ; の事

業地lこもたびたびいったので、連系の各社の幹部や建設

の係の人 lζ 知人が多かった。みな仕事の上で世話になっ
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た人々である。乙ういう人のなかにはだれも相手』となっ

てくれないからといって、私のと ζ ろに頼ってくる人も

ある。なかには ｾＡ￭Ｍ 物でわずかな金を貸してくれという

人もある。私はできるだけ乙れに応じていたが、乙れ等

の人々は乙とごとくある時j切に返し IL きた。私は返済を

予JOl していなかった。学校時代の友人なと返さぬプJ が将

通である。やはり住友κ 育った者はj & うと思った。なん

とはかない人の巡命だろう。乙ういう人逮の今後を考え

ると心が痛む。

その内に私にとって非常κ 困った問題が起ってきた。

満州南悶組の社長高岡浩氏が77f 務の明石君とともに内

j也lζ 帰jhl してきた。もちろん1!!t - 物である。私ど満州住

友金属株式会社の社長河村敏夫君と二人が住友の持株を

代表して、高岡組の取締役をしていた乙とは前にも述べ

た通りである。

と乙ろが満州から知 ってくる住友の社員がほとん ど全

部高岡組から金をかりている 。そ して内地に帰ったら、

住友で支払って1' 1 う乙とを約束しているのである。帰還

した住友の社員もかりた乙とを証明するし、高岡氏も内

地K 帰ってきたから 、約束通り返済して1' 1 いたいという

のである。

河村敏夫君はまだ満州 leいて仰って乙ない、そうする

と内地で住友を代表して取締役をしていたのは私一人で

ある。私がその要求の矢面にたたされる乙とは当然であ

る。

高岡氏は若くて温厚な大家の御 ￯ｾ 子である。専務であ

った内 問鉱司氏は終戦前内地le 帰り帰満が不可能となっ

て、終戦を内地で迎えたのであるが、高岡氏とー絡に帰

ってきた明石常務は、創立者である先代高岡氏の児飼い

の実力者である。しかし 中途から高岡組の幹部κ 入った

内田氏と児飼いの明石氏との問は円満を欠くものがあ

る。

内国氏は内地にあって終戦を迎え、|立聞の情勢も理解

した教育のあるインテリであるが、明石氏は実務で叩き

あげた技術一方の豪傑で、ひたすら主家大事と考える男

である。しかも内田氏に対してはいかに情勢が困難であ

っても本社のある満州に帰 らず、安穏に内地で終戦を迎

えたという乙とに対する不満がある。

私が交渉 ( e 当っても 、内田氏の '!;1J合lζ 理解のある交渉

の仕方を明石氏は手ぬるしとして、務易にm勢を理解し

ょうとしないのである。

満州では古くから大Lt : ; t 家として経済的にも重きをな

していた高岡組である。高岡氏の資産も莫大なものであ

ったに巡いなし、。しかし敗戦の結果そのすべてを残して

線で引拐げたのである。

11本に帰ったらかならず返却するといって、住友の: 7，

において数百万にのぼる莫大な金をかりて命からがら帰

ってきた住友人が、帰っ てきても元の会社には符れ られ

ず、住友本社はつぶれてし まっていて、法的な交渉相手

がない。

高岡氏の内 j也にある資産としては、別府にある相当大

きな不動産と 、若干のill ) J i 2 [ 1 L 過ぎないという悲惨な状態

であった。

住友が満州lζ 市業をおとしたのは今度の戦争が始 って

からであっ て、事業のブJ も設備を鉱張するのに莫大な資

産がいる。預金も少ない、そ乙に突然の敗戦であるから

現金に余裕はない。

その点では高岡組は多年築いた地盤を持ち、資金の調

達も住友関係の会社より楽である。内地lζ 帰ったら内地

の金で返済して1' 1 えるという 便利もあり 、しかも相手は

住友である。事業上の関係もあり 、'Will の上からも困っ

ている住友人を救助する乙とは必要と考えた上でかした

ものであろう。

高岡高且からかりた金の窓、辺、をうけた住友人の数は非常

な数にのぼるであろう。しかし住友土地工務という私の

会社から満州に派逃せられていた者は遠山久、山形清松

ミ手数人κ 過ぎない。乙の点からいえば、高間組』ζ 返済す

る金を分担するとしても 、その比率は少なくてよい筈

だ。しかし私が住友を代表して取締役として入っていた

以上、国家が戦』ζ 負け満州から邦人が追いだされ、その

ため他の事業とともに高岡組がつぶれでも仙として捨て

てはおけない。

私は高岡氏の引状と満州における終戦時の住友人に対

する j早怒とを思い 、私の会社でも相当の負担をせねばな

らぬと考えていた。

私は満州住友金属、満州住友電線その他の会社に関連

のある内地の述系会社に交渉させてみた。しかし満州の

諸会社は別法人であって、元はその会社lζ 勤務していて

も、今はなんら関係がないという理由のもとに私の企図

l乙同調しようというものはない。
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なるほど理屈をいえばその通りである。 しかし終戦ま

では自 ｉｪｾ［ 会社として人事の交流もあり 、 資本の関係、も絶

無ではない満州における同系会社の社員がたとえ法的に

はなんらの理由がないにしても 、住友の伝統と信f f J K t&

いて援助して1' 1 った好芯、を七時てて顧みないのは、あまり

lζ 無↑ 15ではないかと大いに憤慨した。

住友木村ーがその活動を停止していなかったら 、もちろ

んとの問題は本社が取扱うべき問題である。しかし住友

本社はもうその段能を停止している。そして私は市岡高: l l

の取締役ではあったが、その高問中11 ももう泊減してい

る。私lζ はもう乙の上他社を説くカはなし、。

仕方がないから元総理ポの古mさんにとの問題を持込

んだ。そして古問さんは問 中良Hf5e木村:沼!τ 1 ¥を使って、

若干の〈訟を高岡組κ 返済するように他社κ 説かれて片付

いた。もち ろん種々の異論もあ ったようだ。述系の名れ

に責任がないという議論もでた 。 ｲｾｪ 問組としても持って

帰れる資金ではなかったではないかという議論もでた。

また今 nとなっては、満州の円のfilfifltl と内地の円の{ 日li 他

を同ーとみる乙とはできない。相当レートの差をみるべ

きであるという議論もでた。しかし乙 れ等は理論として

は正しくても 、道義上は通用しない。

乙うして乙の問題が、高岡氏としては不満足であった

かも知れないが、一応片付いたので私はホッとしたc

住友の述系会社の社日の整理が進むと 、整理された社

員が今後なにをすべきかということが問題となる。解雇

社員が集ってなにか事業を企画すれば、もちろん会社は

できるだけの援助をするだろう。荘、は住友土地工務は一

切整理せぬ方針であるから 、会社 n体としての新 'Ji ; tは

考えるが乙ういう心配は起らなし、。

なかには戦時中不足11券な石炭のJ ! 持: よj入下に才ー腕を」る

って笠宮な知識と経験をねたというので、石炭向をやろ

うという者もでてくる。

ある会社のごときは戦H与中工場のJ広張新設の越大な池

設工事をした。多数の社員は建築事業に大きな経験を得

た。 ζ の経験をもってすれば土木正t築の川5負業ができる

だろう。戦後! こはいずれは係市の復興が軌道に釆り 、焼

かれた住宅は大阪だけでも数十万戸にのぼる。その三分

のーの工事を引受けても大きな事決になる。 ζ うしてそ

の会社では住友述系の会t - I: の授助を旬 、退職社員を結集

して一大請負会社を作ろうという企画ができ 、1主大な調
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11:.11匝i I!?知も できた。

いよいよ尖行に入ろうという段階になったらしく 、そ

の会材で会議がIJ 日かれた。乙れには住友七地工務もぜひ

参加してほしいというので、荘、の出席を求めてきた。

乙の会議で前記の主旨が述べられ 、 あらたに一大ｾ設

業の会社を作ろうと提案された。

しかしな、は乙の会議でそういう会社の設11.1乙極力反対

した。

ほるほど佑 ｊ ＲＺ Ｇｊｩｾｬ｣ｴ ＧｊＺ重な経験を持った人が戦時中で

きた乙とは、疑問をさしはさむ予地はない。しかしこの

経験 ｬ 立法築主としての経験であって 、 ｾ￯ＧｩＺｮ 者側としての

経験ではない。訪ねうたというものは 、 われわれｾ祭主ま

たは乙れを代行する設計政門学fの仕事とはどi': f)'，別個のも

のであって、その経験は住友人 [ζ は全然ないといっても

よい位である。住友土地主務lこも設計院理の業務として

は堪能な士はある。しかし私のみるところでは、計'i fJ.寺町。

の能力のあるものはまずない。また建築の工事上で直按

人を使う乙と lとなると 、千干の金筋というものの流れを酌

む肉押などもなお残っており 、建築主や設計' i l l i : : P. J l の仕事

lζ 従事していた者には想像もできない社会もある。それ

がため荘、の会社が参加しても 、役[ こたつという向信がな

い。今後の復興I i ] 築の予1立s の内多くの工事を獲得する

乙とは既存の多数の¥l i ' ifJ . 業者のある際到底盟めない。

というのが私の反対の主旨であった。

荘、の反対でこの計画は成立しなかった。それまで相当

周到な調子Eの上で立案されたものであったので、当事者

からは私は相当非難をうけたよう であった。

荘、向身も今の会社の将来の事業を考えねばならぬ。私

の経験からいっても 、 ｦ， ｾｩＺＨＮＱ 業等も考慮するだろうと一般

からはみられるかも知れない。また私自身訪ね業がそん

な作必なものであったら 、今後のj活路をよW¥すため lζ 以

く計画していただろう。

私は建築界に身を投じて数卜年請負業というものがれ

易なものでない ζ とを匁l り過ぎる位知っているので、反

対せざるを仰なかったのである。

しかし 、また今 11 にな って与えてみると 、11、はあまり

にill 築界の*'I ，'J にjffi じ過ぎていたために、これを防止す

るの過誤をおかしたのかも知れないとも思い、また今日

になると別子鉱1Ll らある住友鉱業はその解体に際して別

子建設をうみ、それが相当業絞をあげているではない

¥ 
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か。それにあのとき 、日IJ 子よりもはるかに有力な必設業

の泣11. を防止した私の措置は任しからんという人が一部

にある乙とを耳にしている。あるいはそうであったかも

知|れない。

その他lζ も各社それそ' れの企 lllij が公社 1' 1 身のために

も、退職していく人のためにも考えられた。そして実行

! こ移されたものもあれば、l廃案になったものもある。

長い戦争の問にほとんどあらゆる物資が不足してい

る。退職者が特殊の技術なくして下 '111にできやすいのは

ど乙からか品物を探しもとめて口銭をとる商売である。

多 くの人が乙の道 l乙走 った。 なかには問ブローカーを始

め、臭い飯を食って{ e : { ，請けをしたす; もでてきた。またあ

るすfは乙れも不足勝であった道具尽を始めた者もあるω

その他いろとりどりの姿であった。

住友土地工務も新事業を開拓せねばな らぬ。地代や家

賃収入で安閑としてはいられない。建築耶の新規復興事

業のお乙るのもしばらく先のととである。

私の考えたのは討';-u: ' J 住ではない。やは り商事活動であ

る。ほかの主役立lirlJICも反対者もいるが、多くはf'i 成で

ある。

幸いにして住友上地工務は住友ビ J レディングを始めと

するｾ物とその他 ｻζ 北港にある数十万 ￞ ｹＮ の土地等莫大な

価絡の不動産を持っている。その他にも相当額の流動資

産もある。 i留学の業務を営むにし7 も乙れに要する資金

の担保カは相当にある。われわれの n常の生活もー穏の

商事活動で・ある。商品 l乙対する知識、仕入販売等の技側

の優劣はあるだろう。しかし他のし、かなる事業よりも入

りやすL、。一方住友には伝統的に住友は商事をやっては

いけないという不文律があった。

それはl J J : 界第一次大戦のとき 、lijl (ii. 'f ［［ｾ気に来っ て大資

本闘が liij Ｇｊｾ 会社を作り大 ｌ 、に活動した。住友にも 、 住友

l商事会社を作るべきであるという議論が内部の積極分子

によって彰務として起った。

その際、ときの総理事鈴木馬左むさんが断呼として商

事会社設立に反対した。それがため一部血の気の多い優

秀な社日のなかには、 乙れが不満で退社したものもあ

るo f_l' i 極論者のなかでとどまった布も 、そういう大それ

たことを主張する不都合な者として多くは退けられた。

それほど大きな問題となったのであるが、しかしすべて

は鈴木総理 'JJ の一喝を喰って消滅した。消滅したばかり

では ない。住友内郎では商 ・Ji という 2; 然はー租の祭イ'J と

な った感さえ生れた。そし てその強い伝統の観念は住友

本社の ij 脳部の聞には今も強くあLいている。

鈴木; 総l 'lt ，](のJ5- えでは、第ーに住友人は l商事をやりね

るように訓練されていない。第二lζ 住友には製造 ・]( . $が

多い。 jl'ij 事会社を作る乙とはその製品のm化lこかえって

悪影轡を及lます面もあるという ζ とであったと伝え 11'日い

ている。

第一次戦争が終結するや Ｑｾ Ｑｉ与 ｲｬＧ に新設された商・｝Ｈ会社

は大打触を被った。大財閥の作った j!'WJi 会社すらも親会

社の1 . 切さをも怖がし かねまじき大打棋を被った。

鈴木総理'Ji の予見は乙のときは見 'J( に当ったのであ

る。

それから数代の総理事を経、住友の守I.$も財閥として

の規絞も数卜{ たに膨張し、経済界は変化しても住友商事

という然句は伝統的 lζ 無批判で続いていた。

それは当時の総理事の主張の態度が相当除しかったの

と、戦争終結後商事活動を始めなかったために他の財閥

のどとく大きな打1粧をうけなかったからである。

われわれ先市のなかにはli 災後十数1，1'- を経た今 11でも 、

住友が商事を始めた乙とは住友の 7 イナスであったとラ

ジオなどで放送する人もある位、綴強いものであった。

乙れほど級強し、伝統と 、集イ司を犯してまでも 、荘、はあ

えて住友土地工務株式会社の定款を変更し、RiFJi 活動を

敢行しようと決心したのである。あるいは往年住友ピ J レ

ディングのill 築材料口付に当り 、紐脊でした仕事の経験

から 1' 1分にも貿払や商事などできるという気持がな、の心

のど乙かに潜在していたためかもうれれない。

なるほ ど、大正初期] の住友の経包'規校と人的F > ' 1i _ねで‘ は

鈴木総l 'lt'Ji の裁決も適当であったかも知lれなし、。しかし

その後卜数年の住友の膨張は卒業 n体においても 、 人的

ｾぷの上においても非常に大きい。今日ではむしろ商 Ｇｊ 五

会社のある方が大局からみても適当である。また必ｾで

あると私は与えた。乞t:iili lこ推移する社会'hゅうに目をつぶ

って、→数年古r i J の決なを固守するのも賢明な態度ではな

い。 l時巡の歩みとともに昨 Uの非は今 11 の是ともなる乙

とがある。一方今 11 では G H Qは財閥を寸断しようとい

う; 怠図から純々命令がだされており 、住友上i也工筏も独

立し て歩 まねばならぬ。住友財関としては商事は; 1 ; 度で

あり禁イリでもあったが、住友財閥が消滅した今日では、
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われわれが活路を商事活動 l乙求めてもゆるされるのでは

なし、カ〉。

10月24日住友本社が述系各社1ζ 対する支配継を放楽し

てからは なんらの制肘をうけてはいない。しかし個人的

には先輩の意見を聞くのは礼儀でもあり 、また悩誌でも

ある。

もとの本社の理事は始めは一人として私の企図 lζ 賛成

して くれる人は なかった。荘、はせめて勉築材料の売買で

もやっ てみたいといってわずかに同意を強要したもので

ある。

私が乙ういう企画を していると同時に、他方住友本社

の少壮課長速にも乙の|時期を捕えてやるべしという諭が

あったようだ。それには住友本社の一部で‘ あり 、東京 ・

神戸 ・呉 ・博多 ・仙台等 lζ 居者fi を持つ住友本社販売庖の

始末をも考えていたからであろう。

程、がまだ住友本社の建築課長をしていた切である。 IIH

和 3 年大学卒業の新進気鋭の学土述rlJ を中心にした一団

が、私に認を教えて くれという乙とであった。元気一杯

の十数人の乙れ等の人 ( C一週一度宛住友倶楽部で諮の手

ほどきをしていたが、ときどき荘、の家に集って議会名手を

催していた ため、自然家庭的にも親しくなり 、乙のえli 中

からは私はおやぢ敏い にされていた。止月の年始などに

はそれぞれの上司の家を廻った後は私の家l乙流れ込み、

日食い倒し、呑み倒しにくる。職務上の上司でないから 、

遠慮も気兼もない 。元気 滋刺 たる ｾ ｪ｢Ｑ 年連は勝手 な 熱をあ

げて帰るのであった。

IIH和 8 年荘、が住友をやめてか らは郊の稽古は 杜 絶し

た。そして1I l : l 和20"1' -の今 LI では、乙の述中も大学を卒業

して十数年を経ていて、各所で重姿な役職についてい

る。住友本社の重要な課長の地位にも乙の述中のなかの

者がい る。

平案の心安 さから乙のj車中の気持を叩いてみたらおお

むね賛成である。しかし商事をど乙がやるかについては

別な考えもあったようだ。その頃 G HQの住友本社、住

友家』ζ 対する処理の怠図は、財閥を寸断して解体させる

という大方針は定ってい ても、その方法等についてはま

だ定 っていなし、。住友木社の行動というものは慎重を裂

する。古閑総理事はひたすら住友家に以を及ぼさ ざらむ

乙とに専念してい られる。従っ て訴事に早急な決断がで

きない。
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一方占領軍の|時 々刻々に行なう政策 lζ よる j司凶の事態

は台、j ; s (C処理されねばならぬ事的ーにある。財閥のをJH，'j は

非常 ICデリケートな状態で、一歩処置を誤ればいかなる

禍いが住友家な とにおよぶか分らぬ状態だか ら、総理事

は極めて慎重である。課長i 1 ! は事務の処置に困惑する。

気負いたった少壮課長述は" i ' てJ降できない。

乙うしてその頃から住友木社 l乙下克上lζ も似た気勢が

生れてきた。なか; 乙は転1VJ を命じても乙れに応じない者

すらでてくる始末である。どうせ永く ない重役のいのち

と見総っていたのかも知れない。

乙ういう四回の状況から元本社の理事達も 、もとの住

友の一会社である住友土地工務が商事を始める 乙とも 止

むを得ぬとあきらめるような気巡に向いてきた。

そこで荘、は住友人でだれか商事を担当 し統率していけ

る有能な敏腕家はないかと物色した。そして本社の人達

にもいろいろと聞いてみた。古田総理事も近頃では止む

を得ぬと思うようになり 、人選l乙協力する乙とを約され

fこ。

使 わ れ 上 手 と 使 い 上 手

さて俊秀山の ζ とくありと思われる多彩な住友の人的

陣容を見渡しでも 、いよいよとなると なかなか適任者も

見当らない。戦後多数の人が退かねばならぬ状態 lζ あっ

ても 、それぞれの会社もなくてはならぬ人は動かせない

。いずれは財閥解体という乙とが実現するだろうし、そ

の際は当然犠性になる人もとl ずるだろう。そういう人は

いかに有能であっても乙の際は避けねばならぬ。また ' f

令の関係、もある。

住友本社は住友関係事業の統WIJ をやっ ていたが、もち

ろん人事の統W'J はその重要な仕事であり 、事業は人であ

るから極めて机重に取扱われていた。その人事統jlilJ が今

度やめになるのであるから 、永い将来 lζ は社)!li¥も変り社

員の人柄も各ネ:-1:1乙よって変化してくるであろう 。

住友の fl. : 日はもとより 、なん らかの芯l床で低35な采' l ' l

を持ったＭｻＵが多い。 ｩ 昆ｉｩ ｾｩ な俊 ｊ もあれば惇ＩＮｾのごとき逸

足もある。

在、の過去をふり返ってみると 、最初は人に佼われる |時

代 、 次には上司 ｬζ 使われながら若干の古ｾＩ下を佼う ＱＱ 寺代 、

最後は人を使う時代[ こ分れる。

学校をでて10年は なんとい っても経験もな く、一平社

も
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員として上司に使われる時代であるが、よく観察してい

ると 、人によって、非常1こ使われる乙との上下な人と下

下な人があって、その差lζ 非常な IJfJ きがある。優秀な人

でも佼われる乙との下子な人がある。

人間の第一印匁というものは恐ろしいもので、悪くす

ると一生っき纏うのであって、非常に大引な乙とだ。一

度うけた誤った印後はなかなか取灰しにくいものである

乙乙にも人間の巡イ、巡がある。 i比叡j に似: われる上討j の

性絡である 。 混 ｊｉｾＨ で素直な人はどんな場合でも佼われ上

手だ。 しかし押馬のごとき強い性絡を持った者は使い難

いし、多くの場会は使われ下Tt.ご。私なども万い時代を

ふり返ってみると 、li(i かに{ 史われ下 Tであった。

似: われ下子は上司がよほど述制した人でないと 、あれ

はよくないという 裕印を擦されるというイ"illi に陥るもの

である。

入社後 ! 数年経っと相当の地位に佼るが、まだ郎下を

使し、ながら上司につかえねばならぬ。乙の11寺代になって

くると使われ上Tーであった下働き l時代lζ ，4' Y . 判のよかった

行が存外1111びないで、JUl 待，c'ITするとみられる者が生れ

てくる。しかしこの| 時代でも伎われ F Tな白や、精惇な

駿15でも 、っかえる上司に) ] がなく釆りこなせない場合

は、乙の人はよくないという灼印を依される場作がある。

乙の| 時代にE 大な乙とはやはり上riJ である人によって

巡命が左右されるという乙とである。上司である人がそ

の会社の主流でなかったり 、会社のぷ凶と反する方向 lζ

IIJj う人であったりすると 、上司の不運のどきさ添えを食う

乙とになったりする。

乙れに j又し上司が幸に村惇な駿113でも来りこなせる人

であり 、主流l乙添ってl似品目な歩み方をしている人であれ

ばこの人は幸である。

乙の時代はほとんど人の一生の迩命が定まる重大なと

きで迩が惑いと限れてしまう。サラリーマンの運不運の

分れ目であり 、悲哀でもある。

乙ういう 11引にを来り過ぎ述よく人を使うだけの時代 と

なるとまた変ってくる。使われ上手でかつ使い上下であ

ればこれは最上であるが、使われ上手で評判がよかった

ものが、一国一波の主としては失敗である乙ともある。

また一方使われ下手であったり 、上司が駿馬を采り乙な

す力がなくて不過となったり 、あるいは上司が失脚した

とき 、その上司のために懸命の努力をしたため、かえっ

て不過に陥ったりしたものが、今度佼う立場ーに なると存

外持前の実ノ1を'ff2押するものもある。

ｩ 主 ＯＨｾｪ 出は人のノ ｊ ではなかなか支配でき な し、。住友でも

出れた俊秀があるのが私のようなげ反りにはかえっ てよ

くわかる。

住友では一度買った不評はなかなか取返せなかった。

私など往年外人から私lこ対する中傷の下紙を木社理事 l乙

だされてから 、。: f . 円かも知れないがもう一生浮ばれない

と観念していたから 、昭和 8 年建築部の解散に際しでも

池のなかの生活のよう な宮仕えの気苦労から逃れて、白

山な大ihHζ 活を得たような気もしたのである。

ｮＺｾ＠ ' J i の担当主; の人選に際してもいろいろの候補者があ

げられたが& 後に私は私の好みで、当時の住友金属のや1
1

鋼所の副所長であった回路界哉君にきて 買 うことに定

め、 ，li Dl J i亡総J'r ] ctJ > ら説得してIまった。

ａｾ 社からはど ｴ の ｳ 諮の ｩｦｬ 子である 佐 藤俊雄 、 沖田久の二

人がきてくれる乙とになり 、人事上の主脳者が定った。

その ＱＩｾｩｉｈ ｉｬ君はそのとき企画された 他の 仕事に従事させ

るつもりであったが、乙の仕事は実現し なかった。

乙うして会社の定款を改正して商事部門を設けたが、

同時に社1 ' ，も n木建設産業と改めた。

乙れは G H Qから財閥のれを冠した社名は廃止するよ

う)ig![( されたためである。住友銀行が大阪銀行 、住友金

凶工業が)1・2存金属、住友化学が日新化学と改名したのは

乙のときである。

しかし後年事態が変化し住友の$ ' ，を冠することが差支

えなくなってから 、n木II 設産業は住友商事と改名し、

大阪銀行も住友銀行にもどり 、その他の|日住友の述系会

社も II -I IC返って住友を名来るように改名したのである。

H日和20年11月26 1-1定款改正とともに商事郎を、住友 ビ

ルデイングの東南隅の ｉￎＧｪ い ｾｬｬｊ にある旧藤木ピ ｊ レの Ｑ 階 ｬ ζ

設けた。ど乙で工面したのか当時としては入手困難であ

るのに摘を酌んで、新たなる門; 1 ¥を祝した。荘、の前途は

ｦｬｾ 令の 上 からいっても知れたものである。しかし後継者

が将来は住友の名にふさわしい発達をとげるように祈 っ

Tこ。

乙うしてわが社では一人の餓首者も な くてすませるば

かりでなく 、進んで若干の人をうけ入れる体制を作り 得

た乙とは私の最大の喜びであった。
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昭和22年 3 月2811 私もいよいよ 11本主主設産業をさる口

がき Tこ。

敗戦後述1 ' i J f . の日本に対する処理はお々と進んでき

た。ｾするに戦力の ｪ 自滅と経済力の ｬ 政砕が目的である。

ii i 1 i 争責任者として東条さん以下の死刑も決った。始めは

財閥主脳者も死刑にされるような時もあったが、一幸にそ

ういうこともなくてすんだ。

財閥に関する処置としては持株務理 i2f 員会という組織

ができ 、財閥と指定された者や、その家族および支配公

社の所有する株式財産を全部取上げここで処分するとい

うのである。

また財 11品川係の初公判はこれを A B Cの :3 ｉｾ ・ ｴ 級に分ち

その主役を公職とみなし 、 ａｂ ｃ の ｉｾｕ ｉｫに泌じて￯｛Ｈￍ交は

公i脱出以の場。と同級に1削及われるのである。

乙の公職追放のT 段が始めてと られたのはアメリカの

南北戦争のときで 、敵ili 似IJ の力を ff(() 伝的に i乏JIJJ にわたっ

て完府なきまでに出滅するのに非常な成功を納めたと伝

えられている。 乙れを敗戦 11ぶ，こも迎J l J しようというの

である。

そして今度の財閥関係の被追放行は一切の公I般につく

乙とをゆるされない。教職につく ζ ともゆるされない。

財閥関係、の建物に 11' ，入りする乙ともゆるされなし、。返臓

に際して一切の紛うの支給もゆるされなし、。

乙うなると比較的老齢に迷している被 jl J ) j ! { 出土は生き

ていく乙ともむつかしくなる 。

日本主. t ; 没往来株式会社は A 級に指定むれた。 乙れは忠;

外な ζ とであった。

財閥の会社役日に対する処置は ii決|時 '1'の事業の稀類、

ま ｦ こ人事は ｬ￬ 決 ｬｉ ｾｩ rl' の役日を基肢として処国せられてい

る 。 ＱＱ ，ＱｾＰ｜ぷ従来は似 ＱＱ 寺ｉｪ Ｇ はイ、 ｾＩｊ 必公判［であった。そし

て他の財閥の不動必公社は C 級に指定されているのに、

住友のみがA 級に指定 5 れたのであるから飽かざるを得

ない。

A 級と CDl とでは被jl J 放- i t の組問がj主う 。 A 級となる

と常任の主役は全部j I J } j 土省と指定されるのである。 C 級

では ｪ 色ＩＮ￺ ｾｈｉＺ Ｎｑだけで他は寝伐をうけて処列されるが 、

; HJ除せねはな らぬにしても泊以と指定される乙とのイ' ，jffi
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はまぬがれることができるのである。

終戦以来のわが社のi J l I J きをかえりみると 、三: J I: 物産、

= 菱商事のごとき G H Qの紛れ、な向 ' J¥0動を自IJ 始したと

いう乙ともあるが、その他! こ住友人としてあるまじさ不

都合な行為をあえ てし た社日がわが社以外の者にあった

という不幸がこういう結果をもたらしたものである。

少 ｾ ｊ 行為な住友の社日でありながら ｌ 、かなる芯［図から

かJI. り矢1 I れないが、G H Q、特妹整理委員会、大i虫干?な

とにいって、住友は i l Vtt 設住業によって人事統: l IIJ を行

わんとしているとか、財閥復興を くわだてているなどと

いいふらしているf I ーがあった。

それがため2 l l ，川下れもおしつ t って G I-I Qから 、、竹下|守

の住友関係会11 の製品のJV.J 血 、，'::j ，' ついての報行を求め

られたり 、財閥日劫に関係あるいろいろの質問をうけた

りしたものである。 i立憾なことである。

IWl 和221，1'- 1 月勅令第一ぢで juJ j.¥: の組問が発表 Zされた。

日 木ｾ［没産業としては Ｑ￬ 災 ＱＱ 寺 ＧＱ Ｑ Ｇｩ￯ｾＧ 務取締役以上の役職にあ

ったものは jGJ j. : z 苛となるのだ。

荘、 1"1 身は党析の上であるが、永く 一紡に{ 上市をしてい

に池 111' :;1; 彦君を常務取締役にして1'[ ったため、同' J ' . も迭

さ添えを喰って追放者の悩みを l味わねばならぬようにな

ったことは迎命とはいえ気の毒な乙とである。

lI il 和22" J' .3 )  J  ＲＸＱＱ を荘、述被 ｪｉｊｽｪｾｩＧ￭ が会社をさる ＱＱ と決

めた。 Ｏ Ｑ Ｚ ， ￬￭ｪＧ ｬｬ ，Ｑ ｾ ＱＱＺ ｌＱ ｉｾ 叱 ｜ｊ Ｎｪ｜ｾＮ， Ｑζ ト Ｑ ＺＱＱ を集めて左のＲｊｩ行の

訣別の砕を述べた。

「さるl I i怖 Il9"f ・12) J 住友本社関係の不動産を結集して

住友土地て務隊式会社が生れ 、 荘、は ｾｉ ｩｻ先取締役となって

鋭な戦時中の複雑な事態のもとに経 ＧＺＺｾＧ の任に当っていた

が、20"f- 8 刀敗戦という悲惨な粘烈にわれわれ国民は u'I

illi せねばならぬI政同になった。 こういう際に北沢iii j{- I:l 乏

の後をうけて私は社長として戦後の難関に当った乙とは

諸君の ζ 承知の辺りです。

じらい諸君の乙の難局に処する懸命の努力によって辛

に大過なく経科' し 、花、が社iえとなるとともに新らしく商

事部門を設けました。 ｉｍｾ 住友においては商事を日むこ

とはれ是にbとするものとされていたのでありますが、す

でに住友というものが解体された以上、えli 系の各社が多

' v  

、、.
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数の解雇者をだしている際、なんらかの手段によって解

雇者をださぬようにし、またできうべくんば進んで他社

の余剰l社員を吸収していくために新たに商事活動を始め

る乙とは今日としてはゆる される乙とと考え、20年 8 月

定款を変更し、社名も今日のものに改めた乙ともど承知

の辺りであります。

幸 ｬζ し て ｍ の庖銚の各地 ｬζ 所在するものもＡｗｦ ｾＱｩｩ せられ

て利益を得る までに至ったのでありますが、乙れひとえ

に社員各位の努力によるものであります。

しかるに述合国の構想もいよいよ決定し、私itfl め終戦

前 lζ; 常務取締役であったものは木口当社をさる乙とにな

ったのであります。

後は回路専務が社長と なって当社を統率されるのであ

りますが、回路君は識見手腕において私より数等勝れた

経営者であって、私は安心して当社を さる乙と ができま

す。

およそ人聞は事業の上において優秀な後継者を得、家

族 lζ おいてよき相続者を得ることが最後の幸福であると

考えるのであります。家族の相続者のことは将来の ζ と

でありますが、事業の後継者lζ かくも立派な人を得る乙

とは私の人生の最後の一半を飾るものと考え、私自身は

乙の点で幸福な者であると考えるのであります。諸君は

新社長のもと K 今後社員一同協力してー庖の努力をし、

住友にふさわしい会社として成長されるよう K 祈ってい

ます。 」

私はこういう紋別の砕を残して迎いなれた口木建設産

業株式会社の建物を喪家の狗のごとく去っていった。

自分の設計したあの大きななつか しい住友ビルディン

グ、一瞬前まで私が社長であった会社の所有であった建

物、乙の建物にも G H Qから追放という焔印を捺され

て 、 今日以後永久 ｬζ 出入り ｮｾ 来ないかと思うとそぞろに

胸せまる恩いがする。大川町の河畔 lζ でて街路樹の初11の

若葉が私の傷心を慰め顔に揺れるのを眺めながら歩いて

いく。道を隔てた住友ビノレの玄関をみると 、たまたまそ

乙K たっていた顔見知りの守衛が、去っていく旧社長を

みて軽く挨拶の目礼を送っている。私は心弱くも目頭の

うるむのをそっと ハ ンカチーフで拭った。
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昭和24年夏のことである。今の 回総設計工 務が

まだ住友商事から分離しないとき ，社長の回路君

が私を訪ね てき た。

今 度 ，聖 心が東京の久通宮家 の屋敷を買いとっ

て，聖心女子大学を創設するこ ととなり ，設計 者

を探している 。設計 をさせ て もらうように頼みに

い ったら，世間が認 めている建築家 で，直接英語

で交渉ができる人がいたら設計 を依 頼 して も良い

が，通訳では困るという 。 そこで私にい ってもら

えないかというのである 。

私は追放で会社をやめている。その上すでに米

国 で修業 した建築家が幾人も頼みにい っているの

に，私のごときがいっ て も， とう てい お気 にはい

るまい ，と辞退 した。追放の関係は，聖 心が G. H.  

Q と密接な関係があるし ，今度マッカーす一元 er !J

が発起人と なっ て基金 を集めるので，聖 心が良い

ということになれば，建 築 の設 計 の こ と で も あ

り，戦力 国力 と は 何 ら 関 係 が な い か ら 何 と か な

る。 ともかく一度会っ てみ て くれとの回路社長の

依頼である 。大阪に東京のマヂ ーがこられた段会

に小林の聖 心女子学院 で初め てマずー ・プリット

と7 ずー ・ν ッケノレ とに会 った。

私のようなものが， どうし て気にいったのか，

じらい十数 年ほとんど毎年絶えることなく仕事が

継続 し， 当初の膨大な計画もほぼ完成に近くなっ

た。

私は聖 心のマヂ ーたちに会っ て， 世にはこんな

にも敬度で優れた女性たちがあるものか と 驚 い

ｾ＠
ι 。

昭和24年頃は，終戦後間もないととと て人心が

乱れていて ，世の中が醜惑なものにみちていた。

こんなときに聖心 のマヂーに会うととは心 の飢を

いやす紐となって嬉しか った。

26年! と修道院ができて ，院内 i乞聖心会のかl立者

であるマヂー ・バラーを紀る祭檀を作り ， その 設

計をした。 正面にはめ込むその肖像画をだれかに

flli いて もらわねばなら ぬ ことにな り，い ろい ろ と

画 家 を探し て おられたが適当な人がないら しい。

ある日 ， ν ベ ν y ド・マヂー ・ケオ一地入夜、を

呼んであなたが描いてくれないか， あなたは必ず

描 け ると確信 しているといわれ るのである 。

祭壇の 設計 ならともかく ，私 に 7 ずー ・バラー

の肖像画を描けとは無理だとは患ったが，尊敬す

る V ベ ν y ド・マヂ ーからの命である。お引受 す

る こ とにし た。
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古いことと てお写真はなく ，わずかにデス マス

クがあるばかりだとのこと ， それで敬& な気持 で

描けば良 い とのことであったので，三 回の田舎家

で油絵具 を佼っ て描きあげた。 それがこの函であ

る。

27年 5 月 ，私は 3 度目の外国旅行の旅にでた。

もちろんそのときは聖心のお世話ーに もなった。 と

ころが ニュ ーヨークの聖心を訪ねると ，夜、の儲い

た肖像聞に対する 謝礼とい って相 当の !) ll の金が送

ってあっ た。

日本をでるときは何の話もなか った。荘、も謝礼

など:xほども予期していなかった。 私を不; むに悦

ばせてやろう ，弗入手の困難な旅行 を助け てやろ

うという繊細な思いやりからできた行いと感じ ，

私は しみ じみとその心持をあ りがたく思 った。

こういう人々の 教育 を受 けた者のなかから ，皇

太子妃に選ばれるような女性がでるのは宣なる哉

と思うのである。
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近 イそ

建築様式の変化は一朝一タでは

ない

今 ｉｊ は 戦後におけるわが｛ｾのＹＭｬｬ築ー
， 

の級相1 ( . っき，その因ってくる経路

1a  
と，またそれを，いかに考えるべき

かについて ｉｾ 上けＧてみたし、と思いま

す。

近年，新築せられる，いわゆる戦

後述築がその外貌，すなわち9 - l l 築の

スタイノレにおいて，以前のそれとおー

しく臭っている乙とは皆さんもお気

イ、j きにな っていると乙ろでありま

す。 i此新流行とか，最新式 とか，近

代式とか呼ばれて，大都市の邸心K

次からと欠』ζ 大正tt 築が9- l l てられ， ii 次災

lζ よって磁波された敗戦後の，わが

国の初rr有は偉大なる復興ぶりを見せ

ているのであります。

m誌の級式の樹立というものは，

もちろん一朝一夕に成るものではあ

りません 。乙の戦後のＹＭｬｬｾ自のスタイ

ノレの変化も決して忽然としてＱｬ｜ｊｪｾし

たものではないのでありまして，乙

れは，やはり数イ年] I I jからの欧州の

若い情熱1[. 燃えた革命的な思危l家，

芸術家，またはそういう傾向を持つ

'ト

た9 - l l 築家の銭まざる努ノりが 1以後

の，他動的に，あるいは自主的に 11-1

'  

加 をｾｬｩｉｬするよう ｬζ なった敗戦の ＱＱ

み［の上 ｉ 也 ｬ こｾを結んだのでありまし

て， これらの先党名ーと ql しますか、

革新的な J5えを持った人々は，政治

ＨｉＯｾｉ ζ も ，また ｉｕ 状を維持しようとす

るIU来の建築家が牛耳っており， m

築界からも，各種の[F. 迫を JJ i ] えられ

なが ら，その主義主張のためκ illJ J い

てきたのであります。私がここに，

わが悶の以後i . . l l 築のスタイノレの乙と

を述べようといたしますと，同然乙

れらのバイオニアーの乙とを述べな

建 築

ければなり ません。そういたします

と，自然，.fL、fl 身がそのような思先立

を持った寺町ーであるかの如く轡きはし

なし、かと懸念いたしますが，私は決

してそういう先党新ぶった，思い上

がりょうは致しておりま せん。した

がって，また乙れらの先立. f i が陥り

やすい，ある者ーは，実際ある程度足

を踏み入れましたが，私はそういう

政治的な革命思想.l などの持作せもあ

りません。乙 れか ら私の qj 上げてゆ

くお話の聞にも，そういう点をお心

』ζ 泣かれてお IIHきとりを日拠、ます。

なお，さらにお断わりしておきた

い乙とは，私が乙れから，乙乙』乙 I伊

し上げるような，革新的な処築上の

主張や，その作品につき述べて参り

ますと，欧州においては，そういう

主張のB l 築が大流行をいたし，総司T

lこ乙ういう作品が到ると乙ろに実現

していたかのどとき感を皆さんに主j

えはしなし、かと懸念いたすのであり

ますが，乙ういう作品は i以前はも

ちろん，戦後lζ おいても極めて少な

いのであります。乙れら革新派の宣

伝には多くは博覧会のごとき仮設的

な建物とか， ｉ ｾ ｉ 上 の ｾ ｉＮ ｩ 函というもの

が使われているのであります。した

が って実際lζ 実現した ものは，過去

の欧州においては，重量々たるもので

ある乙とをこ: lJX匁l腕iいたいのであり

ます。もちろんニュース ・バリュー

から中しますと，乙ういう革新 ＨｉＯｾ な

ものの方が価値がありますので，ジ

ャーナリズムの方IIiiか らは実際の盗

よりは強く喧伝せられ，強く JIR扱わ

れている乙とが，実際とかけ織れた

! 必じを一般に 'j えていると思いま

す。これは恩: ¥U 界においても問機の

乙とがいえると思うのでありまして

一昭和 31 年 2 月 22 日一

大阪倶楽部講演持集転載

{寓 感

「ポーク 」なと町のパー装のスタイル ・

ブック κ; Uているような服装をした

女・が， ロンドンやノ f リの街に見られ

ないのと同級であります。

復興の順序は日本と逆

現在， U  本の古11市あるいは国全体

の復興は急激に進んでおります乙と

はどポ何lのとおりであります。 1i 災争

のため，わが国のどとさ欺けた国は

もちろんでありますが，1mった国と

いえども，その占[1市は相当に敵地さ

れ ま し た。繁華街の建物は磁波さ

れ， (主I，lf は鋭かれ，住むに家なく，

商売するのに予JJ 務所も不足する悲惨

な状態となったのであります。

私，戦後去る ｈ 付有 Ｑ ＲＷ ｾ 下 ｬζ 短時口で

はありましたが，欧米を廻ってみた

のでありますが，ロン ドンlζ 行って

みますと，" " ' <ー フツレアーチからプェ

ンチャーチ ‘ ストリー卜まで，おそ

らく 上野j五小院から 新柄までに相当

する所と思いますが，その聞にパス

の上から 50数ケ所の大きな燥! 慢の跡

を見る乙とができました。板聞いが

できていて，街を歩いていては，汚

ない見惑さはありませんが，相当の

被'jf と:¥:lH怒されました。パ リはあま

り被'df はあ りませんでしたが，仏，

伊ともにその他の郎市は大きな被告

を受けております。払はベソレ リン IC.

は華客りませんでしたが，ベルリンの

被者は大変だという話です。乙れら

の国が以後復興』ζ とりかかった乙と

はもちろんであり，わが国におい

ても* 京， λ|以をはじめとし，その

{ 也の都市の大 きな被' 占てを受けた所

ふ - nl ζ 郷市の復興にかかってい

るのであります。

しかし，復興の順序はi J 本とヨ ー
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ロッパでは非常な差があります。イ 昆l ι 1i . 1 ] めていました。その事務所を
l乙弘I} るといウ ζ とになります。

ギリスの似lを採ってみますと，イギ 訪ねてみまして，その苅1 I I 高い汚なら
乙ういう状態が国民の思: ¥1 . ¥にどう

リスでは戦後ほとんど総ての都市
しい狭い事務所 lζ 息づまるように，

いう影響を与えるでしょうか。また

で，住宅以外の建物の新築に対じて たくさんの人が働いております。乙
将来の国民の政治的な考えに，どう

祭ＮｬＮｌ Ｈ ｉ Ｏｾ な ｦｊ ｉ ｬｬ 置をとりました。荘、は ＳＰ の積物肢は| 世界的』ζ 取引をしている
いう変化を与えるでしょうか。復興

年前1913年から 17年ーまで， ロンドン 大きな会社ですが，話によると，乙
の順序におけるイギリスとわが国と

におり，はじめ学生々活をし，のち
れでも他の事務所にくらべると，よ

の差を思いますと，大いに考えさせ

に9 l 築事務所に働いておったのであ い方だという乙とでした。 られると乙ろがあ ります。

りますが，そのときの友人を訪ねて 乙の背 ｻｉｾ が，自分は結婚して子供

ILHきますと N o wor k for Archi t ec t  もできているから，家庭κ 夕食にき
新芸術運動のtf 頭

9 l 築家には仕事はないといいまし てくれと中しますので，サレーの回
しかし，乙 乙では，乙れ以上乙の

Ｎ ｾ＠

た。 ｉｉ 築資材の統 ＱＱ［ｾＱ があって，住宅 合町にあるその家に行ってみます
問地についてお話しようと思いませ

のｾ設にほとんど全部の資材をまわ と，なんと ，乙れはまた，彼の事務
ん。また戦後の政府の9 l 祭政策の良

し，古 ｾ ｬ 市 の ｭ 築には供給されない。 所の汚らしさに比べて，小さいなが
否を挙げつろうヨ52えもありません。

住宅以外のｄｬｾは，金額的 ｋ も ｉＱ 日 ｬ 限 らも整った清潔な家で庭もあり ，お
ζ れから少し，乙うして都市に往ち

があって，はじめは 200 ポンド，の 下のものの穏子で草花も咲かせてお
並びましたビルデイングの外貌につ

ちには 2，000 ポンド lζ 緩 和 さ れ た り，家庭生活の楽しみの偲像される
いてお話し申し上げようと思うので

が，その程度では修繕にも十分でな 家でありました。 あります。

いという乙とでありました。 乙れを見て私は，日本の俸給生活
戦後のピ J レデ ィングの外側が，ij 決

そのかわり κ 住宅の建築の方は極 者の立派な事務室と悲惨な住! 日乙対
自iIJのもの と非常に巡ってきている乙

めて脳級的でありまして， li 災後ほと し，汚ない事務室lζ 麗わしい住宅の
とはお気づきの乙とと思いますが，

んと何1，1'- 17) j j円以上建てておったの 英国の状態をくらべて，感慨無量な
然らば，どういうと乙ろから，乙う

であります。 ものがありました。
いう変Ｎｾｾが生れてきたかを ｩｊ Ｚ Ｑ し上げ

iV[: { j ' . あたりでイギ リスはほぼ住宅
日本; では戦後，とくに，朝鮮事変

て，皆さんの新しいm物をど覧にな

は不足の緩和ができまして，乙れか を坊として，都市の銀行，事務所の
るうえの参考にしていただきたいと

らは市街地の事務所建築の許可が綬 五 ｴｾ は突に見事 』 ζ 建築せら れ， 二百 思うのが，私の乙れから l t し上げる

和されるという乙とがイギリスのオ 数卜の大ビルが建ったのでありま
話の目的であります。

ッフィーシアル，ブレッチン lζ 山て す。
わが国の i以後建築の綴式の変貌は

おります。乙 の住宅建築を急務とす - ) j ，そ 乙で働いてい る者の家庭
一それは艇かに様式の革新とか，革

るという汚え) j は，パリ，ロー 7 は 生活はどっかというと，実 l乙酷いも
命という言葉で表現されると思いま

もちろん，全然被害のなかった米国 のであります。六位一闘の一家族は

すが，わが国では尖如として; 1¥てき

でも同級でありまして，パリ，ロー まだ良いほうであります。とくに東
たのでありますが，乙れは一朝一夕

? などに行ってみても，事務所や鋭 京などにおきましては，三!盛や凶!盛

にできるものではない乙とは，前』ζ

. 行のII 築は一つも子をつけておりま 半lζ 一家族，酷いのになると一室lζ
もt:J:tし上げたとおりであります。乙

‘v  

せんでした。ただ住宅/ 住宅ノと， 数家族生活していると乙ろすらある

れか ら，乙ういう革命が成るまでの

ひたすら住宅の建築κ 一路巡進して のであります。 しかも，その多くは
経路を基本のと乙ろから少し IP し上

おったのであります。 不潔で見すぼらしいものでありま
げてみる乙とに欽します。

‘  1L、は u ンドンに着くと，直ちにフ す。いかに昼間，j ，冷l万|殴υt の立派な
1888 1，ドという 11 は，いろいろのぷ

ェンチャーチ ・ストリートのパンク
ｾｊ￧ 務室 で働いていても ，住ｽＮＮＮ｟［が 乙ん l床でぶ義のある 11'. であります。第一

- オプ ・インデアに，かねて送金し なふうであっては家庭生活を楽しむ
荘、のｾれた年であります 。 ーこれは

てあった失貨を1 ' 1 ぃκ 行 き ま し た
気にもなれません。 したがって住} ，Jr 冗談でありますがム。第二にあの 世

が，あれだけ大きな取引のある銀行
というと乙ろは，ただ絞IC. 行くだけ

界大戦を起し，その後の| 仕界の動き

であるにかかわらず，その建物の内
になり，そんなと乙ろにいる u寺聞は

iζ 大きな変1 i J Jを起すJ 乙を1' 1: ったドイ

外ともにμ すぼらしいのに篤きまし
できるだけ短かくしたく なるのは人

ツのカイザー ・ウイルヘ J レム二111: の

た。 11本と何という差だろうと篤い 't ，'J -であ ります。
即位した作 であ ります。第三にはパ

たのであります。
それがため会社がひけ るとパチン

リのエッフエ ｊ レ ｊ 答のｾ った年であ り

以前，私がロンドンにいた，若い コ尽でII 1 f 聞を過したり，飲屋を姐っ
ます。翠 1889 1， ドは， また， ロンドン

以の友人の子供が，ある人; きな種物
てH与をj f 0 して，住む家』ζ は桜るだけ

においてウィリアム ・モリス，マッ
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キントシュなどが，新芸術運動の第 を現代の建築l乙踏践する乙とに人々 るものを写して美を市めるのは祁道

一同の展覧会を開いた年でありま が疑問を持ち始めました。われわれ である。よろしく 1:1己の rわにあるも

す。 乙のエッ 7 エル棋の建設やウイ の時代の松築は ζ れでよいであろう の字表現すべきであるというカンヂ

リアム ・モリスの主rf3と・1中I巡iJiJ Jが建築 か. われわれは ζ ういうスタイノレの ンスキーや" 7 ) レク などの表現iJRとい

界に一つのエポックを作るスタート m誌に感銘を持つであろうか。われ うものなどが現われました。われわ

を切った乙とになるのであります。 われの|時代には，われわれの泌さおの れは，その絵を見ても何だか半uらな

エッ Ｗ 工 ｊ レ ｊｻｾ と ｱｬ しますと， Jll: W スタイルがあるべき代ーであるという い，ll'l il ，、たぶ人だけが判るような絵

で一審高い欽のJ ; X : ，あるいはノ f リの ことをよ Ｎ｜ｾｕ ζ 考え始め Ｎ 111套をJI 見し でありました。

美しい建物として簡単に見過すかも た新しい株式を求め始めたのであり 私が初めて欧州lこ参りましたのが

E・

知lれませんが，決してそんなもので

はなくて械めて芯義の深いもので

あります。

ます。

乙ういう強い勤きが建築家の問 l乙

ｾｉ］ れ，そ乙で生れたものにフランス

19
111紀のPL$革命の結果. いろい にアールヌーボーがあり，ウィーン

ろのものが! : j = れました。そのrl" で - Iζ セセッションがありまして，タリ

審われわれκ とって怠誌のあるもの ム トとかワグナーとかオルプ リッヒ

は鋼鉄でありましょう 3 てｾ［が活眼しました 。

従来の西洋建築というものは，; r i しかし綴式やスタイルというもの

や煉瓦の曜の上lζ 干l J : { j ) : をもたせて主II は. 数人の建築家の主義や主張によ

てていたのでありますが，鋼鉄を使 って，そう符易lζ ，また15 日刀の悶

いますと，枚で' i f i i U: をもたす乙とが に生れるものではありません。やは

でき ，岐本fドJI 己正t物の構造を変えて り新時代の新様式はその時代を支配

ゆきます。鋼鉄の持つ力がどういう する社会的な大き な精神とか，大き

のを作り得るかという，その可能性 な宗教とかいったものがインピータ

を誇っ て作 られたのがエッフエ J レ椛 ス C.i:iJiJ J力) I C . なって社会大衆の共

'  

なのであります。 ヱッフエル燃はバ

リの 博覧会の建物でありますが，時

覧会の正l ! 物にはよくとういう，その

ときのて業の進歩を示す新しい試み

がなされるものであります。 乙の鋼

鉄の可能性を利用する ζ とが. のち

に今 11 の建築様式の革命の一つの原

肉lこなっているのであります。

その翌作のウィ リア ム ・モ リ ス -

iJRの新芸術迩動は，一つの社会巡i J i J )

として宣伝せられ，乙れがまた建築

の新線式lζ 対する辺助の導火線とな

り，次第[ 乙 ζ れから，いろいろの巡

動が起ってきて. 今日のいわゆる新

建築を生む基となったのでありま

す。

ｗｉ 来の欧 州 五 ｴｾ の様式といえばギ

リシャの制l殿建築から来たクラシッ

ク，それから，つづいてキリ ス ト教

によっ て作れたロマネスタ ・スタイ

ノレ， コシック ・スタイル，つぎに文

芸復興ととも lζ 発達した J レネッサン

ス ・スタイノレ等々 でありますが， 19 

111: 紀ごろからは，乙ういうスタイル

I!I : ¥を得て門然lζ 発生し発達するもの

であります。

Ifl 来のスタイルというものも， j ・I

ｾ時代の ｉｉ 族 ｩ ｊｪｬ ｉ 度とかキ リ スト教と

かいうものがインピータスになって

おったのでありますが，乙の新しい

アーノレヌーボーも セセッションも弔

党 ζ れらと同じインピータスの z下f! C

止|されたものでありまして，スタイル

を板本的に変革する新しいインピー

タスを持たなかったのであります。

と乙ろがl時代が次第に進み， 19 1仕

紀末から 20世紀の初めにかけて， In 

1913年でありまして. こういう動き

が頭を上げたときであります。その

後にはテ・スフツレヒのキュ ービズム ・

ツュ ーチ ュア リズム などという 最新

式と 称せられる絵聞の展覧会が似さ

れておりましたが，溢にはアノレヒペ

ンコのダダイズムだとか，1m対象主

義の絵画だとか，バウ l レークレエの

ネオプリミチズム，すなわち章心lこ

帰った絵画なと、千. f i 1 ! 万別の新主張に

よる絵画が ｮｾ てきました。マチスや

ピカソな ども ，乙れらの巨張と一述

のつながりを持っ ておりますし ，ま

た今日のアブストラク卜 !というもの

も，またと れら彫1fFとして起った新

主張につながりを持つものでありま

す。

音楽もまたツューチュア リズムの

音楽などといって，ロンドンのコロ

シアムなどで騒々しい何だか判 らぬ

音楽をやっておりました。

思想界は WI 来の思:¥'[ 1を酷しく 批判

し，乙れに反逆し新しい思想を生む

時代，音楽，絵聞も新しい k義主張

の下(CWI 来のものを悶倒し，これに

反逆する ｈ 寺代』 ζ ，ｾ築のみ が独り Ｑ ＱＺ Ｑ

態依然たるものがある王盟111がありま

せん。

来の封建制度，宗教等にとって代る そういう l時に建築の方の市新思

新しい原動力と なる社会思: ¥i tが芽生 想は主として独仏. とくにドイツ !ζ

えてきました。それは社会制度 !C対 芽生えつつあったのであります。そ

する恩恕的な問題がまず火首を切っ の乙ろ， ドイツ! 日立メーリングとか

ております。 ど承知のマルクスの思 レ一ペンスとかいう述築家が一辺築

恕もこのときに生れております。絵 家というよりは，むしろエンジニア

困，背楽，彫刻にも同じように，乙 ーといったほうが適当 かも 知れませ

の111* のものに反逆するで張のもの んが，主として欽桁だとか，その当

が ｾｉ てれてきました。 時ようやく盛んになった鉄道の柱の

絵阿のブf 而におきましでも ，1円来 ない大停車場や工湯などを設JI・して

のどとく rl 然や事物のごとき自に見 おりました。そして新材料である鋼

円-
，

4

・・
・
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鉄ーガラスーコンクリートなどの持

つ) ] で，どういう構造が可能である

かを工夫しており，大きい築構の建

物がその努ノJ によ って往ってゆきま

した。

とのレーベンスのもとに働いてい

た的熱[ こ白んだ背作技能者がその彩

停をうけて，のちにm築革新運動の

中心人物となりました。それはウオ

J レター ・グロピウスとイムの J レ・コノレ

ピュジェの 2 人であります。

乙の 2 人と皆さんど承知のドイツ

のブルノー ・タウトの 3 人がなんと

111 しましで も，現代建築革命の主動

的役'，I;. IJ を演じた，乙の方面での立役

者と 1] 1して差支えないと思います。

にれらの人々は. 主として工場建

築の方市から 11¥発しておりまして，

当時の一般の考え方から中します

と，こういう m築は美術m築の中に

は入らないのであります。

しかしf皮らは，乙ういう新時代の

建築材料を使用した大きな架構物 lζ

も美があるではないか，あるマスの

配ダIJ ，組作せに調和があり，業があ

る。否，むしろ‘ 乙ういう鋼鉄，ガ

ラス， コンクリートという. われわ

れの 111: 界に今までの材料ではできな

かった桃造を可能にした新材料の使

ます。

乙れらの青年技術者は画家であっ

たり. 当時，美術建築の 11
1
に入れら

れていなかったて場建築あるいは椛

造主体の建築に従事しておったりし

ていて，当時のエコール ・デ ・ボザ

ーノレというフランスの同立美術学校

を巾心とする正統派の学僚をもっ砧

築家が中心勢力を示していた l時代に

- wのレジスタンスを感じておった

ζ とも，また想像されます。

タウ 卜は1880年に生れ， コノレビュ

ジェは1887年でありまして， 1888午

の私よりは一つ作長であり，いずれ

も私どもと大差のない作市でありま

して，タウトを除くはかは，いずれ

も現在でも盛んに活躍しておりま

す。 1913年26才の荘、は欧州 11: 勉学lζ

行ったのでありますが守その頃はま

だ 日本は岡洋建築等の掠慌時代で・あ

りますが. 当時30才前後の上記の 3

人は，すでにI r l来の欧州建築綴式の

排幣のノロシを綴げておったのであ

りました。しかし当時は未来派の音

楽や絵聞とともに 11そ人からは奇異の

| 肢で見られていて. 一時的，派性的

なものとしてl 1 J : 要観されていなかっ

たのであります。

こういう革新作 ｪ な｟ｴＺ ｾｊ ｾ を持った人

用のIr (C，新しい建物の綴式，スタ の作品は，実現はなかなか悶郊であ

イJ レが't.れるのではないか，近代の りますo m築は絵画と巡って央大な

美術的! 必党というものは，乙ういう 資金が要るのでありまして. だれも

ものの 11111:存犯する 。今 口までのク 永久的な9 J l ? ，s に試作の依qt lになりた

ラシックとかコペンックとか，その他 がらないのでありまして，とくにli 攻

多数の械式は. J Tのそれぞれの l時 後の人心の不安定な時代ならともか

代， 民族の級式であって，われわれ く，平和が長くつづいた安定した時

の時代のものではなし 、。われわれに 代にはなかなか，奇矯なとくに大き

第一次 MI 界大戦となり、こういう革

新迎到J のリーダーたちも，みな戦争

に巻き込まれ，戦争の動員のために

ーl咋i 3BlI J も中断されました。

戦争もドイツの敗戦と定って，タ

ウトやグロピウスは敗戦の故間にあ

って，また n己の道を辿 って行く乙

ととなりました。

ドイツでは，その後ご未知のワイ

" 7 - ) レ怒法ができまして，科会民主

党の政府ができたのでありますが，

グロピウスはワイマール lζ 迎 え ら

れ，建築教育の任に当る乙とに なり

ました。 i以後の社会秩序の似乱によ

って，従来の τ主流派 lζ 代ってb グロ

ピウスのどとき革新的思想の者が迎

えられたのも当時のドイツの思想政

治のー而を表わしておりまして，グ

ロピウスは在来のアカデミーと工芸

学校とを一つにして，新しい知総の

もとに，一方! こ建築 lこ関係のある木

了，金T ，絵岡，彫刻等の分科を持

って， その関連性を生かして 研究

し，他方に工房と実験室を持ち，両

々相まって今後のm式i儀式を考えて

行乙うと考え実施したのでありまし

て， ζ れが建築界でやかましく言わ

れていますパウハウスの組織であり

ます。

このパウハウ スは，治築革命のカー

から q:1しますと，歴史上みなが忘れ

る乙とのでき ない一つのスタートで

あります。そうして，新しい桁将柏

村lのもとに，子弟の教育K 当りまし

fこ。

仏のコルビュジェも戦後は門同に

あっ て， 主とし て絵画に彼の熱的を

は，われわれの時代のスタイルがあ な投資はいたしません。そ乙で，乙 傾け，レスプリ ーヌーボーという同

るべきはづで，それは，われわれの ういう人は小さな住宅とか博覧会m 際主義の雑誌，その他の育論際関で

11年代の新材車 M、ら生れるべきであ 築とかし、うものが作品の初めとなる 新芸術の宣伝 lζ 努め， 1922午までセ

る。 のでありまして，その他は多くはペ ーフツレt I - ' i に事務所を聞き，彼の需説

われわれは今や， ￯Ｇ ￯ くさい Ｑ Ｑｬ ＱＱｾｦ 代 ーバー ・プランであります。そして に共鳴する 111界各国の青年建築家を

の級式κ は，何らの感激をも持たな 同志を集めてグループを作り，ニュ 集めて都市計画の I-t 心となったので

い，こういう歴史的な先人の In刊は ース ・パ リュウのあるものを始終求 あります。

よろしく版業すべきであると考えた めている往築の雑誌などの上で論議 彼らの主張は一致して，一今日ま

のであります。コルピュジ ェのごと するのが最初のムープメントであっ での様式というものは皆‘ 宗教と

きは，乙ういう宵い様式はわれわれ たのであります。 か，封建制度とか， ｩｾｬ ￎＮ疾や富豪の政

lこ虫づをわかせるとさえいっ ており とうし て巡却j をつづけている問 1(. tfi とかいうものが蕊礎と なり， そう
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いうものがインピータスとなって生 します。

れたものである 。われわれの時代で・ グロピウスのt ，' i 熱と昨1しますか・

は，そういうインピータスはもう， 性絡の強さと 11' しますか，いずれに

なくなりかけている。そして過去の しても位築のジャーナ リズムの Jj一而

そういうインピータスから生れた織 は，パウハウスをド. 張すればパウハ

式には何らの興味も感じない。そん ウスに，ジ一ドルングといえばまた

なものは棄ててしまえ。われわれの ジ一ドルングに，新聞綿花などをた

H寺代の犠式のインピ一安スは宗教で ; ( i しました。それが日本にも波つて

はない，封建制度でもないfI 族や訂 きて，一時若い建築家などはジード

豪を悦ばせるような思想でもない， ノレングの設計が建築家のやり巾斐の

とれからの時代の様式は，工業と商 ある仕事と感ぜられるようなことも

業とまた民主主義から生れるもので ありました。

なければならない。それには鉄，ガ

ラス，コンク リート等の新材料の可

能性を生かし，商工業』ζ 溶仕する ζ

とから新しい様式が生れるのであ

る。 ζ ういう主張のもとに到I) {，、たの

であります。

ジードノレングの問題を研究してゆ

くと，たくさんの住宅を池てるとい

う乙とでありますから，円然コンミ

ュニチーというものができ，また古fl

市正I-jilijl 乙進んで行きます。 ヲウ卜も

グロ ピウスも， コルビュジェも皆ま

ず{ J 宅』ζ 興味を持 tろ‘ ついで郷市日|

すなわち新 ｭｾ 夜間際会議というもの

などを計画し活動するようになりま

した。 コンミュニズムの行 き) j と似

たと乙ろも見られ，インターとかイ

ンターナショナルとかし、う 7i・禁は，

その当時でも思想: t 界のー而を友わす

ものでありまして，流行を追 ったか

も知れませんがＮのちにはｾＧ，｜とな っ

たのであります。

そうこうしているうちに，一時左

傾しかけたドイツもまた同家忠誠，

民族意識が織んになり，グロピ ウス

のワイ 7 ノレのバウハウスは解散を命

ぜられるようなH寺代となり， iII Jにも

，pしましたように，より左傾してい

たデッソウに移ったのであります

が，ナチスが次第に勢ノJ を得て くる

ようになり 1遂にヒトラーの独裁改

治が始まりました。
乙の Ｓ 人は両 ｾｈｃ も司 ｬ しましたよう

に，T . 場建築の設計からスタートレ

た人でありますが， 3 人ともに文恨

の 1:であり，育論の士であり，また

息忽家でもあり，当時は許述や論説

や紙上の計画が多く，実際の仕事は

たくさんはありませんでした。そし

て，こういう傾向の人の:市として，

いずれも学校の教授になったりして

グル ープを作り桁導fド'1tJ，地位も築い

てゆ くのでありました。

阿の問題も熱心にグルー プをf i ' って 影務として起ったドイツのケ' ル7

研究してゆきました。 コルビュジェ ン民族 t. 義は耕太民族を| 苛外: こ迫欣

のどときは，都市IC住宅が待i Wする し新思想lをtJI 喰しハ: 迫しました。

ような占11市のえ1.1函は将来はなくすべ そして. 世ウトもグロピウスもドイ

きであると主強してf OT I の々' I i !linJ I阿 ツにいる乙とができなくなったので

案がたてられました。 あります。

偶人の集問から l町村がで き，郁rti

ができ，遜 IC同家ができるように. タウトの来日

住宅から都市のj杉がいかにあるべき その頃の乙とをごJ己偲ICなってい

かが研究され，遂には閏家の作り方 る方々もおいでのことと思います

ζ ういう立協の人の興味は多く同

民Ij j 百の根強nであります住民ーの問題

に注がれます。大戦後の敗戦同の混

乱，住宅不足から，住宅，とくにジ

をいかにすべきかの問題にまで移つ が， ドイツを追われた猟太人がたく

てゆきます。そういたしますと |守 さんロシアK 逃れ，ロシアから 11 本

然，思想問題，社会問題にまで進ん に渡り，口本から支加やアメ リカlζ

で行くことは自然であります。 ζ れ 行ったものであります。タウトも一

一ドノレンク ー今日の共同アパート] 作 らの人々も息惣的にうたき進んだｾＮえ

に相当する問勉をやかましく採り上 を持つに至ったととも止むを得ない

げました。口広でもーi時，若い建築 のであります。

家の聞では，ジ一ドルング，ジード 乙の人たちは，また新しいま] 築材

ノレングともてはやされたものであり 料の可能性を生かして，新しい綴式

ます。 をとt もうという主張なのであります

グロピウスのワイ 7 - ) レにおける から，乙ういう材料は今日では 111: 界

パウハウスは政治的の理由で解散さ 各同にありますので， Ilt 界の各悶

れましたが，彼はそのとき左派の勢 が，この人たちと同じ主張で新様式

カの強い工業地のデッソウに再びパ の成立κ 努力すれば， 1住界 111，同じ

ウハウスの組織を移しました。が， 新しい級王にが生れるはづでありま

ζ れも後にはハンネス ・7 イヤーに す。かくして新政式は世界共通とな

譲り，ベル リンで事務所を聞き住宅 るのであります。乙ういう考えから

主としてヅ 一 ドルングの建設に従事

し，- ) J 数千戸の住宅を建てたと中

インターナショナ J レーコングレス・

フォア ーモダン ・アーキテクチュア

郎の人 lζ 祈太人だといわれておりま

したが，同分では猟太系ではないと

いっていたそうであります。 1933{le

タウトはロシアに逃れました。そう

して，乙こで若干の( 1 : 'Jf をしかけて

いましたが，ここにも永{ 1ーできず，

わずか 10 ヵ) J  ｉζ して ＱＱ ，Ｎｪ ｾｉ ｃ きました

当時， ＱＱ 本のｾ築界にもヲウト ，

グロピウス等の革新Wi 可の訊歌朽の

グループがありました。分隊派，機

能派，構成派の建築などといって一

郎で気，t古l を挙げてお ヮた11寺代であり

ます。 ＱＱ ＭＱ時代の様式 ι 分肉 ｉￊ せよ，ｾ

物の用途を最もよく 充 ｔ こす ｭｾ こそ

段も美しい建築である，と叫ばれ，
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当時，東京丸の内の広場 lζ 新築され

た中央郵便局が最 も美しい建物だな

どと，もてはやされていました。

タウトは乙ういう人 l乙迎えられて

日本にきたのであります。彼は大阪

にも参り，建築協会で歓迎し講演会

を車nn会館で聞く乙とになりました

が，亡くなられた片岡安さんが協会

の会長で，私が副会長をしておりま

した。片岡さんは， どういう意図

か，歓迎の鮮を避け私にそれをやれ

との乙とでしたが，私も平素， t世の

中の 乙とはエポ リュ ーションで進む

べきもので，レボリューションは泣

くべきであるという主張を持ってお

りましたので，彼を讃えて良いの や

ら，惑いのやら，変な| 唆! 味な歓迎の

辞を: i d 5 べたものでした。

タウト (; 1 日本にきて， - f t ' 寺はチヤ

ホヤされましたが. 口本で生計の途

を得る乙とはなかなか困難でありま

して，窮迫した住所をし たのであり

ます。

タウトは日本建築を見て非常に! 長

心し たのでありますが，これはもっ

ともだと思いました。彼の従来の

主張は，その土地その時代のl l ; 築材

料を材料の後のまま に使い，構造も

赤裸々に現わすと乙ろに建築の美し

さがあり，新しい様式の見方がある

というのでありますか ら，茶室やa

断tg の建物が彼の従来のて' 1 = . 張とピッ

タリ合っておって，快心事と考えた

のでありましょう 。しかも座やm具

が るJ-..!. を基準としてスタンダダイズ

されているのを見てあの人たちの 、ド

索主張する，基準化する点を理想的

κ 実施している乙とに驚いた K 巡い

ありません。日: ; ; 1 ¥: にきて教える代り

でありましょうが，なかなかそうは

行きません。日木での生活は困難で

ありました。もっともー，二の Hぶ

式の家尼の設計はしましたが，なか

なか 日本の材料を使用しての技術と

なれば 日本人 lζ は及びません。遂に

1171和11作 5 月また口本を去りトルコ

lζ 参 りましたが，革新恩:tIt家 らしく

放浪の末，イスタンプールで衣死い

たしました。

グロピウスもタウトと同じころ政

状の変化のためドイツに おられな く

なり， 乙れは先ず英国に去りまし

た。英同では新建築迩i J i J J について，

いろいろ誠泌など致しておりました

が，タウトがロシアや日本で，[ 号| の

途を得る乙とができなかったよう

に，クロピウスを符れるには英同は

あまりに保守的に過ぎておりまし

た。彼はアメリカ (c ai ! : ったのであり

ます。

ータウ 卜が束tζ |旬ったのに対し ，グ

ロピウスは四に向ったのであります

が， 乙れは彼にとっては級めて賢明

な方的lをと ったものでありまして，

アメリカはとういう建築家が蹴足を

のべるのに l時勢が適していたので・あ

ります。アメリカという同は，どi j X

知のとおり欧州の楠民地でありまし

た。そして，国家としては歴史が浅

く，建築も移民が持ってきた欧州株

式であって，わずかにコロニアル ・

スタイルなどといって II J 級式の変形

が生れましたが， !i{i ・固たる一機式と

称するほどのものでもありま せん。

しかし第一次 IIJ 界大戦を契伐とし

て，国家としては一大飛服をし，そ

して商工業の盛大なる乙とは| 世界ー

で，何でもI l i 界ーと称せねばi j X 知が

んだのであります。

批判される国 連本部の建物

コルビュジェはl l ; 築の設計もいた

しますけれども，元は商家でありま

す。建築の新綴式，同際級式などを

Il nえて占s合が惑い場合はJ i ! l j家として

逃避する道があり，そのうえフラン

スはドイツとは少しく問状を具にし

ておりますので，タウトやグロピウ

スのどとき JT辿は受けなか ったので

あります。

乙ういうふうに致しまして，アメ

リカ K おきま しては，何かアメリカ

のスタイノレとして新しいスタイルを

持ちたいという希望lζ 添い，グロピ

ウスの向調者やその教育を受けたおー

が次第に増し，彼の主張のものが次

第 lζ 生長して行きつつあったとき

に，第二次| 世界戦争が起ったのであ

ります。 111: 界戦争はその名のごと

く， .1世界の同ほ とんど令部がli 攻守?に

巻き込まれ，アメ リカ 以外の強同は

JI持ったず; も負けた者も. 都市やl l ; 築

物がl政峻されたのであります。

そ乙で戦後はどうかということに

なります。

まず，口キ; の場合も見てみ吉しょ

つ。

ｮ ｾ は敗戦後 Ｗ ッカーサーが入っ

てきて， 日本のl l ; てinしを始めまし

た。在来の思想: t ， m押等は，すべて

惑いという乙とになりました。そし

て 11': の中が混沌となり，数十という

新宗教が生れるやら， 何でも外| 司の

流行をすぐマネて，最新i流行，最新

式というものは何でも一時流行する

という浮薄な時代となりました。 7

ンボが最新流行だといえば 11 本人は

IC教えられる形となり，口木の建築 できないような誇りを持つに至りま すぐ飛びつきます。細いネクタイ lζ

を讃えに讃えたので，日本人か らは した。そういうと乙ろに商て業乙そ 網uいズポンをはいた男が銀陀街i i l ' lを

臼木のよき理解才iーであると見られ， 新建築様式のインピータスでああと サッソーと漫歩します。若いｾ築家

新しい! 必党のもと に指導し ても らえ いうグロピウスがきた乙とは，彼ら の中にも早速そういう風采をマネる

る人と思われるように なり，静馬県 を苔ばせずκ はおきません。彼の主 計もありました。チャーチルがベレ

で工芸の指導者として迎えられたの 張を実現させる実業家はなかなかで ー相を被って闘を抑 ｩｾ 、ている｝［ｪ Ｚμ を

であります。彼は日本 lζ くれば彼の きないにしても，思想界は拝んで彼 見ますと，頭も禿げていないのにベ

崇拝者もいる乙とだし ，デザイナー を迎え，ハーバード大学! こ教慨を執 レー相をかぶる芸術家も/ 1 - ¥てきま

として生討をたて得ると恩ってたの り，彼の主張によって学生を教え込 す。シ ャンソンが流行するといえ
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lま，誰れも彼れもシャンソンを 唄 のであります。そして，先にはタウ

い，パリの哀街の淫泌歌手1( ，も礼讃 ト，故近はグロピ ウス， コノレピュジ

の砕を体げます。シ ャンソンはもう ェとi j ! 築級式革新の i三頭が， 今 IJ で

j J j い，今 Uではタ ラパンだといいま は 3 人とも U ノドを訪れたという乙と

すと ，すぐタラバンに変ります。 1ζ なっております。

こんな不安定な状態の国状で，古

いものは除てろ，何でも最新流行， 新様式との比較

: 4え新式という l時代，とくに何でもア

メ リカ， アメ リカ と，アメ リカ Ｉｪｾ

のH寺代lζ ，ょうやくグロピウス一派

が育成し ，ようやく発注しかかった

新線式の池物，とくに国連の建物の

以上のように，新建築の発生の山

来と， i以後における日本の建築の級

相を中し上げてきたのであります

が，多少観念的で判りにくかったか

と思いますので，建築綴式革新をI叫

設計ーが写ムミや!/i E誌などで紹介された ぶ人の主張を建物の実例によってお

のでありますから，ｾ築界がマンボ 話しようと思います。

やシ ャンソンやタ ラバンのよう Iζ 飛 ちょうど第一次大戦と第二次大戦

びつかぬ筈はあ りません。乙うして との聞に，グロピウス などとともに

ペカ. サスの建物や国連ばりの建物や 盛んに様式革新を唱えておりました

レパーピルデング等の模倣の建物等 アドルフ ・ベネ ーという人が，その

が，ヵーラス張りの家として東京，大 主張をグJ レー ネルワル トの: ! ! 1: 族の家

|坂の大都市lζ 続々 と主tt って行ったの について説明しているのがあ ります

であります。時あたかも ，建築界は が，私はそれを予近な乙の建物( 大

有史以来かつて見ないほどの大プー 阪倶楽部) 1(. 適用して中してみよう

ム iζ 会い，こういう姶築の実現によ と思います。

い機会をりえました。

新思想といわれる共盛主義や社会

乙の| 盟( 第 11玄D は大|奴倶楽部の

建物の外観であ り ます。 尤 も乙のｾ

主義はアメ リカでは成功しませんで 物は伝統的なコv シックとかロマネス

したが，jl' fi_[ 業を建築械式のインピ クとか称えるものではあ り ま せ ん

ータスという好餌と，歴史のないア が，やはり制毛の綴式建築のーって・

メリカに新しい建築総式を与えると あります。ベネ lこよりますと，乙う

いう魅 ) J で，クロピウスの処築株式 いう装飾は最早われわれのものでは

の革命はアメリカで一応基盤を作り ない，われわれには何らの感激も感

かけて きました。そして，その最も じなし、。それで，そういうものを取

1=1立つ山来事は，ニュー ヨークの イ り去った構造の赤奴々 な 姿 を 見 よ

ース トリ バー河町1'1(. 建てられた図 う。そう なると次の凶のように なり

際辿合の建物であ りましょう。乙れ ます。( 第 2 図〕乙れらが，われわ

はグロピウスやコノレピュジ ェが顧問

となって池てられたのでありまし

て，写: 以でこ' ノ氏知の乙とと思います

が，ニューヨークではスク リーンと

いっております。アメ リカ人の聞に

も，乙のA. I l 物に対して批判的な者，

非難すると; も非常に多いのでありま

すが， 乙れそ美しいと見るか見ない

かは，観念、の rgjJ組でありまして，少

なくとも革新的な一派からは，美し

t 、7 スのハーモニ ーであると考えら

れてお り， 戦後の日本にも新しいも

のとして迎えられて模倣されている

れを悩ましつづけてきた様式という

ものから逃れて， まだ，ましではな

し、かというのであります。

様式革新論者は，鉄，ガラス，コ

ンク リー トの可能性を進版させて，

乙れらの材料を赤線々に使うと乙ろ

に新様式が生れると考える乙とは}jlj

lζ 述べま したが， コノレビュジ ェは，

ガラスの可能性を拡大しよう ，ガ ラ

スというものは ， 光都ｾを奴り入れる

と同i 1 寺に，外を眺める乙とを 11} 能に

するものである。人の首は績に振る

ので， ; 容を柱から位の!日j全部にあけ

第 1 凶

茸1 2 図

首ｾ 3 図

ro 4 凶
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ょうではないかというので，次の| 濁

(第 3 図) のように変る乙とを考え

ます。乙うすると 昨今われわれが，

われわれの郡市に見る ，いわゆる新

総築に近ずいて参ります。

さらに一歩を進めて，今度はｾ，

鉄筋コンク リー トの可能を検討しま

すと， カンチレバーすなわち持/1'， し

というものを非: 制ζ 大きくすること

が，乙れらの材料の持つβ で，' . [ 能に

なったのであります。乙れを大阪倶

楽部の91物に当てはめてみますと次

の|主. ¥Ｈ第 Ｔ ＱｾＩ のよう ｛ζ なり ， :l:]:が

'111ι 入りこんて参りますから，盛 I( ，I

全体が: 容になるという乙とにより，

こういうふうにして新様式の述築が

でき ，生れてくるのであります心

そして第 5 凶はカンチレパーを極

度に，f llf 日し，ガラスをふんだんに使

ったパリのスヰスの学生のアパー卜

でありまして， な るほど ｴ 江市 ｝ のｾ築

と臭った形態のru物となります。乙

ういう主旨のもと! と，わが国の戦後

のｾ築も変化しつつあるのでありま

す。

ζ ういうま112誌については，いろい

ろの議論もあります。 とく l乙欧州に

おいては批判が惜し く，論議の111:悦

な'!;I j( 乙大衆はついて行きません。 し

かしアメ リカでは大分発展し， 11，1;: 

ではll ji:;，v lこ復興II 築に用い られたの

でありまして， タウト， グロピウ

ス，コルピュジェなどが主唱して参

りました 20世紀前半の新建築巡! l i IJ は

それが一時的なものか，あるいは現

社会状態の象徴として相当水続する

ものであるかは，今後の推移を見ね

ばなりませんが， 20 1立紀も半ばを過

ぎて一応の成瓜を得たものと忠われ

ます 。 また，絶えずＡｬ￬ｉ ｊ いているｾ築

級式の推移κ 大きな刺』践を 'J えるも

のである乙とはI i (aかでありましょ

つ。

さて日本で現在，ょｾ似されている

新綴式の建築が，それでは来して.

それでよし、かという問題が起 ってき

ております。

なるほど新総式ということは，主
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l主主張としては結構かも知れませ

ん。しかし建築というものは，国

間， i可償，風土，国民の経済力 lこよ

ってi主うはづであります。とくに地

反の多い，海度の高い，経済ノ3の低

いU本で，アメリカの流行をそのま

ま絞倣すると，いろいろの故障が起

ったり，維持し て行くことができな

くなったりして参ります。7 ンポや

シャンソ￥が無批判l乙流行するよう

な問的でありますから，砧築の方面

も同級lζ ，戦争後の U 本では無批判

{ こ絞倣されているのでありましょう

が，日本を支配する諸条件を，相当

の年月をかけてテストした後でない

と，高価な ｩｬｬｾ ＧＸＧをかけて仰を千 ￭ ｬ 車

lζ 残す結果となるのであります。

アメリカにおいて同A ! の建物も一

つのテスト ‘ ケースでありました。

雨風の強 く当る高いガラス張りの建

物でありますが，窓枠の構造が不完

全で，風雨のときは雨が入って床が

川のようになると，乙れに関係して

おったハーパー ト大学のコリンズ氏

が 日本にきたとき，氏から直接| 聞き

ました。彼は，あれは試験 lt の建物

だか ら(1::ブi がないのだといっていま

した 。 ガラス張りの建物は Ｑｉ［ｑＩｪ ｽｴｾ が

カサむ， 冷房すれば冷 ｊｪｈｾ がカサ

む。 コJ レビュジェが7 1レセイユに主] ' ;

てたアパートは雑誌.<:: 見たり， コノレ

ビュジェの宣伝で LI 本人の間κ は

有名でありますが，実際行って見て

入っている人に問くと，悪口ばかり

1mかされる。乙んなものはカ。ラスが

多くて当事いので，最近ガラス而をふ

さぐ℃引が行われていると伝え聞き

ました。

i武新式， liHfri流行とい うものは，

アメリカなどの外国か ら来るものば

かり ではありません。国内において

も以後の社会状勢の混乱にのって，

し、ろいろがf しい理論，新しい説がた

てられ， 中[ζ も売れ的なもの，生活

のためにするもの等がた くさ ん山て

きました。建築材料の )jlfii も問機ご

ありまして. 充分の経験もテストも

せずに，最新式というものが使わ

れ，悪結果を来たすのが，たくさん

あります。二，三の例を挙げてみま

しょう。

ガラスに対する不安

乙の頃，またビ J レディングのはの

コンク リー卜 を薄くする乙とが流行

して参りました。建物全休の目方を

怪くするためであります。 II 物の日

方iζ 加速度をかけたものが地震のノJ

となりますから， 1 . ぷを軽くして目方

を減せば，地震の砂' 壊) ] も少なくな

ります。しかし，乙れは大いに注: む

をｾーする間組であります。関東大民

災の前の年l乙，相当大きな! 1 l : 震があ

りました。そのとき，アメ リカ人の

設計，アメリカ人の施工になった丸

の内のある某ビルが，床がムクレ上

がったり，破れたりしました。 しか

し，同時K r J ! ; てられた東京海上の述

物や ， 口石のｾ物は，そういう乙と

はありませんでした。乙れは口小; の

建物は床が必要以上lζ 厚い，球くし

て建物を軽くすべきであるという説

で薄くしたためでありました。われ

われが欽什や鉄筋コンク リー トの椛

造の計算を致しますのに，ノト 11 の学

問でも力の起る天然現象を全部とり

入れて計算するというわけには参ら

ないのであります。そ乙で，いろい

ろ，たくさんな仮定を設けます。そ

の仮定のもとに，設計なり， JI ・';/:な

りを致しまして，そこに汁算だけで

は; 1' ，て乙ないものが起り得るのであ

ります。船も同級だと聞いておりま

す。船には，いろいろ複雑な ) J がか

かるのであります。船が筏ーれるのに

ピッチングとローリングがあります

が Ｎ そのほかに大変汚ない例で ｦｾｩ 縦

でありますが，以前私が米国から対

りに采った商船の船長の話( ( ，オイ

ラン揺りというのがあるそうです。

ζ れは船の設計・でも計算はでき ない

という乙とでした。II 築の方でも，

地袋の際はそういう不可解な )J が起

るのであります。 しかも地鍛という

ものは，わずかな脇市でも，いろい

ろK 変化しておりますから ，なおむ

、
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っかしいのであります。まだ船の浮 を失ったため，新興宗教と同じよう

ぷ海水の) ; が質が均一であります。 に. 新総式ー新説. 新材料がw : 新if，t

こういうわけで大震災後は ｉ よのｾＧｦＮＱＮ、 u . l 改新式という名ご雨後のmのよ

のは避けておりました， うに 1'1'1て参りました。

地位のときは. 瓦が終ちてケガ人 朝島 Ｑ 寸 ｉ 変以来のｾ築ブー ムに乗「

がたくさん 11¥ました。関東反災の後 て. これらの新線式. 新説. 新材料

は池袋j規則で瓦はtlii K . かけるか. J誌 の建築ができたのでありますが‘ 雨

恨に 11'. めるという規日IJ が1' 1¥ました 来もう 6 年になり. 経済界もようや

が. ＮＯｾ＠ 11 ではもう忘れて. 規J l I Jは空 く旅行きを見せてきました。合副!jh!

文となり ・そんなことをする1 ' i もあ 迫の令 flJ ブームのIHf 代も去ってきて

り主せん。 二うして. Ｏｾ＠ IJ 働き盛り おります そうなってきますと. お

の也笑家も大地袋は体験しておりま 綴式のガラス張り住築の暖房 Ｑｾ のイく

せんから . 再び床を薄 くする 説が起 4' 1ほどまでが問J泊となってき才

ったりしております。
し，' R i の々新しい説. 新しい材料の

ζ こ数I，f 来ーセメントの強度を高 使用からくる欠陥が現われてきて.

くするI } J . ・笠! . . 早く! 暖化させる' 2! 望が 建築界も社会一般もようやく批判的

」沿ってきました。それがため各セメ になり，乙れでよいのかと反行する

ント会社は絞っ てγ ァインネスを高 時 JOIに入っ てきたのであります。

くして‘ テンサイル ・ストレングス 現在はまあ，反'(i 均] と申してもよい

を憎い早く固くするセメントを迭 でしょう。

りました。その結果は，今日の建物

に収縮{ む裂を生ずるようになりまし ガラ ス張 り建築論争

た。ーしかも栄と! 震とのJ'.J;ん 中lこ汲に 私ども年をとった建築士は司戦後

半n して破れ るのであります。乙う

フ のガラス張りの建物や，似g;Mなカン

いうほの上に人造石の川どを破り チレバーを利用し f泌 物 を 見 て む

ますと . 'r "Fか- " 1:.すると人造石の いぞfu: いぞといっておったのであり

! ぶまで l政れが11' ，てきて見苛しくなる

のです。それがために. また少しぐ

らい弱くても . 硬化は遅くても， ｉｊｾ＠

れない セメントに却す必要ができて

きました。まあ. こんな具合に. 戦

後はフラフラしているのでありま

す。

地帯主についても. い ろ い ろ の 新

説 ‘ 傾 向 が ｮ ｾ て き て おり Ｎ j也耐) ] を

ｾに考える傾向 が あり，隣接の建物

を停lかせたり，門分が傾いたりする

例がi以前より多いのであります。こ

れも1l ! 耐 ) J を粍々しく考えるように

なり . f!'[ 屯を欠くように なったため

e  

ではなL、かと思います。 最近もある

ｉ ｾ 周辺築 が 鉄什を廷 で， コンク リー

卜を上まで打ち上がるか上がら ない

のに，もう 6 寸も 沈下したり . 上の

んで 3 寸も傾斜したりし ている例が

あります。恐ろしいことでご ざいま

す。その他の建築材料についても同

級であります。戦後，人心の落着き

ま す が わ れ わ れ が そ う い い ま す

と. 一例年ごろまでは政が，' ，品、とい

うことで1' ，ーづけられておりました。

ところが昨年の秋. 東京大学の数段

武藤がi君 が. :Y，，'" Jt!. のえ. I ! 築学会の入;

会で. ガラス張りの家はあれでL、l 、

のかという講演をし，ーブT. 柿ー々 の

欠陥も顕われつつあった際の ζ とと

て，建築界も今まで・の浮いたi'f. l 、た

の状態から慎毛 lこ自己批判をやるよ

うに な って きたのであります。最近

11 1三?ill築-i.: 会の会報に{ I 'r て お り ま

す. 武t主主寺の説をJ，tみ上げてみまし

よち。

秋のiI!築学会 ・建築士会の迎合大会が名 .'i

民 で品1Iされたとき ，前者は学術講副会の附 !

で か総サッシユ建築は地震でどうなるかかと

いう悩凶で，1詰近流行の同辿ばりの総サッシ

ユ" 上 げの納 ラーメン式構造の bのが. 地ii I1

でガラスが総由j れに t ( る( 1 1 ; 険のあ弓ことをf胃

繍した。

ζ の発表のある ζ とをか吉つけた共同 jiJj/，J

の社会総の記者が尋ねて与た。素人目に 4

d ; o の大与なガラスは何 となく危い。あれが前

ちてさl ったら段後，生命はありませんね。地

首ｾ 5 図

震のときに， c . われるんですかの というわ

けで叡ほり禁ほり質問lをする。学術的にムて

低いものもあるし， ft 組によっては ， ζ われ

ずにすなもの志あるというと，すくヘじゃ東

京でいうと，と・のi l ! t却が危いのかと突っ込ん

で〈ろ 。東京都行合か，鉄道会館かなどと 聞

かれても ，いうわけにはゆかない。それは閑

るとほかすと氾者さんは. 設計者の恢志 聞い

てmたさせろと商向い沼市になるというわけ ・

で， くり返し 31
u
l も訪ねてきた。設計若? との

対決を逃け・るわけではないが，特定のiI! 物を

対象にして . 危; 険1: 1，どということはおやか

でf よいので. とうとう逃円切った。 J日・II にた

ろまいと思っていたら . ｾＡ五 ｅ ・ 大阪その他の

地/j 新聞にデカ デカ 1111ニ ト 民 間l放送に乗せ

られてしまった。新 聞，Ａｬ｝ Ｇｬｬ は大概 ， 大きむｾ

骨tがあるものだが， c. の記事の内容は大体私

の怠志を 伝えていた。

最近また朝 11新IIs の'ア'35側に1. t 災

行の研究所長の竹 111氏が. 新品; の大

火の惚の例をとり . ガラス池袋の欠

陥と地震に対する不安を 21 いており

ました。こう l 、うふうに現代建築と

称するものに対する Jド重量や批判がこ

の頃になって. ょうやく ;1¥るように

なってきました。竹山氏はその， ' ，

で. i ! ' ; 築評論家の浜 11氏が 怪tJ とな

IYI るさと不安をはらんだガラスのせ

き高は兵役作j な現代の決徴t.:' J とか.

「現代の芸術には耳、' J J . が一つの法ぷ

になっている J などといっているこ

とを J 下知しておりますが. そのi去の

朝 11新聞にまた沢 11氏が竹 11 1氏の泌

に逆 i決した文をのせております。

ともかく . 見ればfω 、と l 、う! よじ

は. 心ある者は待っているのであり

ますが，建物をえtr てる者が，大金を
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投じて述てたill 物がィ、' l i . なのは悶る

と感じるか，現代建築の美しさは不

安感の上に立っている，スリルがあ

ってよいと満足するかによって迷う

のであります。

これはカ. ラ・スや構造の問題ばかり

ではありませーん。われわれから見ま

すと. : t にヒヤヒヤするものがあり

ますが. m誌を依頼なさるんも ill 築

上のブJ も，コミに9 J 敢に光分に試練の

，f ，' ( んでいない新 )j 式材料を使ってお

られます。私のように永年. {I : 友に

おって!lt てると同時にこれを維持し

てゆく収坊にあった者は. 大震災な

どのような不服の災告のときに間J43

いのない ように. また新築ができた

ときに，以当りでほめられるより，

後に小言のないように，と心がけて

おりました者lζ は. - 1 也で充分経験ず

みのものでなL、と使わないク セがつ

いていて， EF. 周と l才1しますか，とに

かく退嬰的になり勝ちでz 当時は勇

敢に新流行を追える建て逃げの建築

家を羨しく怒った乙ともありました

コJ レビュジェもタウトもグロピウ

スもその l 張すると乙ろに現屈はあ

ります。 しかし，彼 らの固にはi也援

がありません。 乙の9J l 物( ! ' f ' ; 5 図〕

を見てご覧な さL、。なるほ ど現在の

1:I，4¥:は政治(1なにみても忽: ¥i ¥(I' 'j (ζ みて

も. 例人の生活でもーっとして不安

でないものはありません。 こういう

| 仕の中では不安のスリルででもなけ

ればア y ピールしなし、かも知れませ

ん。そんな と乙ろから，ィ、安が現代

芸術の一つの1 f 素という説の山るの

もムリはないと思いますが，美しい

建物ということと，その中 lこ住むと

いうこととは別問題であります。

こんなl時代であるから，せめて建

築だけでも不安感のないものが美し

いと 見られるような考え方もあると

息うのであります。

珍らしきが美 しきものか

しかし新進の怨築家さえ. こんな

建物が うれし くて点似がしたいので

あります。 この頃はまた J l . ーパーと
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いって. 11 よけの似を何校 もな物外

協に取り付けることの真似が入って

きました。若い姶築家で. 円分に凶

向きの建物を設計させてくれる人は

ないかといったという訴がありま

す。ノレーパーも，縦のものはよいと

して. 仙のものを付けてもらっ た人

の訊に. 窓をあけると J レーパーの上

にねった換が ， 風でｾの ｬ� に入って

l羽るという ζ とでした。またシャー

レンという桃造が流行して. 乙の明

よく 波形のw桜や. 此をつけても ら

ってる往物が見うけられます。大き

な円形の家な ど，ζ の方法で設計さ

れておりますが. I妨7 k が乙、っかし

し へ ア ークラックが入って雨もり

しているのが多いようです。戦後，

荒廃した建物に住み馴れたせL、かも

知 ｬ れませんがＮｩＡｩどろの人は Ｇｴｾ ｊ ｦ￬Ｍに

雨もりに辛気でおられるようであり

ます。

浜口氏のいう不安定からくる一種

の美しさという乙とも，一応は筒け

る乙とであります。私の崇打A する能

裂の創始者| 世阿弥の言葉lζ. r珍らし

さが美しき なり 」というのがありま

す。 また美と奇とは紙- i R の差であ

ります。 Il!:阿弥lζ いわせますと，美

しい舞の千ばかり見せていると，人

は飽きてきて，美しくなくなる。そ

ζ に美し くないものを少し混ぜて演

じると，それが美しく見える。下手

はこの惑い下だけを美しいと見てよ1

似るが，上T は惑いと知りつつ演じ

るのだ，といっております。不安定

の美というのも， ζ の極煩のもので

はないかと思います。前lこも申しま

したように，現在の日本はすべてが

不安定であります。経済界を見まし

てもＮｾ木金の数倍または数 ｉＧＡｾｾ の

借金をして，勇敢に社会不安と いう

;む絡を中心として廻しており ます。

ちょうど非常な勢いで廻っ ているコ

? のよう なものです。乙ういう n引に

の人の心が. 安定感のある建物や.

ｬｾ 主 ｉｊ やＮ絵 ｔｉｬｬｩ や ￬Ｂ Ｑ 楽に中ｉｪ ｬ 被さＺｦｌｾよい

のもムリではないと思います。 ここ

に現代の芸{桁は不安が一つの 'lli ぷに

なっているという説も成りなちま

す。

しか じ建築界でWr: 1rー来. li 役f去のj' f.

いた浮いたの段新流行が批判 されすご

い反i " i されだしたと いう ことは.

社会全般が戦後の混乱から脱して安

定の方向 lζ |古lいつつある乙とを示し

ているものと思います。経済界に お

きましでも資金郊で悶っていたの

が，急1(. 昨年末あたりから銀行の金

利も下り，乙の頃では銀行の方が! 前・

実な投資先を探さねばならぬ状態と

なり，銀行の態度 も急変するような

乙とになりましたし，労働問題でも

一時のような非' 品識な乙とは少な く

なりました。建築界も同級の方向に

In] う乙とと，思います。グロ ピウスも

結構です。 タウトも結構です， コル

ビュジェも結構です守新建築もよろ

しい，しかし 日木的にもう一度よ く

研究し，消化し，同化して採り入れ

るζ とが必妥であります。また，こ

れからは次第にそうなると思し、ま

す。夏ーするに，人心が務若いて{ 民主

になると思うのであります。そこで

初めて安定した新建築様式というの

ができると思うのであります。所定

のl時間も過ぎ. 1押し上げ る乙とが秩

序が立たなかった乙とと思い恐縮に

思っ ております。 ( tl '
下)

i噂叫= J  気光式温風器 室

ＱｉｴｭｊｴｩＮｾｾ置 宛
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竹腰健造エ ッチン グ



竹 腰 健 造 事 ま 「能 楽 = 昧J ( 昭和 33年 12 月 213頁1

ー し東京わんや告白刊￥鉛0 )

E れは日本長術の真髄をついた醐玄篤〈べき告で晶る。1 f t 阿弥が今日生主て，

その r: u ; 伝占」の昭和版を出すとしても ，本位以上を期待する ζ とは困雛であ

ろう。

15'l1' は戦前IC rt: 泡の本賓とその見方」の好J宣告世に [12 うておったが，今日絶版

とはっている。本占は骨子においてその再版であるが，内容は若者みずからの

場湿の発展を反映して全部，日色白書れ. ｾｭ なる写以版もまた迫Ｚｬ ｊｔｉ されている

ｾ古が木容に 托 する願いはニつあるようだ。みずから制 ｕｬ した近Ｑｦｴの名人 ， 野

11滋賀自国の依心伝心の境地を. 20世紀の段高の教事EによってF階的に解明した

いとの願い。他はゲイツケルの国際的名佐「弓道 J I C含まれる日本的体験のt世

＿ｾｻきわかりやすししかも絡調ｩＺｅし〈記録したいとの嗣いであって，それはこ

っ と も 成 功 し て い る の で は あ る ま い か 。 ( 浦 辺 鎖 太 郎 )
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竹 腰 さ ん を 語 る

山 本 為 三 郎

私は竹l出さんの兄さんが昔の点京ビーノレ会社( 今は横浜硝子会社になっ

ている〉の故由li 長をしておられたという関係で，その頃からま見近感を抱い

J いました。

そんな| 対係で昭和 8 年に東京ビーノレ会社と夜、の会社が合併してから後

は，当時の長谷部竹腰建築事務所にこの会社の仕事をして頂くようにな

り，仕必の上だけでなく ローグリクラブの会員としても度々の会合に山町

するうちに，だんだん親しい間柄になり ， しまいには息チさんの媒酌まで

するようになったわけて' す。

'f.j・1裂さんは自分の生湿の仕事である建築に対して ，多大の興味をもって

おられることは勿論ですが，お能をはじめとして随分勉l床の些かな }j で，

これらは竹腰さんの生活の中にとけこんでいるといえましょう。

また竹l盟さんは住友においても実によ い立場に立っておられると忠う。

つまり住友の枠の中にあると同時に，その外にもあタといったような感じ

で，し、わぱ住友という固い先立の中にありながら ，決して殺にだけとじこも

っていないといったような存在で，住友にとっても ，また竹股 さん自身に

とっても )1; 常にプラスしたんじゃないかと思われる。この ことは竹 JI要さん

が必築家であることが，自然のうちに竹腰 さんその人のものの見}j ，;; 与え

方々どをそうあらしめたのだとも思う。

今 H あのイ立の年輩でより新らしい創作意慾に燃えて実際にも相変らずfl:

:拝金続けている人は珍らしい。ヰムはこんな人を友人にもったお畿で公的に

も私的にもいろいろな意味で利益を蒙った。

( 朝日ビー J レ妹式会社社長) ( 文氏fr .l ι 信)

'  



竹 ! 殴 健 造 君 を 諮 る
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竹! 限君はボクと同時代の住友人であったが，今 nでは日; 本の建築家竹腰健造である。住

友のためにも幾多の立派なイ上司王を残したが，それより も広く ， 日本のために幾つかのすぐ

れた創作をした。

多岐にして失す， という古語があるけれども ， 多芸多能の竹腰君は道を失すことがな

い。けだし建築家という本職が立派に一貫したからである。建築は芸術である。竹腰君の

余 技 ( ? ) がいづれも芸術的のものであったことは，極めて自然である。

大抵の建築家は l市lを描くけれども ，君のエッチシグはその方の専門家をも驚かせ， ロシ

ドシのロ ーヤノレ ・アカデミーの展覧会にも入選して「ライ γ 」に懸けられたのだから索晴

らしし、。

さらに君の能楽も容易なものでない。野口剤、資や金剛巌などと一緒に公開の能を舞った

のだから， 世間にありふれた旦那芸とは選を異にする。 もっと驚いたことがある。ある

日，君は京都にボクを訪問して「謡曲を創作してみましたが，何分にも文誌を書いたのは

これが最初で， ものになっていないかと思います。自由に添削してくれませんか」と十数

枚の罫紙のとぢたのを差出した。 I困ったわい。いくら竹腰が才人でも詩は作れまい」と

思いながら一読したが ， すっかり感服した。それは「世阿弥」と題してあった。 ｉｾｲｦ を入

れる余地のないほどちゃんとしている。君はいつ文章を稽古したんですかJ I稽古なんぞ

しませんが，花伝告をくり返し読んでみました。謡曲は大抵H音記しているので，ま; 百r - 鹿イーリ

は知ってます。それをつなぎ合せたのです」

「世阿弥」は先代の金剛巌師にフ ν とカタを問けてもらって ，京都の金剛狩台で竹!臨君

みづから試演を公開した。ポクももちろん拝見した占いささか長過まて見所の人々は退屈

したらしか った。

簡潔に ， 舞台に立つ時聞は短いほどよろしいと悟った時に ， 竹腰君は能楽においてもｾＮ

人の域に踏みとめるだろう 。Ｈｾ医者元住友本社ｊｉｬＡ Ｎｔ ｪＮＢￇ ・ 歌人Ｉ
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竹 ! 殴 健 造 ヘ の 期 待 議 材 餅

竹眼健造は芸術家であり ，科学者であり ，その上卒業家である。

挫築家に二つのタイプがあることは衆知のとおりで，芸術家か科学

新か，そのいっ・れかに傾いているものである。大抵一方が優れてい

れば他方は駄目であって ，その両方を米ねている者は滅多にない。

さらにこの両方と全然違った才能であるところの事業家としての素

質をも併せ持っている人となると実に稀れである。その人を僕はま

ず第一に竹腰に挙げる。芸術家で事業家たる者はないこ と は な い

し， また科学者にして事業家らしき人もあるにはあるが， しか し竹

腰のごとくこの三つの才能を兼ね備えている人はまず絶無といって

よい。僕の尊敬する所以である。次に人聞は， これまた類い稀れな

る人格者である と同時に，負けん気の闘志を内に秘めたる ，男の中

の男である。住友財閥の代表者のー人として大阪財界に大なる信用

を符・たのも放な しとしない。戦後財閥解体されて彼も追放さ れ た

が，パージが解ける と再び大阪建築界に乗り出 して，自分の事務所

の仕事はもちろん，建築協会その他の公務に活躍して大御所の貫禄

を示しつつあるのは立派であり ， さらに住友再建に当って相当な蔭

のカとなって働いている事も争われない。その原因は一つに彼の才

能と人徳にあると信ずる。彼の設計した挫物や，措いたエッチシグ

や油絵の美しさや上品さもさることながら，かつての住友建築部，

その後の長谷部竹腰建築事務所の堅実な事業経営と ， さらに進んで

戦時中の住友商事創設から終戦に至る彼の仕事は，堂々として人目

を軟てしめるものであった。今後も1鈴宵才まで建築界並びに一般社

会のため尽されんことを祈ってやまない。それにつけても思い 11¥す

のは， 昭和 31 年 2 月大阪クラブでの彼の講演「近代建築偶感」で

ある 。 それは近代建築の因って来るところを平易に解説するととも

に，その長所と欠点とを明的・に指摘して ，財界人の注意を促すと同

時に，建築家に深き反省を求めた適時: kHであった。

その後も彼が時に応じ所に陥って ，社会のために私心でなく動い

ていることはいうまでもない。イ支は幸にして健康なる肉体を忠まれ

た彼に ， 今後も永き将来に亙って ， 俊秀な挫築物を遣すこととネｾ Ｚ 会

指導の活眼とを期待する。

Ｈｾ者三菱地所株式会 社取締役Ｉ

126 

.  



.  

竹 腰 さ ん の 功 績
Bえ 炉 ナj十夫

竹 眼健造さんのわが日本建築協会に尽された功献は今さら私がＡ日佐々する必ｾ Ｚ もない。協

会諸賢の夙に御承知のこ とであるが，夜、は公私に亘って竹腰さんの友情を受けております

ので，ヰムの駄言を載せていただく次第である。

関西の建築界は大正初頭においては建築家の数も建築事務所の数も容 々とした暁天の星

のようでもあった。従って建築家の会合と申しても ，春秋二季に奈良 ，宇治，有馬等に懇

親会をやるイ立が関の山であった。それ も東京から辰野博士が見えたから，あるいは横河博

士が下阪されるから という名目で，京都， 奈 良， 布1
1戸等の建築家に飛札を送つての会合

で，名前も「オキナ J (大，京，奈〉会といっておった。当時の幹事役は辰野片岡事務所

か，横河建築工務所か，または住友建築部などが廻り持で当っておったらしい。住友建築

部は部長に野口孫市氏がおられ，次長に円高酔氏がおられ，若手として長谷部鋭吉さんと

竹腰さんがおられたのであるが，なんというても住友建築部は関西における有力なる存在

であって ，会合には幹事役を負わされるわけでもあった。

関西建築協会が創立せられたのは，大正六年であるが，関西建築家が大同団結 して ，建

築法規と都市計画法の確立を要望する ため，当時の建築学会 と協力して政府に建言をする

という題目があって ，なかなか多忙でかつ景気のよい時代でもあっ て，盛に会合も協議も

行われ，かつ熱心なる努カが払われたものであるが，住友建築部は常に協力と援助を惜し

まなかったし，長谷部さんや竹腰さんは常に委員会の重要な「メシパ ー」であったのであ

るが，耐火耐震建築の見本ともいうべき主要建築が次々に産 まれて ，大阪の都市風景を

変するの傾向の主要策源地でもあった。

従って竹腰さんは協会の成立当初からの有力なる要人でもあったし，住友建築部を離れ

て以来も勉めて協会のために尽力されている。

・戦時 中軍部の要望で，学会 と協会との合聞を計るという問題が起ったとき ，竹!醍さんは

副会長であったので会長の片岡安さんといつも東西に奔走せられていた。片岡さんは rw

部の要求ならそれも仕方があるまいよ」と達観しておられたようであったが，当時の関西

少壮建築家は大いに反対 して協会存続の意見を開陳する有様であったが， この聞に処して

竹腰さんの努力は並々ならぬものがあったと党えている。戦時における協会関係の努カと

処 置 についても ，戦後日本建築協会の会館新 設 の問題に ｦｬｾ う諸団体との協力応酬において

も，戦前にまさる配慮の連続であったように聞いているが，竹腰さんの信望と そF腕とはn

岡会長の後任と して集望を負い，今日の隆昌を産 んだのである。

今やわが協会は有力なる関西の団体としてますます発展向上しつつある時，竹腰さんは

後任に有能なる尾崎さんを得て安心 して辞任されたが，なお，年ひさしく協会の御指導を

願いたいと思う。 Ｈｾ ｮＺ者本 会 ＿Ｂ誉会員 ・ 元波江建築設計事務所所長Ｉ
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竹 JJ 必イ建造; f ' l- を 詐i- 浮

あ ? す め 時

竹腰君とは東大建築科在学時代にクラス メート であった。当時1 f t

を並べていた連中で健在しているのは山下寿郎，渡辺仁等ーがいる。

考えて見るとちょうど五十年の| 円友である。卒業後は活動の地域が

東西に別れていたが，それでも芯気相通ずるものがあり現在でも親

友たるを失わない。

竹腰君は高知県の名家岩村家に生れ，厳格なる教義を受けたもの

と想像される。資性明敏，豪毅，人に後れることが大嫌い 何でも

手を出すが第一人者とならなければ承知しない。それがどれも成功

しているから驚く 。元来器用でもあるが，事に当って熱中し研究す

ること彩しい。仕事であっても道楽であって。も。

まず第ーに熱中したのは弓術である。ー高時代のことでその腕前

はよく知らないが， とにかくあの虚弱な体を克服して七十歳の寿命

を保ち得たことは恐らく弓道の賜と考えられる。そして竹腰君には

この弓道から派生 L て忘れることの出来ない大きな狼物があるので

ある。それは彼の一生を通しての大ヒット宝生流の謡曲である。 1't

は波吉，野口両師に師事して斯道に大成し，今では全く素人の域を

脱しているようである。続いて， 放よろし，笛よろ し， 御能は己に

数々の大曲を演し，ますます菰奥を極めんとしている。

竹腰君はまた美術愛好者として 見られるよう になった。終はうそ1:.

時代によくスケッチをしていた。例の負けん気か らみるみる巧くな

っていった。そして英国留学中にエ ッチ γ グを習得 してまた。これ

も相当なものである。

かくして彼の眼はますます啓けてきたの能楽の観n眼も力nって彼

の根は古典的に進んできたと想像される。必然的の順序として骨前

のl吹蒐を始め，最近では陶器また能面に及んだように聞いている。

ますます多趣味なる彼の余生を祝福したい。

(' *名4 西村建築設計事務所所長)
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竹 l限. A 'j と 私

ル下二義 守p

竹腰君と私とは，文字どおり寝食をともにした仲である。 というのは，その督第一

高等学校の生徒時代，当時本郷の弥生ケ丘にあった寄宿舎中寮の閉じ部屋住まいなの

で，二階の寝室に敷き放しの ，いわゆる万年床を並べていたものであった。

彼は弓が好きで，ー高時代，弓道部に入っておったかと思う。

短い春の休暇には，同室のとくに私とは仲の好・かった佐野秀之助君( 先年秋田大学

学長在任中物放した元東京大学工学部長) と三人で三浦半島や，伊豆山などへ古生旅

行をしたものである。私ども吉生が当時政界で活躍しておられた葛盟小路子爵とゆっ

くり話し合ったのも ，その三崎へのガタ馬車の中であった。

当時小田原から伊豆山を経 て熱海までは，経使軌道の人阜で通ったものである。

造船学科を，ι して 一高の二部へ入学したはづの私が， 建築学科へ志裂を変えたの

は， ボー ト部出身の先輩の懲油に依るものだが，竹腰君の建築学科入学は，全く私に

関係がある。

私達が二部の三年になると，大学の入学志望学科を決定して学校へ申告しなければ

ならないのである。 その時になって始めて将来専攻すべき確たる学科がきまるのであ

る。そのとき竹腰君が「山下君 ! 君は何を志望するのか ? J と聞いたので， I建

築だ」と返事したところ ， Iそうか，僕も辿築をやろう」ということで，竹腰君の専

攻学科がさまった次第。彼が大成してくれたからこそ好いが，万一巧く行かなかった

ら，ー生私は彼に怨まれたことであろうと思う。彼が住友時代から今日まで， あるい

は住友を通じ，あるいは長谷部竹腰建築事務所を通じ， また現在の双星社を通じて ，

，i日後五十年近くも国家社会のために彼が専攻した建築学を基礎として ，建築のことば

かりでなく ，社会的にも ，立派な業績を挙げてくれており ， また現に挙げてくれつつ

あることを見るとき ，友人としてまた学友と して，私は実に熔しく思っておるもので

ある。彼が昨秋瓜・絞褒貨を頂いたのも ，彼の多年に亙る社会的な功結を讃えられたか

らである。

手ムは彼の今後の健伝と活動とを祈って JI 二まない。 ( 昭和33年11月)

( 筆者山下寿郎設計事務所会長)
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竹) 牒朕先生の 竹腰先生lκζ 初めてお目』κ乙かかつたのは大正1川0年どろですから，もう汗ざつd と州 ム近くω lにζ

りましようか。その時分に先生は洋行から帰って来られたようでした。それは大正会の会

古 い 思 い 出 合のときだったと思います。大正会というのは大正時校を出た者の会で，先生はその大

先輩で名古屋におられる佐藤四郎先生ととも IC，われわれの" はるかなる先W1." であった

のです。

や! ｾＱ｜ 央、一九

全 く古い話です。

そのときの一つの記憶。

H 明治の人たちが大正会に入れてくれという話があるんやが，どう やね，皆M たしか今

林さんからだったと思います。

" そんな古い人は入って貧わんほうがええゃないかH 乙れは誰の話だか忘れました。私

たちは末席から，乙れを間いていたわけです。

H そんな乙とをいってると ，今! こ大正会の述中が同じ乙とを申し入れるようになるんじ

ゃないかねH といった人が，たしか竹l院先生じゃ なかったかと思います。そんな記憶がー

つ。

もう一つ。

支那事変が始まって建築協会に都市武装促進委日会というのができて，偽装問題がしき

りに論議せられた時分の乙とです。

H 建物を黒く塗ってしまうのは因るねH 乙れは先生が，いろいろの案を i尖社せられてい

る問に強く巾された言葉だと記憶しています。

古い話は乙れくらいで止めておきましょう。 ( 1958. 11 .  3)  

Ｈ筆者工降 ・ 大阪市ｬｊＡ策審査会会長 ・ 小沢ｬｊＡ ｾＧｊｩ 必所所長Ｉ

竹 股 先 生 M 竹腰先生に接したのは大学の 3 年生のときで銀行建築の講義を児島いたときですo 当

日，先生は今の住友本社の工事を設計監理されていたときで，その資料等を持参され，ま

たイングランド ・パンク等の得がたき資料や，自らエッチング風に函かれたプリント等を

たくさんuったのを覚えています。 一度教えを受けた自国!こは一生頭が上が らないものだ

が，ちょうど私が大阪で建築事務所を開いたのが，昭和 7 年暮，それと相前後して竹股先

京協す気化
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生も長谷部先生と相ともに住友より分離され，あの華やかな活動が始まったのであるが，

私にとってはワグネルやジ ョセ フ ・ホフマンの活動を紙上で見ると同じようで，一種の近

づきがたき感があったものである。 7こだ外国の先輩と実って目のあたり作風作品 lζ 接する

機を得るのであるから ，若い者にとっては全く心のおどる乙とであった。戦争もようやく

敗戦の色の見えだしたとき ，寧もなくなり ，乙ちらは尾羽うち枯らす状態で市中をトポト

ボ歩いてい るとき ，先生が高麗橋i湿りを自転車にのっていられたのを見た乙とがある。村正

威とそれを哀づける実行，またそれを荻えさせない若さ，そして親しさを先生の中 IC見出

し得て尊敬した。

i以後，協会の中で親ししまた永く足下で働く機を得たが，いつも会長の説のほうが若

く，そして政極的で引きづられてゆく状態であった。しかし今にして偲えば，その 8 年間

[ よ一人よがりになり勝ちの中年の者にとっては，業界に奉仕でき得たあとロのよさ忽い山

であって，乙れも先生の教えと思っています。

一つだけ私のほうが先輩のものがある。それは中国占陶金石のたぐいである。先生は以

と能楽との最高権威である乙とは衆知の事実であるが ， 最近 乙 の方面でも進ｾめざましい

ものがある。始めは手段どきをするつもりでいたのが，いつのまにか抜きん山られて，し

かも それは，ちょうど若人が恋人を追うがどと く若さと熱とが満ちあふれでいるの であ

る。私は齢と思考とは無関係であると一昔の哲学者がいった言葉を竹腰先生の中l乙見出し得

て，いささ か処世の訓と しています。
(:jt .g' K KU( 畑正s築山泊所所長 ・本会削会長)
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竹 JJ要 先 生 と ｊ［ｴ Ａ￭ｦ ｓ 大学の間切窓のＧ，ＧｾｦＺ ｉ ｊ の時代Ｎ ｨｾ Ｑ￭￟大学は竹腰先生を大学へ来ていただくように

と巾し出たことがあったということである。話ーはほとんど九分と、おり決さり，先'1二も京司;

) j(  有IS ) (  学 大学へ来られるお巧えにまでなられたが. 住友本社の最高幹部の々から異泌があって. そ

ｾｦｬｩｪ 土色 合

の訴は沙汰やみになったということである。住友家はもちろん以大に対して極めて友好的

であってー ｊｾＨ 大の ＿ｍ 量 ｭ は住友家から計千附をうけたものである。その住友が遂に先生を下

ぱなすことを未知しなかった乙とは. 京大にとっては残念なことであった。竹腰先生と市

大をご同 IUJ の泌 jl ) 9 二先生は武m/ l.ー先生の ill かれた後のわが教室の柱おであり， 11"'-: の

住宅に新J!l i¥をおこされ. 近代建築に 11木建築の洗練された細i唱をとり入れられた先駆者で

あった。天が牒井先生に必命をお勺・えになったならばB 工学部長ともなられ. あるいは総

長ともなられたであろうと恩われ ， 先ヰＮのご早 ＱＱＱ は教室にとって痛恨 ｔｊｾ であった竹腰先

生がもし京大にお 11¥で下さっていたら問むく学部長. 総長として学部ならびに大学の発展

に大きな ｊ￮ｬｾＱ Ｇ Ｑ を残されたであろうと私は信じる。

竹腰先生は故桜井教侵ととくにこじっこんの間柄でもあり，わが教室の発展のために町

いつも 心をくばっ ていただき ，私ども学生の乙ろ先生の銀行建築の特別秘義をうかがった

乙ともあった。また教室が独立で刊行していて経済的困難 lζ 陥っ ていた「建築学研先」の

刊行を協会としてお引受け下さったのも竹腰先生のお ) J であった。乙の' i 4 ! 誌は lj 設すt l t . 更

に教室のほうで刊行するようになり，戦争の混乱の rt てー廃刊されたが. 多くの l' { i 1i : な研究

;%f 紡を 11' ，) 坂し得た点において悔いると乙ろのないものであった。

武田先生，藤井先生とえらい先生方は他界されて年久しいが，竹腰先生がご世tmでなお

主l! 2在界をご指導に なり，京大と竹腰先生の浅からぬ縁もあっ て，荘、が先生に師事すること

を: n ニされている乙とは夜、の幸巡である。

( 1 ¥者工問 ・京都大学教授)

竹 j限 先 生 K ＱＱＱ 開 問 ｬ 二大ビ ｊ レ Ｒ 階 ｬ こ双加の名前 ｪ で建築時所をもたれたがそれまで無謀な Ｍｬｾｾ

の財 閥，1ft附，官僚の野望訓策によって大火l故を演じた大東亜戦争の犠牲{ ' i ' となって. 63 

望 み た い こ と 才から 3 年間パージにかかっ ておられた。その悶，事務所でよく顔を代わしましたのはー

河 津 喜 之 助

銭高郷之( 銭高組) さん， ｴ￭ｾ 谷三郎Ｈ電気ｼ境研Ｉさん，浅海治半Ｈ浅海電気〉むん Ｎ そし

て私とかでした。乙の悶は先生の一番のご不通のときだったと思います。しかし，怨痴を

一 口もおっしゃらずに悠然と堂品川を凡ておられた。パージがすんでから、; 没: i lの仕事に

l灰られ. 27 .  8  f下ごろからご依頼者の祁望によって. 相当大きな述物をおやりになってお

られる。

私が先生lこ希望するところは，913誌の; 没，11 守・は後進lこおゆずりに なって，建築家の社会

的地位の向上のためと， kE築家が社交性と政治性をもつように指導せられん乙とです。今

まで，建築家は政治性にきわめて乏しし、。乙ういう建築家を指導していただきたい。少な

くとも 晩年は， 日ノドの9l 築界を代友して. 参議院議員に席をおかれて，わが国の住宅政策

にR 献せられたい。小さくては前九ー岡会長も修めておられたように. 商工会議所淡日とし

て席をもたれ，関西の建築界のために御尽体臥いたいと希望いたします。

もう一つの希望は，政治，経済，文;iE等には評論家があるが，悲しし、かな，9l 築界には

政治性 ・径約性をもった評論家がL 、な L 、。 ζ れは，さびしい乙とで・す。先生は終戦 lii Jに財

界に ｪｅ を入れておられるだけに視野もお広いので ， 大所高所より，わが問えｾ築界の将来の

ため公 ，， :.なるこ' 批判を11ifi いたいことです。

私は，先生が長いIMJやっておられた砧築協会の会長を辞任される話ーがあったとき，双で]三

を上げて! i 成しました。というのは，後進に道をI l 日く意味でないまでも . 同家fドJの仕事に

) ] ぞえ闘う ζ とを希望し，かつ政治的に大きい 仕事をやられるよう願うからです。& 後に

政財界人に午令がありませんから. ご似附あらん乙とを切望いたします。

Ｈｔ ｩ ｦ，Ｂ州 ￬ｬｴ ，Ａ，ｾ飾 ｋ ｋ ｭ ミ〉
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住友J j ，t- Iーの命を受けて竹腰先f t' のお供をし，挑浜港をエンプレス ・オプ ・エシア号で11¥

帆したのは 1922年 9 月16 日で 9 月25 ill 乙パンクーバーに上陸した。翌年秋に神戸港へ帰

るまで 13ヶ月間，先生とともに仕事をして，いろいろと教えを受けた数々の事柄は旅の思

い出とともに今でも役 lζ 立つ乙とが多いが，乙乙には紙面の制限があるから割愛して，そ

のうちの一部分を述べる乙ととしたい。

さて船中 11 日間 ( 9 月20 日が 2 日ある) は全く退屈である。朝から晩まで海面以外には

何も見るものがない。乙れが毎日つづくのだから因る。10時と後 3 時にお茶が出るが，そ

れ以外の時間は船室の廻りのデッキを散歩するのが仕事である。

乙の船のお客さんは，ほとんど外人で口本人は数名だけである。散歩していると外人が

すぐ友だちになってくれ一緒に歩く。乙の歩くのにエチケットがあって，必ずその人と周

を並べ歩調を揃えて歩かねばならない。乙んな乙とも先生から教えられた。乙のようにし

て歩くと不思議にお互が親しみを感ずるものである。見ていても，いかにも臨まじそうで

ある。日木人は，とかく ガシャガシ ャとソソッかしく歩く 癖があるのは，どうも ，みっと

もない。内地でも友だち同志歩くときは歩調を揃えて歩くようにしたいものである。

さてニューヨークへ若いて，シンガーヒソレ 2 階の住友銀行支応の一室を貸してもらって

先生と仕事を始めた。乙乙で，いろいろ参考になる乙とが，たくさんあるが，紙面が少な

いから省略する。

、

"  

その年 9 刀I C . 関東震災があって，ニューヨークにいるわれわれに知らされた。われわれ

は色を失った。そう乙うするうちに住友本社から先生の御親戚や，私の母 ・叔父等の無事

である乙とを詳細に打電してきた。私は感泣した。住友のたくさんの建物や社員が被災混

乱のうちにもかかわらず，私どもの一身上の乙とまで調査して安心させて下さる人備に全

く心から打たれた。急いで仕事を片づけて帰国する乙とになった。 9 月22 日』ζ 下宿を引き

払って，先生と帰国の途についた。シカゴ，ロサンゼルス ，シスコ ，シャトルを経てグ ァ

ンクーパーからエンプレス ・オプ ・カナダ号に乗った。

横浜が震災で上陸不能のため，神戸へ廻った。乙の船中で先生はオークション ・プリ ッ

ジが大変お上手で，外人を相手tζ ジャンジャン勝たれた。外国人は喜怒哀楽をすぐ顔に表

わすから，手持札がよいか惑いか見透しがつきやすい。乙れに反して日本人はサッパ リ顔

lι 出さないので外人からは手持札の良否が読みに くいから ，日本人の方が歩がよいのだと

先生は巾された。あまり勝てるので遂に興に釆り，毎晩夜更しがつづいたためど疲労が重

なったのが原因か，急lζ 盲腸炎にかかられて神戸港では担架に乗って上陸せられた。幸 Ir_

一応 ｦ 怒って，後年』 ζ 手術せられた。先生は元来，ｾ形の紳士であったが，ど手術後忽にお

太りになって今のような堂々たる体躯になられた。

( 乍r; . ｋｋ 大限建築市務所 ｉｉＺｾＩ
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竹 腰 さ ん の

断 面

同 時 舜 哉

先 n，尼崎君が見えて， Eii 築協会の会誌の析年号を「竹腰健造特集号J として発行する

ととになった。ついては竹腰さんについて何か舎けとのお話であった。同時に聞けば，各

界十余名の方が執筆され，竹腰さんど自身も，玉稿をものせらるというととである。それ

で夜、は上司として仕えた竹腰さんの断面を? ? いてみる乙と にする。閃みに当時，竹腰さん

は当社の社長で，1"1、は常務であ った。

付 機 帆 船 沈 没 事 件

終戦時「住友土地工務」といった会社1 ( ，商事部門を併設する乙とになった。しかし商

売のもとになる玉がなかった。たまたま機帆船の売物があった。それで，それを口って九

州から阪神へ石炭を運び，阪神から九州へ各積物資を巡ぶというととを考えた。竹肢ーさん

は賛成でなかった。 しかし強いてお許しを得て船を買った。船は北陸の七尾の港にあっ

た。回消するため，港を出た途端 ｬζ 時化をくって，坐ｉ￰ｾ沈波した。当時は船体 ｬζ 保険を附

する乙とができなかったので，つまり全損である。わずか残骸を処分して若干の金円を手

にした次第である。私は恐る恐るそれを報告に行ったら，竹腰さん日く i l日円で船を買っ

て， 少いが新円を手にしたと思えばよい」と， それ以上は何もいわれなかった。私ども

は，ほっとした。何しろ当時としては相当の損失である。竹腰さんのお言葉に私どもは木

当にありがたい気持になった。

近頃になって，竹腰さんのいわれるのに「私は過ちは後めない。過ちは経験になる。将

{ζ 将たらんとすれば過ちを谷めてはいかぬ」と。

同 住友ピノレ接収事件

住友ピノレは終戦に伴って， 2 固にわたって接収の命を受けた。依初は会館接収であった

が，結局一部分を，第一軍団の司令部に使うという乙とに納った。一軍が撤退した後，跡

をキャバレーに使うとの申入れを受けたが， 乙れも結局 25 師の兵舎に使う乙とに納まっ

た。当時，進駐軍といえば何事も逆う ζ とができないというように皆が感じており，私ど

もも心から困った乙とだと感じた。竹ｾさんは堪能な英語と ， 磨かれた人柄とをもって，

堂々と折衝せられて，前述のどとく最高の司令部1 ( ，あるいは兵舎にする乙とになったの

である。近頃乙の話が出ると ，竹腰さんのいわれるのには，あれは北沢さん( 竹腰さんの

前の社長) から「乙れは君がやらねばならぬ。」といわれたので，ゃっただけなのだとお

っしゃるに過ぎない。

以上はほんのー，二のエピソードである。乙ういう乙とを書けばかぎりがない。思うに

竹腰さんは人も知る名門の山，長じて一高，東大と進まれ，さらに長く英京ロンドンに遊

学せられ， 生来の品格と叡智』ζ 磨きをかけられた。ある人はいう。 i竹腰さんは事業家

だ」と。そのとおりである。以上のー，二のエピソードを見ても ，そのことがノ、ッキリい

えると思う。また，ある人は竹腰さんは芸術家であるという。そのとおりである。若くし

て大英帝国において，エッチングにおいて令名をほしいままにし，さらに転じて能楽の世

界において，この人ありといわれ，その他絵画1 ( ，ru築 desi gn 1( ，到ると乙ろに普通人の

及ばない域1( ，逮しておられる。さらに，ある人は，竹腰さんは人格者であるという。これ

も， そのとおりである。まれにみる立派な家庭を営まれ，広 く，深く人のお世話をなさ

り，その恩顧を受けた者は数知れぬと思う。

以上の点は皆1 : のとおりである。しかし，その一つだけをもって，それが竹股さんだと

いうのなら，それは恰も多勢の盲人が象のよ立をとらえ，尻尾をとらえ，脚をとらえて，こ

れが象だという ，いわゆる群盲象を撫づるの類であると思う。竹腰さんは， ζ れらの点を

苦F 1 然として融合された立派な方だと思う。私は深く乙れを信じ，人に もしばしば説く。し

かし人は，自分より秀れた人の ζ とはわからぬものであるから，その; む味において，私 li

身もまた群・盲の一人であるかと思う。

ともあれ，少なくとも私にとっては，竹腰さんは得難い方であり ，心から頼りになる人

である。どうか，さらにど加餐，鶴 l f- を保たれん乙とをお祈りして捌祭する。

〔事者 Il :U商守iK K会良)
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ｮ ｾｾ ＭＺ＠ 間 ・ 空 間 ・ 建 築 家

〔竹 腰 先 生 の 人 間 像〕 外人がもし先 ' [' 0) 舵名ωぷ味を聞けば

K en zo= S ound st r uct ure， T a kek oshi = St r aig ht  &  el asti c  

::l tt i t ude で，それは先生の Pers ona1i t y そのものだと刻、11符えろであ

ろう。もっと ｴ， Ｎ かようＢことをいえば先 Ｇｉ ｾＺ t  r そ I Ｚｩｾ ， ｕｈ Ｍｴあり ｴ せＧ

t J と7f
;笑 3 れろに泣いない。

〔建 築 は 時 代 の サ イ ン 〕 いかなる時代で b. その土地にそ ζ

で生きた人間像と 建築を通 してMi られた場合がJj H 根気があり ，かっそれ

は妥当で色ある。 ι の記念号 11何時か火阪市史に対してo良の資料のーっ

となるであろう. P時寺代の告泡をす右人I附m一延築

ち白而前i可I会反として取り」よニけ. られ fたニのであるが， ;f.! dt l m聞を広げて一般論化し

たいと思う。

グ ヲ ヲ

〔暗 示 的 な 寓 話〕 笠f ! 日と時間との統一>>I! 請は1958年A < 主でには

先見されておら低い。その絶壁 Iこ山正而から挑む似をき 11 て，私は ζ 乙に

一つの ｲｬ￯ い向 ｊ ｉｩを記したい 。 ι のおは ￬ￇＩ 川 問士が かつて「ぷ組子のｾ ｲＮ問

問J という大殿清涼で 6司IJn きれている。中閃の向学者/1周 U FT- 一応帝

王 ・ 五Ｉの主主方もないｾ惣力が生んだ話である。
: J :.-t:.. 

「陶梅の事 Ｑ Ｑ シユクと北潟の事 ＱＱ コツとが ｾＱ Ｙ＼の事 ＱＱ ｪ｜ｾ沌の地で会った。河沌

1士二人を好遇した 。ν ユヲとコツとは河沌に御礼をいった。四II ! t l はよく

見ればノツベラポウたのだ。議の軍1にも積七つの孔があって，視たり聴

いたり食べたり息をしたりする乙とが出来るのに，ノツベラポウではそ

れがIIIJAまい。それで御礼にノツ ベラポウに孔をあげて見ましようとい

った。日 ｉｾ 1 つづっ孔をあけたと己ろ . Ｗ 日自に ｾｭ は死 ん ど ｊ

E ζ で「シユヲ J rコ ;J J  It 瞬間! よりも えよお速い時11日という怠味を元来

持っている。 rシユク ・コツの閲」といえばまばたきよりも速い時間のこ

とである。従ってH剖羽が空間とやりとりをしてい る助而fごと見ればJ J < 代の

物別学者にも迎築家にも背訴では伝( 1 ，るのt:: 。

〔ギ ー デ イオ ン 的 解 釈) r空間 ・時間 ・建築J の持者である

ギーデ イオン11 . その菅洋1 <: 閲する限りでは時!.'¥l をーつの「時代J として

見ている。従って時間と空間との荻忠子物1 ' 1! 学的位見解. あるいは本質的

な見方には欠げてのいるで E の瓜おはその不足を補うか，あるいは新見解

への方向を的示する上で役立つのではあるまいか，それはともかくギーデ

イオン 制 ｅｉｾＧｅ 了ーを解釈すれば次 の 如くなる であろう。

「忙しい ＱＱ 針 ｴ 性がｾ策空 Ｑ ｭ の ｬ｛ Ｑ Ｑｾ 沼入ってき た。ノ ｙ ベラポウの正 ｬｬ ｬｬＡｾ

ｲＮ ｬｬ はそ の ｮ Ａｪ代性を迎いいれて好過した 。 時代性 ｉｴｾ 慢 ＢＡＡｉＡｕｉ ｾ ぬ ｴ ｬｬｬ をうえ

に。令部の綴飽が与えられた時m高空間 It 死んだJ

〔ラ イ ト 的 解 釈〕 ライト老は円伺に尚ちた悠度でかくうそぶく

であろう。 rその ν ユヲとはコルピユジエの E とでコッとはグロヒウスの

乙とらしい。 』書館主義が死んだと ζ ろから ， わ が 初 級 建 築 Org ani c

A r chi t ect ure  11生れる J • sJ 1 論家のグロヒウス同士は( 恐らく) ー「渓

択ら しいね。 1I 子It ' P 閃に目釘をつける，即ら' 4 ' 1日! の行機化が完成した時

に引1!II I1死んだといっている。シユ少 ・コツはすべてを' a T l ' " せる ) J であ

りｲＮｲ ｬｾｮ はすべてに通じる共通分 ｬ 主だ」。コルピユ ν ヱｉｴ r 1X 7  or，λ て

J j 利式は初めて UH¥、たね。内f下で 11相Illt 1 人でjoll 向から 6 r fかかって万物

を作った。後の 1 rr ＱＱ 休益した 」と一笑に 附すで あろう。そ れ で＾ｾれば

「 時 ｉｭ ｊ を ＱＱＱ Ｑζｐｾ 代性と包択し， ｲ ＢＱＧＡ ｬｭｊ を正 ｅ 慣と ｬｾｬｉｖｾ する ｅ と ｉｴｦ ｬＡＡ ｦｾ ｦ で

はあるが一般的でははいという乙とに。

〔統 一 理 論 への 願 望) 19 世紀の絞大の附みは r物質と約
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制リ日 ｬ の見万をすれば「科学とｾｾＭｾ教 ｊ の ＱＧ｜Ｑ を結ぶ統 Pfl ，胸への願' 11でみっ

ただろう。物月! 学的にいえば「物質とエヰルギー」の統一1 ' 1 ! 諭の完成への

府iいであった。今 i世紀前半でそれは完成されたが，今 ff 叶而している新ら

しい ｉ ｉｾ 朗代 ｲｰ 剖唱と咋 Ａｉ 月 ｊｊ を統的に説明し符ろ ｊｉ ［ｬ ｕｬｪ が Ｈｉ［ｪ かという己とで

お石。ギーヂイオシ It r時間のI ' H':! 輸を合バfごl叫次兄の年刊l について '1ち

しムれていろ" けで. それ It いかにも 191ft紀的であり現 (I の Vi si on に

1"t l守し t n、。

シユク ・コy のて事111主同II ! t l と別の世界を支配しているのであろうかの

それがて宇11合一する乙とによって新I
世界が中れると見弔問諸で i士，現代ν〉

進んだ物
1' ll 'i ' 在者を説nし! ' }I，いであろう。 f. l !築家に対して色同級である

〔空 間 は エ ネ ル ギ ー の 場〕 物質がエヰルギーとー元的にi J. {1

しているのではくて，物質はエネルギーの特殊IclRf，由化と 20世紀後半の物

FII 学者I : l . ilf. しもいっている。空間 (Space) は物質のない' 宅成在部分でに

〈て，エヰルギーの光制したそして物質訓IJ ; ; ' i の助として; t : 2J泊される。

ｾ築家にとっては空間は ￵ｦｩｊｊ 子 ， 光ｦＭＮＡｩＱ磁波 の充尚したｊｬＮ ｬ であり ，咋

%は凪とむってi l l J J き水は; 湿気となって充満する場であろ 。天文ヤ者に取っ

ては宇宙空間は絶えず広がりつつある場であり ，宇宙が何万パーセヲある

かという ζ とは nml 日のフアヲターを除外しては巧えられはい。急進的れ見

方が許されるのであれば弘は次のイメージを物理学，円に投げたい一 ＭｾＧｗｉｉ

はエオ、ルギーの特妹 " ｬｾｴｭｴＺＺＮ＠

[ 空 間 と 時 間〕 時間はI由止まの一向転ゃあるいは地味がぶ蹴の廻

りをー廻りすろ E とで借れたものなのであろうか O あろいは人聞が何十

阿か太附のまわりを例転する| 自民死んt:: り生きたりする E とから実感され

るゐ o t， ゐ心のであろうか。 そのような見方はPZYI ! U の本質と現象を民同

させる。まにそのようは現匁から時1mの単位をtために己 と11人I羽生前ー上の

便利を除いてはあまりr J . 昧はなかった。時11日はエネルギー的単位一一員; 初

予の持つライフより決定されて始めて絶対単位となり仰る。ポ主主子のあら

ゆる秘密が解明されておら伝い今円，それだけで私共の『時間と空間J の

統一理論を成立きせる似拠は与えられたわけでははいが，少くと色それに

- ! t 近附く乙とにははる 。はぜ収 らば私共が ri l mJ と時んだものの置付;

f士エヰルギーであり . rシユヲ ・コッ」と呼んだH寺I! 日のi f : 体色またエヰル

ギーと関係づけら れるか らであろ。 l J・子の知く途方もはい' 抱fl. lが汗 される

はらぱ，l I lil l IIと官1111はJ t にエネルギーの特別Uc 状忽であって ，エネルギー

とL、う 峨ー絶対TIIの双生児 fごと見たい。

201世紀後平の物1'jl ';q;' . 天文学者はそれを証明し てくれるであろう。

〔建 築 家 の 宇 宙 感 は そ の ま ま 彼 の 作 品 に 通 じ る 〕

pm: 日はすべての 4のを習をえる力 fごと見ても取りでは低いが，それよりも回

定し君主らはいという色のは一切ないのだと見る万が汀Ｎし ｌ 、。 ｩｬｬｬｾｮ はシユヲ

. コツにいっ色口鼻を何られて 11死滅する。死滅したその時が同時に彼の

新生である。 ｩｬｬｬｾｮｬｴ 従っていつまでもノツベラポーはの ｴＺＺＮ ｦ Ｚ Ｑ ほの強いｾ

3臣家という人1mだけが怖から ri kj 且の政策」を妄釦した。正E築空11日と呼ば

れる IIII!¥J 作'1

"

bの( 寸"rl{ に比してあまりに 4微小であるが. ぷ f';; J・1こ比し

11あまりにも巨大というむ味で) しか H! <tご人1m的It bのを自l1Wする強策

家が ， 新らしい物 ｆｬＡ 学 ， 天文学と対応を示し始めて来た 。 ｲ 現 代ｾ策のパ

ロツヲ 化」と呼ばれる現象にそのきずしが見られろといえばあまりにも位

急かも知れはいが ， 続らしい宇宙感がｾ築家に災怒 されておらはいのであ

れば，かかる現象は滋明し得ないであろう。 1958. 11.  14)  

( うらべ しづたろう 代敷レ イヨン k k H織部良)
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大 正 時 代 の 大 阪 の 建 築 を
き玄

関ロ る

11 叫 : ｉｉｬｪ 和 ＳＳｾ ド ｉｉ Ｉｊ 1411 'r- 後 211与- 5 11!t

泊 所 : 近 級 建 築 会 舷 地 断 淡 品 主

出 席 者 { ア イ ウ エ 方 願 )

今 林 彦 太 郎 ( 大 阪 ヵ ・ ス K K 腕 ;IE)

i位 J包 :4t m ｾ匝建築 ｬ ｪｽ必所所民Ｉ

i夜 江 悌 夫 ( 本 会 名 発 会 u )

鷲 16 九 郎 (K K 竹 中 工 t首 脳 監 査 役 }

(  'iJ 会) 塚 本 1，di 次( 円建設;n工aJ l K K大阪・I場所所長)

Jt 田 信 武 ( 占 悶 建 築 ! . I l 16 所 所 足 )

波 江 悌j夫氏

置 塩 l:t 氏

今林彦太郎氏

: 縫厄九日11氏

司会 今 nはど多忙中のと乙ろお lli まり下さいましてど

うも有妓うございます。実は「主主祭と社会」正月号lζ 竹

l以前会長の回顧録を載せる乙とになりましたので，それ

と合わせて皆さんに明治から昭和にまたがる大正時代の

大阪を中心とした姶築界の情勢や建物lζ ついて語ってい

ただき，われわれ若い者κ 昔の事情を教えていただきた

い。当時の大阪はある一面から見ると，むしろ東京をリ

ードしていたものがあるのではないか，その実利主義的

な特異性とかl原因などもその中で適当にお話ししていた

だければわれわれにとっても有意義だと思うのですが…

... 。

大正時代一一模倣から近代への転機・橋渡し

波 江 占s市の9 J 築というのは，大体好j 正気のときにどん

ｽん新しいものが建っている。大正ｼ時代は欧洲大戦のｾ

J でたくさん位ちましたね。

置塩 それらが大部分戦災にかかったりしてなくなって

しまったのは惜しいね。

( 一同，うなずく)

今林 われわれが仕 'JJ をはじめた乙ろはいい参考占がな

かった。あったのは「ブリテ ィッンュ ・コンペティショ

ンJ の本- mt だった。当時はノレ才、ッサンスやイギリスの

民主築のコピーをいかにうまく校倣しょうかと思ってやっ

てきた。

置塩実際， われわれの学生時代はほとんど英国のコン

ベテ ィションスタイルで，中村達太郎先生なんか「ほか

の変なものをやってくれるなJ といっていました。

今林 大正時代lζ 入ると， ドイツのセセッションとか，

フランスのアーノレヌーボーとかの新しいものが入って，

￭ｦｩｬＨｬｾ 、ものがでてきた。大阪へきた当時 ，石原Ａ時 ｊｉ ・応の

セセッション J! U¥のものと，ノミJ [ 4.f 8 )J 唆ーにの木造たが

桜橋の盟国火災のトイ γ 新興娃築の影響を受けたもの，

乙の二つに注目レましたね。法橋のJj のはいまはもうな

いが，当時の n，; l 、の代表( t ' - j な新様式の洋風9 J 築だったの

ではないかと思う。

それからこの乙ろからぽつぽつ鉄筋コンクリートも位
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石 原 時 計 脂 ・心 斉 橋

ちだした。大正末期になるともう今 H と1，，] じようなもの

ができ ていた。設備はおそま つだったろうが… …。

それで大正時代というのは明治の西洋コピーから今日

の建物への穴埋めをやって，大体その基礎ができた時代

といってもよいのではないかと恩う。

煉瓦・化粧煉瓦・タイル

ｪ 皮江 明治も終りになると，鉄骨構造ｾ瓦造というのが

代表的な総造になっていました。学生時代佐野同士設計

の東京の丸善本庖なんか見にいったものだ。それ以前は

銀行はほとんどｾＮｊｒ瓦造あるいは石造だったね。

今林 堂島にあった J じ浜銀行堂島支庖，大正元年10月に

竣工しているが，それは鉄骨.w瓦造。

波江 この乙ろ，東京では東京駅の鉄骨叫{ 瓦造がはじま

っていた。両国の国技館の鉄骨も乙の乙ろですが，大正

! こ入ると化粧むI i 瓦ができた。 ハリガワラ は 11本人の工夫

でできてきた乙とも大きいと思うね。阿i，( ・では焼きすぎ

そ使っていたが， 11本では経済的な関係で，ハリガワラ

の発明になったんだろうね。それで大 l E . l 時代はハリガワ

ラ全盛時代になってきた。それから亦の! W( 瓦が嫌われ

て，東京で横河さんの' 市劇lなんか白い化粧! W( 瓦をI吏い，

それがはやって，あのあたり一帯は白いR l l 物ばかりにな

った。それから黄色，チョコ レー ト色といろいろ代えて

やってたね。

置塩 私はみがき t.JR瓦を使った ζ とがある。表商n J み

がいて…… タイルは高くつくのでね。

司会 当11与はt J l ( 瓦はどこで焼いたんですか Y
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大 阪 中 央 公 会 堂 ・中 の ぬ

波江 ハリガワラと大阪窯3主です。当lI !j そこの谷口専務

は，もう i.J!! 瓦の11寺代じゃないといって，米関を視祭して

きてセメント工場にキノレンを入れた。また名古屋では，

伊ぷ製陶が造っていた。

今林 当時はいまのようなタイルの，考えブi ではなかっ

た。大. u: : 初J91は小口型しかなかった。それはその型しか

焼けなかったんたね。大きいのはゆがんでしまうから

ね。それからそれを煉瓦造のように見せようとしていた

んだ。それに貼り方や強み方の検査がすごく厳重だっ

Tこ。

鷲尾 そのころは大抵窓の形が各階で変えてあった。同

じ形の窓を繰り返すのは気がひけたらしい。 中のぬを歩

いて見ても 実I e. 愉快ですよ。よくも乙んなにいろいろの

形が芳えられたものだと感心させられる。控訴院の建物

もその例なんだが，あの建物では窓の大きさと間隔が設

計できめられて，それに応じてタイルを割りつけたとい

うことを聞いたことがあるが，普通とは逆の行き方です

ね。だから，同じ小口型ではあるが，脇所によって寸法

が巡ってるそうですよ。調べたら函白いと思いますね。

今林 そうかもしれないね。

鷲尾 その乙ろは目地は 2 分 5 座と決まっていた。小口

いってんばりで，背が 2 寸，それで 2 寸 2 分 5 座で高さ

を由l っていましたね。だから白地で逃げをとるなんて智

訟が湧かなかった。

今林 後藤俊二さんの図面を見たことがあるんだが，縦

も摘もきっちり似瓦割りをしてあってびっくりした。ｾＮｊＡＨ

i七を使うとややこしい半端な寸法がでてくるんですよ。

それで学生時代の設計には，なるべくｾＧｪＨＱ七を ｬ 史わない で

やったんですよ。辰野先生が「君の J i よl士何だい? こ

んな寸法になるはづはない」っていわれたので， これ

はｾＨ瓦は侠わないんですよ」というと， i あっそうか」

というわけだったんですよ。

大阪中央公会堂一一 コンペはア イデアだけ

波江 あの大阪の111央公会堂は j)(' V; ' Wl i 造で化粧t J l ( 瓦

なんですが，辰野先生の白地の検査は厳歪だったよo ｾｉ＠

企を伴内てきて，一々日 i世に突っ込んで行くんですよ、



大 阪 府 立 図 役 館 ・中 の 向

そこの監 [>f 主任をしていた谷民蔵君なんか憤慨 して泣い

ていましたよ。でもそう厳重でなければ耐震的な価値が

ないですからね。辰野先生の泌物は，丸の内なんか大震

災でも被害は薄かった。

でもまあ煉瓦迭は，大正初年か明治のものだと思っ て

いいね。t ，j ! 瓦造は大正初めで終りだよ。

今林 この公会堂は大疋 7 年10月に竣工だね。

波江 乙れは辰野片岡事務所で監督しているんだが，こ

れが一種の設計監密でしてね。コンペの一等原案を勝手

に直しているのですよ。当選者の問団信一郎君がやきも

きして， i先生，お手伝いしましょうかけって事務所

へ行ったんだ。荘、は岡田君をかげにそっと呼んで「黙っ

て見てる方がよい。でないと設: : 1 1 - 者は目茶脊茶になっち

ゃう」となだめたもんです。

置塩 あの公会堂の設計ーがやられていたとき，岡田君は

「一生懸命しつけた娘が，嫁入先でしつけを変えられて

しまったようで淋し l ' - ，なんでいってましたよ。

波江 その点，日本のコンペというのは「案」をとって

るだけなんですよ。外困のようにピュアな経過にはなっ

ていなかった。

台湾総仔府のコンペのときは，一等はなく，二等は長

野さん，三等は片岡さんで， i一等というのはコンペの

応募案の巾で段良のものが得るものじゃないかJ と長野

きんが辰野先生にいっておられたが，審査員の一人だっ

た辰野先生は「銀を金にしろノ というのは無理だよ」

といわれたという話しもあるんですよ。これは審査に採

点i去をと勺たためと恩われるね。

今林 いまから考えると . n木のコンペティションの経

過は惑い風illll だったね。

大阪市役所の建設

波江 池上市長のとき ，市役所を rt の品 l己主l ! ; てようとい

って，市役所のコンペをやった。一等は小)11陽吉さん，

二等は絞井小太郎さん，三等は …… i I 1 出さんだったんじ

ゃないか ?

置塩 そうだったな。ハハハ・・… ( 一同笑う)

今林 そのコンペは明治の終りだね。

大 阪 市 庁 ・中 の ね

置極 明治45年。

波江 )'i 岡さんが市役所建設のための顧問になりました

ね。ＩＧ￯岡さんは「もうｾ物は三階建材 ｩ 瓦迭の ｬ 時代じゃな

い。鉄筋コンクリー卜五階建でないといけない。! 怒' よtは

懸: n : で，その努力は買うべきだが・- … J と大いに頑取っ

ておられた。結局先生の指導で主任が牛村喜男子守1 (，欠席

が今林さん。

今林 唆工は大正 Ｑ Ｐ ｾ 下だったな。 Ｄｕ ＡＷ ｩ コンクリートで，

塔の部分の下がずっと鉄骨，大担な構造で，いまならよ

うやらんね。役所のえらい人は塔がないと役所になら

ん，というわけだった。

置塩 ) 洞は伎の案に似ているし，燃はニュ _， _ 1 ; のシ

ティホー J レに似ているといわれた。

i皮江 メトロポリタンヒ勺レに車IJ 戟されたんじゃない Y

( 一同うなずく〕

波江 あれが計画された時は大き過ぎるといわれていた

が司でき上るとすれ、. . . ， (;!l 、になり，包気局や 1.1<道局な

んか，それぞれ後" f . . 九条と扇町に鉄筋コンクリート造

でできた

図書館はうまい『

置 塩 公会堂 ・ 図 ｾｦｬｬＢ［ ・ 市役所と ｲ ｬＧ の ｊＺｬ｝ に並んでるけど

図書館が一番うまいね。

今林 そのことで，あのころは全郊 J レ才、サンス ・スタイ

ルで，それが独創性だとかでキ守ピクルに真四角なもの

をペタッと持ってきたりする。ディテールを一寸変えて

いる。そのまま模倣するのは能がないというわけです

ね。その点長野字平治さん lまえらい。フレッチ 4 ーの本

にでもあるとおりにやってね。中のぬの図書官1 ' ( ( こしても

いいというのは，つまり向うのよいのをそのまま持って

きているのだからいまでも見られるんですよ 3

赤煉瓦の美しい控訴院

司会 対j手の裁判所，控訴院というんですか，あれも大

正! 時代にできたものと思うんですが， … ・・この間彫刻家

の中村瓦さんにお会いしたとき， il 、まの人であれぐら

いの色を使える人はいるだろうか ?J ということだ勺た

んですが，色を; 立識してを}j 果的に使ったんでしょうか F
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大 阪 控 訴 院 ・中 の 島 ，

今林 それより私は赤煉瓦がはやったからで，色の効果

をねらったかどうかは疑問ですね。ｾｉｬ瓦は赤いものだと

}[l っていたんじゃない ?

j皮江 あれは設計は司法省となっているが， h' l t 浜勉さん

だと思う。牛村君が現場主任，大正 5 年竣工。あの仕事

は非常lζ 苦労してますね。あれだけの墜に貼る航瓦の色

を揃えるのに煉瓦屋は大変だった。現場監管の金刺さん

は苦労してましたよ。乙乙で面白かったのは，蕊礎が鎌i

から縮まで長さが 300尺ぐらいありますからね。コンク

リートの上に壁の哀を出すのに. 朝と昼測ると半インチ

i ! t i うんですよ。乙れは膨脹係数からいくと合うんだが，

職人は「コンクリートが生きている」なんでいっていま

したよ。牛村君の話によると，巣鴨の監獄の勝。I i 瓦)

が長さ約20丁あるが，隅の塔のと乙ろで冬になると指が

入るぐらいのスキ閲ができるんだそうだ。

今林 それと同じだが，あの大阪の市役所は，引っ込ん

だ入隅1(. すき間ができると表から見えていけないといっ

て，入隅は 45
0

の日置を作って逃げましたよ。

鉄筋コンクリートとその取り犠し

今林 ところで鉄筋コンクリー卜の往物というのは，大

体大正に入ってからだろう。大正 Ｕ Ｑｦ ｬＰ 月竣工の ｾｩｪｊ 日新

1mの本社は大きい，新しい鉄筋コンクリートでは早い方

じゃない? 武田五ーさんの設計で，藤井厚二さんが現

均におられた。

鷲尾 ζ れは社内でもめてましたよ。煉瓦で行くか，欽

骨で行くか，鉄筋コンクリートかということで，当時の

村山社長は新聞社百年の計にはどうしても耐震耐火でい

くべきだといって建てられましたね。

置塩 私は明治4 3' < f ( こ鉄筋コンクリートで陸軍の傾突を

やりましたよ。

波江 私は大正 2 年に 2，000 坪の安問倉庫をす'kn7i コンク

リートでやった。学校を出てすぐ監仔に /11た。乙れで鉄

筋コンクリー卜というものが分ったね。

置塩 当時セメントは大阪窯業と大阪セメントが作って

いたね。

波江 乙の欽筋コンクリー卜がでさた当時，これは域す

のは大変だろうと話していたと乙ろが，市医改正で銀行
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泌物を決しているのを見ると，いとも簡単に域してい

る内ニーュー- / ＭＷィックがアｾてｽ爽 Ｑ やすくな ， t. という

七，1 . . もあるたろうが…… 。

鷲尾 いまの訴しの当時の鉄筋コンク リー 卜 と い う の

は，本当に簡単に域れた例があるんですよ。別にコンク

リートが悪かったというのじゃあない。* なんか鉄筋が

れ: の中まで入ってなくて定者ーがない。スターラップは入

っていないし，鉄筋もベンドアップしていない。それで

* なんかゴソッと落ちてくるんですよ。それは米同人の

構造設計でカーンパーというのを使っていた。

i皮i工 折角鉄筋コンクリートで，それも相当丹念につく

ったものでも具合が悪いと，サッサと壊してしまう。そ

の点大阪人というのは進取的なと乙ろがあって，不古s合

だとすぐ竣してしまうという点もあるんだろうね。荘、は

随分その壊すのを見ましたよ。時代が進むと域すのも何

でもなくなるんだろうか?

オフィス・ピルの盛行

j皮江 ところで堂ビJ レは何時建ったの ?

今林 大正12年

波江 掌ビ J レは鷲尾さん，関係したんだろう?

鷲 尾 え え

波江 大阪ピJ レは?

今林 大正14年 9 月唆工

置塩 住友ピJ レの一期が大正14{下4 月ですね。長谷郎さ

んがやったんだろう。

波江 そうすると今口のビノレ建築ができたのも大正11寺代

だね。

今林 だからね，大正時代にほとんどすべてが今日の形

態になった。t J ! ( 瓦造三階建から今日の鉄骨鉄筋コンクリ

ートが使われるに到る過程l立大正時代15年間ですよ。

波江 東京の丸ピ J レはフーラー ・カンパニーがやったろ

う。釣り足場だの，どんどん機械 )J を使って，その nの

労働者を集め，材料もその日に必要なものだけ巡んだ。

事務能不やシステムもよかった。乙れに刺戟されて，日

本の施工も早くなったね。それまでの建物は南京海上に

しても，あの東京駅lζ しでも長くかかってたね。

好素気一一留学一一建築業者の欧米視察

波 江 大戦後の ｾｦ ＮＺ元気でどんどんｾ物が建ったわけだ

が，またおかげでいろんな人がたくさん欧米へ行った

ね。建築業者はとっても熱心に研究してましたよ。いろ

んな設備や災務についてね。須賀商会の主人なんか外国

の女の人がどんな恰好で便所をしてるかというような観

祭まで。持労してましたよ。ハリガワラの谷口君も，伊

奈からも宗主人が行きましたね。また赤阪の欠jfI 大型Il ;ri

の太郎さんなど， Ln塩さんは何時頃?

置塩 私{ 立大正10'<f . から 11年。ヨーロッパからアメリカ

を担当って帰ってきた。帰ってきたら堂ピ J レができてい

た。どこかで見r ょうだなと思いましたよ。
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波江 Tl 、は大正 8 午か ら 9 " j ' . へかけて米国へ悦32を命ぜ

，Ｇ，れ，リンノヲンシスコで ，サンフランシス寸心ＺＮＧｊＺ ｲ ，ｾ慌

たの伏Ilf !Iノド凡t /，υf が，背広からとえてさている。その

スケッチが災物そっくりで，ふんいきもよく1 ' 1 ¥ている。

尖によく占: いであるんでびっくりした。

今林 大阪で外人のやったヒワレの図而を見たんだが，百

分のーの、f 而図には鉄骨の件，鉄筋コンクリート郎分，

石， ｾｾ￮ 瓦の部分はもとより媛房のパイプ ，給排水 Ｑ ｌｦのすＮ

上りまで全郎書き入れてある。それを見てると残物全体

がすぐ浮んでくるんですね。アメリカでは附帯工事毘と

建築毘が共同して図面を苫いているんだ。全部がこの要

領で. その中でも原寸図が一番うまく普いであるんで

「乙れは誰が舎くんだ ? J と聞いたと乙ろが， i これは

一番えらい人が書くんだ。仕事の分った人でないと占け

ない」というんだ。全く日本と逆だね。

波江 それから向うは組織が違う。現場の寸法がまII 呉照

や石屋にすぐ現場から連絡がくるんだ。その寸法{ こ合わ

せて加工して，電話一本で現場へ運んでくる。非常に現

均寸法というものを大事にしてましたね。

住宅一一住宅博覧会

司会 大変参考になるお話しをどうも。ところでこのH与

代のピルのほかに何か・. ... 。

波江 大正時代は都市の建物，ビJ レが全様だが，アパー

トまでは手が{rtl びていない。私が市l乙入ってすぐ政府が

金を貸してくれて，松坂屋の哀に不良住宅地区改良とし

て，三階建の鉄筋コンクリートのアパートができた。乙

れがまあアパートの起りだろうが，それくらいのもので

すね。だからアパートも大正時代に起っているんだが，

大阪では早くから郊外電車が発達して，それがどんどん

沿線に住宅地を聞妬したし，住宅は郊外へと行ったね。

住宅で画期的だったのは，大正 ll f F . ，協会がやった桜

ケ丘の住宅博覧会だったね。大仕事でしたね。恐らくあ

んなのは日本で最初だったんじゃない ? 東京からもた

くさん見にきましたよ。一ーしかも大正時代の住宅改良

に大きな利械を勺えている。

法規が制定されたことは大きい!

司会 御堂筋ができたのは?

j皮江 市街地建築物法 ・都市計画法ができてからでしょ

う。それで近代都市に なってくるんでしょうね。大正中

年! こ乙の法規ができたという乙とは大きいですね。それ

と明治42年の北区の大火と，明治45年の南区の大火があ

「たが，これに京11' 決されて，市の消防設備も近代化する

し，道路も大きくなってきた。御堂筋は巾 24聞で広過ぎる

と思われていたが，いまではもうもっと広い方がよいと

いっているらしい。とにかく大阪の名物になっちゃ勺た

司会 それまで往物には法規的なものは全然なかったん

持慣

大 正 時 代 の 何 日 新 聞 *1

ですか Y

今林 台湾l ζl i 法規はあったんですがね。こっちでも ill

物全体を規制するものはなかったが，職業的に，またi l !

物の種類によって，行政 ・保安 ・衛生的な他の見地から

のものはありました。どんなものでも勝手に述てたらよ

いというのではなかった。

関東大震災一一偉大な教訓

波江 大正時代はおかしなもので，大阪ではほとんど火

事はなかった。ただその火事のなかったときに二つの事

件があった。私のやった堂島の安田倉庫の中で大正 4 年

にセルロイドの爆発があり，それから大 i [ 6  { f に安治川

の三菱倉庫で大爆発があった。

置塩 あの音lζ はびっくりした。

i皮江 大きな鉄筋の繋が安治川を越えて，対斤へとんだ

んだからね。

と乙ろで，大正12年の関東大震災は，日本lζ 大きな教

訓を残したね。内藤多仲君のタッチした耐震墜を配置し

たものはほとんど被害を受けていないが，ほかの多くの

建物には亀裂ができるし，丸の内で鉄筋コンクリート八

階伎の完成間際のものが一つつぶれてしまった。

今林 いまの建築はそれを忘れているんじゃない ? ま

た地震がきて思い出す。人間の世界はそういう ζ とを繰

返す…・・。

波i工 たしかにいまは不安を感じさせる峨が多い。もち

ろん計 ｴｾ しであるんだろうけれど。

置塩 ζ んな地震も刺ｾや反省を与えたり，新しいもの

ができてくるためにはときどきあった方がよいような気

がする。それとどうもいまは仕事がスピーディになり，

何でも簡略化されてきた。大正時代には総ガラスだと

か，コンクリート打放しの丸出しのものなんか考えられ

なかった。あれはいまでも金がかかるんでしょう?

司会 そうですね，最後はどうも耳の痛い，痛烈な ζ 批

判までいただきました。ではこの辺で， 11・亙な，面 (1い

お話しをいろいろ有難うございました。おかげで大正l I !j

代が非常に主要な時代だったという乙とをあらためて認

; 放いたしました。

143 



大 正 時 代

子 供 遊の

牧 村

<> 

私が初めて ifflll というものをこしらえてもらったのは

小学 4 年生のころだから，明治42年のことである。もち

ろん詰めえりの小企/ J E l . ，それが 2 &ドほどのうちには小さ

くて行られないようにな ったが. もうすぐ上の' 字校へ行

くのだからムダになるというので， 6 1r=.t t のときには和

服で通学させられた。それが船場のドまんなかの汎愛校

だったのだから，場末の子供はおして知るべしである。

家では大てい紛がすりの筒袖，その袖でJKばなを拭く

ものだから， どの子供も納の先はテカテカと光ってい

た。商人の家では，子供も縞ものばかりで，前零れがけ

である。

そうした男の子の遊びといえば，パイにベッタ，戸外

ではイカノボシ( た乙上げ) よりほかにはなかった。そ

のパイやベッタも，そんなもので遊んでは t 、けないと尽

くとめられていたので，私などは人の遊んでいるのを，

乙っそりと，そばから見ているだけだったが… …。

それにくらべると， いまの子供の玩兵はピスト J レに

万，松屋町あたりでは，それがまた一番よ く先れるとか

で，関西主婦述合会とやらから戦争玩只の追放を申し入

れたことなどもあったが，それも，いつのまにかウヤム

ヤ，そのうえ最近は H 月光仮面がとか H スーパーマン H

Ｂｾ，犬リンチンチン ｈ などとピストルの うち合いばかり

をテレビなどでも次々に出すので，子供は勉強もそこの

けでテレビにかじりついて離れない。

いろはカノレタでも，菅なら「石の上! こも三句 J I論語

説みの論語知らずJ などと，意味もわからぬながらに，

それで子供は満足していたものを，この節はニ ｔｾ ＤＱ ￪ や

剣劇の絵がないと承知しないようになってしまった。だ

から商人の方でも，子供lこ受けるような際物ばかりをつ

くる。いくら悪い影響があるからといって，テレビでさ
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え手をi 31かぬものを，彼らが製造をやめるはずもないで

はなし、か。

もっとも，明治43年ごろから H 立川文1is11 という豆本

が大阪で発行されて，玉田玉秀読の H 猿飛佐助H が初め

て令喝し，それが映阿に移されて，尾上松之助の忍術l快

国i ( 当時はもちろん無声，それに| 映画という名はまだな

し活動写只といっ て，は やし ｾｉｊ 物 ・ 声色入りと宣伝せ

られていた) が盛んになり，子供たちは，しきりにその

忍術をまねて小さな手で九字を切り，パ γ とｾが消える

のを喜んだものであるから，二丁ｾ銃も時世であろう。

。

パイとは，唄の字を書く。貝の- f ' I t で形はタニシに似

てちょっと大きく，肉は食べられたもの，九州の天主主あ

たりから西区のざこばへ入ってきた。

その只の設に晒し蝋を詰めてm: 味をもたせたのが玩具

のパイで，一文菓子屋などに売っていた。赤や背， ｖｾ 色

などの色ロウを詰め，あるいは，いろいろな紋様を匁限

式に描いた，きれいなものもあった。

函館の「好色一代男J ( 1682年発行) ( こは「よい年を

して螺まはし，扇引，なんこよびて，おのづと子供心に

なりて・… J とあるから，その時分からパイまわしをや

っていたことがわかる。ところが，日露戦争のあとぐら

いから H かねパイ H という鋳物のものが大量製産される

よう lζ なって，本物のパイ( ; 次第に駆逐せられていっ

Tこ。

ノf イをまわすヒモを H ヨウジM といい，このパイをま

わして遊ぶ座を H ポン M といった。幹通( 立セキタン箱

(石;111カン 2 個入りの空箱) の上に， 3 尺角のござを二

つ折りにしてのせ，まんなかを押えて. く lまませてお

く。そして， 2 人が同時にその上に糸を巻きつけたパイ

を振り 11 ¥して勝負を争うのである。いわばコ? の打ち合

‘  
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いと| 司じようなものと思えはよい。

Zζ れに対して，東京ICは H ベイベイどまH というのが

あった。パイを木でつくったもので，，f{Sの先lζ 革をつけ

たもので叩いて廻すのだが，ベイとはノイイの江戸なまり

である。

このごろは，また夜! 占が市の周間部あたりで，ぽつぽ

つ復活し始めたが，昔は 1 ・6 のU の平野町， 3 ・8 の円

のl眼底町など，ずいぶん盛んなものであった。その夜庖

lζ パイ屋が広を山していて，中でも一審大きなパイは小

さな五IJ 団の上にドッシリとすわり込み，子供心にもそれ

がほしくてならなかった。しかし，小さいものでも，ロ

ウのrt 底l乙鉛を仕込んだものは白方も主く ，勝負にも強

かった。そして，そのパイ屋の屋台のそばlζ は，必ず勝

u のj主が設けられていて，大人までも出って盛んに遊ん

でいたものである 3

<> 

夜 ｬ 占のことをｾいたが， t支出で面白いのは 1 ik 9盛屋

とて，子供の玩具から台所道只まで，なんでもかでも ，

よりどり 1 i!hj l 銭 9 鹿で光っていた。 2 i 誌でもよいとこ

ろを 1 盛だけ安くしたところが客引きのコツで，もちろ

ん 11亙というような釣り銭はなかったから， 2 主見出すと

釣りの代りに 7 ッチを 1個添えて，木のシャクに入れて

差し出したものだ。後の Ｑ Ｐ ｾ ｊ［Ｎストアというのは ， 乙れを

組織化したものであろう。

以ならば 1 !-!い 1銭のミゾレ( かき氷{ 乙砂総省をかけ

たもの〕や，すいとう ・ところてん庖，秋のはじめにな

ると，美しい紙あんどんを掛けた虫売り昆が荷をおろし

て，鈴虫 ・松虫 ・くつわ虫などを売っていた。

いまの H たこがr が初めて必り出されたのは大正の末

ζ ろであろうか。もっとも，まだ ｈ たこお ， ｾＧｉ という名は

なくて， H ラジオ焼H と呼んでいたが，別 lζ ラジオとは

何の関係もなく，ちょうどラジオがようやく ，はやり出

したl時分のこととて，新しいものとでもいうような怠味

で名づけたのではないだろうか。お好み焼が始められた

のは，それからずっと後のことである。

I ) ，t 火をカンカンおこして大きな金アミで，はじき豆や，

さ' んなんをJ mっている豆ゾこり@. ，そのほか古道兵 ・古本

に化粧品なムの I，li!1今でも同じことだが，半野UIJ などは

ｊｾｈｭｪ から Ｇｪｩ へ Ｇｪｩｍｉ 比 ＱＱ までの問に，古本ｽ三と ｨｬＨａ ミ ｨｬ 人けが

区画をなして，ずらりと l山を錐べていた。

大体， ｴ 支出の客は八分までがひやかし，ｾけれ｛よ良う

てもよいという程度で， H しらの半値υ といわれるくら

いに，客の方も言い値の半分ぐらいに他をつける。する

と，ポンと「負けときまひょ」と予を打たれて，はじめ

から買うつもりもなかったので，そのままスタスタと逃

.f 1L¥すというような ζ ともある。そのかわりに桜のない

盆i . : ¥i ; をつかまされたりするような乙とも，ないではなか

3 た。公いと思うて買うた )J :タン糸が，シンが太くて糸

のムとさが半分もなかったというようなインチキものが，

現化も天王ＮＧｩＧのお彼ｪＧ Ｑｾ などで完られていると乙ろから見

ると， iTの{支1，1; のイカサマをとやかくいうことができな

し、かも知れぬが・ … ' 0

<> 

J丹をv ? : そう。ベッタは，いまの子はベッタンという ο

; j - : - ) レ紙( : ，式首絵などを，あくどい色で印刷したのを

張りつけて， f' J形や角形に打ちぬいた，ちょうど安もの

のカルタのようなもの。

のちには，相 ｦ た取りや ｾｉｻ 人などの絵をその ｪ 彰のままに

打ちぬいたものもできて，哀へ悔が谷 ・常・峰山 ・太万山

大木戸などという，そのころ人気の大関や繊綱のぞi であ

るとか，大将 ・中将などと軍人の階級，あるいは何卜万

というような大きな数字を書いたものもあり ，それを五

( こ打ち合って，相手のものがあおられて哀返ったりすれ

ばぬけになるという単純な遊びであった。乙のどろは，

その J レーノレも大分複雑になってきているようであるが，

見ているだけでは，どうもよくわからない。

。

た乙あげは，大阪では H イカノボシ H という。

石川維望の「ねざめのすさぴ」という古lζ 「部人はイ

カと呼ぴ，関東人はタコと呼べり」とあるが，イカもタ

コも . その] 診から出た名であろう。

終戦後の正月，焼け跡のなんのジャマものもない広っ

ぱで久しぶりに手製のイカが空高くのぼっているのを見

たときには， n，4 1 : ものどかになったものだと ，いかにも

なつかしい気がしたが，それから次第K 街が空整理され，

電線が張りめぐらされるようになって，また都会ではイ

カも見られなくなってしまった。

いまの子供用のタコ l立大てい H 以だ乙 H であるが，こ

れは東京からはやってきたもので，もとは H 尾張イカ H

とて，紅白の紙を市松脱線lζ 張った扇形のが普通であっ

た。そのほか H 朝鮮だ ζ H とて， 赤や紛の紙で直線校様

をつくった長崎のタコと同じような変形のものがあり，

これは小さい子供用の一番安ものであった。

長崎のたこあげは，阿波の徳島とともに有名である

が，長崎ではタコのことを M 竜がともいうそうである。

大阪でも H 屯M や Ilni:/' などの字を大きく JJ いたり，立主

， 首絵などを， ｉｮ 、た反ブ ｾＱ 診のものもあった 。 Ｈプ ｊ 合以に相

了二にt J . ! I r Y . l . 強モうな絵や字を省いたのであろう。これか

いわゆる句会だこ H に H 字だこ M で，大阪では普i i J j "P月

角イカ H といって，やや大きい子が上げたものである。

そのほか H 乙つま( 勝間) イカ M とて，応がつばさを

ひろげた絡好のものがあり，乙れは極彩色の木版刷りで

なかなか予のかかったものであるが，今はすっかり姿を

消してしまった。

イカノボシで壮快なのはウナリである。 l盈lを受・ : j てウ

ワーンと I!f} ，: ，と，いかにもタコあげの気分になる。
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また " 7 トM というものがあって，竹細工1(. 赤紙を張

ってあり ，イカが高くのぼった乙ろを見はか らっ て， 手

元に ζ の的を仕掛けてサッ と欣すと ，係j は風をは らんで

スウッと糸をったっ て上の方へのぼ ってゆく。そして，

それが一審上の糸の結び自に突きあたると，パッと日の

丸型! と開いて，中 lζ 仕込んである五色の紙がヒラ ヒラ と

大空にまかれる。的は役目をはたすと ，またスルスルと

手元 へ戻 ってくるのだが，そのｮＧｾがパッと聞いたときの

気持は何ともいえぬ痛快なものであった。

城のパンパ，いまの馬場町交メ点から北方一帯，昔は

もちろん府庁などの建物も ない広 っぱで，イカノボシ lζ

は持って乙いのと乙ろ，よくイカ合戦が行なわれたそう

である。もちろん明治時代のことだが， H イカ茶屋H と

いうのがあって，昼の弁当を食べたり ，イカを預けてお

いたりしたものだとか。

乙のイカ合戦のときには，糸』乙ガラスの粉を塗り つけ

ておいて，それで相手の糸を磨り切るのだと聞いた。そ

の切れたイカが風のまにまに大空を飛んでいたのを見た

ことがある。

「テングン ( 天狗) さん，Jm.¥おくれ，あーま ったーら，

かーやーす」

風が出るのを待って子供 らが歌っていた声が，いまだ

に耳κ ついているようだ。

。

輸まわしとて，直径50センチほどの竹のたが( 後には

欽の輸になった) を，太い針金の先をカギ型K まげたも

ので引っかけて街中を走 って行 くのだ。いまのフラフ ー

プよりも危いが，町を走るのは人力車よりほかにはなか

った時代なれば乙そ，乙 んな乙 ともできたわけである。

丁舷などが使いに行くときにも，で子3誌の輸をまわしなが

ら駆けて行 った。走るので使いが早く片づいた。

H ドンドン M というのは，まり当て遊びである。ゴム

まり が一般に普及したのは明治30年どろだと聞いている

が，いまのような大きなものはな くて，大てい直径 5 ，

6 センチぐらい。それを当て合って，当てられたものが

鬼になる。往来で乙んな遊びができたのも大正中どろま

でではなかろうか。

女の子は，そのゴムまりで手まりっき，もちろん和服

どが，長いたもとを左手でかかげてマリをついていた姿

はなつかしい。

ひ f ふ ゥみィよれよもの長色を必とながめて， Hdに

うぐいす，ホホン法華経とさーえ 9 1.) ， あすは祇凶の

二粁茶ー屋で，琴や三味線，はやしテンテン手まりう
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た，歌の中山，チョ五ン五ン十で，チョ六六々，チョ

じ七々 ，チョ八八々 ， チョ 九が九ゥ卜で，チョト γiつ

いた，ひ ィふゥみィよォ ー・ o

こんな，のんびりした歌も明治時代なれば乙そ，A .l L  

主JJ-"j になると ，その歌もすっかり変ってくる。

トント トント ン， トンとおとせば，すだれ小ゃなぎ，

まわりすと より スァトントン，いちゃドンドン，ニや

ドンドン，三やドンドン ， 四やドンドン，五位あが

り，じゃくろーやー匁，じゃくろーや二匁. . . .. さの

やがー， さのやが二 ・・・・ 田・， あまいちりんしよりんし

ょ，あまニりんしよりんしょ ・田…ー。

ど乙までもつづいて， だんだん illl づきになってゆく。

乙のような歌には，これという原歌があるではなし，そ

の所，その人によって，どんなにでも歌われる性質のも

のだから，同じ大阪で、も船場と J: ii 之内では，もうし放も巡

っていたかもしれない。

。

子供のはやし歌には，ずいぶんいろんなものがある。

おーに( 鬼) になって苦しいか，だいこ( 大級) の汁

なと飲ましゃんせ一一鬼どとなどの時のはやし獄。

もうせん，きっき，はーらいた( 腹痛〕おーこった，

また，はー らのむ ーし ( 腹の虫) がおーこったー一一鬼ご

とや，か くれんぼをやめるときにいう 。

けんかはおよし，相撲はおとり一一けんかの仲裁。

子供のけんかに親出すなー一一けんかの中へ親が1'I'}おに

はいったりするとき。

見と女と遊ばんもん，一間まなかにきずがつく一一児

の予と女の子が仲よくしているのを見てはやす。

蛸たいてもお醤カ11が足らん一一坊主をあざけっていう

郵便i l l . さん，走りんか，もうかれこれ12時や。

赤 ・安心，白 ・心配一一赤，白に分れた競争のときに

自の旗色が悪いのを見て，赤組の方からはやす。

ビピンチョにさーわらまい，いしかね( 石金) 持って

来い一一道で汚ないものを踏みつけたときなどに，それ

を見ていた他の者がはやし立てる。

ビピンチョ，カイチョ ，カ イチョ持って走れ一一部] 項

と同じ。後にはなまって，ピピンチョ，カンチョといっ

7こ。

まねし )J -L 米もらい， - 11歩いて米- 7ト一 人ω £

ねをする子があると，こうい ってはやし十。

うそ泣きするもん，役 6' の〕与一一 うそ泣きをしてい φ

.j'- にはやす。

< : ! l 者郷土史 家)

町



"  

r Bl 置回圏直固圃固

。〉 カタログ送呈

常滑農協会館

設計 ・臼建設計工務( 株)

施工 ・竹 中 工 務 1，5

C  C  130/ 114P  T C  4 了t卦

伊奈製陶械式曾蹴

本 社 及 工 場 愛 知 県 常 滑 市 扇 面 新田 屯( 代) 700 

東京事務所‘ 東京都中 央区西八丁明2- 8 屯 @5261- 2  



岩住のサッシ. ドアー

弊 社 製 品 の 総 て に

オ ー ト メ ー シ ョ ン に依る ボンデライト を

錆 止 メ 塗 装 は- j焼 付 塗 装 を

実 施 致 し ま し て

期 し て い ま す

完 全 防 錆 を

是非御採用の程願上ます

株 式 会 社 岩 佐 鍛 工 所

大 阪 市 西 淀 川 区 干 舟 東 二 了 目 三 一 番 地

電 話 淀 川 (47) 0903・0904 ・3000・4351 ・4352・4353

〈位面画孟画通勤

フロアーヒンヂ. ( 両開 キ)

車、 ｾ
長宅

ラIX' トリーヒンヂa

ミミd

輸 出 本 邦 唯 一

ニ ュ ー ヨ ー ク ・ロ ス ア ン 七:J レス ・カ ラ カ ス ・ノ〈ンク ーノ ずー ・ロ ノチ

ｊ レグム ・ Ｗ ニラ ・ シン ガポーノレ ・ 香港 ｾ Ｙ ・へ毎 月愉出致 しております τ 。

日本ドPーチエ 1:) ク製詣株式会社

取締役社長 出 向 井 啓 蔵

木 村 て ｊｾ 布施 ､ ￯ 附 川 町 Ｓ 丁 ｮ 1  1  i'fi  J由 ，'I ! 川大阪俄，)(に お 6666- 9  

東 京 主 山 東京抗日 下代川医科l' 川 錦 町 1T I 123 ＧＮｉＡＮＮｾ東京 ω ， Ｉ 1920 .  4920 

M 間山部所有' ，' ， ｉ ｙＮ ｊ 市舟山町 ｬ 芯地［ ｉｩ 活 ｾｊ ｲＮｴＮｊ (4J  2372 ・ 33 12

名 合 問 1.1¥協 同 名古庄市ＧＱＧ尻ド ｬ 羽 町 ｉｔ ｌｬ Ｕ 吊 ｪ 也［ｉＡＺ［ｾ おＧｩＺ，ＧＱｪＱ (23)  7  3  6  1  

、



オえ③

藤 森 建 材 株 式 会 社

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 精 通 1 ノ 5 ("1' 央 ピノレ)

笛 認i 東 京 @ 6 4 3 2 - 5

大 阪 営 業 所 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁目 1番地( 大同 ピノレ内)

電 話 土 佐 掘 @ 1  6  2  3  

@  

あ守宅??写実空: : : .

日 ・ 米 ・ 英 ・ 独 、 各 国 特 許

型 状 優 美

故 障 絶 無

'‘ 
唱

B 本霊異製作所製造元タマパヲ工業献割



ABC -圃・・ キ

、

〆' ヲ"

n  ゆる朋隙から氷久に漏水の心配を根絶する

木久に気容を保持する

廉イ西で、耐久 '1生.のある コJ キン欠脅!

1  8  V ッ タ 一 躍

1  c m x  1  c m x  1  c m 

ゴ ー キ ン グ ガ ン

材料費

8， 5  0  0 円

4  8 円

3， 0  0  0 円

( 現場渡)

( 現場渡)

力 フ ク 立k二ニ二よ 美 し以く， 磨献耗せ吋ず. i 1t滑 らげず. t; >カか3 つ哨耐7水雌'J<t性f性生白飢悶lに乙唱富ん!v tf.だ乙

床，廊下， 階段， ロビー ，パノレコニー ，ガブリジスタンド等美しい色彩と耐磨耗性を必要とす

る場所や， 防水力があるので戸外 lζ も使用出来る。

価 格 42kg袋入 ( 6坪分)
現場渡( そ努他

7，080円

5，880円

(坪当り￥1 ， 180)  

(  1/ ￥ 980)  

Z ム 旦 ふ と 工

コンクリート床の金属性硬化材で ，

;場 ， 倉 庫 用 コ ン ク リ ー ト 床 仕 上 材

ブエ ロコンの施工によ って床は恰も鋼板を張ったような効

果をあげる。

価 格 49kg袋入 ( 7坪分)

{ 色 物

現場渡{

i ナチュラル

6，200円

5，400円

ZJ k t J MME 近 代 人 の 部 屋 に は 疲 れ を い や い れ ら を 取 る 壁 材

合成ゴムとコノレクから製造されたコルク ν ートで落着いた上品な感覚で ，老化せず水洗出来る

価 格 坪当り 東京渡 2，200円 寸法 3尺 x 6尺 x O. 7 mm 

ロ ビ ン ス コ ン ダ ク テ ィ ブ

麻 酔 ガ ス の 爆 発 を 防 止 す る 手 術 室

・ 常 に 一 定 の 電 導 性 を 保 証 出 来 る

タ イ ル

用 電 導 ビ ニ ー ノレタ イ

・ 施 工 翌 日 か ら 使 用 出 来 る ・ 掃 除 、 補 修 が 容 易 で あ る

K.K. ABC商会

東 京 都 中 央 区 八 重 州 5 ｾ＠ 5  

T E L  (28)  ＷＶＸＷｾ Ｘ ・ Ｒ ＷＶＵｾＶ ・ ＰＷＶＰ

大 阪 出 張 所

大 阪市西区 京 町堀 通 ＱｾＱＸ Ｈ 日新ビ ノ レ〉

、.T E L (44)  3  9  1  5 ・o 5  ，0  0  

ノレ
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工

代 建 築史

一一 海 外 ・日 本 ・関 西 ( 附 ・竹 腰 健 造 〉 一一

島 田 勝 次 編

、

年 表



E  

年 次 i 1毎 外 ( 建 築 ・社会〕 日 本 ( 社 会 ・文化〉 日 本 ( 建築界 ・建築〉 関 西 (建 築 ・社会〉 竹 腰 俗 造

明治 1 エレベ ータ一実用化 ・

文明工芸治発維布家新・宮・江fljll 戸改開城・・五箇条の誓

英人ウオ ー トルス来日 神戸居留地工事成る

( 1868)  シーメンス平炉製鋼所開設
ワグ T 一来正 日

築地ホテル( 消水富助) 9];役
神戸開港 ・神戸東運上所関所 ・神戸

事件起る

明治 2 スエズ運河開通 ・

版京籍浜4ロ2、奉還 ・全開国平・定観 ・東l向京選都島 ・

酬 浜 … 外 商 … …

( 1869)  

メンデレフ元来の週期詞l発見 ・
灯 完間成電 信 通 音 と 野 崎

進楠) 辺紋

トルストイの「戦争と平和」

明治 3
普仏戦争 ・.jl，、共和国宣言 ・

集初fT議の院日刊開設新聞・国「旗横f浜jjll 毎定円・新聞」 発

工部行タ設置 ・ 大建阪設高麗橋 (鉄造様 ・本木昌造)

( 1870)  

イタリヤ統一 英人 イアック来日

始む 清水徴浜居留地商館i j ! ; 投 大阪神戸l羽電信開通

明治 4

仏の鉄都書ド証」」骨イ・(ツの~ゾ統1ラチ一89の完3ョ「) コレークンニマトン7工のカ場「ー宇建!Iルと設双図 廃発‘ 藩布官立置・県東富岡京ー郵製裁便紙判:場規所則設開置く・散・新髪廃貨刀条令令

工設学立寮設置 ・工務省赤羽工作分局

大阪ス神始造)戸・建幣川淡寮設崎路浜江及崎f(泉工灯布部台省E観E製般鉄(ウ造船オ事ー業ト

( 1871)  

成・パ
ノレ

ルーゴ
竜之口勧工)・場海軍(東兵京学初設の建煉設瓦造 ・ウオ

E目

ートルス

明治 5
デデキントの「連続と無理数J ・エンゲ

徴兵令 ・学制 ・福沢の「学問のす

仏建-出人著築版訳のボ・銀本最ア初座y「西大のグ祥火まイ→ル家と来鼠棟ま郷瓦日っ形た造・英」紹家介人屋〈洋替7へ風)  ラ l  

神戸説関関投

( 1872)  

ルスの「自然弁証法J
すめ」 ・横浜東京間鉄道開設 . fJli 

浜 ICガ「ス点火 ・ランプ流行 ・日本

初の博覧会湯島聖堂1 ( . 開く ・J間近

改正し太陽暦採用
新(ウ編オ停ー車ト掛ル(スプ)リ・ジ大ン蔵ス省)(・林7A忠大怨使)主館n設

明治 6 ウィーン万国博開く 征草卒論破れる・「明六雑誌」刊行 ・

王富E:3費野i量議議臨官室主主庁工主舎E品張zj罪組制12 草

住吉と箕面が大阪初の公園となる ・

( 1873)  
米でタイプライタ一発明・u レの「自

東京の上野 ・芝 ・浅草 ・深川 ・飛

エf 6省の兵陣造船所聞く ・神戸ホ ー

ム( 神戸女学院の前身) 設立

叙伝J ・トルストイの「アンナカレニ

鳥山公園となる。皇居火災 ・太陽

ナ」 ・世界経済恐慌

暦実施 ・地租改正 ・王子製紙会社

設立 ・日本ウィーン万国博に参加

t  

明治 7 モーノレの不静定トラス理論発表

号手? 庁? を翻置TF.5生昔話雫設

工部省 l e営繕局設置 ・工部省深川

大地大駅阪方阪・府官駅神庁庁戸〈ワ税・〈ッ現西キト役洋ン)盛所ド‘ 築ル神〈林の戸ス忠最〉駅恕・も・〉早初三建代設い宮

( 1874)  
印轟t派第一回展開く ・ 工作分局( セメン ト製造) 設立

万国部使同盟 ・ 石替視で のく洋・東野製京新鉄術 む試験・東所 為瞥パン安三井組 ・駅逓按( 株忠担l ) ・

ヴントの「生理学的心理学綱要」

立

工部大学校生徒館建設
大阪神戸IIlJ 鉄道開通

明治 8 … ア ノ の 最 向 原 理 | 頑 院 大 容 醐 置 欄 融 令 | 工 時 出 家 糊 設 置

新島裏同志社を創立 ・

( 1875)  
発表 ・中央気象台設立 印刷局 ・元老院議事堂 ・慶応演説館建

大阪衛生絃験所創立

メートル条約IC十六カ国側印
百貨

明治 9 ボアローとエッフ ェルのボン 7 ) レ 東大開設 ・工部 美 術 学 校 創 設 神 伊人カッペレッチ ー来 日 ・工部省 乙の頃同志社新島旧邸建設

( 1876)  シエ百貨庖建設 風速 ・秋風 ・萩の各乱起る ・東京 品川ガラ ス製作所設立

ベルffiff百先例 ・キルヒホフの新力学ゾ体
女子師範学校附属幼稚園( 幼稚園

松本の阿智小学校( 立石rmm.]; 巨大医

系・ドス (ト~エ18フ80ス) キーの「カラマ フ

の始まり〉開設 ・札幌j込学校創設

学古事建設

の兄弟」

t  



， 

海 外 ( 建 築 ・社会〉 ロ 本 ( 社 会 ・文 化 ) 日 本 ( 建築界 . m 築〉 関 西 ( 建 築 ・社会〉 竹 腰 縫 造

明治10 ハイアットの鉄3定筋コンクリート実 西南の役起る。

工工コ学部ン祭大ド造学ル来家校学家日科学・科は官と制な改る革。により

京都駅建設

( 1877)  
験論結」果発発刊表 ・ レーレ郷「音の理

第一囲内国勧業博開く 京都大阪間鉄道関連

館土戦争寄る ・
田口卯吉の 「日本開化小史」刊

工院部・大大審学校院建講堂設(ポア ンヴイ J レ) ・学習
エヨソン 首告書発明

明治11

第三回マ「印z《F λ~象バスa1e9派の1のリ0全家}万欽盛」国のパ，̂ーヲ塩陪9アス砂聞2 4 @主ヲ性ノプアくル金転ラj・gのグ炉マィr法axアテ虫y  セイ

大久保利通暗殺さる ・ 新liI'座 ・東京上等蕊判所建設
大板橋本組創業

( 1878)  

トー

米人フエノロサ来日
ゲル

ンの

記」

ズ:ム

明治12
エジソン炭泌総I l l fまの発明 ・

教育令指lj 定 ・帝国学士院創立 ・

工京〈辰部橋野大多行在ー学間《日コ片本校y 山造橋F〈J拘‘b家大】ツ副控学火ペ夜首制→ν ・ッ第屋佐チ一上ー立}回制)・限卒悶‘ 令日業本・銀

住友旧本邸洋館( 大工八木甚兵

( 1879)  
独唄同盟 ・

新約型容の邦訳成る

術) 建設

ベーベルの「婦人論」

大阪朝日新聞創刊

明治13 電気エレベ ータ一発明 ・エッフェ 刑法 ・治罪法制定 ・

ア」ン発ダ刊ー・ソ辰ン野著欧瓜i!生H留訳学「暗氏材カ3) 

大阪大火

( 1880)  J レのキャ ラビ高架橋建設 ( - 1884) 自由民権運動発展

論 ( - 188

有(-事手1川88官5)邸 (~1884))E及n設び北白川官隊ゾラの「実験小説倫」
( コンド J レ

明治14 セディ ユのプランタン百貨庖建設 明治23年国会開設の詔勅下る ・ 小野田セメント工場設 立

( 1881)  
( - 1889)  

板垣自 由党結成 ・東京大火
遊就館( カツペレツテー) ・平L観銭平館

パナ マ浬「向世起界工史 ・混!填11三帯路商 ・ラ ( パスチャン) 建設
ンケの 」

明治15
独峻伊三国間関締結 ・

FZBiffj 響調

片山東熊渡欧 初代兵庫県会議事堂( 八角堂)

( 1882)  

世界経済恐慌 ・

上野間物館〔コ ンド J レ) ・都銀銀行( 雌
建設コツホ結核凶発見

本寿吉) 迎設 ・9 居造営

( c電灯つ く

明治16
マッハの「力学発展史上コツホ細菌学

撃j長f極11リ度太日本郎‘ 鉄官ベ報発行 &
山( コンド )  開 … l

( 1883)  

確立 ・モーパツサンの「女の一生」
訳野田出 ンサムの 「自由論」

( ダイヤツヲ ) m投

道営業開始

明治17 ジエニ ーのホ ームイ ンシ ユ ランス

豊下げ島譲器時i

浅深結成野川セメント製場造設所浅野κ 払木下合げ

同志社彩栄館建設

( 1884)  ヒツレ建設 ( - 1889)
セメント工 立 ・土 組

コツホのコレラ磁発見 ・グリニテ子午

東大講堂及東大法文学部舎( コンドル)
線を万国共通と定む

- 旧東京銀行集会所( 辰野) 建設

明治18 f独rt ! i J 往復法発明 ・

条朝ト鮮約ノレ条結と講ぶ約加和・伊入条藤約・内専成閣立売成特・立清許・条国国令際と天布メ津告ー

工部省営繕局廃止

のマーのマシ「感ヤン「ル資覚の本l写の碍真論砧分節析占7 領 ・( 1885)  マル空ス ニ巻J . 理科大学( 山口半六) ・横浜税関( 三代

マッハの 」・
清水湖之助) ・通信省 ・坂本町銀行総

イースト イノレム
坪内池渇の「当世也生気質Jr小説神髄」 会所建設

E  



lV 

t毎 外 ( 建 築 ・社会〉 日 本 ( 社 会 ・文 化 ) u  ｾ＠ ( 建築界 ・正s 築) i羽 l' 同 ｭｾ 定 ・ 社会Ｉ 竹 l笠 fill え1

明治19 ｾ Ｑｴ のケーネンとワイス鉄筋コンク
小学校令 ・帝太令指定 ・桝 時 凶 善人要望書惣7善司幸品 令霊 卒 者 主 計 て

同志社公会堂m設

( 1回 6) リート強さの計算方法発表

定 赤十字加入 ベ バ マ 日 ・ベ長ッ妥クマ法世

神戸兵) I I I 造船所を川崎氏払下げ

E の頃より新型証l主主車 ・新浪E主主畿の
この頃より近代機械工業展開 資生渡と議して の.職蔵T.  木 頼

J思釦起る ・世紀末恩想風腕

制改良会設立 i  辺 t告 波

東京ll'i 官省庁舎第二問1I l .t. ; t 十回( エン

デ・ベツヲマシ)

明治20 タコマピル ・サリグァンのシカゴ 叙位条 令 ・ 学ｻ立令 ･ 保安条令公布 ｉ 建頃築学、会 ｲｾＳ お鰍手 Ｕ で Ｍ ＸＵ」 ｴｔ 支 ｩ 発肱総 L行m・乙の

同志社n終館建設

(1887)  
オーデ ィトリ アム ( - 1889) 建 設 ・

- 東京電灯会社始めて，¥]JT ・明治 I ｾ本 ｡ ぇ ｩ 妙案側 日 j:U奇襲ぞ
大寂『↑ ｩ 区改 ｅ 法 Ｗｾ ｊ｜ ｖＺＮ Ｇｩ委只会を大阪

プレスラウの 「図式力学」出版
｡ｾ に ｩ 設 ｅ

仏領イン顕創ド微ZシE鏡ナ成・立ザ ・

学院創立 ・鹿 r!! ; ，} 館事件起る 日 土 木 会 社 立 ・

アツベの メンホフエスペ 二 紳 四 迷 の 悶 |  岩崎別邸( コン川名占嵐郵便電話

ラント悩
局 (f在立)J l ! ; 股

明治21 アッシュピー工芸学校設立 ・ 叙i' l ' il 涜設置 ・東京朝日新聞創設 ・

コ1JE号欝iii 嬰

兵庫駅 ・姫路駅lts設 I  6 月2 5 n石JlI U池 沢 市 で

(1888)  
パス Y ール研究所開設 ・イーストマン

東京天文台創立 ・横浜大火

神戸J芯幻会社点灯開始 生まる

コダヅヲ写算機完成 ・ニイチエの f c
回中疋平純正Ｚｬ｜ｾオルガン発明

士大関学と〉創設 令

の人を見よ」
工科大学本館及湯沢邸( 辰野) ・宮内省

{ コンドル) 建設

明治22

四 回 パ リ 護 霊 〈~F~181Jg9J 0 m 機械館及

帝国窓法発布 ・♀室典範;Iii 貯 | 二重橋際銅 像 躍 コ ン ペ (11本初 大阪 j針"J 呪( ) ( 念上ノド) ー111大阪

( 1889)  

エッフェル ート のモ

国粋主義迩! f i J J盛ん $ * 海道ド線開 のコンペ〕 ・東京土工組合発足 ・ • ￞ Ａｬｩｾ＠ . 天王寺ー駅 l.失 IIIJ 駅建設

ナドノックビル 及ランド

マ欽クナリービル e 最初の

通 ・市町付会公I ! i ・ I  第f王怨ｚ ー高製Ｈ佐等紙立学工Ｉ校場 ・ 事Ｈ ・ 山政槌口Ｚｾ主半学 Ｇｑ 六 ｩ 校 ＩＨＶＨ Ｍ Ｑ 新 Ｑ 村ｬ｜ｉｩ家 ｩ 浜皇孝太郵疋郎 便) fG 

大友 ・京節 ・神戸 ・販路 ・和歌山 ・

全 信第・二〕建設
「脚」制刊・大槻文彦の「制J Z局 )  

fJ Pfi 市制: 足他 ・l U海道本線全i l l 1 .

インタ ーナν ヨナル成立 ・ 関西学館創立

パプロフ円分拠神経証明

明治23 サリグァンのウェインライトピル 教f j・js1J語公- { f j ・第一回衆議院議員| ; 丸の内の土地一部三菱に払下げ ・ 主' LUi 初予i ' '.1<巡i"J之! 求

( 1890)  
ill 設 総選挙 ・第一回干皆同議会開く ・ 「閥均氏土木工学」発行

ヲェームズの「心理学」 ・マーシヤルの Ｑ ＮＱ＼ 道条令 ・ Ａ訂以 Ｚｉｾｊ 公布 日本赤十字病院( 片山) ・学習院( 渡辺)

「経筑学原理! J ' エジソンのキヰトスコ

一プ ・ツベル合リン先見 ・1I!A1.話風及び
フエノロサM米 ・上野公邸! こ電Tド - 国会仮議事立政投

ジフテリャ血fl 1re! 法完成 国民新聞刊 ・鴎外の「舞姫」

明治24 ジエニーのフェアピル ・ルー トの 度i立衡法にメート J レ; 1併用 ゐ 浪美大地弘i→震災予I¥l j ，( 問責会設立 の一同江主 ｾ￭ｦ 大阪支ｊｔ［Ｈ辰野 ＩＷＱ

( 1891)  

7 ソニ頃ックテンプル ( 22階) 建中設
東京青森閑鉄道IJ 日通

ニコラ f 蛍( コンド J レ} ・一条公邸( 片
，没

- 乙の マ ッ キ ン ト ッ シ ュ を 心
山) ・縫商あ省( 新家) ・0 本陸( 河合) Ｎ，Ｎの ｾ｢ 公団聞く ・

lζ グラスゴ一派生れる。
幸田i i "af事の「五111地J - 鋼1似) ; f 士屋ホテル瓦s，没 ・l司会仮: : N引 ロシヤ皇太手業制して大 ｗｾ 件起る

i! !b、同盟 ・ワイルドの「サロメ」
:l.:t焼失 ・再築

明治25 エヌピックスタラップ巧案 ・英ロ 静岡大火 ・浜松大火

三宝E一号館C1" ( . J!!五u軍側、iUa局( 片 ＺｬＧ ､ ヰ ｩ 指 ｩｬ Ｎｫ Ｉｊ ザモ屯所 ー 大阪垂ｾ使 ｦｳ

(1892)  

ーグの r')l il 性理論」出版
溶合iti 文和歌市析を削う

山) ・鍋島邸( 辰野) ・細川公邸 (};-llil

i点。局( 佐立) えn; 没 ー大林組創設

欧?l i 洲各地で無政ス府人主納d発章者明暴動 ・

建設

でピスコ ー



海 外 m 築 ・社 会 ) 日 本 ( 社 会 ・文 化 ) |司 本 ( 建築界 ・建 築 ) 関 西 ( 建 築 ・社会〉 竹 腰 従 造

明治26
シカゴ万E同日l 時間く ・ライトのウイ ケーベ J レ博士来日 ・美術学校第一

岩崎邸( 百坪大邸宅 ・コンドJ レ) ・
清水組京都支応設立

(1893)  

ンスロー ・ホルタのテユラン通

回$ 業 ・

明治m ( 宗・級河) 建設

悶箆般関取製造始む( 神戸工場)

りの家( アールヌ ーボー) 工E法II 設使 ・

ニューヨークで桝図基礎 用 「文学界J 創刊

米恐慌発! l : ・オッシログラ 7 製作 ・

デイゼル繍関先明

I!JJrri27 プラッセル工芸時開く( アールヌ 日清戦争起る ・日英改正通商条約 乙の頃より鉄筋コンクリ ー ト構造 奈良博物館( 片山) ・奈良県庁 4 月東京市四谷区四谷主主

(  189
t
1)  ーボ- @ 行)

北村透谷自殺 紹介され始める ・伊東忠太「造家」
( 長野字平治) 建設 ・dj. 水組大阪 常小学校入学

ドレフユースmfl 起る ・マルヲスの
の改名を望む

支応設立

「資本論第 三 ｾｊ 刊 ・ ヴインデルパント
東ス(コ京トン府教ド庁青J レ年(饗}会・木市館)村・(座三コ重(ンE高一ド原号ル弘館)造及磁)波様・車キ省リ

の「歴史と自然科学」

IYJ治28

ワグナ蜘務日J7ト響Jゲ一理翌山地JX2論線昔知マ霊見ナト主 主 ・グエル

日清戦争終る ・口市下関条約締結
秀! R: 合工渇( 日本初の鉄骨締法) ・司法

京都博物館( 片山) 建設

(1895)  

デのユ ・セーグ

- 台湾総督府設置

省・三菱二号館( 的調) 旭設

英人グルーム六甲山を倒〈 ・京都m
インの

気鉄道(京l l Il 市胃2の自白身 ・日本初の

レ ・フロイ米極ド精探グ神検ア分
Iiil!口- mの「たけくらべ」 ・

営"I! ffi IlI) ・浪速鉄道開通 ・大阪鉄折タ グラフ ・ イ
錐回佐吉自動織繍発明

m天王寺大阪間開通ンセン北

IYl i fi 29 フレ γ チャーのｾ築 史 ［ ｊ｜Ｉ 坂 ・ 雑誌 進歩党結成 ・拓殖省設置 ・
日本銀行本庖( 辰野) ・東京: m判所( 現

大阪日本生命木館( 関野貞〉 ・大 4 月福岡市春吉尋常小学

( 1896)  
「ユーゲント 」創刊 ・パリにア ール

日本郵船欧洲航路開設

最高設 ・エンデ ・ベツクマン) ・三菱

阪電話交換局 ・神戸関帝P . 9i 建設 校に転校

ヌーボーの応開底
三号館( 凶調} ・東京クラブ建設

歌舞伎座開場 神戸で日本初ゆて映画会開

第「マ物一ル質間コとオニ記ーリ憶無ン」線ピfッl1.(ク百をアテヰに関グ 〈・
発明 ・ベル ソン

りJifi 30 ドレスデン工J レ芸人民博開家く ・オルタの
金本位制 ・諸国と通商航海条約調 造家学会を建築学会と改称 ・古社 兵庫水族館 ・京都株式取引所

( 1897)  
ブリュツセ の ・マ茶ッキン

印 ・京大創設 ・八幡製鉄設立
寺保存法 ・伊東忠太日本建築の議 ( 植村常吉) 建設 ・大阪築港工事

トγ シュのクランス トン 喫 庖

( - 1898) 建設 ・ウインセセッショ 赤賀潔赤痢日出発見 ・藤村の「務総Ul J . 仰となる 開始 ・神戸土地建物 K K創 立

ン結成 紅mの「金色夜叉J ( - 1902) 長崎ホテル( コンドJ レ} ・東京株式取引 大阪一次市域依張 ・阪鵡鉄道池田宝

希土戦争 ・ブラウン営発明
所{ 佐立) 建設 塚l珂凶通

IYJifi31  ハワードの悶悶都市論 ・ベルラ ー

ス自・主服ト量起装産る断阪韮雲距量・毎電話日j新高室聞盟. 日鉄・

この頃中流住宅の和洋折衷怠見出 旧大阪取引所( 大倉土木〉 ・京高官 3 月春吉尋常小学校卒業

(  l898)  
へのアムステ J レダム取 引所建設 ・

る 銀行( 神谷 ・岡本〉姶設 4 月小倉市小倉高等小学

へッペノレの 「材料力学講義」刊

奈良・大津市制 ・西成鉄道開業 ・南
校入学ラヲ戦ウ争ム起ヲE見・高速度鋼発明 ・

米商 る ilI ft の「不如姉J (- 1899)  海鉄道阪堺鉄道をm受け側J l

明治32 サリグァンの カーソンピリースコ 商法施行 ・ 日本土木組合創立 ・北田九一「和 二代回大阪停車場( 吉 jl: 茂町1]) ・

( l899)  

ットス トア ( - 1904) ・マ学ッキント
中央公論T-U

i下折衷住宅」刊行 大阪地方裁判所 ・三菱銀行神戸ッシュのグラスゴ一美術 校館 ・オ

J レプリッ ヒのセセッション 建 設 東京商業会議所( 饗木) ・日本勧業銀行
西支庖 ( 曽爾) 建設

南阿戦争 ・ヘーグ万国平和会議 ・トル ('l! 木・武田五一) ・参謀本部( 路大吉)
神戸m留地阻俗解消

ストイの「復活」
犯投

V  



百江

海 外 ( 建 築 ・社会〕 日 本 ( 社 会 ・文 化〕 臼 本 ( 建築界 ・建築) 関 西 ( 建 築 ・社会) 竹 震 健 造

明治33 第五回パリ万国博開く ・プライウ

北友用清令会事改組変正織起(ー宮東る僚京・制下工度水業確試道立験法〉所・・ 文立創官憲立任政

横浜山手教会( コンドル) 建設
旧大阪控訴院( 河合) ・旧京都中

(1鈎 0)
ッド発明 ・セセッション展開く 垂 ｾｭ 設 ・ ｉＧｬＧ ｊ 池組組織 ・ 住友本庖

パプロフの条件反射 ・プランヲ母子論

の滋礎 ・メンデル遺伝法則再j e見 高峰1 m吉アドレナリン創製 臨時建築部設立

明治34 ガルニエ 産業 都市計画発表Ｈ ｾ 社会民主党結成 ・日本女子大創立 ζ の頃より鉄骨建築本格化 辰野金吾大阪住友の顧問と なる 3 月ノj、倉高等小学校三学

(1901)  
1904)  ・オJ レプリヒ他の芸術家村

- 地震計発明 ・この頃より各都市
在f浜ユナイテツドクラブ( コンドル) Ｈ ｾ ＱＹ ＱＱ Ｉ ・ 安田銀行大阪支庖

年修業

建設

lζ 電車運転 ・官営八幡製鉄操業開

建設 ( 山口半六) ‘ 三井銀行大阪支庖

4 月福岡県立隻津中学校

ノーベル賃制定 ・3大E西iこ技洋品術目親断無絡線委員通会信

- 住友須磨別邸建設

誕に成生功・マルコニー 始
山崩鉄道事" 戸赤'1M'!司会通

入学

明治35 トリノ 万国時開く ・ベノレラーへの 日英同盟締結 Ｈ ｾ Ｑ ＹＲＲＩ ・ 京大 ・京大でコンクリート学講義 兵庫県庁( 山口半六〕 ・第一銀行

(1902)  アムステにダム都市計画 早大設立 - 東京工高建築科設立 京総支庖( 辰野 ・田辺)m設

「崩シ相捜ベ互説リ扶ヤ助鉄総道J完- 成 . 7ロポトキンの 大村栄純度変化Z 項発見 三井銀行本庖( t i ! i 河) ・第一銀行本庖 英人グルーム六甲 IC日本初のゴルフ

ラザフォード等の原子

( 辰野 ・石井) 迎殺 ヲラプ作る

明治36

ホフ住住マス社キ号叫政宅宅岡イント立園建)ウ設都イ諮ん市珊ン町〈行工建初櫛一房設¢咽鉄設M・bて筋立ぺ飛一コν  ・JドR  レッチ

平民新聞発干tJ ・幸徳秋水の「社会

浅理所野関事セ〆官ント廻議転官炉4で製7造5開始F・

京都疎水のメラン式巡河橋 lζ 始

(1903)  

ワー ーの 8

主義n髄」発表 ・東京日比谷公園
めて鉄筋コンクリート応用 ・日

階m ンクリ

ｾｾく ・ 小学校国定教科笹制度Ｚ公布
野潟ヂ器ll j西決 議棋工む務

本銀行大阪支庖( 辰野) 建設

ー ト

- ゴーリ
小杉天外の「魔風恋風」迎級始む ・藤 く

業大鉄阪道(築大で港第援16五和箇歌間俗内山l尚開国一会勧日業通本問・I置聞大初阪くの市・市南m電海開)  

自動車会

村操翠厳斑投身 東京札幌ビール工場建設

明治37
ライトのラ ーキン石歯局ム車百会(社貨 ・メッ

日露戦争起る ・日韓議定魯成る ・ 八幡製鉄シャモーノト煉瓦製造 ・東 大阪図告: 館( 野口孫一 ・日高〕・

(1904) 

セルのウエルトハイ 庖 ・ワ

三越創業( デパートの始め) ・煙草 大の鉄骨構造研究lζ 肱河民輔加わ
神戸地方裁判所( 河合) ・三和銀

建グナーのウイン貯金 ｾ Ｑ ＹＰ Ｖ Ｉ＠ 行高麗橋支庖( 片岡安) ・旧京都

設 専売iljlJ ・愛国婦人会創立 る
府庁( 紐室 ・一井) ・北浜銀行本

英仏でわト協構れフ商」造る成用(-圧立19E・E1  ロランの 「ヨヤンクリ
ス 2銅) ・ロレ ンツ変版換司書化式・

横浜正金銀行Ｈ褒木Ｉｾ設
庖( 鈴木禎次) 建設

行英 材の最初の が
天王寺公国起工

明治38 7 イヤーノレ橋梁建設始ポむ( ダグァ 日露戦争終る→日露講利条約調印

法隆寺再試筋建験非論l }義絡建む定論争起東名 る ・セメ

解FElf 懇揺(1905)  
ナサ橋〕建ーペレ ーの ンテウ街ガ

- 東京日比谷焼打事件起る

ントの 始情IJ ・ 大古で佐高野

レ ー ジ 設
鉄建骨築鉄科設の立 ・ 屋 工

モロツコ案泊件・ノルウエー独立 ・ロシ
淑石の「吾輩は猫である」

ヤ対第一性革理 ・アインシユタインの特発見珠
福建島設邸( 武田五一 - アールヌーボ一風)

大神阪戸神製戸鋼間所阪創神立電鉄関連 ・
相 ・磁器スピロヘータ ー

- フオーピズムの名称起る

明治39 和郎へ ーグ平和宮 コンペ ・ワグナ 機太南部領有 ・鉄道国有法公布 ・ 日露戦役記念建築コンペ ・日比忠

東常張f京野所i倉)開u建庫く兵設id庫・h8出hR張河議所工主著書〈所臼濯本初量の千

3 月豊津中学校卒業

(1906)  
ーのシュヲインホフ礼拝堂建設 ・

南満鉄道会社設立 ・韓国総監督府 彦「鉄骨構造建築学 」 述 ｩｬ 武 Ｈ ｾＱ ＹＱＰ Ｉ 9 月第一高等学校入学

ベーレンス A E G就 職
設置 ・日本社会党結成 ・医師法公 帝国図 ｾｴ 館 ・ 第一生命砲殺 大阪出

ｾ労働党パ成立空 ・ ロシヤ定国会 ・ 初ｾ めて商開 成く 布

- ハ一一中蜜紫臨 I!協

rr. 証書村の「破戒」 ・撤石の「坊ちゃんJ
神戸港築港工事計画着工



も

年次| 海 外 ( 建 築 ・社 会〉 lヨ 本 ( 社 会 ・文化〕 日 本 m築界 ・建築〕 関 西 mト 築 ・社会〉 竹 腰 健 造

明治40 ドイツ工作連盟 ( D . W. B) 設 lな階・)  日仏 ・日露 ・口線協約調印 ・小学 旭ガラス商会設立 ・「建築世界」自IJ 大阪帝国生命保険会社( 辰野片

(1907)  

ニューヨ ークシンガーピ J レ( 4

校令改正 引j 岡) ・神戸川崎造船木館( 河合)

建設

‘ 神戸オリエンタノレホテル( ラ

英派ベズち仏ル起」の「露グるプ三ソ・ラ国ンピグの協カマ商「ソ創テ成の造イ立「的ズア・進ム世ピ化J界ニ，j経ζヨ- 済摩慌 ・

Ｑ 主袋の ｲｾ ｉｴ ｂｉｉ 上一一自然主議文学高潮 前回邸洋館( 渡辺惣) ・岩崎高給ll U邸

のジ頃ェ立娘ー体ム
( コンド J レ)i j !股

ンド〕 ・神戸商品取引所( 辰野片

ンのた
間〉建設

南海鉄道鯵i1!l 浜寺1m沼化

明治'11 ライトの ユニテイ教会建設 ・無深 戊申詔書下る ・経済恐慌 ・プラジ 建築防報酬規定公表 ( - 1918廃止) グォ ー リス始めて建築設計 ・字

( 1908)  版研究始まる
.  

J レ移民始まる ・国際無線電信開始 - 中流住宅( C . 中廊下導入 ・曽欄中
治川発電所( 茂事務所) ・大阪帝

レーニ ンの「唯物輸と経験批判論j . ， 早大週工科創立 ・ 条事務所開く
国座( 辰野) ・第一銀行神戸支庖

ンコフスキーの四次元世界の概念 味の紫発明
海軍参，!gf! ! ) (渡辺趨) ・朝鮮銀行( 辰野)

( 現大和銀行 ・辰野) ・神戸東亜

- 日比谷図: l 1館 ・東京銀行( 岡田信一
ホテル建設

郎) ij!投
大阪市m商品線開通

明治42 7 リネッテ ィの未来派宣言 ・ベー 伊藤博文ノリレピンで暗殺さる ・新

;科静師長革委譲
建銭〈真武空軍阻i高五Z苦地手Z)J吟 茶・奈野良盟ホi理草テら謹君壁ル臨重・〔伊量B勢都E  徹出

3 月第一高等学校卒業

( 1909)  レンスの A. E. G タービ ン工場 ・
Il H紙i法公布 ・三井合名成立 ・度品

9 月東京大学工学部建築

ガJ レニエのリヨンの屠殺場建設

衡法改正 ・工芸家リ ーチ来日 ・芝

設置 学科入学
iili 製作所米 G .E. 会社と提携

ツエツペリン飛行船 ・ヨードの「狭き

小創山内旅 ・ 高自峰由 劇 ｾ，ｪ場吉を起す ・ サノレパノレ創 サ z普深浅I! 川宮野(鉄御邸の骨泌所(伊・沢(東佐赤合坂野)員 (出鉄筋主・館片コ(辰山ン ク リー~ト)) -・
門J ・メーテルリン舎の「青い烏j . ぺ

ン 製 タカ日アスタ ーゼ
野. 1葛8西99) ・丸

アリ ー北鍾到逮 製

明治43

ライ トのの飯ン倉全作平尾庫地品域根建集ベルリンで発刊 ・

口線併合 ・幸徳秋水事件起る ・国 大蔵省 !C議院建築準備委員会設置 京節商品陳列所( 鉄筋コンクリ

( 1910)  

ロース 住宅 - 7 イヤ ーノレ

民党結成 ・東北大 ・九大創立
( - 11) ・帝国議事堂建築計画を機

ート ・武田五一〉建設

の無緊 設計- ・この頃ワグナ
lζ 建築様式論争起る

ーウイ 薗 自瀬中尉南極保険 ・

建院ロ設ン(上ド野ン磁日)ZE・F辺191信E 省日本庁家舎屋(吉氾井lつ・・内鉄田道)  
f天庫側E4鉄王34E寺開日公野業間園(現鉱)京張全仮通・事神11・急戸大行市阪)復宝・塚活京箕銀I11f面E( 兵開鉄

南阿: t ! 邦成立 . ，f1Jレトガル革命 ・ハレ 鈴木梅太郎オリザニン創製 ・

一警昼出現 自衛派成立 ・「国宝帖」刊

明治4. 4

乙の努ス吉ッフトクト男霊ホタド童ルレ白山望蜘ーム号邸市措日抗庁二ー舎韓4エ3(ス~関リ?婚品ト'23ベZ〉ァ建fリ云ム設雪の皇ン

日英同盟改訂 ・工場法制定 ・電気 建築業協会 ・建築士会創立 三菱銀行大阪支庖( 曽網 ・保岡〉

(1911)  

フア

事業法公布 ・特高密祭設置 ・片山
帝劇( 慌河民輔) ・笹貌庁( 福岡常次郎)

- 渋沢倉庫大阪支応( 辰野片岡〉
ンの

Ｍ 白木屋Ｈ伊磁吉太郎Ｉ ・ 三井物産 ｾ￭ 浜
スト 潜社会党組織 ・所沢飛行場建設 支広( 本俗的鉄筋司l! i i所) ・早大恩賜記

- 旧文楽座( 設i従事務所〉建設

野口YA世梅磁スピロヘータ一地餐成功
念館( 凶網中条) ・歌舞伎座( 志水正太 大阪fzl灯安治川泥沼所巡転開始

- 西国鎚太郎の「普の研究」
郎) ・日:本栂m紋

( 当時東洋一)

明治45 ペJ レッイヒのノレーパン化学工場建 明治天皐崩御 ・乃木夫妻絢死 ・労 東京ヲラブ( コンドJ レ) ・慶応図i，_1f館

喜吉ガF里yJ噴会ト繁リ命ー窮誌クtレl証ーξ 書〈ン 援i・r京組} 畿高品甥書島

10月東京大学工学部建築

大正 1 3没 働団体友愛会設立 ・オリンピック

( 白調中条) ・早大図書館 ・日本赤十字

学科卒業

社( 1M木) 磁波

(1912)  r I i 亡び中華民国成立 ・第一次パルカン
日本初参加 ・機減化学重工業拾頭

戦争起る ・独汎ゲJレマン主豊富 ・鱈汎ス

自活 ・帝キヰ ・松竹の映画会社創立 ・
ラプ主童話起る ・タイタニツヲ号a没・

屋建設
ウィルソンil 箱考案 「ヨゴマ」映画旅行

大寂南区大火

W 
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1: 次 | 海 外 ( 姶 築 社 会 〉 日 本 ( 社 会 文 化 ) I  11 本 ( 建 築 界 建 築 ) I 関 西 他 築 社 会 ) I 竹 腰 健 造

大 I [ 2  ベJ レグのプレスラウの l世紀のホー ブラジノレ移民本格化 ・全国新聞記 以浜J己念館コンペ( 沼田 ill . i 発当選〕 大阪市公会堂コンペ( 一等岡田 英国 lこ留学しアーキテク

( l913) ノレ ・タウトの欽のモニユメント ・ 三菱合資会社 ( 木子幸 一 信一郎〉 ・大阪安田倉庫( 鉄筋コ

1913 ペレーのシャンゼリゼ ｾｉｊ 湯 ・ ギ ｊ レ者大会 ・ 東海道本線複線完成 Ｈ Ｑ ＸＹＶ ・ コンペ ニ ンクリート〉 ・大和田銀行大阪チユラルアソシエーショ

ノイートのウールワースビル建設 ・ - )  郎当選〕 ・装飾煉瓦木造家屋使用 支庖( 問 l t 実) ・大同生命保険京 ンスク ールに学ぶ

アルミナセメン卜発明 白f革派人道主2童文学流行 ・巾恩介山コ ンペ 都(設支楽応) ( mr1 12た〉 ・神戸! 日楽楽宮古

第チ二の次ν パユJプレカレマン戦ニ争ズ起ムる・7・マ・ノレセルヴのイ現ツ 「大普磁峠M 邑始む ・抱月草i O子等芸 神奈川瓜庁舎(}"' ( ' 山) ・村:J.I 銀行( 吉武 く えＱｬ設 Ｎ ｾ王子じ自 ｉｉ Ｇｊ ト務所 ｉｊ 日

員長学 術座創立 ・御木本撃吉良珠浪質被治法 長一Ｉ ・ 所沢飛行船 ｭ 納 ｾｉｉ 正ｅ 投 飽 弥E鉄Dij i<

大 I [ 3  ケノレンでドイツ工作述盟腹開く ・ 日独開戦 ・シーメンス事件 ・芯政

点五ミ大正博聞く I  大Fプ・神阪〈野戸楽E口天銀話・地路11長4J( 谷長設、会梨冊謀斎) ・・ 三議111井jtJ阪銀E行ク京ラ!  
(  19 l

'

1) 
コルビユジエドミノシステム発表

擁護迎勤 ・二科会 ・土木学会創立
東京rl' 1<節車場( 辰野) ・云越! 足服庖 .  

- タウト「ガラス建築J i1'd仮 ・ボ

- 臼木鉄鋼協会創立

Ｈ間河Ｉ ・ 三 ｾ Ｒ Ｑ 号館Ｈ日本初の近代役 所(

ブツツシユテユットカツレトイデ車場 仰をもっｾ室 ｬ 制 ｬ ピルＩ述投 戸神銀戸一菱:l l i 0BT(ク辰完野工)  ｉ ー岡Ｉｾ
( - 27) 建設

外国文学疎沢物鋭111 ・河村光太郎の
設 ・ ニ ド ッ

第一次世界大物勃) ' a ・パナマ迎i可開通

「道程J ・附郎次郎の「三太郎円氾」 大阪低気軌道上六奈良l川開通 ・

宝啄少女歌劇聞く

大 d: ｾ ，＠ ヴエルフリンri 芸術. aの訴礎概念」 ・英 円支条約調印 (21ケ条〉 ・米価調整 野 ｭ 俊報彦宝 ｲｾｾ お ｊ ド芸術論」促本ｻ也大初 ＱＱＱＱ｝ ・ 喜列t  

天王寺動物I ' l f t 投位 7 月英国 R I B Aの建築

( l9l 5)  

にD.I. A. ;役立 ・アイン ν ユ11 インの

令公布 ・無担itf弘信法公布

治)相11' ，出物椴新 コンペ( 一 括採
士試験に合格 ・オースチ

一般相対性且l諭・フロイドの「約1>1' 分
- ・ 知1:lfr llHJ::Hl 1の円 の

析学」 ・独毒ガス使川
杉本京太邦文タイプライタ- ) ' al旧

宅会 コンペ ・この頃よ鉄り大正lYl 住吉
ン建築事務所に勤務しか

側良の;交気巡111i まる ・ 辺諸u 業協
たわらローヤ J レアカデミ

横浜駅 ・帝国製麻建設
ーに修学 ( - 17 .1)

ノミ IF. 5  フレツシネのオ J レリ飛行場ジ倉庫表総 ｪ ぷ政会発会 ・ 大限首相 ｾＧｉ ｐ［ 佐野博士「家尽耐震構造論」発表 大阪朝日新 11日本社( 武問〉 ・新大

( l9  L6) 設・欽タトリン構成リ的オブ 仕tエ!;鎌発発
パーマヰントウエープ始まる ・合間百

Ｈ Ｑ Ｙ Ｑ Ｗｾｭ ・ 大阪朝ｲｊ tHtl の台所 阪控訴院 (Il¥- ド啓次郎 ・脇浜勉

公. ｾ布 Ｑ｜ ・ Ｑ 筋 Ｑ｜ ゲコ ーンクラ一議ー角ト標鏡準度 発書表 三のr:li 家とその弟子」 ・河上哨の「食

設JI' コンペ ・住宅改良公設な ・米 他〕 ・三11 銀行大阪商支応( 長野〕

のライト来日 ・点京土木正1 l 築業組 - 三井銀行神戸支庖( 現第一銀

乏物語」

合創立 行・長野) ・大阪府立貿易館建設

米ウィルソン天文台百吋反射盟溶鉱成

る
東京銀行! I ! 会所( 櫛j' ! l ) 建設 尼崎市制実脳

大 d: 6  「デ ・ ステイル」プｾ ｉｾｬ＠ . クラークの 金輸出禁止 ・日米協会創立 ・理化 術生工業協会創立

理新rl' 館条論〉・・口間*京議郵沼船市大会阪燃会支堂応建語設〈曽輔

3 月海外より帰国

( 19 l7) アムステルダムの集合住宅正1 l 設 ・
学研究所設立 ・高等教育機関整備 東京日々 新聞社 ・古河邸( コンドJレ)犯 5 月住友総本底に入社

乙の頃ピユーリズム運動起る
- 製鉄業奨励法 ・浅草オペラ始ま 設

義界「ロ凶大弘ν作和械ヤの二国に没月成米落医る・」十月革命 ・ロシ独十社立会・主世

る ・活動写点取締規則 ・関東関西

' 7 インランド
J! Ii¥水害

重跳1 ・)tJ ・ユグベダン迎ゲ動ラ起ーるの

兵JilI. ，J 1，気鉄道( 現山陽町鉄) 兵日l 明石

Ｈｾ ＲＲ＠ 荻原朔太郎の「月 1<: 1!i:える」 1m全通 ・風水3 起る

人; ，[ 7  

「のア.ウ米ハプヱウラリンデムイデかスィイのピソンル水ンヘ鎗〈セ総ン角メ』ガ錐発ンラ度刊トス法比-長発説R初表期ク・〉

シベ リヤ; L'I 兵 ・高等普通文官試験
内務' ( i に郎市; : 1 画調査委方員・会針{主決設置

大捕〈キコ竹阪中ンリ中議市会ペン)中問〉ビ離曲央問・ー日索勧本公ル謀郵尼)業会堂船銀崎議・行工岡神〈寸辰神場1思1野合支建戸l萌片呉支広設岡底服〈応也・・

l ! ' 1徳記念絵函館記念建築物

( l918) 令公布 ・北大創立 ・東大{ 乙新人会

良子: 大自会主主望催嵩者 書 量 聞 の 競 喜穂

コンペ三等当選

コンペ 宅

- 米騒動各地lこ起る 設計図コンペ ・聖

第一次他界大戦終グる ・ドイツ革ー命ゴ記ス る 鈴木三 ｭ 吉「赤い ＯＺｾｪ 創刊 ・ 武者小路の 絵正画使 ンペ( 一等小体正紹)

- テヱツコスロアキヤ ・ユ ラ
「新しき村開桁J

ピヤ ・ハンガリー独立 ・t <S共産党成立 東京海上ピル( 凶漏市条) 建設

f  
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イf ' . 次!

大』ト:8

( l 9 l9)  

)¥. 1[ 9  

( 1920)  

大正10

(  192L)  

泌外他築 ・ ｾｊ 会Ｉ ¥ n  木 ( 社 会 ・文 化 )

ワイマ- / レパウハウス創立 ・「エ

スプリヌーボー J liJ ・タウトの「色

彩池袋への丘コ」 ・タトリンの第一

三インターナショナ J レ記念培計阿

Ｎ ぺ ｊ レ γ イヒのベルリン大 ｊｾｉ ｊ 湯改
築

パリ平和会議 ・l司際、巡盟成i L ・ベルサ

イユ条約 ・副! ワイマールoMi.ム発布 ・第

三インターナ ν ヨナル成立 ・ワν ント

ンで第一阿l司際労鋤会占星 ・バルトの

「ロマ， Ｇ ｾｊ

朝鮮に独立ー巡iJi}J起る・第一回コミ

ンテ J レン大会 ・大日本閃*' / ' 会れIJi'[

. 巾悶で排 11 illi iJi}J起る ・祈版工大

青島ｾー乙の頃より労働争議頻発す

. 度五i 衡及工業品規約統一委口会

設置 ・東京大阪間航空使開始

!Il f 口英般市) 1 < で粛然向原101: :1吉見 ・有尚

武郎の f! 尭る女J . fll 悶左右吉の「記紀

の研' 先」 ・節ー図形展開〈

モスクワで構成 u主総合展IJg く ・ | 経済恐慌 ・尼港事件起る ・八機製

オウトのロ y テルダムテユッシエ

ンデイケンのｾ令住宅建設 ・ この

は ｩ マーレグ ィ ッチ Ｙｬｾ 構成作成

大戦後の世界経前恐慌 ・世界経済会議

. ジユネーヴ民間際illn星第一回l総会聞

く・米婦人参1'A権・ζ の頃よりプロレ

タリヤ文夫手起る ・ウエールズの「他界

文化史大系J . ; Kでラジオ' J . ! IIHt

ローエの鉄とガラスの摩天機突発

表 ・メンデJ レゾーンのアインシュ

タイン港建設

ワシントン軍縮会議聞く ・中国共産党

創立 ・レーニン新経済政策( ヰ :1 7 ) 提

m. オートマテイズム起る ・魯l Bの

「阿QiE伝」

鉄 ・東京市屯スト ・日本で初めて

メーデ一行わる ・第一四国勢調査

• LI 本社会主義同盟結成 ・口英同

2l . 従来 ・東京商大創立

諸国素之「資本治J 完J沢

米戦法 ・伯地法 ・借家法 ・住宅組

合法公布 ・原首相H封殺さる ・学術

研究会議設、，'L . n本労働総同盟成

立 ・美濃部博上「日本iM. 法」刊 ・E芝

日衡法再改正( メート J レ法専用〉 ・

J  E  S  制定

合問百三の「愛と怨議との III 発J ・志l "1

f江哉の「附夜行路J Ｈｾ ＱＹ ＳＷＩ＠

|  n  本 位 築 界 ・建築〉

市街地位築物il ，及J都市，}I ・商法公布

( 主主' f.12)j Jj 主工) ・同会議事堂コン

ペ結果発! < . ( ーて手渡辺福三) ・n本

土木住祭; 背負業者連合会発足 ・建

築学会に ｩｴ ｾ 製材料寸法統一調査委
r 守ノ¥. . ＺＭｊｌ Ｇ ｾＢｴ＠

.w: . .、ri Xl IJ .

如水会館 ・大同生命ピル主E殺

「分間t派建築会J Ｈｉｊ 本最初のｾｾ

述動) 生まる ( - 30解 i技) ・京大正II

ｾ科設置 ・ ＧＱＧ 村 ＩＱ 関手仏同立美術院

入学 ( - 23) ・組立家屋輸入 ・レー

モンド来日

明治神宮 ・東京何日新聞社 ・中央気象

台・fI本 l Si ヲラプ会館( 航河m:役・

同会議ゴ ｬｾ 地鋲

第一宿命 ・( l 1I l 学問( ライト ・遺藤宮1)

ｾ［役 ・ 同技館再築
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5 月住友合資会社枝問iに

命せ' らる

大 11' .1L  

( 1922)  

シカゴ卜リビュー ン社尿コンペ ・ | 第一次 n ;j;:共jlfJ. 党組織 ・南il 庁発| 平和記念、昨日目く( 分離派大活躍〉 ・

ローエの大事務所 Ｚｮ ｊｩｔｉｩ案 ・ コルピｼ足 ・ 大口木青年問創 ｜ｌ ・ 弘ｾ｛如来蝕ｼ朝鮮建築会創 ｜ｌ ・ 内藤博士「怨椛
ユジエのパリ 300 万人の郎市J 十回 I il ，公( rj . L : 木試験所創立 | 建築耐良構造論」発表 ( - 23)

案発表
1  

1  三菱製行( 桜: J t小太郎) ・東京自治会館

Ｈ向調 ＱＱ Ｑ ｾ 陸Ｉ ・ ライトの帝国ホテル ・ 波

大工学部新館( 内田祥三) 建設

fJt ムツ ソリーエのファッシヨ内開成立

. ワシントン条約刻印 ・九カ肉 ・四カ

閃あ吻 ・希土1fl2'f> ・ジョイスの「ユリ

シーズJ . デユガールの「チ f 一家の l

人々 J Ｈｾ ＳＹ Ｉ＠ I  

建築協会大阪桜ケ丘住宅改良大

江g . 覧会開催cn木住宅展の間欠)

・大阪毎 U新聞社( 片附) ・旧大

阪商品尽( 間同信- D [n・京初大

丸一J!1J . 大阪銀行集会所( 片岡〉

. 日本海上保険( 柿浜) ・大阪口

木信託銀行( 渡辺j ¥j ' j ) . 神戸の大

阪商船ヒワレ( 渡辺節) ・兵庫県会

議事堂えII 設 ・神戸. 高工設立

l  - … 沿 線 分 設 住
宅地DM発・大阪放神戸初i [ l 計画区域

決定 ・京品i防火地区指定 ・保有1岡市

制1<血j 1  

白木建築協会理ポとなる

• 9 月住友ピJ レ建築用務

のため欧米に 11¥張

IX 



X  

年 次 | 海 外 ( 建 築 ・社会〕 日 本 ( 社 会 ・文化〉 |  臼 本 ( 建 築 界 ・建 築〉

大正12 I コJ レビユ ジエ「新建築へ」発干IJ ・ | マルキシズム流行し始む ・大杉栄

( 1923)  I ソ連労働宮コンペ ・ローエの回国| 殺さる ・虎の門大逆事件 ・第一次

住宅試案発表 ・ベレ ーのランシ ー | 共産党検挙 ・関東大震災

関東大震災→耐震耐火構造大々的

lζ 討議始まる ・「創字社」結成 ・帝

都復興院設置 ・復興建築助成K K

大正13

(1924)  

大正14

( 1925)  

のノ ー トルダム ・へーゲルのチリ

ー館 ・メンデ J レゾー ンの製相工場

建 設 ・イエナの工場内建物に鉄筋

コンクリートシャ ーレ試作

ソビエト社会主主E共和国成立 ・トルコ

共和国笠宮 ・国際ペンテラプ設立 ・リ

ルケの「ドウイノの悲歌」 ・カツシラー

の「象徴形式の哲学一巻」 ・第一間トリ

エンナーレ展開〈

マイヤ ールのテッシンの倉庫( 無

梁版) ・ベーレンスのへーヒスト

化学工場 ・リー トフェルトの ユ ト

レヒトの住宅 ・オウトのへークの

集合住宅建設 ・リシッキ ーの高層

建築計画 ・米デービスタリープ研

究をコンクリート 1r . 応用

列国ソ量II を承認 ・孫文の三民主務 ・プ

ルトンのシユールレアリスム ・トーマ

ス・マンの「庇の山」

デッサウパウハウス設立 ・グロピ

ウス「国際主主築論」発表 ・プロイ

ヤーのパイプ椅子考案 ・パリ国際

工芸美術博開く e コルビユ ジエの

パリのプラン ・ポアザン発表 ・ベ

ルリンの「ウンテノレ ・デン ・リン

デン」コンぺ( 一等エ ーステレン)

・ベレーのモント 7 ニー聖テレー

ズ ・フランクフルトアム 7 インの

大規模住宅 Ｈ ｾ ＲＸＩ 建設

ロカルノ安全保障会m・独I己新郎物主

議起る ・ トーキー発明 ・ ｾで突 ｊ 目的テ

レビ発明 ・ライカカメラ出現 ・ハイゼ

J レベルグi丑子力学創始 ・ν ヨーロホフ

の「静かなるドン」

有尚武郎自殺 ・

机山大観の「生々 流転」 ・

「女主主審秩」創刊

( 耐震耐火建築捉進の民間建築金

融会社) 設立

丸ピル( 三重E地所 ・フーラ ー会社脂工)

・郵船ピル( 飽網中条) ・永梨ピル ・日

本興業銀行ピルi I ! 殻

米国排日移民法実施 ・小作調停法| 同潤会( 震災地住宅建設) 設立 ・

公布 ・政友会分裂 ・政友本党結成| 土木建築材料一部規格統一 ・

- メー トノレ法による度品衡法施行

. 東京地下鉄道認可

小山内減ら築地小劇場創設

歌舞伎座( 岡田{ 冨一郎〉 ・明治神宮外狗

絞銭働 ・丸の内ホテル( 小笹徳政Hl ! l役

普通選挙法 ・治安維持法 ・日本プ I i 新建築」創刊 ・大蔵省 [ζ 営繕管財

ロレタリヤ文芸同盟結成 ・日ソ国| 局設置 ・国会仮議事堂二皮目の焼

交回復 ・総同盟分裂 ・I2林省 ・商 | 失 ・再築 ・東京防火地区指定

エゼ? 設置 ・京大学生事件 ・工 業 組 | 東京中電( 山田守) ・w京中央放送局

( 内藤多{ 中 ・木子七郎) ・東大安田講堂

合法 ・東京放送局開設 ・国際学術 I ｾ内田 ・ 畑Ｉ ・ 閥横舞場惜原湘〉

会議を日本で開く ・商工省工業品| ・帝大キリスト教会館( 遠藤新) 建設 ・

の様準寸法及工業品に用いる等比| 長崎耳目上天主堂完成

標準数告示 ・地震研究所創立 ・東

京国鉄山手線( 環状線) 完成

パリ国際工芸美術問 ｉｾ 日本出品好評

| 関 西 ( 建 築 ・社 会)

大阪府庁舎コンペ( 一位平林岡

本) ・神戸市公会堂第一回 コン

ペ( 前田岡田〕 ・大阪堂島ビル

( 竹中) ・大阪三品取引所 ・旧山

口ビル( 三和ビル ・片岡〕 ・大阪

松竹座( 大林) ・神戸栄光教会

( 難波停吉) ・大阪ランパス女学

院及大阪女子キ リス ト 教 会 館

( グォ ー リス) ・甲南高校( 宗) 建

設 ・竹中神戸より大阪に本庖を

移す

大阪 ・神戸防火地区指定 ・堺市都市

計画発足

甲子関球場( 大林) ・宝塚大劇場

( 竹中〉 ・大阪野村銀行( 片岡〉 ・

大阪クラブ( 安井) ・明治l至大阪

支庖( 曽胴中条) ・京都銀行集会

所( 武田〉 ・京祁大丸二期( グォ

ー リス) 建設 e 神戸オリエンタ

J レホテル復興 ・大阪淀屋橋及大

江橋設計コンペ ・安井武男及小

笠原事務所開く

大阪下水道改良

大阪ピ J レ( 渡辺節) ・大同生命ピ

J  レ( グォーリス〉 ・大平ビJ レ( 吉

武長一〉 ・大阪商工会議所( 片

岡〉 ・大阪市民病院 ・大阪産業

奨励館 ・京大本館( 武田) ・京大

楽友会館( 森田鹿ー〉 ・京都都ホ

テル( 片岡〉 ・三菱銀行京都支庖

( 桜井小太郎〕 ・明治銀行京都支.

庖( 鈴木禎次〉 ・川西神戸倉庫

( 渡辺節) ・三菱神戸倉庫( 竹中)

. 神戸税関港湾部綜合庁舎建設

神戸勝耶ケープル完成 ・新京阪鉄道

開業 ・西宮市制実施

、

竹 腰 長i! 造

11月欧米より帰国



岨年 次

大正15

昭和 1

( 1926)  

" 昭和 2

( 1927)  

昭和 3

岨(1928)

I  

海 外 ( 建 築 ・社 会 )

メンデルゾーンの「アメリカ」 ・ベ

ーネの「近代目的建築」発刊 ・独の

ジ一ドルンク建設盛ん ・タウトの

ベルリンジ一ドルンク ・モザーの

聖アントニウス教会 ・テンポムの

ストックホルム音楽堂建設

JA総同盟ゼネスト決定 ・独の国迎加入

・ν ユレーデインガーの波動力学

ジュネ ーグ国際連' MJ . 会館コンペ ・

ストットガ、 J レトワイセンホフジ 一

ドルンク建設 ‘ ヒノレベルザイマ ー

の「大都市建築」干IJ ・フラ ーの工

場生産住宅 ・ノイトラの健康住宅

・アアルトのグイプリ図書館( -

34)  . ア スプノレンドのストックホ

ルム市図書館建設

勝介石の南京国民政府統一 ・ヨュヰー

ずのE匹絡会; mo リンドパーグ大西洋無

n陸横断 ・ハイデツガーの「存在と 時

間」

C I A M創立( スイスのラ ーサラ〕

ーグロピウス「住宅工業」発表 ー

フレッシネのプレストレストコン

クリ ート 発明 b メンデJ レゾ ーンの

ショッケンデパ ート・コルビユジ

エのサグォイ邸 ・ヤンウイルスの

アムステノレダムオリンピック競技

場主主設

ソ連第一次五カ年計画閲始 ・伊ファシ

スト独訴訟集成立 ・JAフレ E ングのペ

ニシ リン発明 ・バリ不戦条約調印

南京事件起る ・コミンテ J レン 27年

テーゼ ・立憲民政党結成 ・東京地

下鉄浅草上野間関連 ・第一次山東

出兵

治波文蹴発刊 ・

芥川竜之介自殺

「赤旗」発干IJ ・3 ・15事件 ー張作森

爆死 ・第一回普通選挙実施 ー治安

維持法改恵 ・特高設置 ・済南事件

起る ・ロソ漁業条約調印 ・大礼を

記念して名古屋 ‘ 京都 ・1111台、・岡

山 ・高松 ・大阪 ・甲子園 ・神戸lζ

博覧会開く

プ ロ文学隆盛 ・商工省工芸指導所仙台

1" 役立( 産業工芸誌験所I AI の前身)

日 本 ( 建 築 界 . m築)

東京府美術館( 岡田信-Ds) ・明治神宮

外苑絵画館( 高締貞太Ds) 0  ' 11山アパー

ト( 同潤会) ・東京電力鶴見火力発電所

m殻

「日本インタ ーナ ショ ナル建築会」

誕生 ・「国際建築J r日本建築士」

創刊 @不良住宅地区改良法公布

J l ! 京朝日新聞社( 石本喜久治) ・東京三

越( 横河工弱所} ・早大大限講滋 ・代官

山アパート ・大台m古館( 伊. i ! 忠太)

建設

前川国男コ J レピユジエのもとへ ・

パリ lζ 日本学生寄宿舎( 城閣綴式)

建つ

学士会館 ・神奈川県庁 ・横浜駅 ・白木

屋一期{ 石本) ・資生堂( 前田健次郎)

建設

、

| 関 西 ( 建 築 ・社会) I 竹 腰 健 造

日本建築協会の社団法人化 ・大

阪電気博( 武田 ・松室設計〕開く

・大阪野村証券( 安井〉 ・大阪江

商ビル( 設楽〉・大阪朝日会館 ・

日本勧業銀行大阪支庖( 渡辺節)

. 大阪住友ビノレ-lUl ・大阪京阪

ビソレ( 渡辺節) ・大軌百貨庖( 大

杯) . 宝塚ホテル( 古塚) ・日銀

事t 戸支府( 長野〉・日本レーヨン

字治工場建設

甲子個A 苑都市計画一一 阪神宮E鉄甲

子個線開業 ・京都土地区画整理 ・阪

神田辺<mlSI羽) 開通

「日 本インタ ーナショナノレ建築

会J ( 伊藤 ・本国 ・本野 ・中尾

・中西 ・新名 ・竹内 ・上野) 関

西で生まる ‘ 大阪府庁 ー京都府

庁 ・大阪中央電信局 ・阪大医学

部 ・第一銀行大阪支庖 ・大同病

院( 竹中〉 ー高麗橋野村ビ J レ( 安

井〕 ・京都中央卸売市場 ー神戸

大丸( 竹中〉 。神戸三越( 横河工

務所) ・朝日ビー J レ西宮工場 ・

旭硝子尼的工場 ‘ 神戸三宮郵便

局 ・神戸税関 ・神戸生糸検査所

@京都先斗町歌舞事長場( 大林〉建

設 e 大阪市美術館行工 (- 36)

奥丹後地方強震 ・経済恐慌 ・阪神国

道官lLJII 凶通 ・省線吹田須l l ' l r:n胃E化 ・

神戸移民収容所開設

大阪天守閣再建始まる ・泉布観

復旧 ・京都ホテ J レ( 清水) ゐ京都

大丸三知J( ヴォ ーリ ス) ー大阪北

野病院( 森田俊一〉 ・大阪鉄道病

院( 久野) ・神戸ユニオ ン教会

( ヴォ ー リス〉 ・神戸移民斡旋所

・日本勧銀京都支! 芦及神戸支庖

( 渡辺節) ・大阪鮮満案内所( 安

井〕 ・藤井寺野球湯 ・大l荻鉄道

局庁舎建設

己のi j " j より嵐! i l i } エームス山側妬 ・

神戸有馬沼鉄開業 ・大阪駅前大広場

計画開工

5 月住友合資会社工作課

長K 命ぜらる

11月京都大学建築学科で

特別講義として銀行建築

講義を委阪さる

住友銀行名古屋支脂
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年 次 | 海 外 ( 建 築 ・社会) I  日 本 ( 社 会 ・文 化 ) I  臼 木 ( 建 築 界 ・建 築 )

l昭和 4 I第二同 C 1  A M  ( フランクフルト I Ｔ ・ Ｑ Ｖ 共産党大検挙 ・ 拓務省設置ｼ国宝保存法公布 ・ 台湾正ｾ築会創立

(1929)  I ・最小限住府) ・ヴアルセロナ国| ・日華関税条約 ・山本宣治暗殺 ・ | ・鉄筋コンクリート標準仕様舎発

際博( ローエの独ノ f ヴィリオン) ・ | 歴史家トインビー来日 ・万国工業| 表 ・「建築工学ポケットブック」刊

ニューヨーク近代美術館設立 ・コ| 会議東京で開く ・朝日文化主主制定| 行 ・「国際建築」コルビユジエ特集

ノレピユジエのアノレジエ計画 Ｈ ｾ ＳＴＩ I  小林多腎ニの「蟹工船J ・砧崎藤村の| ・名古尾市庁舎コンペ( 一位平林

I  r夜明け前J ( -35)  I  

・アアルトのパイミオサナトリウ I Ｑ ｬＺＩｬＮ ｾＧｊ＠ rJ U J  ¥. - o J o J !  
I 金苔) ・

ム Ｈ ｾ ＳＳＩ ・フノレークトとプリク ＷＱ 1  ニコライ蛍再砲( 附副首- Us) ・東京三

越地築始む ・上野総寂屋 ・三井本館 ・

日比谷公会堂( 佐藤功一) 建設ンのファンネルレ工場 ・シチ ュー

ゼフのレーニン廊ｾ設

世界大恐慌 ( - 32) ・スターリン政権般

立 ・ ｾＡ・ノエツペリン号世界一周

| 関 西 句 集 ;長 )- 1竹 腰 健 造

大阪阪急ビノレ一期( 竹中〉 ・日赤

大阪支部病院 ・大阪文楽座( 橋

本組) ・花園ラグどー競技場( 中

尾保〉・大阪モリヒ勺レ〔片岡 ・石

本〉 ・京都中央電話局 ・京都南

座 ・ 曽般 的 ｔ 霊祭ｾ Ｎ ・ 西宮関西学

院( ヴォーリス) ・神戸商工会議

所( 古字国実) ・神戸モダン寺

( お西〉 ・神戸ダンロップゴム工

場( レーモンド〕 ・神戸摩耶 クラ

ブＨ大林Ｉｾ設 ・ 大阪市営アパ ー

ト建設 ・村野藤吾事務所開く

新御当tl l1i計画 (24附巾) 工司1・表六甲

ドライグウエー完成

個

所
前

回

-

m
底

政

支

邸

町

港

形

届

策

人

工

肌

行

線

倉

銀

氾

友

友

友

住

住

住

昭和 5

(1930)  

第三回 C 1  A M  ( ブラッセル ・合

理的敷地ｾｾｊＩ ・ ストックホ ｊ レム博

開く ・コノレピユジエ「輝く都市」

試案 ・ソ述ウタライナ劇場コンペ

ー英テクトングループ結成 ・伊M

I A R結成 ・ローエのテユゲント

ハットハウス ・アレンのクライス

ラーヒ勺レ ・コルピユジェのスイス

学生会館建設

ソ迎モダユズム批判起る ・ロンドン軍

縮会議開く ・独ナチス党勢力を得 ・j j

ンヲー反! A運動 ・米サイヲロトロン考

案

l];l 村危機 ・不況深刻 ・多数失業 ・ 1 i 新興住築家連盟」結成 ・原沢東

金輸出解禁 ・浜口首相狙撃さる ・ | 吾 il 唯物史観建築史の必要と建築

清水トンオ、ル開通 ・東海道線lζ 特! の本質について」発表 ・帝都復興

急つぱめ辺転 ・ | 記念展 ・ウクライナ劇場コンペ川

日本初のアンテ・パンダン展開〈 ・合政| 喜多煉七郎入選 ・日本生命館コン

の大島ul 術館開設 |  

l ぺ( 特選高指貞太郎〉 ・小野球「架

構ノ3学」発刊

東京海上ピル新館( 白調中条) ・東京日

本f高野村ピ J レ( 安井武雄) ・名古屋市公

会' ti . 京劇 ・fi ，! 災記念蛍 ・日本勧業銀

行本庖建設

甲子園ホテル( 遠藤新) ・キリン

ビール神的工場( 曽闘中条〉 ・京

大阿武山地震及東山天体観測所

. 大阪桃山病院一期 ・住友ビソレ

二期 ・ 南海ピル一期Ｈ久野 ｾ ＳＲＩ

. 大阪市中央市場 ・帝塚山高女

( 岡部) ・東洋紡本社 ・日本生命

一号館〈片岡 ・石本) ・神戸松竹

座( 古字国〉 ・大阪中央fE気クラ

ブ( 必野) ・南大阪教会( 村野) ・

西宮辰馬酒磁工場7J ¥設 ・大阪市

不良住宅アパート建設 ・京都美

術館 コンペ( 一等前田健二郎)

経済界不況 ・大阪地下鉄治工

仕攻ピル本社 ・

住友愈凪l J . I! 京超前姻命凪， .

住友製鋼所工喝

!l il 和 6

( l 931)  

モスクワのソウ' エトノマレスコンペ

( 一位ヨーファン〕 ・英M A R S 組

織 ・米エンパイヤステートピ J レ・

デユドックのヒ J レベルスムの市庁

舎建設・フッドのロックフエラー

センタＭｾ設開始 Ｈ ｾ ＳＵＩ

世界経済恐慌鉱大深化 ・ロンドン5W母| 口

:i' .i 印・スペイン革命 ・米フーグアのモ

ラトリアム促m・米カロ ーザスの合成

コ・ム発明 ・太平洋終着陸横断飛行

満洲事変勃発 ・金輸出再禁止 ・重

要産業統制令公布 ・口; 本j良民党 ・

全国労働大衆党結成 ・血盟団 ・愛

郷塾結成 ・プロレタリア文化述盟

成立 ・大阪大学創立 ・7 1レロー来

軍人会館コンペ ・東京帝室博物館[

コンペ( 一位渡辺仁) ・「アイシー

オール」発刊 ・坂倉準三コ J レピユ

ジエのもとへ ・「デザム」結成

白木底二期( 石本) ・東京科学問物館 ・

署警視庁 .v古屋( 岡田伺一郎) ・押i国神社

遊就航( 伊東) ・帝人岩図工場 ・8 敷レ

ーヨンu ! tエ掛 ・森五商広東京支応

( 村野) ・浅草松屋建設

大阪朝日ヒツレ( 石川純一郎) ・大

阪阪急ヒツレ二期( 竹中〕 ・大阪大

丸一期( ヴォ ー リス) ・京都市公

会堂 ・大阪日本線業会館( 渡辺

節) ・大阪桃山病院二期・姫路

公会堂 Ｈ｛ｲ￯ 塩草ト兵庫リ Ｑｾ 産業奨

励館 ・争¥lfi X f r 生田川不良住宅改

良アパート Ｈ ｾ ＳＴＩ ・ 新神戸駅 ・

野田醤油関西工場怒設 ・大阪城

天守|基j復興完成

10月住友合資会社建築課

長に命ぜらる

住友銀行総浜支庖 ・

住友{ 申鋼管工場 ・

満州住友館大同覧会

日本映画トーキー化 ・

永井荷風「つゅのあときち」



.  

年 次 | 海 外 ( 建 築 ・社会〉

昭和 7 1 パウハウ ス閉鎖 ・ローエらベルリ

( 1932) I ン私立パウ ハウ ス開くが直ぐ閉鎖

・ニュー ヨークで近代国際建築展

開く ・アアルト合板家具考案 ・ラ

イトのタリアスン工房 ・スイスの

ヴェ J レクプントジード J レンク「ノ

イビュール」 ・レスケ ーズのフイ

ラデルフイヤ貯蓄銀行 ・7' ) レケリ

ウスのへ J レシンクボ J レクの音楽堂

建設

ｾナチス第一党となる ・ 米の広告 ｭ 苑

迷・国連一般軍縮会議 ・ローザンヌ賠

償会部

昭和 8 1 第四回 C 1  A M  ( アテネ ・アテネ

( 1933)  I 窓章) ・米 T V A発足 ・シカコ' 世

紀博 ・ ｾＱ｜ 近代建築家遥 亡 命 ・ サン

フランシスコ金門橋建設

独ヒットラー主l ! 設内閣 ・ナチスの健省

事件 ・ロンドン世界経済会議 ・米ソ国

交問復 ・日主1: 国際連盟脱退 ・米ニュー

デール政策

日 本 ( 社 会 ・文化) I  日 4' ( 建築界 ・迎築) I 関 内 ( 住 金 ; 社 会-) I  

上海事変 ・満洲国主主図 ・5 ・15ポ I i 臼本青年建築家辺J盟J ( J A F ) I 大阪 IJ 本放送協会局舎コンペ

件起る ・共産党，32年テ ーゼ ・l唯物| 結成 ‘ 新興ドイ Y 建築工t 民 ・イ 1 ( 一位渡辺仁〉 ・大阪駅及同椛虫

苫 I I匂栄線 』大阪歌舞伎鹿 島大阪南

論研究会設立 ・日本学術振興会創 z タリヤ美術展開催 ・「デザム」刊 ・ I ii毎季ピ Jルレ二!均籾B羽] ( 久野) . 大阪口 P木ド綿

立 .咽国民附村約附附附I内刑榊相桝神倣|ド快1吠文化研究矧所倉創lリ ルj

談法 . 大j来4蒸z京生まる 1  1命術相互本干社上コンペ〈一位波辺f仁てつ) . Iμ(村L野守わ) . 大阪公楽座及キネ 7 ノパマ

円本橋白木屋百貨底火災 |九三14盟諸Zj :知額五

服部時計広( 渡辺町 ・型ロカ病院( レ | 先市境 ・神戸市民運動脇 ・神戸

ーモJ ド) ・日本銀行新館 ・大企精神 | キリスト教会堂( 原料) ‘ 凶宮カ

文化研究所( 長野学平治) トリック教会( 梅木省三〕 ・神戸

ゴルフクラプ( ヴォーリス) ゐ国

立生糸検査所( 置溢) ー布¥1戸光徳

寺( 大林〉 ・山陽中央火 j必J 飾H隣控発

|屯 訓 所 附 砂 大 美 野 悶

市住宅展

六甲ケープル完成

日本国際述盟脱退 ・京大滝川事件! ブルー ノータウ卜来 n ・「青年桂| 大阪市・ンピックセンターコンペ

起る ・神兵隊聞こ ・佐野と鏑山転 築家クラブ」結成 ・建築学会鉄筋 ! ー大阪李丸二期( ヴォ ーリス〕 ゐ

l コンクリート構造計算規準発表 ・ |神戸女学院( ヴォーリス) ゐ京都

向声明 ・小林多存二殺さる ・大111 I  ＷｾｾｾＮｾ ｊＭ Ｚｉ ｲｮＺｾ［ｾｾｾ， ｾＷ Ｎ ＱＧｾｘｾ［Ｚ｟＠ I 市美術館( 前回〉 ・大阪ガスビ J レ

:  I建築材料研究所創立 ー東大で第一 Ie安 m ・大阪三井ピノレ( 高橋貞

郁夫夫妻渡米 ・丹那トンネ J レ関泌| 回木語家屋火k メ験 ープサム解散| 太郎) ・大劇( 八木工務) ，1' ; ) .  u  

- 宇部第二発電所建設 ・商工省メ| ・日本インタ ーナショナノレ建築会 |赤大阪支部病院 ー大阪伊藤J j ビ

ー トル法実施延期 | 運 動 : ふ … ラ プ ( ー ン ド) J Ul ; 官民福島市必

Ｈ渡辺仁Ｉ ・ 服宝ほ劇場Ｈ竹 中Ｉ 文部ｼ会堂Ｈ清ぷ栄二Ｉ ・ 会Ａｦｾｾｾｾ察本
省・内諸省 ・伊勢1' }新宿支広 ・名古座 I ｾ部 ・ 大阪九条電灯 ｂ 業所 ・ 大阪
市役所 ・東京府中段馬場 ・来以住友ピ | 乃恨山療養所 ・大阪淀屋橋建設

J レ・日本生命館迎投 ・同測会の産業努| 大阪地下鉄完成( 陶関心斉偏向) ・神

働者住宅慰投始む |  戸m一回みなと祭行う ・城JA.!線沼イじ

竹 腰 俗 造

住友分家邸

5  )J 住友令fi 会社工作部

解散のためill 段し株式会

社長谷部竹腰起集事務所

を設立 ゐ

神戸附崎 ピル( 神戸線本広) ・

東京住友ピル ・

大阪市長より土木部臨時

ホテル建築事務百円高1J4". 幹

を係l属され新大阪ホテ J レ

設計監匂lζ 従事

新大波ホテノレ装飾

昭和 9

( 1934)  

東京千巧交換新設計競技

lζ 当選し設，;1・監理義則さ

ライト の最初のユソニア ンハウス

・テクトンのロンドン動物園ペン

ギン プール ・マイヤ ーノレのトエス

橋( 独特のスラブ構造〉 ・フリユ ー

ゲ「曲面板の力学J . チモシエンコ

戸弾性体の力学」干1J ・

ヒットラ一首相と総統放任 ・独J レカス

のほ子顕微鏡発明 ・ヨヨリオ夫裂の人

工放射能発見 ・I'3J レイセンコのメンデ

ル遺伝学説挑戦

満i州国帝政を敷く ・ワシントン条

約廃業 ー帝人疑獄発覚 ・プロレヲ

リヤ作家同盟解散 ・陸軍 iJi i 国防

の本義とその強化」発表 ・通商擁

護法 ・社会事業研究所 ・n本製鉄

会社設立 ‘ 函食'nii 大火

東京市庁舎コンペ( 一等宮地二郎)

. この頃日本建築再発見高まる ・

法隆寺l司宝保存IIH和大修理始まる

築地本願寺( 伊東日B太) ・軍人会館( 伊

東・川元) ・日本儲科医専( 山口文象)

・同潤会江戸川アパート ・東京中郵

( 吉悶鉄郎) 砲; 役
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ヨ

キ

巾

火

大

尾

百

円

〉

南

取

休

・

同

・

出

-

武

ス

4

3

)

色

、

b

H

T

(

叩

i

'

設

水

ゐ

研

涜

リ

・

株

館

田

西

主

回

レ

ヒ

町

一

)

一

戸

現

m
a
w
-

凪

わ

刻

制

ォ

中

神

緊

川

、

初

所

用

ず

竹

二

戸

J

作

務

室

、

ツ

支

(

(

)

市

テ

尼

じ

拍

阪

イ

都

朗

館

所

寸

ホ

・

む

成

期

大

ド

京

三

術

務

ト

湖

設

肺

結

l

新

郎

亦

丸

美

事

節

琶

施

パ

W

A口

事l' 戸住友ピル ・

株式会社辻久商応 ・

福附住友ピル ・

新大泉ホテル ・

住友>I l 行縮問文J占

xm 



XI V 

年 次 | 海 外 (建 築 ・社会〉

昭和10 I ロックフ エラーセ ンタ ー完成 ・テ

( 1935)  1 クトンのハイポント集合住宅一号

・ノイト ラの円型校舎建設 ・ブラ

ジj レ教育保健省舎コンペ ( 36- 42

建設)

独F軍事<<u宜宮 ・伊エテオピヤ出兵 ・ロ

ンドン箪絡会llii 聞く ・独ユダヤ市民俗

剥奪 ・コミンテルン世界大会 ・ソ連ス

テハノ 7 il1!動 ・フィリピン共和国創r I.

・独仏独自にズルフォンア E ド剤創製

. 高層気象観測にラジオゾンデ実用化

日 本 ( 社 会 ・文 化) - [

美濃部達吉の天皇機関説問題 伽全

日本労働総同盟成立 ・「赤旗」終刊

. 政府国休明徴声明 ・軍需工業勃

興 ・乙の頃日本製品の外国市場進

出著し ・日ソ北欽譲渡協定成立

湯川I脅士の中fi 日 概 念 成 立 ・日本ペン

タラプ創立 ・第一間芥川賞 ・映画主要

作品殆んどトーキー化

日 本 ( 建 築 界 ‘ ffi 築〉

前川国男本郷森永! こ乾式構造を試

みる ・熔接構造物標準示方笹山 b

. 建築統計調査開始

宮内'白 ・府中JRJfti 所犯紋 ・* 京三越地

築完成

の

・

奈

塚

山
石

務

学

会

事

川

行

神

場

念

心

一

時

的

鉄

宝

(

工

山

業

一

戸

銀

・

劇

記

い

一

円

百

一

畑

一

M

M

一
間
四
日
…
哨
一
服
一
骸
一
一

一

↓

川

駅

-

阪

，

以

ニ

似

ス

館

・

針

宝

治

一

代

石

村

船

大

対

期

大

(

冶

即

日

・

明

一

(

(

日

車

十

四

・

院

日

開

む

設

阪

硲

一

ン

館

庖

E

丸

ヂ

丸

〉

寺

海

市

刊

話

起

大

七

一

忠

商

側

協

献

酬

鰐

協

酔

一

栴

糊

尚

一

雄

怖

い

寸

榔

怖

い

航

路

臨

…

開

設

関

一

阪

京

阪

駅

場

基

〉

げ

ω

所

病

一
戸

武

旧

建

一

大

ゐ

大

良

劇

木

応

院

館

務

崎

神

戸

復

館

大阪地下鉄心斉締雛波II l l 完成

竹 腰 健 造

1 月大阪市長より新大阪

ホテル新築工事の功績に

より表彩さる

住友銀行熊本支后 ・

竹中商庖 ・

東京山崎商后 ・

四国中央官1力発m所 ・

住宅甲子図書官 ・

大阪株式取引所綾工

昭和11 1ライ トの落水荘 ・ブロイヤーとヨ

( 1936)  1 ークのプリス トルの展示住宅 ・7

イヤ ーJ レのアルヴエ橋建設 ・スイ

ス第一回木材会議lζ 木構造特にデ

ベJ レ接合 ・勝者接合注目さる ・ノ

イフェルトの「建築設計資料集成」

刊

独ロカルノ条約随瑛宜雷 ・ラインラン

ド進駐 ・伊エテオピヤ占領 ・スペイン

内乱 ・仏人民戦線成立 ・ベルリンオリ

ンピック聞く ・} A で初のテレピ政送 ・

デリンジャ ー現象発見

昭和12 1 第五回 C 1  A M(パ リ・家と余暇)

( 1937)  1 ・パリ万国博開く ・ライトのジョ

ンソンワックス会社ビ J レ建設 ・第

一回ソ連建築家大会開く

伊国連脱退 ・アイルランド独立 ・

オパー リン「生命の起源」出版 ・ピカ

ソの「ゲルニヵ」発表

2・26事件起る ・日本ロン ドン軍縮

会議脱退 ・日独防共協定調印 ・中

国の抗日人民戦線成る ・国策会社

続 出 ・国家独占資木主義体制強化

. 同盟通信社創立

仁科芳雄の理研サイヲロトロン建設

日支事変起る ‘ 防空法 ‘ 銅使用制

限 ・企画院 ‘ 大木営設置 ・口独伊

三国防共協定 ・「国体の本義」文部

省より刊 ・教育審議会 ・帝国芸術

院創設 a 人民戦線関係者検挙 ・国

民粉神総動員中央連盟結成 ー諸物

資配給統制次第に強化 ・労働組合

の禁止再編転向続出 ー重要工業動

員法 ー文化勲章制定

朝日新聞神風徴紡欧飛行

国会議事堂竣工 ・「日本工作文化

連強」発足

満鉄東京支社ピル( 安列) ・野々宮アパ

ー ト( 土浦地域) ・山中観光ホテル{ 大

林) ・名古屋観光ホテル ・海軍兵学校

教育怠耳館( 山下寿郎) i l ! 股

日本様式の建国記念館コンペ ・名

古屋汎太平洋平和博開く ・基礎潜

図工法普及 ・振動打ちコンクリ ー

ト工法実用化 ・国産網入ガラス実

用化 ・新鏑木構造研究 ・鉄鋼工作

物築造許可規則公布

東京帝室間物館( 渡辺仁) ・東京逓伝病

院( 山田守) ・宇都市民館( 村野) ・慶応

幼稚舎( 谷口吉郎) ・若狭邸( 姻口捨己}

Ｎ 名古屋ｾ Ｎ 浅都国際 劇場 ・ 後凝固 ｅ 車

場 ・パリ問日本館( 坂愈m三) 恕投

大阪中央放送局( 渡辺仁) ・大阪

阪急ビノレ四期( 竹中) ・大阪教育

塔 ・大阪博愛社礼拝堂 ( ヴォー

リス〉 ・京都丸物百貨庖〔渡辺

節) ・大阪共同 ビノレ( 曽 繭中条〉

・三井銀行大阪支庖 ( 同) ・関西

日仏会館( 木子七郎) ・大阪市立

美術館 ・神戸阪急会館 ( 阿部美

樹志) ・京都都ホテル( 村野〉 ・

神戸大丸増築 ( 村野) ・西宮野球

場( 中尾事務所〕・神戸市勧業館

建設 ・神戸市公会堂第二回 コン

ペ( 一位武田健三)

阪神m鉄神戸三宮元町地下線開通 ・

阪急 ｭ 鉄 三宮 乗入 ・ ｾ中市制実細

大阪電気科学館( 和田順顕) ・京

都電灯会社( 武田〕 ・北野劇場

Ｈ竹中Ｉ ・ 大阪ｾ祭病院Ｈ木子七

郎〕 ・叡山ホテル( 村野) ・神戸

松竹劇場 ・堺脳病院( 清水) ・大

阪軍人会館 ・神戸口毛 ビノレ( 竹

中) ・神戸ガスビノレ( 渡辺〕 建設

大反神戸開国鉄復々線開通 ・吹田京

都間匂化 ・京都明石間也事 ・彦根及

布施市制実施

住友銀行和歌山支庖 ・

西宮浜脇小学校 ・

錨紡丸子工場 ・

開 く日本間住友釦 ・

大阪株式取引所事務所 ・

西宮市小学校 ・

住友製鋼各工場

日本建築協会副会長とな

る

東京手形交換所完成 ・l J I 市立

水族館 ・大阪字治低ヒツレ ・住

友ヒソレ御堂筋分館 ・京都住友

ピル ・神戸大同貿易 ・新居浜

住友クラブ ・大阪薬剤師会館

・東京神学校 ・神戸海上火災

保険事詰所

， 
.  



年 次 | 海 外 ( 建 築 ・社 会 ) 日 本 ( 社 会 ・文 化 )

昭和13
ナギーのシカコ' 新・米ノゼウハウス設光納立灯庫

国家総動員法公布 ・メーデー禁止

接 照 明 る 実用的
- 興亜院 ・東亜. 研究所 ・厚生省 ・

(1938)  
発表間 ・ネJ レ起ヴイのローマの格鐙

日独文化協会設立 ・武漢三鋲占領

- アアルトの住宅 7 イレア ・テク

- 東亜新秩序建設声明 ・国民徴用

トン建の独唄設フ合イt ンスベリーヘルスセン
令 ・学徒勤労動員始まり ・問団嘉

ター

併合原子成・繊核ミュンヘン協発定 ・米・独カロザ
子越境入ソ ・張鼓峰事件起る ・航

ースの 維分裂ナイロン明 ウラ
空局設置

「ニ唱ウ土ム」 発見 ・サルトルの

文部省1<術展覧会( 文展) 始まる

昭和14 ニュー ヨーク世界博開く ・コルピ ノモンハン事件 ・日米通商条約破

(1939)  
ユジエの螺旋形美術館提案 ・フエ 楽 ・物価統制令 ・東大河合 ・土方

ダーの「新都市」 ・メンデJ レゾーン 両教授休職問題 ・軍機保護法強化

のハイフア設国立病院建設 ・米フ ー - 第二次欧洲大戦不介入声明 ・メ

ノミーダム建
ートル法実施再延期 ・用材生産統

第二次侵併世条・界約独大戦国ポ連勃ー発ソラ述(ン英除ド仏分名対割・独独)  ・独ソ
lIii J規則

不コ可合 ソ・ チエツ

毎日新聞ニ ツポノ機世界一周

昭和15 アスプl レンドのストックホルム火 紀元二千六百年式典挙行 ・大政翼

(194β)  
葬J : bJ 刻! 設 ・ローエのイリノイエ大 賛会発足 ・内閣情報局設置 ・労働

学会全体計画始まる ・フ。レキヤス
総同盟 ・労働組合会議 ・政友会 ・

トコンクリ ー ト始まる ・米ミシガ

民政党 ・社会大衆党等解散 ・生活
ン大のブロック「リミットデザイ

ンの狸論」発表 必需品統制 ・響修品制限 ・津田左

フラン英スよ本独りEK国Z出探降品伏躯 ・イタ リヤ診用ー化戦暗殺・独
右吉及岩波茂雄起訴さる

空軍の ・トロアキ

ζ の頃 やレーダー実 テレビ尖験放送に成功

昭和16 仏 A S C O R A L 結成 ・ギーデイ 東条内閣出現 ・日本対米英蘭と宣

(1941)  オンの「空間 ・時間 ・建築」発行
戦 ・日ソ不可侵条約成立 ・総動員

法発動 ・重要物資統制l令公布 ・国

- プリグ7 ンの礼拝堂建設

民学校令実施 ・国防保安令公布 ・

独伊対米宣戦 ・独・ノ開戦 ・JAソ.ljIijJ同
科学技術新体制確立 ・重要産業団

盟・太平洋戦争始まる ・米ペニ ν リン
体令 . : /1レゲf 事件 ・言論出版臨時

ゃDDT等実用化と大m生産

取締法 ・関門海底トンネノレ開通

昭和17 コスタとニ ー7 イヤーのブラジ J レ 日独伊新軍事協定・大東i l E 省新設

(1942)  教育保健省舎 (36- )建設 ・ローマ - 企業整備会公布 ・日; 本文学報国

博開く
会 ・大白本言論報告会創立 ・産業

26ヵ国反枢納共同笠宮 ・独ソスタ ーリ
新体制確立 ・翼賛政治発動 ・本土

ングラド争奪戦 ・シカゴ大学原子炉で ( 東京 ・名古屋 ・神戸等) 初空襲を

ウラン分裂連鎖反応成功 受く ・ミッドウエ ー沖海戦 ・技術

院創設

x v  

日 本 ( 建築界 ・応 策 )

古典様式や記念性の問題論議盛ん

- 偽装耐爆構造研究開始 ・大連市

公会堂コンペ( 一位前川園児〕

東京女子大チャペル( レーモンド) ・強

騒ホテル( 土浦亀峨) ・第一生命相互ピ

J O( 渡辺仁〕 ・鉄道省庁舎 ・放送会館 ・

第一ホテル ・愛知県庁舎 ・金沢白雲接

( 大林) ・東京府立第10高女( 木造ヂベ

J レ陽造の先鞭) ij! l投

防空建築規則 ・木造建築規則 ・住

宅問題研究論策活発化 ・P S コン

クリ ー ト紹介 ・熔接 ・無筋 ・竹筋

コンクリート研究 ・大日本忠霊塔

コンペ ・都市の防火試験

大樽島茶室測候(山所脇(槻厳)ロ拾巳) ・ニューョータ

住宅営団発足( 同澗会吸収) ・建築

資材統制 ・建築新体制促進同志会

結成 ・「国際建築」誌休刊 ・木構造

- 大スパン構造 ・工場遮光 ・換気

等の研究盛ん

学会 ・協会 ー士会 ・業協会四会連

合で新体制協議会設置 ・学会鉄骨

構造計算規準及述. 築偽装指針発表

- 木材統制規則

伴記念体育館( 丹下位三) ・山口画伯邸

( 吉田五十八) 砲投

大東亜建設記念造営計画 コ ン ペ

(一位丹下) . レオナルドダヴィン

チ震( 構成坂念) 開く ・国民住宅コ

ンペ ・近代主義建築の屈服・西山

卯三「食寝分離論」発表・学会 「建

築設計資料ｾ成一巻」刊

関

-.  

西 ( 建 築 ・社 会 )

京都競馬場( 安井〉 ・堺市民病院

( 中尾保〉 ・和歌山県庁舎 ・大阪

合同運送K K(竹中〕 ・神戸池長

美術館( 神戸市美術館ト 岩城ガ

ラス大阪支庖( 高橋栄治) 建設

大滋通々指線阪・駅定南開通前海・大鉄区・板神画道E地錐戸F麗下大波風鉄天に婚下水よ盤披茶る天土屋王地間使寺高間架用開復区

大阪中郵( 吉田鉄郎〉 ・滋賀県庁

会( 佐藤功一) ・神浴ピ J レ( 木下

事務所) ・神戸海洋気象台改築

( 堀口捨巳) ・神戸三越増築( 横

河) 建設

池田市制実路

橿原神宮外9If. . 担原道場完成 ・

橿原神宮前駅( 村野〉 ・新大阪駅

- 大阪北市民病院 ・生駒山航空

道場( 石川純一郎) 建設 ・四天王

寺五重塔結成

大阪駅前地下道完成 ・陶海電鉄と阪

和m鉄合併 ・吹田 ・洲本 ・芦屋 ・伊

丹市制実施

石原産業海運 K K(村野) ・武田

薬品十三工場 ・宇治山田神宮皇

学館 ‘ 大阪興亜訓練道場建設

大阪電気鉄道と診宮急行電鉄合併し

関西急行鉄道となる ・神戸移民収容

所閉鎖

乙の頃より学会と協会の合併問

題起る (- 45) ・住宅営団労務者

住宅各地lζ 建設 ・大阪絹人絹会

館( 渡辺節ト甲子園竹友寮( 竹

中〉建設

神戸初空箆を受く ・

泉大津 ・ 相生制幌ｾ

竹 腰 健 造

旧丸紅斑底京都支后 ・

旧大阪共同信託

吹田目慎祭 ・

大飯田生保険本社

( 有限会社土地建物双星

社設立〕

旧共同信託福岡支底 ・

京都陽明文庫 ・

東京淡成主主 ・

甲子園住友緩和錠

住友某氏邸 ・

兵庫県K工場工貝寄宿舎 ・

富士航空計額l J l 童話所( 現キヤ

ノンカメ ラ)
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年 次 [ 海 外 〔 建 築 ・社 会 ) I  日 本 ( 社 会 ・文 化 ) I  1:1 本 ( 建 築山 … 丁 白 山 ( 乞 築 ・社 会 ) I 竹 腰 似 造
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11日和19

( l9叫)

111m凶O

(  194.5) 

カイロ会談 ・テヘラン会談 ・コ E ンテ

ルン解散 ・ガンジー断食 ・イタリヤ降

伏

ケペッシュ「視党言語J 発刊

米 510 ・"!A COI O結成 ・独ロケット

lI.iI V l ・2号出現 ・米ストレプトマイ ν

ン発見

グロピ ウスコミュニテイ再建をIIn

える ・コJ レピユジエのサンデ イエ

復興計画案発表

ヤルタ会談 ・ポツダ ム宣宮 ・ドイツ降

伏 ・米原文語創製と投下 ・日本降伏 ・

共内戦鈴まる ・国際迎合成立 ・世界雪7

i 1! 結成 ・ユネス コ創設

昭和21 1 グロピウス T A C組織 ・コツホの

( 19-l 6)  I 組立住宅エイコーン ・国述本部始

築計画案発表 ・7 ' ) レケリウスの郊

外住宅建設

国主主及ユヰスコ筋一回総会 ・フィリピ

ン共和国独立 ・米ビキニ原爆実駁 ・ホ

ーチミンと仏首E衝突 ・ニュールンベル

グ国際裁判判決 ・レマノレヲのfJJL族内」

大東亜共同宣言 ・lIJ'I l伊経済協定

. 労務報告会結成 ・軍箭 ・巡翰jffi

ｬ 荷 ・ ｊｾ 省設置 ・ 学徒出 ｉｾｉｉ ・ ジャズ

レコード禁止 ・アツツ島守備隊全

滅 ・口本ガダJ レカナ J レより後退 ・

東京都: l jlJ 随行

決戦非常;措置実施 ・国民主主録令公| 建築設計監理統制W2則廃止 ・上述

布 ・疎開命令胞行 ・緊急国民勤労| 統制組合創立 ・破壊消防 ・地下工

動員 ・国民総決起巡1 i ) J ・サイパン| 場の建設や研究開始

失陥 ・B 29による本土空抜本格化

・特攻隊 ・レイテ決戦

沖縄決戦 ・広h:i と長崎原爆投下 ・

ソ述宣戦 ・日本降伏 ・マッカーサ

一日 本管沼! ・G H Q IJ 本民主化改

革指示 ・治安維持法廃止 ・政治犯

人釈放 ・財閥解体指令 ・日本社会

党再建 ・日本自由党 ・日本進歩党

. 日本協同党結成 ・日本共産党再

建 ・枕崎と阿久線台風

天皇人間宣言 ・口本国; 芯法公- m・

六三伽l教育体制 ・民主々義科学者

協会設立 ・婦人参政初の総選挙 ・

インフレ昂騰 ・預金封鎖 ・物価統

{!j IJ令 ・物価庁 ・経済安定本部設置

. 余裕住宅併以姶泣 ・地代家丘統

制令公布 ・食糧メーデー( 米よ乙

せ運動〕 ・ ｉｾ 地改革実施 ・ 極東軍

事裁判開廷 ・公職適否! i I I ' : i 主委員会

設置 ・軍国主設指導者の公職追放

. 当用決字llJl l定 ・新かなづかい決

定 ・ リーダースダイジエスト Ｇｪ ｾｬｈ

す ・西口木台風 ・労働. M; 準法 ・児

童福祉法公布

日本尖術展覧会( 口良) 開く

口泰文化会館コンペ( 一位汁下) ・

土木建築業統治1I 鐙ul1i
i

} N悶 ・工作物

築造統制l規則 ・市街地位築物i 1 一

部規定停止 ・法| 逆与解体におT

戦時建設図令 ・工作物築造統:IJIWl.

則廃止 ・住宅緊急怜置令 ・戦災復

興院設置 ・l l l X災都市復興計画 ・学

会の戦後都市計画及住宅対策主主議

. 住宅営団の6. 25坪越冬住湾大品

建 設 ・「国土会」結成

建築民主団体鉄生Ｈ日本ｾ祭 ｩ 文化

述盟 ・住文化協会 ・住宅生産同学

会 ・日本民主建築会 ・何l市計画: ! l : ¥

話会 ・工場生産住宅協会勾〉 ・全

日本建築民主協議会設立 ・住宅復

興会議創立 ・全国セメントフJ 述結

成 ・住宅営団閉鎖 ・tig市. 11間協会

発 足 ・東京都市計画コンペ ・復興

院第二技研Ｈ述研Ｉｬｊ日投 ・ Ａ日ｦ，ｉｉ ｾｭ 築

制限令 ・「新述築J1$l 1サl ・「砧祭文

化」創刊 ・復興院の不燃化提唱

川西航空ｬＱ ｩ 雨工 ｊｾｾ ( 竹中〉建設

間i槻 ・u塚市市J1.!抱 ・1泊丙急行鉄泡

と大波鉄道i守口十 ・阪急m鉄と京阪iι

欽合的Ｈｊ ｾｭｊＧｾＮ 行Ｉ 12月23日新作能r ! 世阿弥J '=1 

作自記 ｩｾｴￊｬ ｬｬｊｬ金剛舞台

雨 ＱｦｬｪｾＮＱｬ と凶ｉＧＡｬ急行鉄道合併し近鍛

口和鉱; n 役立 ・米の笠製i WI 化

J J *述冷t 定1( 1( ; 設立

事i'戸駅待合室で探悩戦災者大会聞く

l l j: J  1( 1( U: 友本社!ζ 入社

し参事lこ命せられ ‘ 長谷

部竹腰述築事務所を住友

土地工I J } K K と合併し ー

同社専務j収締役に就任

12月住友土地工務 K K 改

組し口本建設産業 K K，没

立し取締役社長に就任

天王寺! こ復興住宅展開く ・神戸! 8 月日本位築協会会副ζ

高E歩合庫i i ! l¥i: . 神戸駐留軍六甲| 就任 ・大阪市復興委員会

ハイツ ;{i' _[ ... 関凶{ f 祭文化述盟| 委員iζ 命ぜらる

dミまる |  

節ー ｉｬＧｉｉｾ ｬｬＡ体 ｦｦ 大会主Ｇ京加を巾心と ｉ 11月30日新作飽「恋ほJ n作

して聞く ・ |  自悩於京邸金剛舞台

守口市制丈抱

.  .  
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年 次 海 外 ( 建 築 ・社 会) I  日 本 ( 社 会 ・文化)

昭和22 I 第六回 C 1  A M  ( ブリッジウォ ー

(1947)  I ター ・ヨーロッパ復興〕 ・ヨーロ

ツノマ復興会議ノマリで開く ・アアル

トのM I T寄宿舎建設 ・コJ レピユ

ジエの7 ) レセイユアパー ト着 工

Ｈ ｾ ＵＲ Ｉ＠

イン ド独立 ・米マー シヤルプラン発表

. コミンフオルム 結成 ・米タフトハー

トレ ー法可決 ・中共の国府総攻躯 ・カ

ミユのJ ペスト」

昭和23 I 国際建築家連合 ( U. I . A . ) 生ま

( 1948)  ｉ る ・ 国際都 市 ｾｉＧ ￬ｩＡ￱及住宅 問 題会談

チユ リッ ヒに開く ・テクトンの S

P Aグ リーンアノ f ー ト・カーンの

フォード工場m設

関連で世界人権宣言 ・アムステルダム

で第 四世界宗教会議 ・冷戦激化 ・大

斡民国 ・北鮮人民共和国 ・中国政府猪

足 ・ピルマ独立成立 ・ガンジー暗殺 ・

プラッセル条約締印 ・ ｾ巡邦会議 ・ Ｊ

トラン口スター発明 ・バロマ天文台二

百材望遠鏡完成

昭和24 I 第七回 C 1  A M  ( ペルカeモ ・住宅

( 1949)  I の連帯性) ・ノイトラの砂漠の家

・ジョンソンのガラスの家 ・イー

ムズの実験住宅 ・ライ トのジ ョン

ソンワックス会社新研究所建設 ・

ペレ ーのノレ ・アーフソレー都市復興計

画始まる ・建築インターをミラ ノ

で結成

中国人民共和悶 ・グエトナム国 ・イン

ドヰシア共和国 ・西独 ・東独成立 ・北

大西洋条約成立 ・米ウィーナ ーの 「サ

イパヰテイツヲス J

全官公労組 2・1 ゼネスト G H Q中

止命令 ・独占禁止法 ・日本国窓法

施行 ・新国会開会 ・教育基本法 ・

学校教育法公布( 六三三新学制実

施) ・労働三法施行 ・国鉄労組 ・

日教組結成 ・経団連結成 ・特別調

達庁 ・労働省発足 ・内務省解体 ・

皇居前広場で住宅獲得国民大会 ・

関東大水害 ・東北水害 ・八高級列

車転毅 ・飯田市大火 ・国家公務員

法公布 ・制限付民間貿易再開

G H Q経済安定九原則発表 ・教育

委員会法公布 ・国家行政組織法公

布 ・日本学術委員会法公布 ・工業

技術庁設立 ・スト各地lζ 激化 ・東

宝大争議 ・昭和電工事件起る ・大

都市転入抑制解除 ・日経連結成 @

民間貿易許可 ・自治体当察発足 ・

極東軍事裁判判決 ・北陸 ・北九州

水害 ・福井大震災 ・全学述結成

谷崎潤-QBの「細包」 ・

太宰治段身

単一為替レート決定 ・シャウプ勧

告 ・中小企業不振 ・デフレ傾向 ・

新制大学発足 ・通産省 ・郵政省 ・

電通省 ・法務省 ・国税庁 ・国鉄公

社 ・専売公社発足 ・人事院規則 ・

団体等規制令公布 ・官公労 ・新産

別結成 ・日本学術会議成立 ・三E軍

事件 ・下山事件 ・松川事件 ・福島

事件等起る ・ドッジライン決定 ・

工業様準化法 ・J 1  S 制定 ・屋外

広告物法施行 ・キテイ台風 ・j湯川

博士のノ ーベJ レn受賞

日 本( 建築界 . m 3!'i )  凡 i i主 主 ・止会) I 竹 藤 健 造

「新日本建築家集団J ( N  A  U ) 発

足 ‘ 広島聖堂コンペ( 一位該当作

なく審査員村野設計と決定〉 ・西

山卯三の「乙れからのすまし、」・浜

口隆一の「ヒューマニズムの建一築」

発行 ・ヒュー 7 ニズム論争起る -

M I Dで工場生産住宅プレモス研

究 ・日本法築設計監理協会設立 ・

全国木材労組同盟 ・土建同盟 ・全

日本土建一般労組結成 ・東京三越

で書fl 市復興展開く ・登只遺跡発姻

始まる

炭型5伐宅建設 ・高給アパート( 戦後初

の官公営ア パート) ・紀伊国展省広( 前

川 i J I l *所) 建設

建設省設置 ・全国住宅調査 ・住宅

坪数制限緩和 ・全国建設業協会 ・

建築行政協会 ・不燃住宅協会設立

. 仙台公会堂コンペ ( 一位武基雄)

. 白崎市庁舎コンペ ・磁' " 寺建築防

火規則 ・土廷一般労組同盟 ・国鉄

建協 ・ 全ｾ労結成 ・ 福井震災 →北
陸震災調査 ・怪: h l コンクリート研

究

大阪天王寺区及南区公館地区計| 公職追放により日本建設

画コンペ ・大阪大和川 lζ 大規模| 産業 K K取締役社長を退

な木造住宅団地建設 ・スバル座| 任

・メトロダンスホーノレ ・中座 ・

ホテルナニワ( 口述〉建設

大阪港湾復興Jt 函 ・都市計磁 ・公園

計画決定 ・校J j 寸T制実胞 ・南海! l l 鉄

が近鉄より分離

大阪平和博開く ・各地1[. 公営ア

ノマート建設 (1] 、宮 .mケ|崎 ・夕

陽丘 ・西宮〕 ・六甲ハイツ完成

・商品屋和歌山支応( 坂倉) ・|喫

茶庖プランタン( 村野) ・大阪ス

バJ レピル( 石本事務所) ・大阪白

雲ビ J レ( 宮沢文l後〉 ・神戸木材会

田館( 武田健三) 建設 ・神戸新オリ

公営鉄筋アパート各地1ζ 建設 ・芝児滋|

館Ｈ河野遇制 ・ 慶応、附同府院Ｈ百的 ￬ ￎ ｮｾ Iエンタ J レホテル改造( 三菱重工)

16所) 迎投 ・戸山ハイツ必工

9 - k 設業法公布 ・木材セメント統制

撤廃 ・9 - k 築制限緩和 ・住宅対策審

議会設置 ・第一回建築自宅3 ・第一

回建築サロン開く ・新制作建築部

設立 ・広角平和都市建設法公布 ・

広島平和公園及記念館コンペ( 丹

下クループ) ・横浜日本貿易博開

く・全建設省労組結成 ・東大生産

技術研究所設置 ・イワキセメン卜

の生コンプラント操業開始 ・労組

民主団体関係の建物建設ピーク ・

法隆寺金堂焼失

J ! t 高級判所 ・歎舞伎座復興 ・度応学舎

及学生ホ ール( 谷口) ・藤村記念、堂( 谷

口) ・新日本文学会館 ・全造船会館( 今

泉善一) 越設 ・戸山ハイツ完成

茨木 ・八尾 ・以佐野i ! i 制実施

京都会楽会館( 村野) ・京都女子

大( 竹中〉 ・立大文学部( 内総事

務所〉 ・大阪人絹文化協会( 竹

中〉 ・大阪北税務署( 竹中) ・大

阪南郵便局 ・山一証券神戸支応

建設 ・抵国会館改築( 白石 ・福

田〉 ・神戸元町ジュラ J レミン街

完成 ・兵庫県繊維問屋街( 関 ・

石川) 完成

就r」問顧
ふ

ム
4

f
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司
会浪有

任

E の年より引きつづいて東京

聖心女子大学処殴中
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年 次

11日下'll 25

( 1950)  

海 外 ( 建 築 ・社会〕

メンデ l レゾーンのメモニデスヘル

スセンタ ー ・カリニ他のロ ー7 駅

. T A C のハ ーバー ド大学寄宿舎

- アー J レボムのへ J レデンアパート

団地建設 ー独 D . W，B 再建

米タフトハートレ一法発動 ・中 ソ友好

条内成立 ・;'I[ J ) >I' ) ; I; 思惑 ・朝鮮U1変勃

免

日 *  ( 社 会 ・文化〕 ! 日 未 叫 が … | 国 て白 ( 建 築 ・社 川 竹 腰 健 造

t 1 察予備隊発足 ・国勢調査胞1'i' .  

経済統; j jlJ 始ど消滅 ・国土絵、合IJfJ 発

法 @港湾法公布 ・特需呆気 ・一刀

人追放解除 ・共産党幹部追放 ・レ

ッドパージ盛ん ・平和問題論議と

巡勤盛ん ‘ 炭鉱事件起る ・口木炭

鉱労組 ・日本労働総評議会結成 ・

生活保護法 ・熱海大火 ・熊の半以

駅土砂崩J ' i i . N H Kテレビ実験放

送 ・米沖縄軍事基地化

中尊占[ 学術淵主i . イサムノグテ作品展

ｄｾ＠ <  

ｺｴｾ 基準法 ゐ 同施行イト ー ｩｬｬ 築士法目
公 (Ii ・住宅金融令庫設 iri: ・住宅; ! i l J

限腕員tj 解く ・建築経済統制l終止 ・

ビJ レブーム ・首者自社教法公布 ー金

Iお] 寺及京都駅全焼 ・文化財保護法

・住宅w設低下( バラックヤミ建

築一段椛し住宅不足! 桝在化〉 ・住

宅協会設立し公庫資金で鉄筋アパ

ート 正 ｾ設開始 ‘ ｩ￮ Ｑ 回臼 ｮＱ 刀芸術院
日受く Ｆ 竹山，沿争 ル ｊｾ 村ｒｬｬ築研究
会 ・L V誕生 ‘ イサムノグチ来日

.nt 築技術」発刊 ・「国際建築」復刊

雪崩海部地震釘謀総額鰐

院Ｈ小坂Ｉ ・ 四戸 ｌｬｬ 小学校 ・ 山口市 ｉ ｲ］ｾ 時

( 切な寸Yl 鰍ぬ; 抗議和

一一一一一一一一 _J i ll 台金金: l i i:(盛m投

関西建材会設立 ・"λru
設，11T務

K K設立 ・大阪高品l五新宮'ri (坂

倉) ・大阪モ ー タース (irli 辺) ・

大阪府工業奨励古 ｉ｜ｾ 哨 Ｑ ・ 大阪球

場( 坂倉〉 ・大阪プー J レゐ1i1j ' 必"

芸会f ! i1 ( 大林〕 ・神戸市体育併;

(iIT. lj，I) ・神戸銀行昔話会 ( n m・

竹中神戸支I苫 ・大阪府住宅協会

法円坂団地建設

事1'戸国際j住都< l ! 投法公布 ・盛岡 ・却1

tiil l ・u岡林市制 ・西ei アメリカ問

- 神戸口木貿易問聞く ・ジエーン台

風渦

10月公i段追欣解除 ・12) J

大阪府建築' l i i =f i . 会委員を

命ぜられ同会会長となる

. 有限会社双星祉を双民

社竹股 ill 築事務所と変更

して1&締役社長 lこ就任 ・

8  )J K K新大阪ホテノレi i i J i

問 . 12) J 武田薬品工. : ' ( f K

K 顧到に委1Mさる

昭和泌 |第八回 C 1  A M  ( ロンドン e 都市| 椛糊和条約 . ｉｊ 米安令側保倒 ｩ隣略倣条約澗訓向印ｾ 1正吋窓!El捜堅難詰鶴Eβz都g計措詰多| 朝日放送 勧噺新 u本峨放送 ゐラジオ 17 以阪市他雌資釦飢t必E資削必

( 1附 |ほ2:拝冗机:口丸JLレら江:広二μ;打; 李努矧き引忠問T吹恥h i乙斗JL市L

|  ト一… エωの……ヨア……ド門川…ラ引川イげ山ヴ引恥| 同ス一認 脱吋叩…位砕伊伊川章宜制酌;1引iい11佐定 民 間 コ ン ペ ーJ L〕 山 市 会 館 … ピ レ ( 竹

アパー 1及ファンスワース明いサ| 間放送開始 ・社 会 党 副1両派に会 | 古凶放送制( コンペ( - ー議古田ぜ | 司コケ IJ 封問易大阪事務所( レー

μ品rf izzZ273元殺|匙E組長主d長41A品大 |自主h7F7与三二FjzTR|高級品l喜管制雅弘i;;

? ? 努 際 議 ベ 川 ン に ス タ 12元開儲閥官邸認議 1A賄 論 争 起 る ・i'l '
継 地 工 事 国 li今野容認容罰丸紅

民話話器護 :品五E盟実緊急 :目l r 協議; 前広三%;h! 野手 | 約絞殺giZ3L-j モん冗 | 尼崎港防制築く ・脳 . ;}J¥孤 ・絞

|  ン 岬 一 次 五 カ 年 計 回 … | 以 一 一 [ 失 胤 附 |  

? 可 能 型 く サンパウロビ U 732M21E以 前 五 | flt 雪慨堅貯令符宇円巴問円紘主凶J 哲斡粧rYf叡惚絞舵舵I 1 %.

1:fl守lF附I!“iにE シヤ一レ H出1王現且 . 耳束z京駅復l旧日 1  ＭＢＧＮＮｾ，Ｍ，ＭＭＧＢ＠

I  .... _l ..  ｉｾ｟＠ Ｍ＼Ｗｾ，＠ .• 1_0' .，............ ... I  !  …  ｾＢＧ＠ T I， 1什LI ，;!本王t住t築士述合会 t没立 " ｾ必処築 士事 ｉ -1- 1<[ ;  .:.'!: t x  (.." " .  ( 1.:1" ，1，¥ '" - l -，: r l  1-' > ，)， I  

昭和27 Ｑ ス キァドモアのレヴァハウ ス ・ ｾｩ 屯々公社発足 ・ 皇刷 υｾｴＧ］ ｔ ｊｽ 1務所開設 ・日本位築設，i J 院理f h| 大 阪 必 経 ビ 川 竹 判 ・大和ヒソレ| 米国7キノ lζ 開催のM R

(1952)  1 ヴィ y キの/ ースカロライナ展示 | 件起る ・破防法成立 。予備| 家保安| 発足 ゐ耐火柱築促進法公布 ・宅地 1 ( 安子n・蝶:PJ!. K K (消木建設〕 ・1 ａＱ ＹＵＲ 年大会 ｬζ 招ｾ悦れ

建 物 取 引 業 法 公 ト U本住宅協会| クラブ関岡( 坂倉) ・大阪府立体| て渡米 ・帰途欧米の建築

設立・東京都庁舎ml ' ，コンペ( 一位| 的1・新京都駅 ・住友銀行{ 1m後 |

場 ・ハリソンのアルコアヒソレ建設

. ブロイヤ ーのノぞ リユネスコ本部

建設開始 ・ニューヨ ー ク国連ビル

完成 ・コJ レビユ ジエのチャンデイ

カ。- ) レ都市計画 ・建築研究会議ロ

ンドンでＧｾｦＮｉく ・ ヴェニスのユネス

コ国際芸術家会議開く

;'1[ エリザベスー|世f，U ，関l似・欧酬Wi 術

ｊ ｾ ｉ 司 Ｑ ＴＧ条Ｚ柏町 ｴ 日 Ｑ ・ エジプトターデター

起る ・米; J <爆災験行う ・力Z ユとサル

トル論争

|蜘乙改組 ー保安庁発足 ‘ U 米行政

協定調印 ・1J 1十IL和条約調r : rJ . 住

民登録全国実施 ・道鋭m公布 ・電

源開発促進法成立 ・改進党 ゐ協同

党結成 ・日本オリンピック参加復

1Iil (へ J レシンキ) ‘ 地* 大火 ‘ 十lゆ

i
'
↓

1

地J2 ・日航もくせい号巡難

開立近代災体ifti 'f ・ブリヨストン美術創

設!i1 ・ブラ Y 71民・114>: 1司際) i 時i MUW

く・インダストリアノレデザイナー協会

( J I DA)設立 ・ローウイデザ 4 ン0) ピ

ースf自ν2

丹下〉 ・ノイトラ米日 ・ソヴエ卜往 I H  1. :1'1 ｟ ｾ｟＠ ｾ Ｑ Ｉｊ ｾｾｪ ｬ ＩＺＧ ｾ ［ＺＮＮＺ＠ ｬ ＮｊＮＺｾｾｾＭＺ｟ＧｾＮ Ｇｬｉ ｲ ｬｊ＠ ｾ＠ I 事'W視察

築研究会誕企 &:17田五十八芸術院 1
1町支庖 ( 1: : 1建は! 桜) ・大| 奴第一生| 北陸学院 ・

賞受く ー山口文象のローコストハ! 命ビ川 9 階まで ・竹中〕 ・神戸| 神戸腿好伊院

Zス論議・併存アパート ILU現・厚生| 証券取引所( 竹中) ・神戸松岡ピ f

年金保険の住宅資金貸付開始 . m I  

築設Ji ・: y ; 務所員懇談会発足 ・日本| ノレ( 竹中) 正t設 &羽衣住宅展開

処設企業組合 ー企同土主t総述結成| く ・神戸港第七失見完成 ・神戸

P52型JJjTgb! 日!13iyf 突 | 長 間務 IIIJ 1]: 'i ;:;アパート必設1) 日始

4児島1アパート{ レーモンド) グレセ Y ト

， ｬｾＺ ｣ＡＮ ｦ ￱Ｇ自主 ｉｉ 投 ・ ｾｬ 防総屋改装Ｈ訟 ＱＱＱ 平 ＱＱＱＩ
Ｎ 法峰寺五 ｭＡｾ 能 ｊ 血

や11戸{ t 住民あっせん所業必pjl Jil

.  
-



年 次 海 外 ( 建 築 ・社会〉 上l
( 社 会 ・文 色 よ " と ( 建築界 ・建 築 )

1111和28 I  !:I i ) LID] C  1  A M  ( プロ ヴァ ンス ・ l u本 II } j 術会議 ・ス ト規制法成立 ・

( 1953)  I 住宅温章) ・プラ ーグの国際学連 11町村合併 促進法公市 ・口傭労務者

サナトリウムコンペ ・イーローサ | 保健法成立 ・住宅政策推進国民大

ーリネンのM I T オーデイトリア | 会開 く ・内灘紛争始まる ・日米船

ムｾ設 ・ ｔａｃ のパックベイセン ｼ 舶貸借協定実施 ・ 口米通商条約調

タ一計画 ・モ スクワ大学完成 ・こ | 印 ・株 式 ブーム起 る ・九州及和歌

の頃よ り欧i州共同でモデュー J レ研 1 111豪雨禍 ・水省関係諸法作成立

ｾ ｴ ｍ￬む 1  p ート- 1i I1 ・J レオー展開く

スターリン死去 ・朝鮮動乱終結 ・イン

ドν ナ動乱起る ・エジプト共和国宣言

. ローゼンパーグ夫褒死刑 ・パーミユ z

ダ英米仏三巨iiI i会談 ・欧州生菌性本部 |

Ｈ ｅｐａ Ｉ 生まる ， ｾエ ヴエレス卜 山征 ｼ

服
E

l' i1J . i " 住宅資金融通u、・北海道|約辺

住宅建設似進法公布 ・鋼鉄足場使

用始む ・ホモゲンホ J レツ関係の技

術 導 入 ・早大学生グループのサン

パ ウロビエンナーレ入江( 住民11 1

心 施 設;nmii) ・ ポドコ 。火 l限会結

成 ーレーヴァイの「建築の伝統と

近代主義」紹介 ・西山卯三の rn

本 [1'1伝統と国民的課題」発表 ・伝

統論議起る ・ 国会以 ｉ ｴ ，ｬ｝ Ｚ￭ｴ ｩＡＮコンペｾ

項 発 表 ・科学博物館迎工学館指名

目コンペ( 一位谷口) ・愛知県文化会

i抗日; コバ( 一位小坂秀雄ト 会 問 主

要郡市! こ述築防火有1・1旨定 ー沼津防

火持工事開始 ー名古以千廊台大住

宅問地開発開始 ・ 村里 ｈｩｾ 苔芸術院

ＱＱ ・受く ・ 米フオラム誌に日本ｾ築

特集サ I，J ・石井正E参議院当選

J 1; . 砧児事図 Jf 館( 丹下) ・愛媛県民館

( 丹下) ・東京厚生年金病院 (Ill 田守) ・

沼i I ! 公会蛍( 池辺) ・法政大学大学院

( 大n: 宏) ・宮城郡( 消家) ・鉄骨住宅

( 広瀬鎌ニ) ・丸栄百貨庖{ 村野) ・広ぬ

平和記念型堂( 村野) 主II 設

.  

関 西 ( 建 築 ・社 会 )

大 ＱＱＴｾ 製品 ｉ ｦＱ ＺＧｎ工場Ｈ山 υ 火 ［ 象 Ｉ ・

近滋電気通信会館 &アサヒアリ

ーナ( 竹中) ・大阪新阪神ピ J レ

( 大林) ・大阪古士フィルムビ J レ

( 東畑) ・神戸銀行船場ピル( 波

部事務所) ・ フジカワ函廊( 村

野) . 1' J ; 珠会館( 光安義光) ・神

戸 市民病 院 ・ 布 ＱＱ 戸銀行本 ｊ ， ｾｩ ( 11  

2主) ・兵庫相互銀行( 安) 1 : ) ・大

阪厚生年金病院( 山田守) ・大 阪

第一生命ヒ: )レ121桂に別築( 竹中) 1  

II 設 &大 阪十合百貨応l竹築 ( 村 1

野) ・大阪占市団地建設開始

神戸泌総 ｩ 印刷 ｾ￮ｌ てＺｬ ｲ ￟Ｉ ｩｪ 行 ｆ Ｇ 和歌 ｉ

山量 ｾＱＺ Ｑｩ￮刷 |  

昭和29 I第一回国際建築学生会議( ローマ) 1 日米M S A協定発効 ・防衛ニi 1* 日本建築学生会議発足 ・国会図書 神戸電々ピ J レ・大阪アシベ劇場

(195心 ! ・サソパウロ四百年記念博開く ・ a 立 ・陸海空自衛隊発足 ・防衛庁設 館コンペボイコット ・建築著作権 ，( 清水建設ト 岸和田市庁伶( 口

! フルシチ ョフの日国建築批判 ・ヮ l lu ・教育二法成立 ・日本民主党結 確立運動起る ・グロピウス来日 ・ | 迎〉 ・近| 決会館( 村里子〕 ・松 下 屯

| ツクスマン格納庫試案発表 ・メキ | 成 ・デフレ深刻化 ・近江絹糸スト Irグロピウスとパウハウス展」到く | 子工業高槻工場( 日述) ・西成区

I  ': - *thtl -t  _  Ｍ［Ｍ Ｍ ｾｾ ［［Ｇｔ Ｚ Ｇｾｾ ザＺｾ Ｚ［［ ｦｦ｜ ｌ ｲ［ 1  G  91築研究開体連絡会発足 . {9IJ の I ｾｈ Ｎｩ＠
シコ大学 ・コ 川 ユ ジ エ の ロ ン シ | ・市 r!i IJ ブーム ・引 い 丸 死 の 灰 | 会 ・11刈 築 ペ ン ク ラ ブ 誕 生 ‘ 同 | 役所建 設 ・兵庫大関 l'f1 地 建 設

X1' (  

ヤン教育: 単独設 | あびる ・原 爆7 クロの侮戚 ・i1nj 爺 | 会|忍;!1E11 コンペ結果発点( 一等間 I Ｈ ｾ ＵＷＩ＠
インドシナ 休戦 ・3 ユヰーヴ極点平和 1 :;/Li忌桜 ・主席二屯橋事件起る ・右 1 l.t ・大高他) ・総評会館設計スタ | 河内長野 ・ 天旦 ｉＡ ・ ｪｊＡｪＡ￭ Ｑ ・ ＺＱＺｾ亙 ・ 高砂
会議 ・コロンポグループ成立 ・ト ル | 内町大火 | ート ・土地区画整理法施行 ・京 邸 | 川 阿 小型f ・三木等1附 実 施

平和五脚U，.tT明・ストツヲホ J レム位界 I f  ｾ，＠ .  .，j " " / ' : . _ . . . .  _， -"'-. . ... ｖＮ ｵＮ Ｎｾ ｊ￵ＮＧＡ Ｂｕ＠ J  ｲｴ Ｎ Ａ ｉｾＢＮＮＮＮ＠ i 小御所炎上 ・平城京発担調査

平和総会聞く ・l剖迎総会以チ力平和利 1 Jレーグルフラ ンス美術展開く ・広ill 有l

川決議 |  郎心「訟川 'Jl I'I:J 執: I ! 始む ( - 58)

神奈川良音型S1:江( 前111) ・図，11印刷版町

工場( 丹下) ・名古屋テレビ結 ・都体育

館 ' ! f ! 急会館( 仮愈) ・コアのある 住包

( 噌沢 ifu) ・鉄道会館 ・帝国ホテル別館

' j司事会館( 竹中) ・サンバウロ 同日本

館( 姻口) ・エユーョ - p近代J J . 術館S

腕疋i( 吉村政三HJ l 設

竹腰長ｾ造

ｩＺｾ ｊ 日 ピール吹 ＱＱＱ 工場 ・ ピヤホ

ー- ) V • 

大阪江口証渉 ・

大阪岡三，征，lj!

大阪彼昇天学l調



x x  

年次| 海 外 ( 建 築 ・社 会) ¥

昭和30 I イーローサーリネ ンのM I T大学

( 19SS)  I 礼n常 ・コルピユジエのナ ンテレ

ゼユニテ建設

アジヤアフリカのパンドン会議 ・ジユ

ヰーヴ四巨i i J l 会銭 ・ソ週1ユーコ・共同笠

宮 ・東欧八回相互防衛条約調印 ・西欧

迎合正式発足 ・原子力平和利用国際会

館開く

ク

A

オ

ニ

P

コ

フ

n
u

一

ロ

・

-

7

フ

〉

ユ

ウ

議

デ

ド

決

そ

(

成

る

M

編

け

A

再

お

I

M
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C

A

築

同

I

也

卜

C

「

第

・

の

唱

E

L

、
、
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J

9

J

r

o

 

和

%

R

Q

 

ディネーション J 1iJ 

久エズ述河問題 ・ハンガリヤ動乱起る

. 間際原子1Jl 翁関創立総会 ・チトー ・

ヰ- J レ・ナセル会i抜 ・ソ迎コミンフオ

ルム解書官

日 本 ( 社 会 ・文 化-) - ¥ 

日米原子力協定成立 ・原子力委員

会設置 ・日本生産性木郊発足 ・社

会党統一 ・向由民主党結成 ・オネ

ストジョン試射 ・砂川基地強制御1

2 始まる ・紫雲丸枕波 ・南九州及

秋田水害 ・新潟市大火 ・中国学術

視察団来訪 ・日ソ国交交渉始まる

. 原水爆禁止問界大会を広島で開

， 

¥ 

コルピユ '" ヱ ・レ主エ ・ペリアン三人

展 ・メキシコ展開く ・石原悦太郎の

I A隣の季節 l

11 ソ漁業協定 ・11ソ国交同彼共同

宣言調印 ・11本国連加盟 ・マナス

J レ山登頂成功 ・南極予備観測 ・新

潟県弥彦神ネj 圧死事件 ・能代 ・魚

il! ・大館大火 ・原子力三法 ・売春

防止法成立 ・歴史家トインピー来

l い 新教育委員会発足

「人! 出家肢j 写真展開〈 ・

国際遺伝学会東京で聞く

日 本 ( 建 築 界 ・建築)

住宅42万戸建設計画を政府発表 ・

住宅公団発足 ・公団の大規模団地

を大都市郊外に計画 ・南極建築委

員会設置 ・i去降寺昭和大修理終了

. コノレビユジエ来日 ・ワックスマ

ン来日 ・ノイフエノレト来日 ・J レド

J レフスキ来日 ・「五期会」結成 ・モ

デュー J レ研究会生まる ・早大学生

グループのサンパウロビエンナー

レ入賞( 勤労者休養施設) ・宅地造

成や土地開発事業に公庫融資始ま

る ・ベルリンの建築イン々ーに 11

本参加 ・金問，'i' 復興

問際文化会館( 古訓11. 煩1 i ' .'i H) ・広

ぬ平和記念館( 丹下) ・良的関際文化会

館( 佐磁武夫) ・羽田国際空港( 般国平

田) ・国際電々東京局合( 清水強設) ・

八雲小学校( 吉武泰水他) ・総評会館 ・

下関市庁舎( 田中尚他) ・} [ 岡市庁合 l

( 日延) ・明大学会( 刷n) ・w大学; "' 1 1

(大[ [ ) 辺校 |  

11 本主II 築家協会発足 ・建築五白同体

で建築国際連絡協議会設立 ・現代

m寝不安感論争起る ・「新主II 築」間

際l波発行 ・日本道路公開il 及都市

公園法範行 ・首釘i圏整備法制定 ・

長崎市庁舎コンペ( 一位郵政省主II

築郎〉 ・延府守大諸堂焼く ・建築

懇話会発足

グエニスビエンナ ーレ日本館( 吉原) ・

大石守: : i <i 1J ( ( 合作社) ・組j話教育会館

( ミド) ・秩父セメント節ニ工場( 谷口)

. t l ! 川市庁舎( 自主s) ・府中市庁舎{ 日

経} ・湯河原盤形外科病院{ 日強) ・型

アンセルモ教会( レーモンド) ・久留米

石崎センター( 菊竹 !)J 務ifr) ・ニュー ヨ

ーヲのモテルII Uの上J ( 吉村) ・毎日名

山屋会館( 日述) 控股 ・依久rmダム竣工

「 瓦 商 ( 建 築 ・社 会)-- 1 竹 藤 健 造

j毎回大映( 丹堂) ・大阪三和銀行

木底( 山下寿郎) ・ドウ トン食堂

ヒソレ( 村野) ・織田ピ J レ( 竹中) ・

0 5 劇場( 竹中〉 ・京都貯金局 ・

伊丹市庁舎( 久米) ・神戸水産会

館( 光安) ・大阪港安治川サイロ

. 大阪ガス岩崎工場 ・明治製菓

大阪工場( 阿部事務所) ・大阪府

教育会館建設

限神都市協沼会充足 ・

枚悶 ・河内・ tl 原 ・大東市制実施

4 月大阪府知事より大阪

府建築行政の功績のため

表彰さる ・8 月K K北国

銀行顧問に委l収さる

双差社竹! f 建築事務所ピル蛍

向中町民主 ￟ 設Ｈｩｪｊｾ所を ζζ

におく) ・

西宮カントリークラブハウス

西宮仁川学院 ・

西宮マリヤ幼稚悶

奈良あやめi也に朝日新聞i主催の

「新しい生活と住宅展」開く ・公

開の堺金岡 ・枚方中宮 ・伊丹寺

本の各団地i l : 設 ・通 天 閥 復 興

( 内藤多仲) ・| 司際電々大阪局社

・大阪テレビ放送局( 清水〉 ・神

戸新閉会館( 村野〉 ・神戸間際会

館( 竹中) ・神戸電々会館 ・大阪

l l ¥設会館( 大林) ・梅田コマスタ

ジアム( 竹中) ・専売公社京都病

院 ( IU下弱虫rl) ・早川屯機工業会

村( 清7) <) ・大阪府立図古館新館

. 神戸そごう百貨庖増築( 大成)

. クローパー乳業大阪工場( 山

下が郎) ll¥設 ・綜合デザイナー

協会 ( D A 5 ) 結成

和泉 ・箕面市制実施 ・神戸で国民体

行大会開く ・神戸ぷ六甲有料ドライ

グウエー完成

武田誠品工業夙 川 ｾ ・

中川底緩冷版印工場 ・

西宮中尾邸 ・

東京聖心』正予ザ院

.  



年 次 | 海 外 ( 建 築 ・社 会 ) I  日 本 ( 社 会 ・文 化 ) I  日 ぷ ( 建 築 界 ・強 築 ) I 関 西 ( 建 築 ・社 会 ) I 竹 腰 健 造

昭 和32 I シ ドニーオ ペラ劇場コンペ( 一位

( 1957)  I ウ トゾン〕 ・伊 フ エ ル ミ 記 念 館 コ

ンペ( 一位M I T ナ イト〕 ・ トロン

ト市庁舎コンペ発表 ・ベルリンイ

ンターノイ ウ開催

国際地球観測l年 ・ゲ ツ チ ン ゲ ン 笠 宮

Ｈ原子兵様策 ｪｾＩ ・ 欧洲共同市場 ・ 欧 洲

原子力共同体設立条約調印 ・台北暴動

・マラヤ述邦独立 ・ソ迎の人工衛星飛

ぷ

国際ペン大会白木で開く ・日本原

子力研究所( 東海村) 建設→原 子 炉

辺 転 開 始 ・ジラード事件起る ・九

州 諌 早 大 村 豪 雨 禍 ・第 五 北 川 丸 三

原 沖 沈 波 ・南 極 木 観 測 ・愛 媛 県 で

勤 務 評 定 問 題

ヨョ Ｍ ｾ ・ ヰルソン来日 ・ アンフオ ル

メル商家来日 ・日本間際デザイン協会

( ] DC) 役立 ・飲斉厳守ニューヨー舎

で倒〈 ・ミラノトリヱンナーレ日本初

毒事加

昭 和33 I プラッセ J レ万国博開く ・ロ ー エ の | 売 春 防止 法 実 施 ・勤 務 評 定 問 題 高

( 1958)  I ニ ューヨ ー クシーグラムピ J レ・ロ | まる ・警職法問題起る ・都 市 騒 音

ジャースのミラノ高層アパート建 | 防 止 普 及 ・関門海底トンネ J レ完成

設 ・ネノレヴ ィのローマオリンピッ | ・アジヤ競技大会東京で聞く ・南

クドーム完成 I  t毎丸遭難 ・全 日 空 航 空 機 伊 豆 沖 墜

X I  

アメリカの人工衛星飛ぶ ・ヱヨプトシ l 落 ・伊 豆 地 方 大 風 水 害 ・王 子 製 紙

リヤ合併( 統一アラブ共和国) ・ヨルダ

ンイラク合併( アラブ連邦) ・仏テユニ

ジヤ紛争 ・アルジエリヤ問阻超る ・IJ_，、

ドゴール政権誕生 ・仏領スーダン共和

国宣言 ・ 中国金 ｰｾ 島争い起る ・ 丙阿の

ガーナとギニヤ合併

スト ・南 極 迫 観 測 へ ・" 7 ) レロー来

日

中国敦悠ｾ ・ フィンランドデンマーヲ

展 ・ゴツホ展開く ・民営社団法人化の

日展出発 ・広w和郎の「怯川司I件」完成

. 日米原子力船ノーチラス号北極泌潜

航積断成功 ・モスヲワ芸術座来日

町田谷区民会館指名コンペ( 一位

前川) ・横浜シルクセンタ一指名

コンペ( 一位坂倉) ・京 都 観 光 文 化

会館指名コンペ( 一位前)I¥) ・学 会

・家 協 会 ・士 会 三 会 で 「 建 築 設 計

競 技 規 準」設 定 ・ トロント 市 庁 舎

コンペ参加をめぐり「挫築家」の

資 格 問 題 ・サンパウロビエンナー

レ建築展審査員 lζ 丹 下 出 席 ・早 大

学生グループのサンパウロビエン

ナーレ入: n : ( 工場労務者住宅群計

画) ・20世紀デザイン展 ・ ドイツ

現代建築展開く ・大 宅 吉 坂 論 争

〔読売新聞) ・「新建築」編集貝更迭

・駐 車 場 法 公 布 ・ライトゲージ及

生コンク リー ト普及 ・南 極 越 冬 家

尾 昭 和 基 地 に 建 設 ・輸 入 原 子 動 力

炉 構 造 の 地 震 問 題 化 ・イームズ夫

妥 来 日 ・掘 口捨己芸術院: u 受く

国際見本市米工業館( フ{ ラーのドー

ム〉 ・東京都庁舎( 丹下) ・東京読売会

館( 村野) ・倉吉市庁舎( i i ! 閏 ・丹下) ・

静間体育館{丹下) ・日比谷図曾館 ・岡

山県庁舎( 自ω11) ・中央公輪ピJ レ( 芦I bO

. 墨記念館( 丹下) ・三聞東急アパート

・成繊学関( 増沢) ・グイラヲウク ウ

( 吉原) 建設 ・小河内ダム完成

モデュ ー J レ研究本格化 ・駐車場司法

施 行 ・尾 崎 記 念 館 コ ン ペ ( 一 位 海

老原一郎) ・丹 下 A I A in一 回 汎

太 平 洋 建 築11・受く ・名 神 高 速 道 路

J5工 ・東 京 テ レ ビ培完成 ・帝国ホ

テ J レ増築抗議 ・東京宝塚戚l閣火災

香川県庁舎( 丹下) ・今治! 官庁舎( 丹下}

. 草月会館( 丹下) ・凶立餓伎場 ・811海

高層アパート< ，ド) ・大手町ピル ・0自

の門病院( 伊藤喜三郎) ・日本芸術脱会

館( 吉田五十八} ・明治l ! K<占回五十八)

・米子市公会堂( 村野) ・プラッセル同

日本館( 前111) ・新潟市庁舎( 佐藤氏犬)

・坂出市庁舎及瀬戸市庁舎( 日強} ・三

遣を商事ピル ・広島朝日ピル( 竹中m般

神戸アメリ カ領 事 館 ( ミ ノ ル ヤ

マサキ〉 ・神 戸市 庁舎( 日建〉 ・

神 戸 市 水 族 館 ・南海会館( 坂倉〕

・竹中工務庖木社( 竹中) ・近 鉄

アベ ノ百 貨 応 ・域 野 義 製 薬 西 宮

祭 ・播 磨 造 船 相 生 総 会 事 務 所 ・

公 団 の 出 来 品 ・千 里 山 ・関目 ・

東 長 居 の 各 団 地 ・新 桜 橋 ピ J レ

( 日建〉 ・淡 路 南 淡 町 庁 舎 ( 坂 ・

増 田 ) 建 設

神戸シアトル姉妹I ¥1l lli 拠機

6 月 大 阪市不 動産評 価審

議会委員に委嘱さ る ・12

月 建 築 関 係 功 労賞 と して

黄綬袈: n : 授与さる

事11声変徳富良会舞子礼子下:!a: .

八尾吉川邸 ・

大阪北村林業凶ド

松下電鑓産業茨木工総 ・

同鐙中工場 ・

同福岡営業所 ・

同広島営業所 ・

石川交通妹式会社

大 阪 新 新 H ヒツレ〈竹中) ・大 阪 毎 I Ｓ 月 ｉｉｾｾ 築協会会長 を

日会館( 臼建〉 ・大 阪 新 歌 舞 伎 座 | 退 任

( 村野〉 ・新 大 阪 ピ J レ( 村野〕 ・関 | 武田議品工業K K 研究所

西テレビ( 竹中) ・iW，売 テ レ ビ I ' ，I'mr飽 紅 昧J 先行

( 清水〕 ・公 団 の 西 長 期 高 層 ア パ

ート ・ ｾ中厄ケ丘団地 ・ 枚方香

里 団 地 ・兵 庫 県 民 業 会 館(w畑〕

. 兵 庫 県 職 員 祭 建 設

大阪国際3E術祭と大阪閃際見本市側

〈・大阪成会図附く



戸

締

り

は

ノ

火

も風

も

ノ

、ー

れ

，c、

で

安

6・

尽東一 株 式 会 社ヤッタユノ東 洋阪大
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電 話 @ 2 8 1 2 - 3 ・3 1  1  6  

東 京 都 大 田 区 新 井 宿 5 - 547 

電 話 ⑮ 2 9  4  7  
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神 戸 支 庖

東 京 支 庖
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マ ル エ ス 印 石 綿 ウ エ ル ド ル ー フ ィ ン グ
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日新Z 業株式曾批大阪支庖
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新 し い 建 築 材 料

ス I f. 

スーパートーンは昨年ぷ，三よさi也所指当事のもとにλ F

IUJ ビJ レ機減室に試験的に使用されて以来，三菱地所関係

の三裟商事ビ J レ，第二大T 町ピ J レ各機械宅に使用され，

従来からＺｷ ［ｷ とされていたピノレ機械室のｼり ｾｪ￬ｦ ，防火が本

品のH! ，現によって解決された。

現在のヒリレは税関されており，そのため発電機室や冷

暖房送風峨2主等は完全な消音装置をしないとダクトの中

lζ 音が入り，各室』乙耳ざわりな背を伝波したりする伊lが

ままあります。イベ燃吸 ＱＳ ｅ 材 の ｩ いで最高のｼ投下 ￭ ｬ［容を示すｾｾ

品は，天井だけでなく ， 乙うした機械室等の壁画にも優

れた利用価値があるわけで，第二都庁舎はじめ今後新築

される各ヒツレの機械室にますます佼われていくものと思

われる。

また一方，東京宝塚劇場，明治座と引続き大火のため

に惨禍 ｋ 見舞われ て 以来 ，劇 場の不燃化がｾｾ、激 ｬζ やかま

しくなり，当局による火災防止の建築法規強化のすう勢

と相まって本品が東京宝塚政IJ湯 lζ 使用されて以来，新柄

地球座，松戸劇場，渋谷i I I 革岸答IJ 場，新原町田松竹，浅草

新劇場，池袋大映，日活撮影所，池袋東武劇場等に伎わ

れ， ζ の方面に急激なn伸びが予想されます。

宝塚劇場にしても燃えないはずの鉄筋コンクリート造

であるのに，燃えたという乙とは，不燃構造といっても

外形だけで，残物の内部， とくに壁や天 j 下等の内装材1(.

問題があるわけです。鍛帳を燃え上がった災が，す どい

努いで天 j Hc移り ，天井から燃え落ちる火の子が，さら

lζ 客席を総なめにするといった経路が怠IJJ:b' i の火事の特徴

だといわれていますが， もし天井が「燃えない天11・」で

あったとしたら，宝塚でも，あんな大事に至らずに済ん

だ乙とでしょう。不迩な経験1(. こりて東宝では，今度は

完全に燃えない天 ｾ ｉＧ Ｎ 11スーパートーンH を装備して再開

したわけです。

その他，新建材』 ζｾｬ ￴Ｇ［ＧｯｪｖＡζ 興 味を持っている屯々公社で

は，従来のテックス l乙変るべき不燃吸tr' 材として本品に

注目しており，草加屯訴局 lζ 試験的に採用. その結果κ

ならって各電話局lζ 使用されてゆくものと恩われ，また

防衛庁においてもでH1f f 般の内装lι 使用決定以来，各造船

関係にも大iiJ: 1ζ 見込まれ. 泣源開発にでも日本最大の奥

只見発fiL所内装に全面的佼用が決まり，体育館，講堂，

アーケード， ｾ渡造所，寺院，事務所等と相まって非常に

期待がもたれております。

理想的吸音材料 H スーパートーン H とは， それ11 体怪

く，美 しく，釘j びず，しかも比較的廉価であるアルミニ

ウム板に従来欠点とされていた舷痕や段損等の汚れを同

立たな くし，板の強度を増すためのエンポス JJ 日工( 浮出

し模様) を施し，穴をあけ，波をつけ，その哀面lこ吸音

材 ( グラス ウー J レ， ロックウ ーJ レ等) を保持して以苛と

断熱の効果を挙げるものである。

ト ン

特 性

1. 不変の美しさ ……・・ さぴる乙とのω 、7 J L : : : 製品て' あり ，友商

保滋の鈴虫 ｴ＿ 必混 とせず ， いつまでｾＩ［［しさを保つ ， 銀波のような魅

惑的 f...);; しさには，建築家 ICは斬新なデザインを可能にし ，JKII拘やそ

の他の資材との組合せも容易であり， ml 珂な内装効梨をあげている。

2. 絶 対 不 燃・・・・・・・・・天井，壁面の仕上げ材料として宜il!' .fな要采

である耐火の1111Mli ，本材を使用する ζ とICよって解決古れる。

3. 吸 音 効 果 目 ....... 回同時IC使J円きれる吸音材料の倣音串がその

まま反映されるので，使f I I きれる材料によって変動がある。

4. 軽 量・・・ ー… スーパートーンはアルミのパヰルとグラス

ウール等の吸IT断鮪材を保持するのみであるから編めて経吠であり ，

坪当りの向 ill は8.32キロに過ぎf... い。

5  耐 湿 性 ・・・・・ アル， ｾグラスウールも高度の耐根性を冶

し，垣内ブール，台所，浴室その他1濃度の高い所! ( 安心して使J I l でき

る。

6  断 熱，保 温ー・・…ーグラスウールを吸音材料 IC使用する乙とに

より優れた断熱保組の効* を得，殴防やエア ・コンデイシヨニング経

伐の節約となる。

7. 取 扱 簡 便・・・ 田・… それぞれのパネルの取りはずしが容易であ

り，天m! ! の混線，配管T. ，Jj等の郁修迫1m←['11が簡単! ( 行なえる。

8. 経 済 的・・ ・・・1 枚のパヰルが大主くて続いた泊施工がま

ζ とに獲であり ，小人数，短時間仕上げと加えてアルミニウムの比百

は鉄，銅等の3分のl でゐり . mEl の桜きが一つの利点であったが，エ

ンポスシートの使J I j は強度の点から，それを，きらに減ずることにな

り，そのまま実質的なコスト ・ダウンを色たらします。

施 工 法 ・ ・・天井廻り桜花アングルをとめ ，ｾ ｉ ｉ Ｏｬｉ保持材
としてT パーを8ミリ ・ポールトまたは8蓄鉄線で天井より吊り，その

|日11こパオJ レ壱自主 ，さらにグラスウールをmねて保持する 。木造の場

合はT パーを使JHせず，野線l Cilli 鉛釘を色って直接保持する ζ とも可

能であり，または下地 ｉ｣ ｍ パーを敷きバヰルの穴を化旬 ｾ［ｉＮ ' " 釘で数ケ

所とめて張りあけ. る J5I.ムもある。

価 格 ・・・・・・・ ースーパートーンは持当り 3，3ω 円前後で，

骨量化彼自¥1. . . 付けると切O円増しである。

取 付 上の注意・・・・ 0 ・・. .. ]， 般金属が鉄，銅，)JJ.銅伝どの5' i !fJ l l金属

と傍触フ食を防ぐため絶*f n: I j : ' i l しなければならない。乙の場介は界

問金J;Jl;(カド Z ウムまたは亜鉛メ Y キを胞し，あるいはアスフアルト

裕料ヲン空ロメート塗料などをき在るが，それらに浸した布または紙を

聞に入れて絶緑しはければならない.

2， 軽食尉が石灰，モルタ J レ，コンクリート f... どのアルカリ性柑f 11C

ｉｾ 触するととを極 Ｉ ｊ 避けなければならない。なお， ζ れらは Ｗ 食され

る恐れのある場介は前!!i lc単じて絶縁しなければならない。

3， リベ Y ト，ポールト ，小ヰ: / ，釘，ヮーノユノヤーはどは指定された

材質のものをJ f l い，やむを得ず鉄，賞銅製のものを使用する際はカド

E ウム ，理主鉛またはヲロームメツキして使用しなければならはい。

4， 経企腐は膨股係数が大きいから( 鉄のt!:] 2 1;告) 膨阪ならびに収縮

の逃げを作るように抱℃する必要がある。とくに他の榊巡-M! ( 固定す

る際は注怠を変する。

木 社

大 阪 支 所

名古屋営業所

朝 日 機 材 株 式

東京都中央区八l f ! : 洲 2 丁 目5 番地 ( 不二ピル)

大 阪 市 北 区 中 之 島 2 丁目 22番地( 新朝 11 ピノレ)

名 古 屋 市 広 小 郎通 2 丁目 11番地 ( 朝 日 ビ ノレj

会 社

T el  @  7  6 1 1  ( 代表) - 6番

T el  @  8  5  9  1  - 5 番

T el  ③ 2  9  2  7 悉
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三 機 の レ デ ィ ー メ ー ド サ ッ シ ・ ド ア に つ い て

1/  6  S型引違サッシH

多品生産主j式は近代工業の特徴でありまして， 円3iJ J

車，テレビ司ラジオ，冷蔵庫その他の電気総只から ，小

さな ピス 1 ) j . : ( こ至るまで， 多くの工業製品が主ｾｾ ｾ 格化さ

れ，一つの型式によっ て多誌に生産されております。

標準化の最大の長所は，品質が安定向上し，価絡が安

くな り，いわゆる生産性が向上する乙とにありましょ

つ。

以上の観点から標準化と量産により品質の弘' 定した安

価なサッシの生産を 目標として，数年前より 5 型から N

S 型と研究と努j J をつづけてきたのでありますが， 6S 型

引途サッシは品質を飛躍的に引上げる一方，設計および

製造を近代的自:ffJi. j J 式の百iから徹底的に検討の結果，さ

らにコストを 引下げ得 るとの結論に迷しま して， 56'>f・撚

準 ( Stondord) 引逃サッシ ( Sl i di ng Sosh) の芯味を合めて

発売したものであります。

設計，品質，強度，気¥f ; 性はもちろん，各紛i部』乙至る

まで従来に見られぬ特徴を具備しておりまして，とくに

防鎖処理は，わが国唯一の全自動式装置の塗装ラインに

より ，下地をボンデ ライヂング胞工後，高ジンタ系塗料

の腕付を行っている点は画期的な乙とで，業界』こ先微を

つけたものと自負しておる次第であります。

標準タイプ28種類とラン 7 10種を常時相当数を必庫し

ておりまして， いわゆるレディーメード ・サッシとし

て，いつでもど注文に応じられるわけであります。

標 準 仕 様

材 料枠は 上枠 Ｒｭｭ ，墜ｾｴＧ � 1. 6 mm，皿板 2. 3mm， 鋼

板。障子は 2. 3 mm鋼板を使用，組子は 2 5 mm T  

型サッシパーを使用。

構 造 障 子 は 各 々 2 個の吊11i で吊られ，ふれ止めをも

ちガタガタしない，上枠及びふれ止めの隙間ふ

さぎ突起，堅E粋のt降下部の| 波間ふさぎ片が，互

にかみ合い気密を保たせます。

金具 !'n像製クレセント 1 組

其鎗製引手 2 個

吊 車 4 個

アンカーは着脱式を使用

塗波組立後ポンデライヂングを施し，高ジンタ ・ク

ロメート塗料の焼付を 8 工むの塗装ラインに

より実施します。

材料の大部に鋼板を用いる主主1 : 11は，近代的fill 主) J 式に

適合させるためで， ロールフォーミングに よる 部材の能

率的益i ! f i も可能であります。 上吊式引 j込サッツの生命と

もいうべき吊車はオイルレスベヤリング( 注制l不要の料1

受) を使用し て万全をWlしております。

塗料l乙関しましては，永年の研究の結果，ジンク系に

樹脂系塗料を併用したものが諸条件に対して優秀な乙と

が立証されていますので，次の調合によるi l ' ! i ジンク系塗

料を使用しております。

ジンタ ・クロメート
15 

フエノール樹脂
17 

フタール首長 11
38 

二酸化チタン

30 ( 計 106 ( 重量)

体 質 顔 料
5  

、

そ の 他

次lζ 塗装 ライ ンによる防錆処理は，極めて安価に，し

かも理想的に管理された方法で施工されるので効果が極

めて信頼できるのであります。

塗装ライン ( 8 工程)

脱 脂→協 和露五デラ刈「

(80
0
C x 3分) (5Q' C  x 4分) (55

0
C X4分) 1  

1- →水 洗→ク ロー ム酸仕上→終 気 乾 燥一「

{ 1分) (65
0
C x O.5分) (100" C X5分) 1  

1- → 疫 演 塗 装 → 燐 付 乾 燥

(10分) ＨＱ∞ 。 ｃｾＱＴＰ Ｐ ｃ ｸ ＱＲ ＰＩ

強 度

サッシの風圧に対する ｾｕ 支は，四周をｼ劃定されている

粋は一応問題外で，障子が風圧の箆みに耐える ζ とが必

要の条件で，最も鏡む部分は中央召合せ骨 2 本でありま

す。数次の荷重試験の結果は H 1750型のみは 50 mf s，他

は 60 mf s に耐える乙とが立証されております。

気 密 性

東大生産技術研究所に於て実施したデーターによれば

上げ下げ窓の完全エヤタイ ・ト型 ( C比較して 3 割程度のロ

スでありまして，スチームヒータ一等ーによる一般l援冷房

装置の事務所なら充分使用 !C耐えるものであります。北

海道方面の寒冷地に実際に使用した結果は， ζ の種引溢

サッシと比較して極めて良好の報告を得ております。

ＱＯ Ｘｄｾ 型 車由吊ド ア ｈ

標準化と E 産による安価なドアの製造を進めて参りま

したが，軸吊丁番を使用したタイプの 10騒を標準型とし

て品産しております。旗丁番と紬吊丁審の総造上の有利

である乙とはど承知lのとおりであります。わが同l唯一の

レディーメード ・ドアとして各種多f訟に在隠しておりま

す。

機 工

本 社

大阪支庖

株 式
4

2

 

社 建 材 部業

東京都千代悶区有楽町 1 - 10 ｾ｀ｬ Ｕ Ｒ ＵＱ Ｍ ＱＰ＠

大 阪 市 東 区 高 麗 橋 3- 1 包 ⑧ 2951 ・3076
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日 l 木構造・特殊構造

建 築 学 大 系 ・第15巻

現 代 建 築 と 芸 術

日 本 の 住 宅 政 策

建 築 文 庫 ・第38巻

旅 舘 の
吾百叉凡

備

建 築 写 真 文 庫 ・第65巻

生 活 器 具

建 築 写 真 文庫 ・第88巻

重版北 欧 篇

世界の現代住宅 ・第 1巻

キオ 料

建築学大系編集委員会編執 ｾｲｩｬ ［ｩ久回俊彦 ・

竹田謙三郎 ・浅野新一 ・加藤六美 ・後藤一雄

・絵下清夫 ・大島久治 ・中野清司の諸氏です

A 5判480頁 特 製 雨 入 定価 ￥1，200 〒120

神代雄一郎著 明大の助教授であり ，建築評

論家として多角的な活躍を続ける著者が，現

代建築と芸術との諸関係を解明した逸木です

B 6 判192頁ビニー J レ張製木定価￥280 〒30

上 野 洋 若 本 書 は，戦前の住宅事情より戦後

の住宅問題を過して現在の住宅対策及び日本

経済との関速について述べた得難い書物です

B 6 変形判 224頁 上製 定価 ￥200 〒20

彩 国 社 編 本 巻 は，旅館のあらゆる設備につ

いて，その詳細に至るまでを写真により収録

した旅館関係者にとって手放せぬ手引書です

B 6 判80頁 総 ア ー ト 上 製 定 価 ￥300 干30

彰国社編 ノド苔は，生活に関する諸器具を写

真 lこよって収録紹介したもので，すぐに実生

活に役立つ好適な写其集としてお薦めします

B 6 判80頁 総 ア ー ト 上 製 定 価 ￥300 〒30

小池新ニ ・浜口降ー ・阿部公正共編 1954年

度日本建築学会j ; tlζ 郷くこのシ リーズは，住

宅面に国際的な展望を与えてくれるものです

A ..t横判102頁総ア ー ト特製定価￥1，000〒100

執宅 : 飯塚五郎戯 ・監修 : 加 藤 清 作 木 蓄 は

2 級建築士受験の参考古 ・工高の教材とし て

建 築 講 座 ・第 8巻 具体的に図表などを多く取り入れた好著です

A  .5 ， ｾＮｪ ｊ＠ 246頁 上製 定価 ￥350 〒40
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4  定時評議員会

28日 1211寺一一12時20分 於会館集会室

出 席 者 評 議 員 鈴 木 議 長 外56名(委任状共)

理事 4 名

級 事 1 .  1昭和34年度評議員選出数決定に関する件

閉会後，ー開会食のうえ懇談を交わす。

， 

4 理 事 会

12日 3 1時半一一 5 時 於会館会談宅

/1¥席 者 尾崎会長外 7 理事，山内兵庫支郎長

山色監事

議 事 (  1  ) 定時評議員会開催の件

( 2 ) 建築設。ili 総予司会実施の件

( 3  ) 大阪市より地盤沈下防止条例制定( ( つ

き諮問に関する件

( 4 )  P.S . コンクリート講演会後援の件

( 5 ) 編集委員交代の件

( 6 ) 忘年懇親会開催に関する件

( 7 ) 関西建材協会より会館設備に関し申し

入れの件

( 8 ) その他

( イ) 建築団体合同の走行年交礼会開催の件

( ロ) 大阪府表彰につき候補者追加推騰の

件

( 9 ) 入退会者承認の件

( 10) 報告事項

( イ) メート J レ法実施Kf 半いモデユ- J レに

関し検討の件

( ロ) 10月会計報告

( ハ) 10月事業報告

( 1  1 月 分〉

ｾ＠ . 業 委 員 会

小 委 員 会 (若い会員の集い〉

6 日 正午一一 1 時半 於会館会議室

/1-'，席者 三 品 主 査 外 5 委員

|昭和34年新春の集会企画について審議

委 員 会

9 日 4 1時一- 5 11寺 於京都m滝ますや

11¥席 者 岩 的 委 員 長 外 7 委員

日限の午後を利用して京都品原の角度およひー泰山タ

イルの工湯を見学した後，清流に於て委員会を開f H : ，

終了後委員懇親会を催す。

議 事 (  1  ) 忘年懇親会の件

( 2 ) 新春の「若い会日の集い」に関する件

( 3 ) 来年度事業企画の件

( 4 )  メートノレ法実施I( f、ド うモデユーノレ検討

に関する件

4 災 害 委 員 会

11 日 31時半一一 71時半 於会館会議室

出 席 者 大 阪 市 八 木 企 画 課 長 外 2 係長

災害委員 12委員

大阪市が;1)11定を考えておる地盤沈下防止条例につい

て，大阪市長から本会に諮問があったので，災害委員

会に於て ζ れを検討するため市当局者か ら地下水汲上

げと地盤沈下の関係について説明を聞いた。

4 編 集 委 員 会

幹 事 会

12日 ・ 5 時半一一 7 時 於会館会議室

出席者塚本委員長，笹川幹事

3 月「住宅特集」号の企画について審議

¥ 建:築用米国弐

ヨ里置阻司: : : ' - " ' 71，_ L___ 

竺F7Envq:
製造・販売・-責任施工

宇部‘スレート工業株式会枝 打ね長・2匙f務2おf 思ERl 下J 均二百弔首
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講 習 会

第 2回現場管理実務講習会

午 前 9 時一 一11 時 於 大 阪姶 設 会 館

11 月 4 日} 土 工 事，基礎工事，排水工事の施工と竹

14 日j 理 森 組 渡 辺 秀幸氏

8 日) 鉄筋コンク リー ト工事，鉄什工事，防水工

12 日) 事 の 施 工 と 管 理 清 水 建 設 鬼 頭 寿 郎 氏

13 日l 木工事， 屋根工事，金属工事，雑工事の

15 日l 施 工と管理 鹿 島 建 設 岩 下 久 哉 氏

18 日l 石 工 事， タイル工事の胞工と管理

20日! 藤木工務庖欠野 ｾｾｦｬ Ｇ 氏

22 日1 左官工事，塗装工事の施工と代理

25 日j 銭 高 和i 七j歪 .fill 三氏

27 i: ll 設備工事の施工と管理

29 日j 大 林 組

29 i: 1都議終了後，終議式を行う。

4  
員 会

15日 4 時 一- 6 時半 於会館会議室

出席者 塚 本 委 員 長 外 11 委 員

(  1 )  12月「地方建築特集」号経過報告

( 2 )  1 月 「竹腰健造特集」 号 経過 報 告

( 3 )  2 月「構造特集」 号 経過 報 告

( 4 )  3 月「共同住宅特集」号企画 審議

委

rjJ 議

法 規 委 員 会

20日 6 1時ー- 8 1時 於 会館会談窓

/1¥席 者 値 問委員長外 S 委 員

建築基準法第55条に関し て意見の交換を行い，無届

ｭ 認を ｲｾｪ 止のためｪ［ｦ ｾ ＵＵ 条の 空 ｩ 削 ｪ ｬｬ 限 を絞和するｾ明書

を建設大臣宛提11¥する乙とを決めた。

4  

: 成義氏高級

空気調和段備と電気設備講習会

於 大阪建設会館

敏男氏

! 作氏

上

田

村

前

三

同

l伴氏

照夫氏

栄 一 氏

村

川

木

三

士

口

回

栄 一 氏

誠義氏

実 氏

純一氏

田

橋

辺

浜

一

両

国

J

 

J

 

M
W

 

11 月 17 日 午 前 9 時一 一午 後 5 時

空 気 調 和 の 基 礎 科 学 京 都 大 学

|殴冷房の熱負荷 須 賀 工 業

l暖 房 同

18 日 午 後 1 時一一午後 5 時

|暖 房 須 賀工業

空 気 調 和 大阪暖房

同 高 砂 熱 学

19 日 午 前 9 1時一一 午 後 5 時

送排気及び除鹿 建材宇土

建築設備室 大 林 組

山武ハネウエ

自動 lljll 御 J レ計君主 k k

騒音と震動 神 戸 大 学

21 日 午 前 9 1時一一午後 5 時

近 畿 包 気

工 事 k k

工高生テザイン・コンクール入選者表膨式

7 日 2 1時一一- 3 1時半 於会館集会室

;1' ，席者 奥 島 教 育 委 員 長，岡橋審査委員長

外 2 審査委員，入選者 6 名 ， 教 諭 2

名

奥山委員長が表彰状と日高1 1 : を交付したのち祝辞を

述べ，次いで岡続審査委員長から審査概 評 が 行 わ れ

た。式後，IP，席者一同で座談会をlI i・し，終了後，住友

生命の新築ビソレを見学した。

4  

委員会懇親ソフトポール試合の会

8 日 1 時一一 4 時 於 成 育 小学校々庭

各委員長および委員約30名 出席の うえ懇親試合を行

う。終 了後 ，喜 楽 別 館lζ 於 て懇親会を開催。

4  

座 談 会

大正時代の大阪の建築を語る座談会

14日 2 11寺一- 5 1時 於 会館談話室

出席者 置塩，波 江，今林. 1¥1尾 の 4 氏

会誌正月号の企画として塚木委員長出席のうえ開催

4  

IIll 氏J J;砂野

市

品

除

で

同

月

↑

F

』

と

御

姐

-
h
'
包

下

さ

れ

以

植

民

レ

い

力

タ

ロ

匁

園

R

忠

世

帯

剣

送

リ

由

M

L

率

噂

近代姑 築と ｅｅ 気 設。ｾｉｩ

-回圃園田・・・・圃開・・・・

z民社式P&市東淀川区三国町ー一ー_ ' 5 業所・衆京
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門庄司秀三氏

前jljl彼氏
フ

むr
a

r

 

t

s

 

[

 

|時

所

日

>n 
' . '  

そノ2

I民平氏

武雄氏

英二氏

瀬

村

ぬ

・

2

4

亡

、

レ

U

-

!

b

『
ノ

J

A

電 源 設 備

鹿内屯気設備及び

j盟百企| 設備

24 日 午前 9 時一一午後 5 "寺

弱 電 設 備 三機工業

エレベータ設備 三菱電機

照 明 設 備 東芝電機

同

大l荻屯気

Ｙ ＱＱ 守一一 ＱＶ ＱＱｾｦ

第 2 回建設資材展示会

大阪建設業協会

11 月19 1=1 - 261二l

同際見本市会館

称

催

期

場

名

主

会

会参加者 501 ，

催国 . o.  

- r  =  

新歌舞伎座見学会

5 日 101時一一 11 時

見学後M.! 成11

見4  

徳造計算額準講習会

H木建築学会

11 月25 FI ， 26 n  

大阪市立労働会館講堂

防

法

明

t

J

1

f

j

j

 

名

主

会

会

大阪ガス ｋ Ｎ ｋ 直 島工湯 と ｾｴ 港工 場見学会

15日 1 11守一一 5 1時半 参加- ( ' j '40名

編 集 記

編集は後犯を型 ｾｦｊＩｴＮ よい ζ とになっています。 それは多分， l ! ! いても ，

常 IC寄稿者への調J静と ， 編集のまづきのエキスキューズが多いからであ

りましょう。あるいは編集の中立性とか， 客慨性が失われるからでもあ

りましよう。ただ， ζ の新年号については編集の経総を轡いておく方が

よいと思うので，簡単K 物色ます。

はじめ編集で話胞が 出 たのは，竹腰Ａｔｾ会長がと自分の ｭ 想犯をのくか

ら， 4， 5 ヶ月i ' l 【織してほしいとのと希盟が伝えられてからです。 1. 2 ヶ

月機会を待っていたとき ， 本号にのっている「閉顧五十年J の始めの部分

20枚ぐらいの原稿が向きれました。伺かの機会1<:' 編集できんざん苦労さ

れた U 氏が m築と社会J が行年迎築家特集を初互にやっているので，

新年 ICは先凱を中心 lζ 特集して・歴史を銀りかえる E とも必要だという E

との挺擦があって， ζ れはよい考えだというので， 8月下旬K 特別民会合

して，前会長の問証1胞を中心IC特集をしよう，そして閉抱l¥t i J も述織といっ

ても ， 単IC頁をうづめるという考え IC なりだしたら大へんだというので

正月号を竹! ! ! 般車i特集にふみきって， 前会長にもと無理II でも， それ Ic I11I

IC合うよう執.mをお願いしました。( うちわ磁で恐縮ですが， 乙の示唆

をうけた U 氏は私IC， 正月号の編集が一審図るんだといわれました。)

ζ のよう伝わけで，竹BI!i飽珪i特集ではあるが， 竹B1Ji lltr会長の岡i ! ! . 1を通

じて，歴史を考え ，明治，大正，昭和の動きを fiil 証1してほしい。編集が

前会長という結びつきはあっても，単純IC ， 一つの. f } を一個人のために

とり上げたと考えられると， それは， あまりに路な見方で， その辺は会

只符兄ふ巾広く， 1: . の冊子 IC盛られた他の緒論，脳創， 資料等を併せ

見て頂いて，そのx ; t 図を〈んでほしい。

1: . 1: . でいえる乙とは ， と・んな民世の中が， 社会化されでも ， 社会の中

の偶人の自由な動きのill 要性はますますmめられてゆくであろうという

ととも見てほし t ' .  

なお竹B1J i 郎会長の知友の方々 に玉稿をl i ' l きました。 牧村先生はじめ他

の柑玉締 t，i らびに「近代m築史年表」とともに， 1 : . の号の価値をさら K 高

めて頂いたわけで， 厚〈感測する次第です。

きら IC付け加えますならば「建築と社会 J 1958年i E 月号を本仔ととも

に併せ説んで頂くと，編集として一周光栄IC存じます。 (T 生記)

住友ベークライト 京都工場見学会

21 日 1 1時一- 5 時半. 参加者35名

.. 

サントリーーウイスキー工場見学会

27日 2 1時ー一- 5 1時 参加手125名

名

名

b

れ

や

れ

8

8

H

。

151"， 

151， 

演題及び講師

デイビダーク工法について

デイッカーホーフ，ピドマンネt技師i

ハイ ンツ，ビーター，ショ J レツ

11 .FJ 5 日 2 時一一 4 1時

大阪クラブ 31併ホー J レ

参加者

11 

11 

参加者

11 

桂離宮見学会

12 日 1 1時半

14日 間

18日 間

20日 向

修学院縦宮見学会

21 日 11 1時

28 日 1 1時半 11 

建築基準法改正に関する要望書提出

建築基準法tr; 55条の空地制限緩和K 関する要望書を

29 日，建設大臣宛lこ提出した。

4  

後 援 し た 会

1  .  名 称 P.5. コンクリート工法講演会

主 催 P.S. コンク リート技術協会

4  

各 種 陶 管 ・ 大 正 便 所 ・ S. P. 石 綿 パ イ プ ・ モ ル

タJ f.，製敷 ブ ロ ッ ク ・ 腰掛 プ ロ ッ ク ・ ス ペ ン サ ー

セ メ ン ト 鰍 瓦 ・ 流 司 洗濯 糟 ・ 塵 芥 箱 ・空 気抜・ ヒ ュ ー ム 管

各種セメント製品・コンクリート製品製造・販売

三 舟 建 検 翁 曾⑨ 

大 阪 市 住 吉 区 上 住 吉 町 三 一 番 地

電 話 @2 4 2 0 番
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ー 特 許 防 火 シ ャ ッ タ ー 全 般

(@)j C川 早 " ?Z223 
、.......，

オートマ テ ツヲ

22 小 俣 製 作 所 大 阪 出 張 所

( 旧田中 ν ヤッター)

大 阪 市 北 区 若 松 町 3 0 T E L @ 9 0 1 6  

実 社 及 ヱ 室 ・ 埼 玉 県 与 野 町

京 事 務 所 及 工 場 ・ 東 京 都 北 区 田 端 町



社団法人 関 西 建 材 協

理事会 13日 3 - 5時

室谷理事長外 12名出席， 福岡展示場開館の件，経質そ

の他迩営方針協議，入退会承認その他協議

見学会 20日 前 8 - 後 11 ( KK矢橋大理 石赤坂工場と

養老公園〉

本 会前 8 11寺借切ノイス l乙て出発，午後 1 1時50分工場者，

矢橋社長の挨拶と社歴と工場概説があった後，同社員

の案内にて工場隈なく見学，記念品を頂き養老の花を

一巡，5. 30よ り公園内千歳楼にて同社招待懇親夕食会

開催，室谷理事長より矢橋大理石商庖 lζ 対し謝辞を述

べ参加者 lζ 挨拶後， 6. 30再びパスに乗 じ11時大阪若解

散，会員約30名外事務局参加。

建物保全A部会 21 日 3 - 5時

ケ ントク社外 9 名出席，パンフレット発行内経: 再検討

小委員会に托 し整理申し合せ。 新 年IC特別会員と懇談

会開催の件等協議。

タイル部会 22日 1 - 3時

諏訪商会外 7 社 出席，メート J レ法実胞に関 し及び協向

カタロク。mの会計等につき協議。

福岡展示場開館披露 25，26，27日

青木副会長，室谷理事長，笠原高IJ 理事長，大和常務理

事接待に当り， 25 日約 100人， 26 日大手n常務及び事務

局接待約70人。 27 日大和，P ; 砂事務員接待約50人。盛

会。乙 れより先24日正午，地元巡営委員会をクラプ九

州 lζ て開催，青木副会長以下出席，万般協議のうえ後

新 入

A

令

官
11 月 分 会 報

事を托した。尚25 日夜，開設に当り特 lζ 協力支援を得

た竹中工務庖赤江次長，岩本設計部次長，寺 田建設社

長，青盛建材社長各位に対 し，青木副会長以下列席，

感謝状等の贈呈式を挙行し謝意を表した。

会員家族の言ト

理事安田レー J レK K 社長安田誠一氏夫人安田マサエ殿

( 55才) tζ 付 11 月 2 日逝去されました。青木副会長外

理事会葬

栴本石油KK社長母堂梅本ヨシノ! 設 ( 84才) には 1l .FJ 18  

日に逝去されました。代表参向弔意を表した。

謎みて哀十点の窓を表し御冥福を祈ります。

一一 会 員 動 勢一一一

0 所在異動

日東石1 J KK大阪営' 業所は下記t乙移転しました。

南 区安堂寺橋4- 23 ( 佐野屋橋ビ J レ)

寿 化成 KKは下記(C移転

北区栴回n! J 17の 1 ( 新桜紙ビノレ) @ 7981 ・8081

0 社名変更

山陰建材庖( 旧江津建設工業所)

三和プラスチック KK ( 旧三和プラスチック工芸KK)

藤森工業KK 福岡出張所開設

業務拡張のため今般福岡市薬院大通 2 丁目 I C7L州 出張

所 を 開 設 電@ 1945

0 丸駒建材電話変更

社屋新築移転 ｬζ 伴い ｾ ＳＹＱＹ ・ ＳＹＴＷ ｀Ｉ ＹＷ ＱＷ Ｑζ 変更

会 紹 介員

社 名 ・ 代 表 社 取 扱 ロロロ 所 在 話ー

東 海 ボ ド K  K  ハー ドボード

静 岡県島 田市4507の1 ｉ ｾ 回 Ｓ 1  2  8  

山 内 幸 太 郎 アヅマライト

@ 5 4 6 4  近 直 後 ビ ー プ フ イ 工 業 所
ビニプライ( ( 床壁材材〕〕

大阪市北区絹笠町35
7  4 5 6  浅 田 稔 ビーグレ

i (S}  1 8 8 7  太 回 産 業 K  K  一井ノ、 ドボ ト

福岡市下対馬小路 120
6  8 0 5  太 悶 lIil! 大同ノマイノレ

辰 冗 タ イ ル 工 業 K K  タイ ル，モザイ ク

福岡市住吉松月町293 西 1 2 8 2 - 3  

辰 元 著 ii議 衛生陶器

合 名， 上 山 製 陶 所 壁タイノレ

岐阜県多治見市上山町 多治見2 1 5 1  

上 山 塚 士 無 糊モザ イク

中 村 タ イ )1.- 庖

タイJ レ， i桁生陶器 大阪市西区南堀江迎1の5 @)  7 2 6 3  

中 村 正 一

名 吉 屋 木 材 K K  ナゴヤボ ド

名古屋市中村区清船町3の1 @  1  5  2  6  

加 藤 周 太 郎 フロ リング

K  K 成 瀬 勝 彦 商 庖 ダイヤモン ドリ パ ー

ド 浪速区幸町4047 @  8 6 3 1 - 4  

成 滴 友 ｪｾ￟＠ ベ ーヤ板各部t. 一井ボ

益金株合防耐採はをに天

電 市 社 式 宮 錆 票 用 面7 は井

藍蓄|言

草V 案笠E 法 全 ・ 火下 準

竺官兵責中主さ式 堕

引任 空; 戸富
t 零商施防 御

岡 地 底 工 音

一一一ー 』ー

176 

枕!

株 式 会 社 武 智 ヱ‘ 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市東区瓦町 3 J ll (井池筋〉旭洋ビノレ 3 階

電 話 ⑧ 3606 ・4β89

'  .. 

-



， 

， 

世 界 的 に 認 め ら れ た

ライト江主主主 L K型||

ライト " L K " は他のプライ γ ドlζ 比してど とが

優れているか?

(1) 従来の設計常識を覆えし，どんな場所IC も簡

単lζ 美 しく取付ができます。

(2)  しかも他のブライシドのようにボ ックス内古昔

』ζ ホコリが入ら ない完全防鹿です。

プラ イブ ドは値段の安い点にばかり惚れ込んでnえ11必ず後悔 しま

す。 内節迄良心的に造るライトのベネ ッV ャ γ プラ イY ドは他の迫

従 を許さない作動の戦快 さと耐久性 とを持った段もj i J 何できる プラ

イシ ドです。 ・ライ トL K川 主40年の建前な経験と近代的工場錨，l.:t

に よって作 られ，世界各地に恥も大最に愉t Uされてい主す。

株 式 会 社 ラ イ ト 製 作 所

(3) 塗装はオートメ - i / ョ γ 赤外線焼付ですから，

サピやはがれる心配はあ りません。

(4)  その他各部Ir . は最高級品を使用しであります。

本社工場 大阪市城東区野江東 3 ー 7 8 T E L @代1751- 4

ペ ン チ レ ー タ ー

続 式

会 i l

東 京 ・広 J誌・和 歌 山

えさf ヲイt、
ヌチーj レシャν ター

田中工業( 株) 大阪出張所
大阪出張所 兵庫県尼崎市南竹谷町2 ノ 89 電 話 @0  5  4  5  

本 社 東京都選田区吾嬬町東4ノ122 電 話 城東⑧ω7 0 ・凹70

綿 糸 工 場 東 京 都 盛 岡 区 錦 糸 町1ノ25 電話本所⑧0790 ・5133

小 倉 工 場 小 倉 市 赤 坂 上 の 宿 3 7 電 路 小 倉 0653 ・2833

川 崎 1.111民 所 神 奈 川 県 川 崎 市 東 波 町 3 ノ 4 3 電 話 川崎 ②1540

札 倒 的 強 所 北 海 道 札 幌 市 北 三 条 東 7 / 4 m筋 札 幌@ 0515

盛 岡 山 鋭 所 主 苦 手 県 盛 同 市 木 伏 179 111話 盛 岡2554

名古鼠代理広 名古盤市西区西当面井町2 / 12岡田鐙材J i 5 111結 西@ 0121

設計施工

大阪市北区真砂町 5 番地 電話大阪 ( 34) 207- 8・4836- 7

1  



組沼浅

式

社

株

会

⑫ 
取締役社長 浅 沼 猪 之 吉

社 ・大阪市天王寺区石ケ辻町 ・電話代表⑮730 ・737- 9 番

庖 ・東京都新宿区荒木町五番地 ・電話 四 ツ 谷 4141- 4 番

名古屋市 中村区太閤通 リ一丁目 ・電話笹島4020 ・4021

営 業 所 ・鳥取 ・広島 ・金沢 ・郡山 ・奈 良 ・京 都 ・神 戸 ・仙 台

札幌 ・静岡 ・津 ・岐阜

本

支

所務玉新

式

社

株

会

。
、

取締役社長 新 順 一

庖 ・大阪市北区曽綬崎中一丁目凶三 ・福話代表大阪 (34) 9151番

庖 ・東京都千代 田区神 田猿楽町二丁目七 ・電話 (29) 代表2714番

張 所 ・神 戸 ・ 広 島 ・ 給 岡

本

支

出

安 藤 組 大 阪 支 庖
式

社

株

会。り
取 締 役

支 庖 長 瀬 川 博

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 上 通 一 丁 目 十 八 番 地

屯 話 大 阪 ( 44) 3788 ( 代表) 3789 ・3780番 ( 45)  393番

本 社 ・東 京 都 中 央 区 八 重 洲 四 丁 目 七 番 地

支庖 ・出張所・名古屋・仙台 ・静岡 ・械浜 ・水戸・盛岡 ・新潟・事IJ 戸

組林大

式

社

株

会
@  

取締役社長 大 林 芳 郎

庖 ・大 阪 市 東 区 京 橋 三 丁 目 七 五 番 地

電 話 ( 94) 8 6 1  - 6 ・1 1 5 1 - 4  

東京・札幌・仙 台・横浜・名古屋・岡山・広島 ・福岡・高松

神 戸

本

支 庖

出 張 所

組奥 村

取締役社長 奥 村 太 平

本 百 ・大 阪 市 阿 倍 野 区 松 崎 町 一 丁 目 五 一

営業所 ・電 話 大 阪 ⑪ 代 表 3 3 7 ・1 5  0  0  

支 庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・高 松 ・八 幡

出張所 ・千 葉 ・奈 良 ・西 宮 ・光 ・松 山 ・福 岡

株式会社@  

2  



社式 会株

三tl む

同疋建島鹿苅

助

東 京 都 中 央 区 八 重 洲 五 の 三

大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 ニ の 三 三

屯 話 大 阪 (77) 代 表 3 7  3  7 番

之守島鹿
長会

本 社

大阪支庖

勝 目 組 大 阪 支 庖

株 式

会 社⑨

 

大阪市東区石町二丁目五十番地 ノ二 ( 電話 ( 94) 6861 ・6862番)

本 社 ・静 岡 市 日 出 町 一 ノ 二 ( 電話静岡 ( 2) 7171- 5番〉

支 庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・大 阪 ・九 州 ・北 海 道

営 業 所 若 松 ・沼津 ・岐阜

出 張 所 滋賀 ・広島 ・八 代 ・熊本・鹿児島 ・宮崎 ・函館 ・北見

神 崎 組 大 阪 支 唐

株 式

会 社

4 h  

' 、妻V

市大 西 繁

大 阪 市 北 区 曾 根 崎 新 地 1 丁 目 2

電 話 (34.) 7  8  3  7  - 8  

本庖 ・姫路市北条口 8 6 - 3 (屯話代表姫路 2020)

取締役支庖長

@  熊 谷 組 大 阪 支 底

式

社

株

会

大 阪 市 東 区 古lii 後 町 一 丁 目 十三番地 ( 電話大阪 @1726 ・1926番)

本 社 福 井 市 豊 島 上 町 一 番 地 (市 外 専 用 12 ・4800- 2)

営 業 所 東 京 都 新 宿 区 築土八幡町二二番地 (電話九段@5280- 9 番)

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡 ・札 幌

出 張 所 横浜 ・仙台 ・静岡 ・佐久間 ・下関 ・神戸 ・岡山 ・福 井 ・長

野 ・小又 J 'i ・青海 ・大鳥川 ・高知 ・宮崎

組池鴻

式

社

株

会Ce8  
- 大 阪 市 此 花 区 伝 法 町 北 三 丁 目 六 七 番 地

屯 話 (46) 2  6  3  1  - 9 番

支 庖 ・ 東京 ・名古屋 ・福 岡 ・松江

営 業 所 ・ 広島 ・神戸 ・京都 ・横浜 ・札幌・仙台 ・水戸 ・富山

四日市・和歌山・米子・鳥取 ・宮崎・鹿児島 ・戸畑

庖本

3  



4  

。

佐 藤 工 業 株式 大 阪 士 庖
会社 防x. ; . xら Y口

取締役支応長 北 村 平 作

大阪市東区北浜一ノ二打. 活 If;ti 北浜(23) 6731- -3，7293

;¥>: 社 ・宮 山 市 総 1111 '陥 二 三 O

JR j :長支庖 ・東京都中火区日本橋本IIIJ - ノ二 本 社 分 室 ・ |日1 1，二

名古屋支j苫・名 古 屋 市 中区仲 ノ IIII - ノー 官 山 工 場 ・富 II I -di  f前 仰 え 町 九 六

札 幌 支 j苫・札 似 rli 南 七 条 西 一一 丁目 営 業 所 ・京 il! 1  

出 妓 月Ti ・や11戸 ・績浜 ・岐阜 ・三重 ・仙台 ・盛岡 ・字郎官 ・illi 和 ・繊須賀 ・静岡 ・凶口 iIi

ぶロ ヂ1: ・金 沢 ・高 Il?i ] ・新潟 ・今日- . 川 11 ・和田川・ !¥Uf{，) ・f.fl J母衣 ・岩iN，j(

清 水 建 設 株 式 曾 祉

社 長 j青 71< 康 封E

本 社 ・東 京 都 中 央 区 宝 町 二 ノ ー

常務取締役支庖長 小 栗 賛 吾

大阪支庖 ・大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 リ 二 ノ 二

包括 (44) 1  5  3  1  (10) 夜間専 用 (44) 1531- 32  

株式会社 銭
a:::t 

I司
組

本 庖 ・大阪市 西区京 IU] 坊i上通ー丁 目三三帯 地 ・屯話大阪@( 代表 ) 2431番

東 京 支 庖 ・東 京 都 中 火 区 銀 座 東 五 丁 目 二 番 地 ノ

名古屋支庖 ・名 古 屋 市 中 区 材 木 町 一 丁 目 五 帯 地

福 岡 支 庖 ・福 岡 市 詑i 屋 町 一 六 番 地

出 張 所 ・札幌 ・戚 |凋 ・(111 台・神奈川・京都 ・神戸・岡山・広島ー徳島 ・松 山 . ｾ ｉＧ 制

⑩ 
大 成 建 設 株式会社 大 阪 支 底

⑧ 

常務取締役支庖長 石 井 j原

大阪市京区南本町j J 4寸日 二O番地( 有楽ピ ノレ内) ・屯話船 場 (25) 0778 ・4254(代〉

犬 日 本 土 木 株式会社 大 阪 支 底

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 九 番 地

屯話大阪 (34) 5931 ( 代 表) - 5 9 3 4 番

布1
1
戸 計 業 i9r 神戸市生田区 下山手通八丁 目凶二番地 電話元町 ( 4 ) 2114番

和歌 山引業 i9r 和 歌 山 市 小 松 原 通 一ー丁目 ー醤 地 電話和歌山 ( 2) 9869番

本 社 岐阜市長R Ul T了: 丁目 三番地 む 話 l岐阜 (2) 6141 ( 代表) - 6145 

支 J，5 米 京 ・ 名 古 足



パ?、

可フ

株 式

会 社 務 唐竹 中 工

本 日 ・大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 丁 目 30 番 地

屯話大ｼ坂｀代表 ｬ ｾ ￯Ｕ Ｑ 代表 ＷＳＵ Ｑ

営 業 所 ・札幌 ・仙 台 ・東京 ・械浜 ・静岡 ・名古屋

京都 ・神戸 ・広 島 ・高 松 ・岡 山 ・福 岡

， 

① 
鉄道建設興業株式会社大阪支底

取締役支庖長 西 島 義尚

大阪市大淀区天神橋筋六丁 目五密地( 天六阪急ピノレ七階)

電話 ( 3 5)  8  R  3 ・2 4  2  I ・2 6  9  3  

本 社 東 京 都 千 代 田 I文利 回 て 崎町 二 丁 目 六 番 地

屯話( : J t . 段) 代表 8 4 1 1 - 8 4 1 5

⑧

 

株 式

会 社 戸 田 組 大 阪 支 庖

常務取締役支庖長 石 丸 正 名

大阪市 北 区 立 砂 町 三二 帯 地 ・氾 話 ⑮ 5 9 5 1 - 8 祷

本 社 ・東 京 都 中 火 I乏京 橋 一 丁目 三 番 地

支 庖 ・札幌 ・(1[( 台 ・名古屋 ・大阪 ・広島 ・福岡

大阪支庖営業所 ・京 都 ・神 戸 ・福 井 ・金 沢 ・富 山

， 

西 松 建 設 株 式 会 社 関 西 支 底

取締役支庖長 両 橋 M川

叫

勝

本 社 東京都港区芝西久保桜川町十べ番地

支 庖 大阪市東区釣銭町二丁目四十一番地

屯 話 代 表 ⑮ 8 4 3 1  

@  
株 式

会 祉 問 組 大 阪 支 底

取締役支J苫長 牧
キす 手リ 勝

大 阪 市 東 区 続 柄 二 丁 目 七 C 番地 CHi 話 @ 代 表 5 0 3 5)

本 !占 ・東京都港ーIヌー赤以背山南町一丁日 一番地 (i l 1話以京 (408) 代表2171)

支 庖 ・仙 台 ・名 T片 足 ・大 阪 ・稲 岡

5  



底務工木藤

株 式

会 社@  

j苫 ・大阪市東区両林町一丁目一七屯話 ( 94) 11.51- 4番 ・

庖 ・東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 二 三 番 地

岡 山 県 倉 敷 市 旭 町 六 六 O

香 川 県 南 M 市メl ノ 内 -1- 一 番 地 ノ ト 二

出 張 所 ・津 ・岡 山 ・新 居 浜 ・徳 島 ・京 都

本

支

‘  

藤 田 組 大 阪 支 庖
株 式

会 社@  

聖書室 村 島 良 雄

大阪市北区堂島中二丁目 三八帯地 ｾｇ 話 ｀ＷＵＷ (代表)

本 社 ・東 京 都 中 央 区 八 重 洲 四 の 五

支 J;5 ・横浜 . 1[ll 台 ・名古屋 ・大阪 ・広島 ・九州 ・札幌

員 柄 組 大 阪 支 応
株 式

会 社

+  
話⑪1521 ・6381番

話( 金沢 ) @12o6番

大阪市天王寺区生玉前町九五番地

金 沢 市 弓 ノ 町 二 五 番 地

東 京 ・大 阪 ・名古屋

金 沢 ・富 山 ・福 井 ・大 津 ・京 都 ・岡 崎 ・神 戸 ・和 歌 山

屯

屯
社

居

所業

本

支

営

組ホサ松

株 式

会 社
。

大阪本庖 ・大 阪 市 東 区 京 橋 二 丁 目 二 八 番 地 電話代表大阪⑮ 3 1  7  1  

東京支庖 ・東京都千代間区内幸町一丁目一番地 電話代表東京@ 2 2  2 6  

札幌支庖 ・札 幌 市 南 一 条 東 三 丁 目 九 番 地 電話代表札幌④ 9 1 5 1  

広島支庖 ・広 島 市 大 手 町 七 丁 目 三 三 番 地 電 話 代 表 西 @ 6 1  5  1  

福岡支府 ・福 岡 市 上 市 小 路 二 二 番 地 電 話 代 表 東 @ 3 6  6  7  

営 業 所 ・水戸 ・名古屋 ・京都 ・福知山 ・岡山 ・呉・高松 ・八幡 ・大分 ・沖縄

三 井 建 設 盟 大 阪 支 底⑥ 

取 締 役 帰 一 井

支 庖 長 伊 豆 窟 正 日

大阪市西区江戸城下通一丁目玉三番地 電 話 大 阪 ( 44) 代表4020

本 社 東京都中央区日本橋室町 二 ノ ー ( 三井ピノレ) 屯話日本橋 ( 24) 代表3261

支 居 所 在 地 札 幌 ・横 浜 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡 ・大 阪

大阪支庖管轄営業所 京 都 ・神 戸 ・和 歌 山 ・奈 良 ・岡 山

6  



組岡
株 式 会 社@  

良E

出話大阪 (36) 2967・2984・7720番

屯話 (86)  4  1  5 ・2 1 8 番

屯 話 枚 方 3 5  5  5 番

電 話 豊 崎 (37) 5  4  9  3 番

岡

大 阪 市 北 区 堂山町八九番地

京 都 市右京区嵯峨明星町一

枚 方 市 伊 賀 七 七 五 番 地

大阪市大淀区 中津本通二丁目

取 締 役 社 長

庖

庖

所

所

張

作

本

支

出

工

社

ゐh

Z 玄組 株 式
EE-----

••••• 
-

E

，

 

谷長
⑮

 

， 

取 締 役 社長 長 谷 川 為

大 阪 市 天 王 寺 区 大 道 町 四 丁 目 七 九

屯 話 ( 77) 4  1  4  8 ・7 3  2  2 ・9 9 2 9  

大 阪 市 天 王 寺 区 大 道 二 丁 目 三

屯 話 ( 77) 9  0  4  4 番

ネ土

工 作 場

本

底

株 式

会 社

取締役副社長 水 野 久

支 ! 万 長 梅 沢 正

大阪市北区太融寺町120 ｾｾ話大阪 Ｈ ＳＴＩ 2107 ・2816 ・( 36) 3987 

工 作 場 開 北 区 鶴 野 町 71 ' < t l 話大阪 ( 3i ) 1921 

本 庖 京都市下京区西七条市部町17 屯話下0052 ・8277

営 業 所 椀 浜 市 ・ 平 塚 市

支⑥ 阪大設建野水

市

底務工木入

式

社

株

会

((_ご¥

ｾ＠
良B

大阪市阿倍野区阿倍野筋 1 丁 目25番地

大 阪 市 阿 倍 野 区 松 崎 町 3 丁目 10番地

屯話天王寺⑪1626 ・5772 ・9256 ・8990

木八取 締 役 社 長

木 社

工 作 場

.  
4  

株 式 曾 枇設建島矢@  

助高島矢取締役社長

東京都千代田区内幸町一丁目一番地包話東京@代 4 1  8  1番

大阪市南区北炭屋町八番地ノ七電話大阪@ 代 5 8 3 7 番

取 締 役 支 庖 長 西 野 照 市

仙 台 ・ 富 山 ・ 浦 郡 ・ 佐

本 社

大阪支庖

賀

7  

賀
支庖 ・官業所



。株 式

井 上 組
ムヱミ 社

代表取締役 井 上 福 蔵

本 庖 大 阪 市 都 島 区 東 野 田町二 丁 目 一 五 番 地 電 話@ 0530 ・2823・4038・4782

出 張 所 神 戸 市 生 田 区 中 町 二 丁 目 七 六 番 地 電 話 ④ 0 4 8 5  

、

伴、

'..1 

株 式

会 社

A  

E  西 組 ‘  

取締役社長 佐 藤 音 松

大阪市天王寺区上本町七丁目( 上六ピノレ内) 電話⑪ 8 2 3 1 - 3

③ 鍵 仲 建 設 株 式 舎 枇

取締役社長 鍵 仲 定

本 社 大阪市阿倍野区阪南町中一丁目九番地電話@ 0 2 6 1 - 2

営 業 所 大 津 市 膳 所 北 浦 町 一 四 一 一 番地 電 話 大 津 6 5  1  4  

⑧ 
栗 本 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 村 上
重

刀

.  
・h

本 社 大阪市西区北堀江通一丁目二二番地電話@ 代表 5 8  0  1  

工 作 所 大 阪 市 城 東 区 森 町 二 番 地 電 話 @0  5  6  9  

出 張 所 東 京 ・和 歌 山 ・福 井 ・徳 島

⑪手
株 式

坂 井 組ム" A、
社

代表取締役 J  11 崎 盛 i台

本巨大阪市北区曽根崎中一丁目 一 九 電話 ｾ ＹＳＳＱ Ｍ 4  

出張所 京都市上京区寺町今出川下ノレ扇町二六七 電話@ 3 9 2 8  

8  



J  

<" 

IT-

。

@  

@  

④ 

犬 洋 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 木 戸 口 信 義

本 庖 大阪市天王寺区北河堀町五四番地

営業所 和 歌 山 市 南 材 木 町三丁 目二番地

京 都 市 下 京区 揚梅 通 烏 丸西 入

出張所 泉 大 津 市我 孫 子 六 九 番 地

電 話 ⑪2672・3880・7113・7862

電 話 和 歌 山 ② 3 2  2  5  

電 話 下 京 ⑥ 0 4 7 0  

電 話 泉 大 津 1 6  7  5  

株 式

大 末 組ムA  社

取締役社長

山 本 末 男

大 阪 市 南 区 大 和 町 一 九 番 地 屯 話 ⑮ o 5  5  5  (代表)

出 張 所 東 京 ・奈 良 ・ 神戸

株 式

会 社 長 谷 川 工 務 底

本 社

東 京 支 社

神戸出張所

姫路出張所

取締役社長 長 谷 川

大 阪 市 東 区 淡 路 町 五丁目 二番地

東京都千代 田区大手町二丁目四番地

神 戸 市 葺合区八幡通五丁目六番地

姫 路 市 飾 磨 区 御 幸 八 五 番 地

武 彦

電 話 @ 7 6 4 6 - 9  

電話@ 2040 ・3474 ・4478

電 話 ② 4 8 4 7  

電 話 飾 磨 0 3 4 8  

不 動 建 設 株 式 舎 祉

取締役社長 庄 野 勝

本 社

東 京 支 庖

神戸営業所

出 張 所

大 阪 市 南 区 鰻 谷 仲 之 町 五七 番 地 電話@ 4 7 7 1 - 7

東京都中 央区銀座東八丁目 四番地( 燃料会館内電話1 @5711- 2 1 ・直通ω 67

神 戸 市 灘 区 大 和 町 一 丁目 六 番 地 電 話 @ 9  6  0  5  

広 島 ・石 川 県 小 松

⑧ 望 月 建 設 株 式 舎 枇

取締役社長 望 月 小 太 郎

本 社 大阪市北区堂島上一 ノー八 電 話@6 1 4 - 5 ・3805 ・7883 ・7913

工 作 所 豊 中 市 庄 内 東町 2 丁目 37 電 話 ⑨ 1 1  5 ・ 1 1 6 番

出 張 所 尼 崎 市 神 田 北 通 2 丁 目12 ( 阪神尼崎駅前) 電話 ⑬ 9 7 4 5 番

9  



一 一 特 命 又 は 指 命 の 場 合 は 本 欄 を 御 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一一

社

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

4 企』

ｾ＠株 式

A: : = 

ヌL浅 海 電

雄正海浅取締役祉長

大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 北 浜 @5 2 7 3ー 5 ・5 4 5 1- 2

営 業 所 東 京 ・札 幌 ・沖 縄 ・福 岡

電 気 工 事 設 計 施 工

電気冷蔵庫・電気洗濯機

修 理 販 売

藤 電 気 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 冗 四

電話 ・ 大阪 ⑩ ＲＸＹ Ｑ Ｍ Ｕ ｾ 寄

場大阪市西淀川区御幣島東一丁目 ニ0

電 話 淀 川 ' @ 3 4 7  7 ・3 4 7 8  

東 京 ・名古屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島

エ

こE

営業所

、ー

'・

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

本

騰

大阪市北区曾桜崎上一丁目四一

電話 大阪 ⑧ 8131代表- 4

東 京ー ・ 新 宮 ・ 御

村

.6. .  

" ' 7 
取締f支社長

ιム

A

4

4

，

 

社

事

工

陽 電 気 株 式 会

取締役社長 山 本 4 博 三

大阪市北区中之島三丁目三 朝日ピノレ 6 階

電 話 大 阪 局 @9  5  3  1: ( 大代表)

大阪市西区土佐掘通リ四丁目十一番地

電 話 大 阪 局 @5  2 0 1 悉( 代表) - 3

工

施

気

計

電

設

ネ土

朝

本

営業所

坊営業所

電 気 工 事 設 計 施 工

電 気 工 事 設 計 施 工

三菱電機 ・冷凍機工事特約居。

取 締 役 社 長 山 本 龍 太 郎

t - I : 大阪市 北 区 西 郷 川 IIIJ 1  5 接 地

電 話 大 阪 @ 代 3 0 5 6

東京都中央区銀ド1 - ¥東 8 丁目 4 帯地

全国燃料会館607号室包話東京@7464

名 古 屋 ・凶 日 ili ・福 ILI ・補 間

ト 電 気 商 会マヤ株式会社

本

東京営業所

株 式 会 社 野 上 工 業

取 締 役 社 長 野 上 清 二 郎

本 社 大 阪 市 東 区北浜三7 目 凶 七 電 話北浜@770- 3

支 庖 福 岡 市 上 東 町 十 五 電 話 東 ③ 回10

支 底 松 阪 市 本 町 電 話 2 4 8 0 - 2

出張所 東京 ・名古屋 ・神戸・直方・田川・大分・四日市

所

d

f

 

「

刊

U
i}長出

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工
工 事 設 計 施 工

電 気

大

タケ ν

大 阪 市 北 区得i 笠|吋50務地内ピル703号室)

i 話 大 阪 ⑧ 2138 代表 ・5018

東京都中央区日本橋箱崎町三丁目二務地

電 話 兜 町 ⑧1478 ・1479 . 1470孫

大 阪 堺 ・名 古 屋 ・下 関

取 締 役 社 長 嘉 納 停 三

社 大 阪 市 大 淀 区 浦 江 北 2 丁 目 5 1

電話@5148 ・6460 ・臼46

大阪市北区 絹 笠 町 5 0 ( 堂ピノレ 8 階)

電 話 ③ 3 8 6 2 ・1 1 4 1

東京都千代田区飯回目J 2 ー 15 ( 飯田橋

ピノレ 4 階) 電話@8520 ・852 7 - 9

名 古 屋 ・ 光

社盟

弁坪

株式会社

取締役社長

社
. 6.  

ヨ玄式株機電宝

'・
社

庖

本

支

室

庖

本

分

支

出張所
出張所

社

電気設備工事 ・設計・施工

4 与

ｾ＠株 式

A: : = 

ヌL中 本 電

電 気 工 事 各 種 設 計 施 工

信1明電機軍松
〈争 株式

会社

明

大 阪 市 城 東 区 野 江東之町三丁目一五

電 話 大 阪 @ 5  1  4  3・5 3  7  3  

大阪市城東区新工西之町三丁目一一三

電 話 大 阪 @ 2  1  9  3・2 1  3  4  

正本中取締役社長

キ土本

松 本 芳 太 郎取締役社長

機鋸工場

資材倉庫

大 阪 市 東 区 今 橋 二 丁 目 十 六 番 地

電話 北浜 @ 6951(代表) - 3@8121

10 
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一一特 命 文 は指 命 の 場 合 は本欄. l $: - 衡T利 用 の 程 お 願 い 致 しま す 一一

給 排 水 ・ 衛 生

暖 冷 房 ・ 換 気 設 計 施 工

む 大 阪 城 口 研 究 所

代 表 取 締 役 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・包語大阪@7575 - 7

京都市東山区大和大路大仏前 ・電話京都@4945- 6

神戸市生田区下山手通 六 ノー ・電話神戸④5892

水道 ・衛生 ・媛冷房 ・其他管工

設 計 並 施 工

特許Y M式 J レーフドレイン製造販' 光

( 旧斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区順慶町通一丁目四四議地

電話大阪⑧代表4496- 8 ・4拘 3 - 4審

本 底 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 ノ 8 仲12号館 5 号

電 話 28 局 6505- 8番

金沢営業所金沢市高岡町三五 電 話 金 沢 本 局 ②2074

福井出張所福井市城之橋下町一O 電 話 福 井2436

高 松 出 張 所 高 松 市 二 審 丁 九 電 話 高 松5195

暖房 ・冷房 ・衛生 ・水道 ・電気 ・厨房 ・築炉

銅 製 建 具 ・軽 量 間 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

電 縫 鋼 管 ・荷 役 機 械 ・製 造 販 売

三 機 工 業 大 阪 支 庖

大阪市東区高麗橋三丁目壱番地 ・電話代表26局 2951

3076 

本社東京都千代田区有楽町壱丁目十番地

支庖 ・出 張 所 名 古 屋 ・福岡 ・札幌 ・広島

工 場 川 崎 ・鶴 見 ・中 津 ・六 郷

給水 ・排水 ・衛生設備 ・暖房設備

汚水浄化装置 ・都市廃物処理装置

株 式 会 社

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大阪市大淀区中津南通二 丁目五一番地

話 福 島 @ 3 4 1 5 (代)

東京事務所 東京都港区西芝浦三丁目一番地

電 話 三 回 ⑬ 5 2 8 1 (代)

暖冷房・水道・衛生設備

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 山 田 文 次

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 郷 上 通 一 丁 目 七 @ 代26日・2061

常業所 神 戸 市 生 田 区北長狭通七丁呂ーのー 0 1

出張所名古屋市中区宮出町四七 <i4I 5721 

東京都北区上十条一丁目 - 0 @"'b 2346 

岡山市桜町七六 ② 295 

電気・暖冷房・水道・衛生設備

設 計 施 工

株式 大 阪 電 気 商 会

会社 大 阪 暖 房 商 会

取 締 役 社 長 官 谷 三 郎

本 信 大阪市西区江戸堀南通一丁目三七番地

電 話 大 阪 @ 代 表 1 ｾ＠ ｾ＠ ｾ＠ ! 歪

支 広 東 京 ・ 名 古 屋 、ー - - ‘ 回

出 張 所 事都 ・神戸 ・岡山 ・高松 ・広島 ・福岡

熊本 ・札幌 ・仙台 ・新潟 ・金沢 ・福井

創 業 暖冷房・換気・空気調和

大正二年 病院諸機械・給排水・衛生

器 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 広

大 阪 庖

札 幌 庖

名 古 屋 庖

東 京 駅 前 丸 ビ ノ レ 6 階 6 7 6 区

包括和田倉@3761・3762・3763・3764

大阪市西区土佐掘通大間ヒソレ714号

電話土佐堀@1 5 6 8 ・1 5 6 9 ・2594

札 幌 ・北 四 ・西 四 ( 札 幌 駅 前 )

電 話 札 幌 ② 0010. 0956 ③ 4661

名古屋市中区南大津通一丁目千代

田ピル 522 号 電 話 中 局‘ @ 1766

暖 房 ・冷 房 ・水道 ・衛 生 工 業 設 備

般 針 施 工

須 賀 工 業 株 式 会 社

大阪市福島区堂島浜通 4 丁目

包 話 @f 代 表 1 1 7 1 番

l 代 表 1 3 5 1 番

東 京 支 庖 東 京 都 港 区 芝 田村町 6 丁目 電話⑩代表 7121

名古屋支庖名古屋市中区材木町 1 丁目 電話③ 代表 7856

京都支庖京都市下京区烏丸通松原下ノレ包話⑤1989・2255

神 戸 支 応 神 戸 市 生 田 区北長狭通2丁 目 電 話 ③ 代 表 5101

福 岡 支 庖 福 岡 市 千 代 栄 町 電 話 ② 代 表 4735

株式

会社

空気調和装置・鐙計施工

建 材 ネ土

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 中 ノ 島 三丁目( 朝日 ピノレ九階〉

電話北浜@ω4 1 (代)

本社及東京支底 東京都中央区八重州三丁 目七

営 業 所 名古屋市中区西万町二丁目ー

曜房・冷房・水道・衛生態備

設 計 施 工

株式会社 三 晃 商 会

本 社 大 阪 市 北 区 堂 島北町一四 @代表7031

出張所東京都港区芝琴平町四O ⑧9278 

名古屋市中区新栄町二丁目ー③1820

福井市宝永上町一O 五 1596 

広島市石晃屋町五五 ②1938 

福岡市柳原一丁目七 0 1158 
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東洋キャリア工業株式会社

大 阪 支 庖

大阪市北区堂島船大工町五三務地( 毎日大阪会館内)

匂 話 大 阪 @局 8 3 5 6 ( 代表)

東京都中央区日本橋兜町三丁目二四番地

東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 番 地

空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工暖 ・冷房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

工施計設

本

支

エ

社

庖

場

大阪市北区中ノ島 3 丁目 3 番地( 朝日 ピル 7 階)

電 話 北 浜 @ 7 6 4 1 ( 大 代 )

社東京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 番地
本

、

社

房 ・ 冷 房 水 道 ・ 衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

朝 日 工 業

大阪市北区中之島 4 - 39 電 @6671- 5 

東 京 支 庖 東 京都港区芝浜松町 2ー 7 電@ 7 3 4 1 - 5

北梅道出張 所 札 幌 市 北 四 条 西 15丁 目 電 ② 2 2  0  3  

仙 台 出 張 所 仙台市元寺小路( 五城 ピル) 電 8  0  6  1  

名古庖出張所 名 古屋市 中区東路町 6- 5 電@ 1270 ・1484

広 島 出 張 所 広 島 市 中 町 3 電② 1 4  2  8  

潮 間 出 張 所 福 岡 市 灘 研 町 3 電笹沼788 ・@O296

生

置

媛

j昆

株式会社

A

4

2

 

株式会社

m 

本

支

出張所

温湿度調整・媛冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

社

京 都 市 中 京 区 両 替 町通リ姉小路上ノレ

電話②2290・5532・6945

大阪市北区天満橋筋1ー37( 天満橋北詰)

電 話 @B  8  2  9  

四日市市浜田西末広町 電話7叩3 ・36白

津 市 栄 町 2 ー 1 1 1 電 話 3 6 1 0

社本

大 阪 営 * 所

四日市営業所

津 営 業 所

温 湿 度 調 整 装 置 、 蟻 房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第一工業株式会社大阪支庖

大阪 市北 区富 田町 Ｓ Ｐ 電話大阪 ｾｻ絞ま ｊ ｐｚＷＰ
本 社 東京都千代田区丸ノ内 2 - 10

電 話 ⑧ 2 6  3  1- 5  

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0

電 話 7 3  3  2  

名 古 屋 市東区東門前町3- 6

電 話 ⑤ 2 8  9  3  

地

事借

地

番

三

審

者

5

Z骨

8

一
ニ

5

事

5

人

ト

~

九

~

河

3

工

富

町

丁

1

一7
八

o

t

;

・

l

俊

二

9

町

通

3

g

工

北

3

木

7

手

E

山

一
局

3

荒

1

山

@

施

固

司

福

下

闇

-

F

上

@

区

2

区

町

汁

中

区

島

宿

日

島

長

新

③

k

元

一子

設

栄

長

一

叩

福

都

話

耐

話

凶

珂

社

阪

話

京

戸

冷

暗

大

電

東

電

神

電

媛

蜘

社

. 6.  

ｾ＠⑨日本管工業株式

代 表 取 締 役 市 川 進 男

jl l ! 台支 庖

名古屋出張所

-、

アーマー コート西日本代理底

近 畿 建 材 工 業 株 式 会 社

防 水 美 装塗料… … アーマー コート

特 殊 防 水 パ テ……タイ ガー印コ ーキ ング ・

ハイ ドロ ν ーノレ

床面美装仕上材料……ブアノレベ トン

美 装 吸 音 材 料 … …ラ テ ックス，ボード

本 社 大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33 T E L 大阪⑫筑陥3番

九州出彊所 久留米市原古賀町北134の1 T E L 久留米7ω 5香

北陸出彊所 石 川 県松任町字布市町50 T E L 松 任 672番

l援・ 冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置 設 計 施 工

名種送排風機・エロヒシヒーター・キ ャビネ ットヒーター

冷 却 塔 ・各 種 レ ヂ ス ター ・アネモスタ ッ ト類 製 作

社

官E路⑧ 1 2 6 4 - 6

m鑑 @1l 44 - 5

m話(! )4594 ・5118

屯話〈寝屋}l IJ倒04

. 6.  

A  式

大阪市旭区赤川町三丁 目二八

大 阪 市 北 区 神 明 町 3. 0

名古思市東区駿河町一丁 目三

r"  1al_ 川 市 大 字 太 IUI 一九五

株エ鉄本

本 社 並 工 場

梅 田 営 業 所

名古屋出彊所

寝 屋 川 工 場

藤

• 

工業用及建築用各種石灰製造販売

小 野 田 セ メ ン ト 特 約 販 売 庖

PAI NTI NG CONT RACT OR 

樫野石茨工業株式会社

大 阪 支 底

大阪市北区曽根崎新地三丁目 五十三ノー

Ｈ荷電桜橋停留所前Ｉ電 話 大阪 Ｚｾ ｉＲＷｪＭＶ

支 底、徳 島 ・神 戸 ・姫路・東 京

底

負

装

i青

塗

事工装

林

塗

株式

会社

TEL. 大阪 I @ 1756- 7・東 京 @1335 

12 
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社

山
川

m
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耐

天

A
戸

株

会

だ い わ

247こむ大和洋瓦

超軽量荷量( 坪当37貫) 和型より安い

発 売 元

大仏組主守主要ち芸

京都市東山区今熊野池田 町九 ⑥3555

大阪市東区内淡路町 一 丁 目 @  975 

矢 橋 大 理 石 商 庄

所

大阪市東区高麗橋二丁 目 九 野 村 ピ ル五階

包 新 北 浜 ⑧ 4 2 5 7 - 8 番

強出阪大

式

社

株

会

本 応

大阪営業所

- ，，1- 衛生陶器

禁逢 IIJ ｾ掌衆薬

ナ

ニ

ワ

瓦

掠

式

会

耐

蓋

遺

書

元

町

一
百
七
回

二

重

刷五

O

韮

止
防落

量

町

風

軽

い

一

川

耐

定

l
u

震

安

i

・
i

い

向

聡

扇

• 

‘4  

ナニヲ緩匂配買

株式会社

味ｾえない建築資桜

師 四 置 司

厄iEヲヌ京一ド

努イ苅ートＭｾ
絡x' 1 に亀裂を生じない劃期的下塗壁材

制師事 ｅ 民ｾ
キーンヌセメシト

各種焼石膏

告野厄膏太阪支后

ザ
タイガー印

吸

音

テ

ッ

ク

ス

，. 

t  

神戸市生田区長狭通四 J 一地産 ピル

T E L 三 宮 ③ 0 8 8 1 - 3

大阪市北区絹笠町五O 蛍ピル 5 断

T E L大阪⑧2021 ・3486 ・1141

社

庖

本

支

13 
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園

東京鋼板工業株式会社

東 京 都 荒 川 区 尾 久 町 5 ノ 1 0 0 0  

電 話 ⑧ 8 1 3 1 - 6

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 18 番 地 ( 衆暗ピノレ 3 階)

電 話 @ 0  6  2  1 ・o 6 2 8  

名古屋市中区大池町24 ( 丸菱 ヒソレ) @3048・4593

広 島 ・福 岡 ・ 富 山 ・札 幌

本社及工場

大 阪 支 庖

ァ
u

p

 

ユ

、ン
ツサ

ム

ス

ウ

レ

ロ

ン

ル

テ

ア

ス

タツヤル シチス

、

名古屋支庖

代 理 后

国申42FR鼻ー: 金
且ーーーー 、

大阪ガス会社指定

回 申 風 呂 艶 催 涙

大阪市浪速区元町1丁目742 但 ν賑 橋 電 停 前 電 話@5313 ・8128

陶管- ベンチレーター

ｾ耳
目

.，6. .  

:z:s;: 

特 許

松 平 式 自 錨 殺 滅 予 防 所

奈 良 市 南 城 戸 南 方 町 2B 電話奈良 4 0 9 8

( 近日移転先)

奈良市登大路二番町( 博物館前) 電話奈良4098

出4師 奈 良 市 春 日 町 尾 田 組 内 電 話 6011 ・6012

本 部 高 知 県 宿 毛 市 宿 毛 町 2 6 3 9

事年式 - .:::t主

会 社 ニ ー ヰZ

大阪市北区 曽娘崎上一ノ [ q -

m 訴 大 阪 ⑧ 3 1  4  5  

ム

蟻 1

商

白

司 園 圃 企

ユヒ

FUTABAYA DE. CORATORS， LTD.  

モデルルームへどう そ

設計施工

建 築 物 船 舶 等 造 作 工 事

家具・建具・室内装飾工事

内外総物 ・敷 物 類 一 式

ー歩でも時代般に枚LよH 努力旬、ます

;品1iz 繭 姐 ?fri

工場文阪市住舌区西加賀度町4丁目81 電話任舌 (67)5109

⑧ 

14 

( 創業大正 7 年)

二葉屋装備工業株式会社

取締役社長若 林 繁 吉

大阪市大淀区本庄川崎町 2 の 6

( 天六電停西北 2 丁)

電話 ・豊崎⑧3321 - 3 ・3630



• 

4・

_，. 

i  鈴 木 式 防 火 シ ヤ タ ア |  

鈴 木 ν  ヤ

株 式 会 社

タ ア 工

鈴 木

ゆ

ヤ

会 社 大 阪 出 張 所

タ ア 商 会

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33 地 諾 ⑧ 0098 ・5837 ・8729

低 水 仰 の 地 帯 牲 に

惇%がめ

...ヘh 色 商 月 報 婦 料 送 畢

。 井 田 商 事 株 式 、 会 社

大阪市浪速区酋円手町ーO- t fJ :t 也j義町駅貨物1¥号門前

竜丸. .'(::) ..-- 木杭 に ほ んの僅かな工 Ｑ ｾ
が窟むだけです

i' l : 任施工

電路 ( 5ヨ) 4 8  9 0 ・ ( 54) 0 8 0 8- 9  

地 建 工 業 株 式 会 社

大阪市北区絹笠町50営ヒ・ノレ内' i U@ 2701

軽量鉄骨・軽量銅製窓枠の

設 計 ・加 工 ・販 売

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長

τ t  

E ヨ 国 {言 武

大 阪 市 西 区 新 町 通 2 ー 2 5  

電 話 大 阪 @6 5 7 5 ・0 6 0 9  

近 代 人 の 感 覚 に マ ッ チ す る

! ラ過i -csz

カタログ御入用の節{ ま御申込み下さい

製 造 元 敷 島 金 物 株 式 会 社

布施市繍i B 町 1 丁目 4 6 番 地 電 話 布 施 ( 72 ) 8 3 9 番

東京都千代回区神田和泉町 l ノ I I  電話東京 (866) 3051 - 2 番

15  



皿盟霊ｳ［ＢＮｾ，Ｍ
防火、盗難予防用軽快にして堅固なり

重量申谷シャ ＧｹｾＭ 製作所

豊 田 セ メ

本 社 福

• t場 所

副 . G. C 試

メ タ リ ヤ ン メ ッ シ ュ D . M38 番 責 任 施 工

米国パプコ. コンパウンドアスフアルト販売

内外玄業株式会私

8  

.，; ト 株 式 会 社

岡・. 県 Ｓ 吋ｾ・ 回 町

倉 ・大 阪・ 東 .sr. 

|  内 ?  ?15  f レィIパ チ ル (電動式) ベ ン チ レ ー タ 一 回

40年の伝統と経験 を誇る

16  

工場・発電所・病院・ボイラ 一室・倉庫 ・料理屈等

特 IC熱及び臭気の発生する所IC最適です

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト ・ 波 型 硝 子 完 全 葺

内外式ベンチレーターコンチニアス並ニ筒型

設 計 施 工

芸 言 内 外 土 木 建 材 社

大阪市西区土佐堀船町23( 大阪商工 ピノレ) T E L (44) 3983 ・

、

， 

司ト
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燃 え な い 家 を 造 り ま し ょ う

わ が 国 で 11. 毎 年 火 災 の た め に 400億 円 に 近 い 莫 大 な 鍋失 L 大 き な

不 幸 を 生 じ て い ま す 。

私 達 11. 一 日も l l! く こ の よ う な ニ と か ら解 放 さ れ な け れ ば な り ま せ ん

そ の た め に は 燃 え な い 建 築 材 料 が 必 要 で す 。

当 社 で は， こ の 聖 書 留 に 応 え る た め に . 最 適 の 建 築 材 料 と し て ， す で に

欧 米 で 大 公 に 使 用 杏 れ て い る 「較 盛形 鋼 」 を. 当 社 川 崎 製 鋼 所 の 新 鋭設

備 で 生 産 し て お り ま す 。

こ の 「 較f量 形 鋼 」 は . 続 〈 て 丈夫 な 「 博 鋼 板 」 を 冷 ! 日jll 文 型 し て . 各 師

の 形 鋼 を 大 量 量 に 生 産 す る も の で 価 指 も 低 騰 で す 。

| 富士裳畿の軽量形鋼 l

18 

ヨ-キヨ・セメント

| 大阪窯業セメント株式会社|

本 社

東 京 支 唐

名 古 屋 支 底

工 場

大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 l 丁 目 2 5 新 大 ピ ル 内

東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 郡 船 ピ ル 内

名 古屋 市 中 村区 住 友銀 行 名 古 屋駅 前支 庖 ピ ル 内

大 阪 ・ 伊 吹

‘  

-、
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.... 

建築め美装化

自白ボルトランドセメント

用 途

建築の内外面の仕上塗

装 飾 用 ・採 光 用

標 識 用 ・各種加工品

11' 野田セメント株式舎鎚

本 ｦｦｦｾ 東京丸 ノ 内 ｬ ノ Ｑ ・ 鉄鋼 ピ ノ レ
大 阪 支 底 大 阪 梅 田 ・ 第 一 生 命 ピ ノレ

くアザ川| E霊童図

偽園田窓包メント株式会it

関 西 事 務 所 大 阪 市 北 区 梅 田 町47番 地 新 阪 神 ピ ル S 階 電 話 大 阪 (36) 3351- - 6 

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手町 2 丁 目9 番地

事 務 所 北 海 道 ・東 京 ・関 西・ 九 州

出 張 所 仙 台 ・名 古 屋 ・広 島 ・高 知

包 装 所 劃i路・函館 ・青森 ・下板橋 ・横浜 ・新潟 ・名古屋 ・小倉

19  



乗

.. 

‘、

-マ ツ ダ 水 銀 灯 投 光 器 に よ る 壁 面 照 明 の 施 設 例 で す 。

東 芝 商 事 株 式 会 社 大 阪 支 膚 ( 大阪市オヒ区堂 島糊 ト 1 5 T E L 側 1101 )  

も ・L

連 築 j宥め移看守j だ/ 式

@

 

木 工 用

テ ッ ク ス 同

ボ ー ド用

七 メン トモルタル

補 強 用

コ ンク リー ト 庁曹

石 材 用

協E

四有弘f!I/) 
肝

オミンド C H2 ハ ー ド ボ ー ド 用 ボ ン ド C V2000

ポ ン ド K イ七 粧 キ反 用 ポ ン ド G s

ポ ン ド C Z

ビ ニ タ イ ル 用
冠王ンド G 100

そ の 他
4ナ ラ ン

ポ ン ド E 木 材 構 造 用 ボン. . . . K R  1 7 0 種

守、-

4ト

製 造 元
22 小 西 儀 助 商 庖 ボ ン ド 工 場

見 本 力 タ ロ グ 進 呈

営

業

所

大 阪 市 東 区 道 修 町 2 丁 目 6 番 地 電話 ( 23) 2047.  2057 (代 表)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町 3 丁 目 1 番 地 電話 ( 24 ) 5 5 2 4- 8. 3815 

分室 ・東京都中央区日本締本町 1 丁目 7 番 地 電 話 ( 24 ) 2191- 4 . 2 5 4 1  

名 古 屋 市 西 区 菊 井 通 り 8 丁 目 1 .7 番 地 電 話 ( 55 ) 0 6 5 8 . 1 0 5 8  

工 場 大 阪 ・ 東 京
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第3 の材 質

ョール子ンmード

取締役社長 佐 藤 太

本 i缶 大 阪 市 北 区 南 扇 町 十 二 番 地

電 話 大. 阪 ⑧ 7 1 7 1 - 8 呑

五

支 応 大阪北・大 阪南・京都・神戸・姫路・奈良・和歌山・滋賀 1

文 社 名 古 屋 ・ 広 島 ・東 京

コール宇ンインシ1 レーション

コール日 Jl ート' jft ード

<@> 日本J¥- 附t千五議様式奮社 ( 代理庖 ) 伊麓忠商事株式会社 ・安宅産業株式会社

本 社 名 古 屋 市 中 区 広 小 路 通 六丁 目三番地 三 菱 商 事 株 式 会 社 ・ 住 友 商 事 株 式 会 社

ハガキで御一報下さ P o カタログお送り致します 。
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年新賀謹

( いろは順)建 材 信 和 会昔からの建材庖ゆるがぬ信用

大阪市東成区東今里町四丁日
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0 6 1 6 - 7  ⑧ 話雄貧民
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大阪市西区新町北通一丁目40

庖支阪大

場

式

社

株

会

井

業工新
日

H

③ 印 J レ ー ブ イ シ グ ・フェノレト

③ 印 砂 付 ノ レ ー フ イ ン グ

③印石綿クエノレド/ レーフイング

陸屋根 ・地下室防水及耐峨工事 責 任 施 工
5 2 8 1 - 3  @  話電績支庖長

大 阪 市 東 区 伏 見 町 五 丁 目 3

東 洋 陶 器 芸誌 大 阪 営 業 所

中 松

衛 生 陶 器 ・同 附 属 器 具

‘' 

明 電 話 @ 4518- 9 ・1424通長所
自 ｾ
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販造製

大阪市天王寺区大道三丁目
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東

東

東
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友木青長社

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1

研 究 所口大 阪 城
株 式

会 社

暖 冷 房 ・給 排 水 ・換 気 ・衛 生

汚 水 浄 化 装 置 ・大 正 便 所

投 書十 ・ 施 工
7 5 7 5 - 7  @  

-
大阪市西区立' 光郷北通一丁目
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=  
塗般

電 信 @ 0564- 5 ・9932昭林竹長社業負請
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大阪市東淀川区新高南通一丁

目14
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株 式

会 社

式事工ノレイタ

1 0 0 3 - 5  @  活竃伊 三 郎田平長社
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(34) 1575(代)
大阪市北区堂島浜通1ノ80孟男山上商 会

ｾ＠

ヌL星 屋 電
株 式会 社

(77)  6636( 代)
大!波市天王寺区上本町6ノ1{宥唐住

ム、
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(34)  8131 ( 代)
大阪市北区曽根崎町上l ノ41JJJ稔今 村

(44) 5231 ( 代)
大阪市西区江戸掘南通1ノ37三郎菅谷

大阪市此花区恩貴島南之町73 (46)  4651(代)
古 谷 庄 太 郎

771 ( 代)(23) 
大阪市東区北浜3ノ47野上清二郎

A  
;:z:;;; 

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

大 阪 電 気 商 会

大 阪 暖 房 商 会

太 陽 電 設 工 業 株 式 会 社

野 上 工 業 所

栗 原 工 業 株 式 会 社

商

ｾ＠

ヌL亜 電東株式会社• 

， 

株式会社

株式会社
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大阪市北区太融寺町54寿男工 藤株 式 会 社

ト 電 気 商 会

乏 ヲ

ヌL藤 電工

(34) 3056(代う
大阪市北区西郷川町15山本 竜 太 郎ヤ マ株 式 会 社

大阪市東区森之宮東之町392 下(94) 6531(代)
秀尾梶本八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

(34) 8374(代)
大阪市北区曽綴崎上1ノ10義 夫

山

凶所業工l

 

i

 

--
，

F

 

山
株 式 会 社

(23) 6951 ( 代)
大阪市東区今橋2ノ16松 本 芳 太 郎松 重 電 機 商 店

株式会社

J  

Ｈ Ｗｾ Ｉ＠ 4035( 代)

:(臼)許認

α3)22( 代)

大阪市生野区勝山通9ノ72

大阪市西成区東四条3ノ3

猪飼幸次郎

義明近藤

江 東 電 気 工 業 株 式 会 社

藤 工 業 株 式 会 社

浅 海 電 気 株 式 会 社

近

... ・

大阪市東区北浜2ノ69正 雄浅海

(36) 6451(代)

' 大阪市北区東娼川町11信 三助 野三和電気土木工事株式会社

(36)  2138(代)

大阪市北区絹笠町50

堂ピノレ内

大坪 井社興
株式会社

( 26) 2951( 代)

3076 ( 代)
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東棉 ピJ レ内

下 山 田 政 友三機工業株式会社大阪支庖

(34)  7l 7l ( 代)
大阪市北区南扇町12太佐 藤近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社
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明
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電 話 @6501- 2 番
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福 ー 田 好
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専売特許 クカ式 化 学 防 水 工 事 グラクチング防水工事
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東 京 都 港 区 芝 西 久 保 桜川町 電 (59) 7441 - 7445 
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ポリエステノレ樹脂
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6尺 X 2尺4寸( 波型)

寒冷 蔵 庫 防 熱 工 事
アスファノレト防水工事 暴

露 ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスファノレ トタイ ノレ工事 ミ
ミ耐酸モノレタノレ工事

各 種 床 工 事 譲

大 阪 耐 酸 Z 業J i K

‘A  
大阪市北区 浮 悶町82番地 電話 豊 崎@1333番

売

く
'・ E

③ 白 書 蛭 眉 株 式 会 批

耐火断熱保;E f果;ぎ防音

吸音結露 F万 止 に

実阪市息l 1 L U稽3 - マT EL ( ZJ ) 1601. 1704.562マ562仕淀.i 1I 工場 ・大阪市無淀川区宣史雷原町115 TEL ( 38BI OI  
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スタンダードーメタルの大島化学

ヱ パ ー ブ ラ イ ト の 大 島 化 学

谷樋屋根民是非自宅 52;三tiLLP大島化学

大 島 応 用 化 学 工 業 総

本 社 工 場 大 阪 市 械 東 l互 野 江 東 ノ 町 4 丁 目 電 結 城 東 ⑬ 3679 ・“

M = 工 喝 大 阪 市 城 東 区 古 市 中 通 2 丁 目 電 話 繊 東 ③ 8 8  1  3  

〔広島営業所開設〕 Z 績 2 2 J 市主{J Log-Ar d75ZL1J UJ 品・1J2:

"  

窓掛、搬帳、日 除、壁紙 室 内 装 飾 紙 鹿、舗 床 材 一 般

東 洋 レ ー ヨ ン の 手 イ ロ シ 鍛 通 と 繊 麗 発 売 元

亀 井 株 式 曾 J社

大阪市東区南久宝寺町四丁目( 心斎橋筋)

電 話 船 場 (25) 1  353 ，.._. 5番

経 験 a⑥ 技 術

I . C. コンべス( リクγ ィド)

ゴ ム タ イ ル ス ポ ン ヂ シ ー ト

末阪- = 1 . ; ，〆父之建材毛主

/一、
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f '¥， 

ー.

ごう

標 準 セ メ ン ト 防 水 材 ・ 特 許 ニ ッ ポ ン

特許=ニッポン防水液・ 急結液一号( 噴水急止)

二号( 湧水防止) ・姉妹品粉末ニッ ポγ

施工指導並ニ責任模範施工

黒 川 化 学 工 業 所

(国立大阪工業試験所創製) セメ γ ト防水材特許権実

施工場

( 大阪営業所) 北区芝田町六八 電話北⑧7916

( 本社・工場) 神戸市灘区住吉町反高林1876 ・

御 影 ③ 2723

30 

2手努o.

に

瓦

風

に

な

台

震

雅

耐

耐

優

各種瓦主主工事請負業

2 主 佐 村 木 商 庖

大阪市東区京橋前之町 2 ( 市電京阪東口停前)

電話ｾ 7 0 1 6 ・7 0 1 7 . ' 1 5 2 8 番



申

-4 

aJ  

且
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vスフ-PJ J; ト

防水工事. 耐酸工事.

7 ・リ号' ヌトシ。

Ｅ Ｎ Ｑ ‘ＮＮ園、，でｾ｟ＮＮ
最も進んだゴムのクッ ν ョン

当 ι 萌 邑5 祉

T  E  L  (34) 8157 ・8158 : .8159 

問和j 7Jレ三の

⑩ 

相 出 型 枝

アルミニウムの仰出 12材 は 惚 維 な 型 状 の も の が 容 易

に作れ、製品コス トを下げ、経〈、美し〈、制ぴず、

合金によって鉄鋼に匹敵する強!11交を持ちます 。

Id近 は 、 建築 、 船 舶 、 航 空 機 、 そ の他 軽工 業 や 家 庭

Ｒ 器 具ｾｾ ｾ ［ 怪めて広範凶に使用されています 。

ア ルミニウム 工 業 に 於 て 伝統 を 滞 る 当 社l阜、 !u新 式

lqll 品機により、伸、' i ' i ' 、線、その他各種の型材を 生

陀 ｌ 、急激に ｭ 大してきた新 しいＱＱＮ ｾ要 に応じています 。 昭 和 ア ル ミ ニ ウ ム 株 式 会 社

志 社

建禁抑思待孟手A邑-錠一一一一-一一-一J -

ＺＺｉｾ剖邑勾』晶ＱＮＮ［ＱＮ - 回. ，矧ク

日本住宅公団・ 公営住宅御指定

蓄 差 益 山 製 作 所

大阪市草むを川区三津屋北通四丁目 電話包7)3117. 5871 . 7724

石 綿 セ メ ン ト 製 品 の 最 高 水 準 を 行 く /1

アスベストパリヤ (硬附板)

建 物 内 外 壁、 間 仕 司 、 天 井 扉

電気室、発電所、配電室、製鋼

ガラス工場の壁、製糖、製油

製薬工場の床スカート壁など

に最適

Asbest o.  Barri er 

呈 カタログ

置ヨヨ ｾｈ ｅ］ｾ・

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 北 同 心 町 1 丁 目 1 1  

電 話 姻 川 @3442 ・4 0 7 8

シヤνヲー
平 和 シ ャ ッ タ ー 製 作 所

大11工渇 大阪市浪速区河原町 2丁目 電 ⑧ 5750 ・8444

東京工揖 東京都木田区椛谷町 4 丁目 篭 ⑬10160 ・1733
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本 社 工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 凶 中 島 lUJ 7  - 6 9  

電 話 大 阪 37ー 1 7  5  4  ( 代 表 )

ス チ ル サ ツ ン ユ

伝 統 に ス チ Jレ シャツタ

t  

輝 く ス チ Jレ ド ア
‘、

優 秀 な

新 規 製 品

製 品

完 全 密 閉 片 引 き 窓

気 密 度 極 め て 高 く

開 閉 軽 快 ・ 堅 牢 ・ 低 価

株 式 会 社
汎 建 製 作 所

大 阪 市 此 花 区 窓 貴 島 北 之 町 1 1  電 話 此 花 ⑧ 2 9" 0  3 ・ 4 4  6  1  

鉄材 Ｏｊ・少く てすみ鰻ヱ簡易な格納廊・ エ喝 ・ 体育館 の 建築に ｉ ｾ

“ ORI MO TO"  DI AMOND  T R  USS 

問。またヂベ ｊｾ

PATO 武クランプ

Ｚ鞍 ｪ ｴ ｾ 寸 Ｗ

.. 

l  

設計の御依頼に応 じます ( 施工は御自由です〉

カタログ及び観音t. 考資事専贈呈

考 察 織 本 建 築 設 計 計 算 事 務 所 販 売 織 本 特 殊 構 造 研 寛 所

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 嘱 殻 町 3 - 2 ( 水天宮交叉点角) T PL  ( 釘) 例43・7叩7 ・7062
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信用と品質を誇 る庖

OSA K A ミ ツ-u p  k YOT O 

ユ ー ピ 金 属 マ ッ ト・ユ ー ピ ゴ ム マ ッ ト

ユ ー ピ 鉄 マ ッ ト・ ラ イ ジ ゴ ム マ ッ ト

カラーライ γ マ ッ ト・ニューラインマ ッ ト

近代建築の玄関に美しい ホ ー ム ・ ソ フ ト ・ モ ッ プ

デザインのマット ダ ス ト パ ッ ク 1 型 2 型 発 売 元

， 

株式会社

水 島 商 庖

大 阪 l古 大阪市西区北細江上通一丁目 ・T E L @ 3514 ・8246

京 都 庖 京都市中京区鈎業師烏メLi1fi 入 ・T E L② 5363 ・0214

工 作 所 京 都 市 右 京 区 西 院 松 井 町 八 ・T E L @ 1697
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〔近 自慢〕

ー 友 工 業 株 式 会 社

大 阪 営 業 所

大阪市東成区大今里町655

大阪セルロイ ド会館内

包 括 今 里 @ 8 0 3 1 - 4

合 名 会 社 利 倉 幸 商 庖

大阪市南区長編橋筋 2 ノ20

( 日本橋電停前)

電 話 南 ⑮ 4 7 1 ・4 7 2

京都出張所

京都市中京区河原町夷川下ノレ

電 話 ③ 3 2 9 9

株式会社

木 下 謹 三 商 庖

大阪市西区江戸編南通 5 ノ35

氾諾土佐痢@5408 ・5486

株式会社

久 保 商 庖

大 阪 市 北 区 真 砂 町 5

電話 北 ⑧ ｾｏｩＭ Ｍ Ｘ ・必 ＳＶＭＷ

タ テ パ ヤ シ 商 庖

京都市上京区大宮通四条下 j レ

電 話 壬 生 ⑧ 4 4  .6  8  

石 井 建 材 有 眼 会 社

神 戸 市 兵 庫 区 荒 田 町 l

?E話談川⑤2697 ・2140

関

〔中国・九州〕

青 盛 建 材 株 式 会 社

広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8

電 話 中 ② 2 2 8 1 - 4

膏 盛 建 材 岡 山 営 難 所

岡 山 市 東 田 町 3

電 話 ② 7 9  1  1・8 1 6 9

青 盛 建 材 福 岡 営 難 所

福 岡 市 万 行 寺 前 町 14

電 話 東 ③ 1 2 2 5 - 6

〔東 海〕

事事式会社

名 建 商

名古屋市中区宮出町41ノ 2

電話中8 1329 ・2106 ・2817

合資会社

-2玄

岡 田 建 材 庖

名古屋市西区西菊井町 2 ノ12

電話西 i @0121 ・2 0 5 7

和 泉 産 難 株 式 会 社

大阪市南区日本橋筋 2 ノ36'

官E 話 戎 @ 3 2 8 6  
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電 話 大 阪 @0342・1859・2854・5272・8016悉

鋪三工渇 大 阪 市 城 東 区 古 市 大 通2- 28 

第四エ渇 大 阪 市 減 東 区 天 王 田 町1- 171

電 話 名 古 屋 @4  0  0  6  
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修
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理

レ ベ ー タ 工 業

大 阪 市 大 淀 区 天 神 機 筋 六 丁 目 天 六 阪 急 ピ ル

電 話 大 阪 (38 )  3  8  I  2 ， 4  9  8  7  ， 9  3  3  9  ，7  0  7  I  

K .  'K  

段i守子 - I f -

干ー1:- n  'f 7

0  

l  

p w m酢 製 品 l  

建 築 ・ 家 具 ・ 電 気 の デ ラ ッ ク ス デ ザ イ ン に

アラヤ特殊パイプは本邦I唯一の製法に よる 電縫管で( ステンレス ・

軽合金 ・引抜鋼管も製作可能) 下記の様な特長をも っております

1. ! I : 尺にでも真直 ぐな製品が出来ます

2.  表面地肌が非常に美しい

3. 従ってメ ッキ及び塗装が非常に療に行われます

実事三特妹 ｲｮ イｾ
4. 製品価格が券常に安い

カタログ ・値段表送呈。見本御希望の方は ( 8 本 1 組) ￥370一要

製 造 元 新 家 工 業 株 式 会 社

寛売元 斉山鋼材株式表示t ，ｾィヲ課
大 阪 市 西 淀 川 区 野 里町 1 2  3  9 ノ .8

電 話 大 阪 (47) ∞12 ・∞13 ・∞14 ・3760

ＨｾＩ浪建式
ス チ ー ル サ ツ シュ ドアー

シャツ

|酬
11

ター オ ペ レ ー タ 一

一 製 造 販 売 一

日

満

全 ゴ

国ム

言 総 タ

語代イ

工 哩 ル

円 潟 樹 文 工 業 株 式 蹴 底

本社・ 工 場 ・大阪市城東 区野江中 之 町一丁目九番地
電 話 城東@1171- - 3番

東 京営業所・ 東 京都 中央区銀 座東六丁目 ;木挽館ピル六号館印
7号 室 電 話東 京⑪4611

福 岡営 業所・ 福 岡 市 天 神 町 三 番地( サンピル内)
電話 福 岡 ① 8 4 6 2 審

出 張 所 ・ 大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電 話 大 分
1 3 6 6 番
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K Kケ ン トク大阪市東淀川区新高南通 1ー 14

、

‘  

自家設備一貫作業

l立

トをボ ン デ ラ イ

防 錆 処 理

グヘ

一

、J
犬 阪 達 材 工 業 株 式 舎 社

営 業 所 大阪市南区九郎右衛門町21番地 電 話 @ 代 836- 839 ・830

本社工場 堺 市 松 屋 一 丁 目 6 番 地 電 話 堺1586・3323・4800- 1

工 事 部 大 阪 市 南 区 久 左 衛 門町 7 番 地 電 話 @ 7 0 4 7 ・7 1 2 7

出 張 所 名 古 屋 金 沢
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住宅や家具につく自アリや害虫を退治します、その上 「アリノン」は

くされ・かびにも特効があります 。

協議
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山宗化学株式会社 MJ L民向LET- h対t A忍fL22 ?iz-???;: 22j

i  (  

あ5ゆる3Pヤッターの零門メー力一

本社工相園 大| 阪市東淀川| メ川川通 6 丁F l 38 ( 屯) 代37- 8565 ・ 東 京 工 場 川崎市新丸子東 3 丁目 1159 ( 包) 047- 5350 

名古屋支庖 名 山原: . di 'i I  ｉ メＧｾＮ 11¥ UIJ 2  3  (，; ;_;:) 24- 4811 ・ 九 州 工 場 福 岡 市 綬 出 町 1 2 6 8 ( 冠) 2  - 6708 

営 業 所 高 知 ・ 向 山 ・ 高 松 ・ 姫 路 代 行 庖 全 国 主 要 都 市 ニ ア リ

日本建築協会優良諮明

ｾｾ叫ﾭ
ｾ、』

練式会最土日本セメント防水剤製護所

ヲ. - 9イ阻害
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録

本 社兵庫県宝塚市高台上の池北28ー 1 電 話 宝 啄 2 1 5 3

工 場 尼 崎 市 難 波 本 町 1 - 3  4 電話大阪⑬ お44(代表】

出張所電 話 東 京 (43) 0  8  7  4  仙台 (3) 0721 ・ 名古屋 (32) 1  3  3  1  

クォータイト式防水工事

代 行 庖 電 話 高 山 工 業 東 京 (25) 0161- 3 ・安藤 工 事 福 岡 (3) 5.765・大三工業高松6710
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J I S 合 格 モ ル タ ル コ ン ク リ ー 卜 用

責 任 ・ 施 工 ・ 請 負
ｅ 蓋ｾ /  - ｊ ｉ，ＮＮｾｾＮ冨 Ｑ EE寄* > > ， #) 1諸事mI

E_ t 翠ヨ
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雲芝 浦 脂 化 工 社本

八緬メタルホームK K 縫 鍵 品

全土

取 締 役 社 長 矢 中 龍 次 ! B 大阪管. 所

.・・111111111111111川 111111111111111111111111111111111

東京都品川区二葉町 1 - 4 4 1 電話荏原⑮1 7 1 5芸

大阪市東成区西今里町 2 ー48 電話⑨47筋 ・ 側3 :
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